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1 遺跡遠景（東から空撮）平成14年9月5日撮影撮影者(財)北海道埋蔵文化財センター

2 遺跡の全景（空撮上が北）



カラー図版2

1 地表面確認状況（南から）

2 擦文住居調査状況（手前H-26奥H-25･西から）
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1 JH-1調査状況（東から）

2 JH-1炭化材検出状況（北から）



カラー図版4

1 JH-2炭化材検出状況（北西から）

2 JH-4完掘状況（西から）



カラー図版5

1 JH-5完掘（北から）
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1 JM-1南側検出状況（東から）

2 JM-1土層（北西から）

■

3 JM-4土層（西から）
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カラー図版8

擦文十器集合Ｉ

2 北筒式土器集合



I 調査の概要

第I章調査の概要

1 調査要項

事業名：一般国道44号根室市根室道路工事に伴う穂香竪穴群遺跡発掘調査

委託者：国土交通省北海道開発局釧路開発建設部

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遣跡名：穂香竪穴群(N-01-34)

所在地：根室市穂香175番地ほか

調査面積： 7, 150㎡

調査期間：平成14年4月1日～平成15年3月31日 （現地調査5月7日～10月28日）

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター理事長大沢満（6月30日まで）

森重楯一（7月1日から）

専務理事宮崎勝 常務理事畑宏明（6月1日から）

総務部長下村一久 第1調査部長畑宏明（兼務）

第1調査部第3調査課長長沼孝

同主査越田雅司（発掘担当者）

同主任愛場和人（発掘担当者）

同文化財保護主事広田良成（発掘担当者）

3 調査に至る経過

一般国道44号根室道路は、釧路市を起点とし、根室市に至る延長124kmの一般国道44号のバイパス

として、根室市温根沼より穂香に至る延長約7kmの区間に計画された自動車専用道路である。工事計

画の具体化に伴い平成10年10月19日付けで埋蔵文化財保護のための事前協議書が北海道開発局釧路開

発建設部より北海道教育委員会（以下道教委）あてに提出された。

平成12年9月に道教委は根室市教育委員会の協力を得て、所在確認調査を実施した。遺跡の一部は

平成5年に個人住宅建設に伴い根室市教育委員会によって発掘調査が行われ、 5軒の竪穴住居跡が発

見された。 さらに周辺の測量調査によって、竪穴住居跡と考えられる62カ所の凹みが確認された。道

教委はそのような状況と現地調査によって計画路線内に約30カ所の凹みが含まれることを確認し、路

線変更が困難な場合は発掘調査が必要な旨を、平成12年11月に釧路開発建設部あて回答した。その後

関係者による協議が行われ、最終的に平成13年度から(財)北海道埋蔵文化財センターが発掘調査を実施

することとなった。

平成13年6 ･ 10月には凹みのみられない沢の奥部分の試掘調査が実施され、路線内の遺跡範囲がほ

ぼ確定し（約18,25011i)、平成13年度は東側8,000㎡、本年度は平成13年度調査区西側の7, 150㎡につ

いて調査を行った。残る3, 100㎡は平成15年度に調査する予定である。 （越田・長沼）

１



例 二
1コ

本書は平成14年度に一般国道44号根室市根室道路工事用地において、財団法人北海道埋蔵文化財

センターが発掘調査を実施した根室市穂香竪穴群の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

報告書の編集は、第1調査部第3調査課が行なった。

遺構の原稿は､調査を担当した調査員がそれぞれ執筆し､各遺構の文末に文責者名を記している。

その他の各章・節の原稿についても､文末に文責者名を記している。

遺構図は、調査を担当した調査員がそれぞれ整理し第2原図を作成した。 トレースは藤野戸美身

が行い、愛場和人が取りまとめた。

遺物等の現場での一次整理および取り上げデータの管理は越田雅司が行なった。

発掘調査での写真撮影は調査員が行い、遺物の写真撮影・焼付けなどは越田および第1調査部第

2調査課の菊地慈人、第1調査部第4調査課の笠原典第2調査部第3調査課の村田大が行

なった。

土器の接合、復元、拓本、断面実測には山本敬子・平沼房恵が従事し、広田良成が統括した。

石器の計測には山崎径子が従事し、愛場が統括した。

土器・石器の実測・ トレースは木下はるみが行い、愛場と広田がとりまとめた。また、一部石器

の実測・ トレースを㈱シン技術コンサルに依頼した。

金属製品の保存処理は、第1調査部第1調査課田口尚が行った。

フローテーション資料については、調査現場での水洗作業を黒瀧朋子が行い、選別作業は加藤量

子が行い、広田が統括した。

V章の各種分析、同定はつぎの方々と機関に依頼した。

放射性年代測定(㈱地球科学研究所)、炭化材樹種同定(北海道浅井学園大学三野紀雄)、黒曜石

製石器の原材産地分析(京都大学原子炉実験所藁科哲男)、炭化植物種子同定(札幌国際大学

吉崎昌一、椿坂恭代)、赤色細粒のX線回折分析(㈱パリノ・サーヴェイ）

遺跡検出の火山灰の同定と石器石材の肉眼鑑定は、第1調査部第1調査課花岡正光が行った。

出土資料は、根室市教育委員会で保存・活用される。

調査にあたっては、下記の機関または人々の指導ならびに協力を得た（順不同、敬称略)。

根室市教育委員会川上淳・小藪昌典、釧路市埋蔵文化財調査センター西幸隆・松田猛

・石川朗、 ところ埋蔵文化財センター武田修、斜里町立知床博物館松田功、東京大学

宇田川洋・熊木俊朗、羅臼町教育委員会涌坂周一、標津町教育委員会椙田光明、厚岸

町教育委員会熊崎農夫博、標茶町郷土館坪岡始、苫小牧市勇払資料館長佐藤一夫、北海

道浅井学園大学三野紀雄札'幌国際大学吉崎昌一・椿坂恭代、苫小牧市埋蔵文化財調査セン

ター赤石慎三、北構保男、野村口崇、竹田輝雄水野正好
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凡例

1 ．遺構は、以下の記号でもってあらわし、原則として調査順に番号を付けた。擦文時代の住居跡・

焼土・集石、縄文時代の土坑の番号については、 当センターが平成13年度に付けた番号に連続し

ている。

擦文時代H:竪穴住居P:土坑F:焼土S:集石

縄文時代JH:竪穴住居JP:土坑JM:盛土JF:焼土

挿図中では以下の網点を用いた。例外については凡例を付して示した。

m:カマドなどの粘土（黄褐色粘土) :カマドなどの粘土（灰白色粘土）

■■:擦文時代住居跡の掘揚げ土・縄文時代盛土 ■■:炭化物・炭化材

：焼土 ■■:ベンガラ範囲

2

3．遺物分布図では以下の記号を用いた。

●：土器▽：剥片石器、▲：礫石器◆：フレイク、 ウ：有孔礫★：鉄製品

遺構の規模は「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面からの最大

深（単位はm)」の順で記した。一部破壊されているものは現在長を( )で示し、不明のものは

－で示した。

4

実測図の縮尺は、原則として下記のとおりである。下記以外の図および、例外については図内に

スケールを付して示した。

遺構 1 ：40 復元土器 1 ： 3

土器拓本 1 ： 2 剥片石器 1 : 2

石斧 1 ： 2 礫石器 l : 3

鉄製品 1 ： 2

5．

6．土層の表記は､基本土層についてはローマ数字で､遺構の層位についてはアラビア数字で示した。

7．土層の色調は『新版標準土色帖19版』 （小山・竹原1997)に従った。

8．火山灰の略号は、 『北海道の火山灰』 （北海道火山灰命名委員会1982)による。

9．土器、石器、鉄製品の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記した。剥片石器、礫石器は機能

部にこだわらず、長軸を長さ､短軸を幅厚さは最大厚を採用した。
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5 H-23完掘（西から）

図版17

1 H-24調査前状況（南から）
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1 H-19･22･25調査前状況（北から）

2 H-19カマド、HF-1検出状況(西から）
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図版5
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2 H-20完掘（南東から）
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図版8

1 H-21調査前状況（南東から）

2 H-21全景（北西から）

況



2 H-24東西土居断面（南東から）

3 H-24掘り揚げ土土層断面南側（南西か

ら）

4 H-24掘り揚げ士士層断面西側（南東か

ら）

図版20

l H-24カマド袖石検出状況（南西から）

2 H-24カマド土居断面（西から）
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図版21

l H-25調査前状況（南から）
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図版22
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図版23
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2 H-25･HF-1土居断面（南から）

3 H-25集石l ･遺物出土状況（南東から）
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（西から）

6 H-25粘土検出状況（北西から）

図版24

1 H-25完掘（北西から）

2 H-22･25間掘揚げ土土居断面 ~

（北西から）

3 H-25掘り揚げ土土層断面北側

（北西から）

図版25

1 H-26調査前状況（南から）

2 H-26掘り揚げ土検出状況（西から）

図版26

1 H-26完掘（西から）

2 H-26調査状況（西から）

図版27

l H 26東西土層断面（北から）

2 H-26南北土居|釿面（西から）

3 H-25｡ 26間掘り揚げ土土層断面（西か

ら）

4 H-26掘り揚げ土土層断面北側（西から）

図版28

1 H-26カマド検出状況（西から）

2 H-26カマド袖石･焼土検出状況(西から）

3 H 26･HF-1検出状況（南東から）

4 H-26･HF-1土層断面（南東から）

5 H 26･HF-2検出状況（西から）

6 H-26･HF-2土層断面（西から）

図版29

1 H-27調査前状況（北から）

2 H-27南北土層断面（東から）

3 H-27東西土層断面（北から）

図版30

1 H-27遺物出土状況（西から）

2 H-27カマド土居断面（西から）

3 H-27集石l検出状況（南西から）

図版31

l H-27･HF-1土層断面（南から）

2 H 27･HF 2士層断面（南から）

3 H-27完掘（西から）

図版32

1 H-28調査前状況（束から）

2 H-28完掘（西から）

図版33

l H-28覆土遺物出土状況（西から）

2 H-28東西土居断面（南から）

3 H-28･HF-1土層断面（南東から）

4 H-28集石1検出状況（南西から）

図版34

1 H-29調査前状況（西から）

2 H-29全景（西から）

図版35

l H-29南北土層断面（西から）

2 H29東西土層断面（南から）

3 H-29床面遺物出土状況（西から）

図版36

1 H-29完掘（西から）

2 H 29調査状況（西から）

図版37

l H-29カマド検出状況（西から）

2 H-29カマド袖石検出状況（西から）



3 H-29集石1検出状況（北から）
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5 H-29･HF-2土層断面（南西から）

6 H-29･HF-4土層断面（東から）
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l H-30調査前状況（北西から）

2 H-30南北土層断面（南西から）
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l H-30遺物出土状況（東から）

2 H-30集石2検出状況（南から）

3 H-30土器出土状況（南から）

4 H-30･HF-1士層断面（西から）

5 H-30･HF-2土層|断面（南から）

図版40

l H-31調査前状況（南西から）

2 H-31完掘（北東から）

図版41

l H-31東西土居|断面（南東から）

2 H-31･HF-1検出状況（東から）

3 H-31･HF-1土層断面（南東から）

4 H-31覆土遺物出土状況（南西から）

図版42

l H-31床面遺物出士状況（南西から）

2 H-31集石l検出状況（南から）

3 H-31土器出土状況（南から）
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1 S-2検出状況（南から）

2 F-6検出状況（北から）

3 F-6士層断面（南から）

4 F-8検出状況（南東から）

5 F-9検出状況（南から）

図版44

l JH-l生活面検出状況（南から）

2 JH-l完掘（東から）

図版45

1 JH-1東西土層断面①（北から）

2 JH-1東西士層断面②（南西から）

3 JH-1南北土層断面①（西から）

4 JH-1南北土居断面②（北西から）

図版46

1 JH-1南北土層断面（アップ①）

（西から）

2 JH-1南北土層断面（アップ．②）

（西から）

3 JH 1覆土中焼土･炭化材検出状況

ら）

4 JH-1焼土・土器検出状況（南東か

5 JH 1焼土検出状況（アップ）

（南東から）

図版47

1 JH 1 ･HF-1 ･ 2 ･ 3検出状況

（東から）

2 JH-1床面土器出土状況（北から）

3 JH-1覆土遺物出土状況（東から）

4 JH-1集石l検出状況（南から）

5 JH-1集石1検出状況（北から）

図版48

1 JH-1炭化材検出状況（北から）

2 JH-1炭化材検出状況（アップ）①

（北西から）

3 JH-l炭化材検出状況（アップ）②

（南西から）

4 JH-1炭化材検出状況（アップ）③

（南東から）

5 JH-1炭化材検出状況（アップ）④

（北から）

図版49

1 JH-2調査前状況（北から）

2 JH-2完掘（北から）

図版50

l JH-2南北土層断面（南西から）

2 JH-2東西土層断面（北東から）

3 JH-2炭化材検出状況（北から）

4 JH 2調査状況（北から）

図版51

1 JH-2覆土土器出土状況（北から）

2 JH-2 ｡HP-1土層断面（西から）

3 JH-2炭化材検出状況（アップ）①

（北西から）

4 JH-2炭化材検出状況（アップ）②

（東から）

5 JH-2炭化材検出状況（アップ）③

（北から）

6 JH-2炭化材検出状況（アップ.)@

(南東か

(東か

ら）



2 JH-6南北土層断面（南東から）

図版62

1 JH-6生活面検出状況（北東から）

2 JH-6土器出土状況①（南から）

3 JH-6土器出土状況②（北から）

図版63

l JH-7調査前状況（南から）

2 JH-7東西土層断面（南から）

3 JH-7南北土層断面（東から）

図版64

1 JH-7完掘（北西から）

2 JH 7遺物・炭化材検出状況(北西から）

3 JH-7 ･HF-l検出状況（北から）

4 JH-7 ･HF-1土層断面（西から）

図版65

1 JH-8東西土居断面（南から）

2 JH-8 ･HF-1検出状況（南から）

3 JH-8炭化材検出状況（北から）

4 JH 8遺物出土状況（南から）

5 JH-8 ･SP-1土層断面（南東から）

図版66

1 JH-8完掘（北西から）

図版67

1 JH-9南北土居断面北側（西から）

2 JH-9完掘（西から）

図版68

1 JH-10炭化材検出状況（南から）

2 JH-10 ･HF検出状況（西から）

図版69

1 JH-10完掘（南から）

2 JH-10･HP-1土層断面（西から）

3 JH 10｡HP-3土居断面（西から）

図版70

1 JH-ll調査前状況（北東から）

2 JH-ll遺物出土状況（南東から）

3 JH-11南北土居断面（南から）

図版71

1 JP 3完掘（南東から）

2 JP-3土居断面（東から）

3 JP-4完掘（北西から）

4 JP-4土層断面（東から）

5 JP-5完掘（東から）

（北東から）

図版52

1 JH-3調査状況（北東から）

2 JH-3東西土層断面（北から）

図版53

l JH-3焼土検出面（東から）

2 JH-3完掘（南東から）

図版54

1 JH 4調査状況（北東から）

2 JH-4東西土居断面（南から）

図版55

1 JH-4･HF-2 ･ 3 ･4検出状況

（南東から）

2 JH-4焼土検出面（西から）

3 JH-4･HF-1土層断面（南から）

4 JH-4･HF-2 ･ 3土層断面（南から）

5 JH 4･HF 4土層断面（南から）

6 JH-4遺物出土状況（西から）

図版56

1 JH-4掘り込み部土層断面（南西から）

2 JH-4･SP-1土層断面（南から）

3 JH-4完掘（西から）

図版57

l JH-5調査前状況（北から）

2 JH-5南北土層断面（東から）

図版58

1 JH-5東西土居断面（南から）

2 JH-5 ･HF-1、集石1検出状況

（北から）

3 JH-5 ･HF-l土層断面（東から）

4 JH-5集石l ｡ 2検出状況（北東から）

5 JH 5集石2検出状況（北東から）

図版59

l JH-5完掘（北から）

2 JH-5 ･HF-1、集石l検出状況

（アップ） （北から）

図版60

1 JH-6完掘（南東から）

2 JH-6 ･HF-1検出状況（東から）

3 JH-6 ･HF 1土層断面（北東から）

図版61

1 JH-6東西土層断面（南西から）



6 JP-5南北土居断面（南西から）

図版72

l JP-6調査前状況（南東から）

2 JP-6南北士層断面（北東から）

3 JP-6完掘（南東から）

4 JP-7完掘（南から）

5 JP-8完掘（北西から）

6 JP-8南北土層断面（西から）

図版73

1 JP-8覆土遺物出土状況（北西から）

2 JP-8礫出土状況（北西から）

3 JP-9調査前状況（北西から）

4 JP-9調査状況（北西から）

5 JP-9土眉断面（南西から）

6 JP-9完掘（南から）

図版74

1 JP 10完掘（南から）

2 JP-10焼土、炭化物検出状況（北から）

図版75

1 JP-10東西土居断面（南東から）

2 JP-10焼土、遺物検出状況（南から）

3 JP-10焼土、炭化物検出状況（アップ）

（西から）

4 JP-10遣物出土状況（西から）

図版76

1 JP-ll完掘（東から）

2 JP ll東西土層断面（北西から）

3 JP-14完掘（北から）

4 JP-14東西土層断面（南東から）

5 JP-16完掘（北から）

6 JP-16土居断面（南西から）

図版77

l JP-12東西土居断面（南東から）

2 JP-12南北土層断面（西から）

3 JP-12遺物出土状況（南から）

図版78

l JP-13完掘（西から）

2 JP-13東西土居断面（北西から）

図版79

l JP-15調査前状況（北から）

2 JP-15南北土居断面（西から）

図版80

1 JP-15完掘（北から）

2 JP-17東西士層断面（南から）

図版81

1 JP-17焼土面（西から）

2 JP-17焼十＋層断面（東から）

3 JP-17土器出土状況（西から）

4 JP-17遺物出土状況（北東から）

図版82

1 JP-17ベンガラ、石斧検出状況

（北東から）

2 JP-17完掘（東から）

図版83

l JP-18遺物出土状況（北東から）

2 JP-18南北土居断面（南西から）

3 JP-19土層断面（南西から）

4 JP-19遺物出土状況（南西から）

図版84

l JP-20完掘（北から）

2 JP-20土層断面（西から）

3 JP-21遺物出土状況①（南東から）

4 JP-21遺物出土状況②（南から）

5 JP-22完掘（南から）

6 JP-22土居断面（南から）

図版85

1 JM-l北側検出状況（東から）

2 JM 1南側検出状況（北東から）

図版86

1 JM-1 ･Jライン土層断面（北西）1 JM-1 ･Jライン土層断面（北西から）

2 JM-1 ･Jライン土層断面（アップ）

（北西から）

3 JM-1 ･ 36ライン土層断面（南西から）

図版87

1 JM-1土器出土状況（南東から）

2 JM-1焼土検出状況（南東から）

3 JM-1土器出土状況（北西から）

4 JM-1 ･MP-1検出状況（南から）

5 JM-l ･MF-1検出状況（北西から）

6 JM 1 ･MF-1土層断面（南東から）

7 JM-l ･MP-2セクション(北西から）

図版88

1 JM 2検出状況（北西から）

2 JM-2 ･45ライン(K～L)土層断面



（南西から）

3 JM-2 ･45ライン(L～M)土居断面

（南西から）

図版89

1 JM2遺物出土状況（北から）

2 JM-2遺物出土状況（アップ) (南から）

図版90

1 JM-2･L-45区遺物出土状況

（北西から）

2 JM 2 ･MF-1、骨出土状況

（北西から）

3 JM-2骨出土状況（北から）

4 JM-2 ･MF-1 ･ 2 ･ 3検出状況

（東から）

5 JM-2 ･HF-4検出状況（東から）

図版91

1 JM-3検出状況（北から）

2 JM 3遺物出土状況（北東から）

図版92

1 JM-3調査状況（西から）

2 JM-3 ･ 37ライン(F～G)土層断面

（北西から）

3 JM-3炭化材・石器出土状況（西から）

4 JM-3 ･MF-1検出状況（北から）

図版93

1 JM4調査状況（北西から）

2 JM-4検出状況（北西から）

図版94

1 JM-4南北土層断面（西から）

2 JH-10西壁を埋めるJM-4(南西から）

3 JM-4フレイク出土状況（西から）

4 JM-4遺物出土状況（西から）

図版95

1 JM-5検出状況（北東から）

2 JM-5調査状況（北から）

3 JM-5遺物出土状況（北から）

図版96

1 JM-5 ･49ライン(I～J)土層断面

（南西から）

2 JM-5 ･49ライン(J～K)土層断面

（南西から）

3 JM-5 ．49ライン(K～L)土層断面

（北西から）

図版97

1 JM-5炭化材検出状況（北から）

2 JM-5 ･MF-3 ･4検出状況(南から）

3 JM 5 ･FC-3検出状況（西から）

4 JM-5遺物出土状況（アップ．①）

（北から）

5 JM-5炭化材検出状況（アップ①）

（東から）

図版98

1 JM-5遺物出土状況（アップ②）

（北から）

2 JM-5遺物出土状況（アップ③）

（北東から）

3 JM-5炭化材検出状況（アップ②）

（北東から）

4 JM-5炭化材検出状況（アップ③）

（北から）

5 JM-5炭化材検出状況（アップ④）

（北から）

図版99

1 JM 6検出状況（西から）

2 JM 6東西土層断面（南西から）

3 JM-6南北土層断面（北西から）

図版lOO

l JM-6遺物出土状況（西から）

2 JM-6炭化材検出状況（西から）

図版lO1

l JM-7検出状況（北東から）

2 JM-7 ･Hライン(43～44)土層断面

（北西から）

3 JM-7 ･44ライン(J～H)土層断面

（南西から）

図版102

1 JM-8検出状況（東から）

2 JM-9検出状況（西から）

図版103

1 JM-9遣物出土状況（北から）

2 JM 9土層断面（南西から）

3 JM-9 ･MF-1 ･ 2検出状況(南から）

4 JM-9 ･MF-1土層断面（南から）

5 JM-9 ･MF-2土層断面（南から）
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図版104

1 JF-l検出状況（西から）

2 JF-1土層断面（南から）

3 K-35区11層擦文土器出土状況（南から）

4 1-43区Ⅲ層北筒式土器出土状況

（南東から）

5 M-46区111層北筒式土器出土状況

（東から）

6 K-43区Ⅲ層耳栓出土状況（南東から）

図版105

l H-21出土の土器（図Ⅲ 13-1)

2 H-25出土の土器（図Ⅲ－29-1)

3 H-25出土の土器（図Ⅲ－29-2)

4 H-30出土の土器（図Ⅲ－46-1)

5 H-31出土の土器（図Ⅲ 49 1)

図版106

1 擦文遺構出土の土器

2 擦文遺構出土の石器・鉄製品

図版107

l JH-1出土の土器（図Ⅲ－56 1)

2 JH-1出土の土器（図Ⅲ－56-2)

3 JH-6出土の土器（図Ⅲ－75-1)

4 JM-1出土の土器（図ll1-105-1)

5 JM-1出土の土器（図Ⅲ－105-2)

図版108

1 JM-2出土の土器（図Ⅲ－113-1)

2 JM-2出土の土器（図Ⅲ－114-2)

3 JM-2出土の土器（図Ⅲ－114-3)

4 JM-2出土の土器（図m 115-4)

図版109

1 JH･JP出土の土器

2 JM-1出土の土器

図版110

l JM-2～5出土の土器

2 包含層出土の土器(1) (図Ⅳ－1-1)

3 包含層出土の土器（2） （図Ⅳ－2－18）

図版111

1 包含層出土の土器（3）

2 包含層出土の土器（4）

図版112

1 JH出土の剥片石器

図版113
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l 調査の概要
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穗香竪穴群

4調査の概要

（1）発掘区の設定

発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は4×4mとし、本年度も平

成13年度に設定したものを使用した。平成13年度調査区の設定基準は、用地境界杭L13とL14を基準

点とし、その2点を通る直線を南北方向の基線東西方向は基準点を通り、南北方向の基線に直交す

る直線とした。

ラインの設定は、南北方向をアルファベットの大文字とし、基線をBに設定後南側にC、D， E

…、北側はAとした。東西方向は数字で、 L13を通る基線を40とし、東側に41， 42， 43， 44…と進行

し、西側は逆に39， 38， 37， 36…とした。調査区域は、 アルファベットでは、 B～Sライン、数字で

は15ラインの東1nlから50ラインまでの範囲で、基準点の測量成果は下記のとおりである。

（越田･長沼）

L13(B40) X=-76289. 196 Y=104733.350

L14 X=-76257.858 Y=104773.898 (平面直角座標系第XⅢ系）
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図1－3 発掘区の設定

（2）地形・地質の概要

周辺の地形・地質

根室半島全域には海成段丘の発達が著しい。遺跡周辺でも、半島の中軸に沿って標高40-50m，花

咲岬北東方に標高約30m、幌茂尻から根室市街へ標高約10mに段丘面が認められる。三谷ほか(1958)

は、根室南部において、標高40m前後の高位面と標高20-30mの低位面に区分している。標高40-50

，面は狭長な谷底平野によって開析され、丘陵状地形を呈している。標高30m以下の段丘が海と接す

る所では、急な海蝕崖を形成している。

三谷ほか(1958)によれば、根室南部地域は根室層群とこれを不整合に覆う段丘堆積物から成り、

さらにこれらを不整合に覆って火山灰層が発達している。根室層群は、岩相によって、下部から根室

累層長節累層、落石累層、ユルリ累層に区分される。前の2累層は砂岩と泥岩の互層から成り、後

の2累層は礫質岩を主な構成員としている。根室累層の中には2つの型の粗面粗粒玄武岩が註入して

いる。落石累層とユルリ累層には、集塊岩、火山円礫岩、規模の小さな溶岩や岩床を挟んでいる。海

蝕崖には粗面粗粒玄武岩の露出が良好である。

佐々木編（1979）によれば、 中標津一別海一根室地域には摩周火山起源のテフラが分布している。

また、徳井(1989)によれば、駒ケ岳と樽前山のテフラが道東に分布している。

遺跡の地形・地質

遺跡の主体は標高約10mのやや狭長な段丘面上にある。北側に第二ホニオイ川河口の沖積低地、南

4



l 調査の概要

側に谷底平野と面している。谷底平野には泥炭が発達し、谷地坊主が多く見られる。

図1－4に遺跡の表層地質と発掘上の士層区分を示す。平坦面（段丘面）における例として発掘グ

リッドB-44～B-45、段丘面と谷底平野との間の斜面下方（斜面と谷底平野との境界付近）の例と

してP-38、遺構の例としてJP-5を示している。B 44～B-45では、上位から作土、黒褐色粘土

質腐植土、摩周火山起源のテフラ、黒色粘土質腐植土、黒褐色粘土質腐植土、褐色ロームが認められ

る。平坦面では摩周火山のテフラの保存が良好である。 このテフラと作土との間の土壌層は、 2層に

区分できることがある。そのような場所では、それぞれの土壌層から異なる時代の遺物が出土してい

る。

本遺跡の摩周火山のテフラの各ユニットは、北海道火山灰命名委員会(1979) と佐々木編(1979)

から、Ma-f～Ma-jに対比することができる。本遺跡での各ユニットの特徴は次のとおりである。

Ma-f:軽石混じりの褐色ローム。層厚5-10cm・軽石粒径2-10111111．軽石表面は褐色、内部は灰

～灰黄色。軽石はやや円磨され、見かけの発泡度は悪い。分級が悪いことで、火砕流堆積物またはそ

の二次堆積物である。Ma-fのうち、Ma-f,に対比される。

Ma-g:黄榿色降下軽石堆積物。層厚5-7cIno軽石は粒径1-4mm、やや風化し、内部は灰黄色、

見かけの発泡度は悪い。

Ma-h:降下軽石・岩片堆積物。層厚2cm・粒径lmm±・軽石は榿色、岩片は灰色。

Ma-i :榿色降下軽石堆積物。層厚6-8cnl・基底から1cm上方までは比較的細粒（粒径3nl111±)、

その直上は粗粒（粒径5-10mm、最大粒径15IIm1)で上方へ細粒化する。軽石はやや風化し、内部は黄

榿色、繊維状発泡良好。

Ma-j : 3層の降下ユニットに区分される。上部は灰黄色砂質火山灰堆積物で、層厚0.5cIn・中部は

黄色軽石堆積物で、層厚0.3-0.5cm、軽石粒径0.5Ⅱ皿である。下部は灰色砂質火山灰堆積物で、層厚0.5

cm±である。 この下部層は含水量が多く、色調からも鍵層として周辺地域で追跡することができる。

Ma-f中の炭化木から、 6,460±130yBP、 7, 190±230yBPの'℃年代値が得られている（勝井ほか、

1986)。

P-38では、泥炭層中に2層の降下テフラが認められる。上位のものは黄色を帯びた白色シルト質

火山灰で層厚1. 5cm、下位のものは灰白色シルトー砂質火山灰で層厚3cmである。また、縄文時代の

遺構の凹地には、 白色のシルト質降下火山灰がレンズ状に厚く堆積していることがある。遺構JP-

5では、最大層厚10cmで、黄色を帯びた白色のシルト質火山灰が認められる。 これらの白色のテフラ

の給源は今のところ不明であるが、駒ケ岳及び樽前山の可能性がある。

（花岡）

（3）基本土層

I層：表土、耕作士、撹乱土層。遺跡の大部分の現況は笹地で、笹根下のポロポロした腐植土もこれ

に含めた。層厚は5～1Ocm程度である。今年度調査区の北側平坦部は牧草地となっており、 Ⅲ層もし

くはⅣ層まで耕作が行なわれていた。

Ⅱ層：主に黒色、黒褐色を呈する腐植土層。層厚は5～10cm・続縄文時代から擦文時代の遺物包含層

である。

Ⅲ層：主に黒褐色を呈する腐植土層。層厚は約10～15cm程。 l1層に比べてやや黄が強く、下位のⅣ層

が混じる傾向にある。斜面などではⅡ層と分層できない。縄文時代の遺物包含層で、主に縄文時代中

期末～後期の遺物が出土する。遺跡全域に存在する。

またlll層中の遺構などの窪みにはにぶい黄褐色火山灰が存在し、遺構検出の指標となった。

戸
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穂香竪穴群

遺構JP-5基本土層名 P-38B-44～B-45
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I 調査の概要
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1V層：前述のとおり、Ma-f～Ma-jに対比できる火山灰層である。層厚は10～25cm程度。急斜

面部では存在しない。

V層：主に黒色を呈する腐植土層。層厚は約5～1Ocm程度。 しまり、粘性ともある。縄文時代早期の

包含層である。遺跡全域に存在する。

VIE:黄褐色ローム質土層。層厚は不明だが、 50cm程でⅥI層になる場所もあった。遺構のほとんどは

この層まで掘り込まれる。遺跡全域に存在する。

VⅡ層：砂礫層。遺構の床面や柱穴の調査で部分的に確認できた。黄褐色ローム質土が数枚層状に入る

部分もある。層厚は不明。 （愛場）

（4）調査の方法

調査区域の現況は、北側の平坦部が牧草地で、南側の斜面部が笹原であった。調査は表土除去、 25％

調査包含層調査遺構調査の手順で進めた。

表土除去は基本的に重機で行ったが、竪穴状の凹み及びその周辺については人力で行った。また、

排土場所の確保の関係から全面展開の調査は行えなかったので、 いくつかのブロックに分けて調査を

進めた。

竪穴状の凹みは35ラインより東側の平坦部から斜面にかけての区域で確認できたので、その部分の

調査を進めながら、他の部分の表土除去、 25％調査を展開した。まず調査を着手したのはGライン

より北側、 28ラインより東側の平坦部で、次にLラインより南側、 31ラインより東側の斜面部、G

ラインより北側、 28ラインより西側の平坦部、 Gラインより南側、 31ラインより西側の斜面部とい

う順で進めた。

25％調査、包含層調査

調査はI ･ l11層の遺物包含層を発掘区単位で進め、遺物の出土状況や量に応じてスコップ・移植ご

て、 ジョレンなどの道具を使い分けて行った。火山灰層下のV層調査は、 25％調査ではすべて行い、

包含層調査では25％調査で遺物が出土した周辺のみに限定して行った。結果的にV層からは2点の黒

曜石製石器が出土したのみであった。

遺構確認調査

25％調査の結果、遺構が確認されず、 また遺物が出土しないか、極めて希薄な部分については重機

による遺構確認調査を行い、調査の省力化を図った。先にブロック分けした28ラインないし31ライン

より西側部分がその区域である。

遺構調査

竪穴状の凹みの部分では、土居観察用のベルトを基本的に十字に設定し調査を進めた。その部分で

は表土中からも遺物が出土する可能性が考えられたため、調査は牧草や笹根の除去段階から人力で行

った。結果的に、凹み部分周辺の表土中からは、時期不明の陶磁器片が1点出土したのみであった。

25％・包含層調査ではⅢ層の上面ないしⅢ層を少し掘り下げた時点で遺構の確認に努めたが、最終

的にⅣ層上面で確認されたものもある。基本的に遺構は平面形を確認後住居跡・土坑は十字に土層

観察用のベルトを残し、小型の土坑は2分割して調査を進めた。盛土遺構については発掘区のライン

に沿って土層観察用のベルトを残し、状態の良いところを記録した。

遺物の取り上げ

出土遺物はl層出土のものを除いてすべてトータルステーションを利用して出土位置を記録して取

り上げ、遺跡・遺物管理システム（㈱シン技術コンサル）で管理した。また、遺構出土のものに関し

ては、必要に応じて写真撮影と同時に出土状況図を作成した。
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穂香竪穴群

竪穴住居跡のカマドや炉跡盛土遺構の焼土などについては動植物遺体を検出するために土壌を採

取した。 （越田・長沼）

（5）整理の方法

現地では野外作業と並行して、遺物の水洗・注記と台帳作成、大まかな分類などの基礎的な作業を

行った。冬期の整理作業では、土器の接合・復元、石器・礫の接合、土器・石器の実測・計測・集計

・写真撮影などを行い、その成果を本報告書に掲載した。採取した土壌は、現地でフローテーション

作業を行い、冬期の整理作業で選別・抽出を行い、動植物遣体の鑑定を依頼した。 （越田・長沼）

（6）遺物の分類

土器の分類

分類にあたっては側)北海道埋蔵文化財センターの標準的な分類を踏雲した。縄文時代の土器につい

ては早期の資料をI群前期をI群、 中期をⅢ群後期をⅣ群晩期をV群とした。続縄文時代の資

料はV[群擦文時代の資料はⅥ1群とした。今回の調査で出土した土器には、縄文時代早期(I群)、

縄文時代中期(II群)、後期(IV群)、続縄文時代（Ⅵ群)、擦文時代（Ⅶ群）の資料がある。ただし

IV群に分類した北筒式土器の資料に関しては編年的な位置付けが現状では不確定なため、北筒式で中

期末に位置付けされる可能性がある資料も今回の報告では一括してIV群として取り扱う。 （広田）

石器等の分類

石器の分類は大分類にとどめ、記号による細分類は行なわず、記述により補足した。

剥片石器は石雛、石槍、石錐両面調整石器、つまみ付ナイフ、ナイフ類スクレイパー、 Rフレ

イク、Uフレイクがある。

礫石器では石斧類、砥石、石鋸、たたき石、台石、石皿、加工痕のある礫がある。

他にフレイク、石核、原石、礫礫片がある。礫のうち、集石に含まれるものについて完形のもの

を全点計測した。

また土製品では耳栓と考えられるものが1点出土している。擦文住居内を中心に有孔礫を石製品と

して扱っている。

鉄製品は擦文時代の竪穴を中心に出土している。 （愛塲）

（7）調査結果の概要

今年度の調査において遺構は住居跡24軒､土坑21基､焼土5カ所､盛土遺構10カ所､遺物は土器4,607

点、石器類8, 510点、礫10, 114点、土製品1点、石製品5点、鉄製品42点、総数23,279点が発見され

た。それらは大きく分けて擦文時代と縄文時代のものがあり、遺物の詳細は表lを参照願い、 ここで

は遺構についての概要を説明する。

擦文時代の遺構は、住居跡13軒(H-19～31) 、土坑1基(P-1) 、焼土4カ所(F-5～8)で、

後期後半の時期と考えられる。住居跡は昨年度の調査分(H-6～18)と平成5年の市教委調査分(H

－1～5）を合わせると31軒が調査されたことになる。住居跡は重複せず、遣存状況も良好で、掘り

上げ土の堆積状況から大まかな変遷を捉えることができる。 13軒のうちカマドのあるものは7軒、平

面形は基本的に方形であるが、床面積は12～76㎡と幅がある。カマドはすべて東壁に作られ、原形を

とどめていないが、袖石や天井石として使用された玄武岩の偏平礫と灰白色粘土が確認された。カマ

ドのない6軒の平面形は基本的に長方形で、床面積は11～24㎡とカマドのあるものに比べると小型で

ある。住居構造は柱穴のないものも含め、多様であるが、柱穴や周溝のあり方から、 4本主柱、 8本

壁柱、土留め板が巡るもの、ベッド状の板敷きなどの存在が想定される。すべての住居跡にはl～4

カ所の炉跡が中央部にあり、浅い掘り込みを伴うものもみられる。カマドや炉跡周辺の土壌からはシ

I2
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穂香竪穴群

ソ属キビ属アカザ属、ブドウ科の炭化種子や骨片がわずかながら確認できた。また、 6軒につい

て採取した炭化物による14C年代測定を行ったところ較正年代でAD1,000～1,200年前後の数値が得

られたが、土器などの特徴から年代的には12世紀前後と考えられる。

縄文時代の遺構は、住居跡11軒、土坑20基、焼土1カ所、盛土遺構10カ所で、大部分が後期初頭の

北筒Ⅱ～Ⅲ式の時期と考えられる。住居跡も平面形は楕円形ないし楕円形に近い不整形で、大きさは

最小で4.45×3.5m、最大で7.64×5.2mである。構築面と考えられる床面の凹凸が著しく、貼床ない

し埋め戻しを行って平坦面を作り生活面としているのが大きな特徴で、 11軒のうち8軒で炉跡がみら

れ、 JH-4では5カ所が確認できた。また、 JH-1 ･ 2 ･ 10は覆土・床面の炭化材や焼土の出土状

況から火災住居と考えられる。炭化材の樹種同定では7種類が確認でき、多様な樹木の利用が明らか

になった。土坑の平面形は楕円形ないし不整形で、最小は1.3×1.23×0. 5m、最大は6.3×2.97×0.93

mであるが、長軸が2～3m程度のものが多い。原則的に炉跡の有無で住居跡と区別したが、長軸の

長さが4mを越えるJP-12･ 13 ･ 15 ･ 18などは住居跡の可能性がある。土坑の性格は不明のものが

大半であるが、人為的な埋め戻しの覆土、ベンガラの散布、遺物の出土状況などからJP-17は墓と

考えられる。 10カ所の盛土遺構は、住居跡や土坑と重複して分布し、擦文時代の住居跡で壊されてい

るものもあり、その形態は一様でなく、厚さも0. 14～0. 57mと幅がある。盛土の供給源は主に住居跡

や土坑の掘り上げ土であるが、構築面の焼土、二次堆積の焼土、炭化材、遺物の出土状況さらに柱穴

の存在など、単なる廃棄場ではなく構造物の存

在の可能性を含め、その性格は単純ではなさそ

うである。住居跡や盛土遺構から採取された炭

化物による14C年代測定では3,860±40(calBP

4,410to4, 150)～3,720±40 (calBP4, 160to

3,960）年BPという数値が得られた。

（越田・長沼）

表1 出十遺物一覧
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|｜ 遺跡の位置と周辺の遺跡

第Ⅱ章遺跡の位置と周辺の遺跡

1 遺跡の位置と周辺の環境

穂香竪穴群は北海道根室市穂香172番地1にあり、北緯43｡ 18' 20″ 、東経145｡ 32' 40″に位置す

る。遺跡のある根室市は、北海道東部の根室半島に位置する日本最東端の市である。また、根室支庁

の所在地で面積は約513km、人口は約33,000人である。市の基幹産業は水産業で、夏の花咲ガニ、秋

のサンマなどの水産物が全国的にも有名である。また、国後島などの北方領土に近接し、天気の良い

よく晴れた日には間近に国後島を望むことができる。

年平均気温は約7°Cで、特に夏場の気温が低い。親潮と黒潮の衝突によって生まれる霧が根室沖で

発生するため、夏場に霧が発生し、 6～8月は霧が出る日が非常に多い。そのため、夏場でも20℃前

後しか気温が上がらず､最高気温が30℃を越えるのは数年に一度しかない・9月以降は天候が回復し、

秋から冬にかけては比較的安定した気候となる。植生としては、ダケカンバ・カシワモドキなどの広

葉樹、アカエゾマツ・ トドマツなどの針葉樹がみられる。また、冷涼な気候のため標高の低い場所で

も多数の高山植物が生育している。

穂香竪穴群は標高約6～15mの海岸段丘面から第二ホニオイ川側の谷底平野にかけての斜面にかけ

て広がっている。大部分の竪穴状くぼみは台地南東端から斜面上部にかけて分布しているが、一部は

台地北側にもみられる。遺跡の北側約500mには根室湾が広がり、東側と南側の斜面下には第二ホニ

オイ川とその支流が流れ、海と川で三方を囲まれた台地上に遺跡が形成されている。

図示していないが遺跡周辺は高さ約1rnの近代の土塁により区割りされ、土塁の北東側は耕作によ

り擦文時代の包含層の大部分が削平されていた。南東側の台地端から斜面にかけての土層の遣存状況

は良好である。

穂香（ホニオイ）はアイヌ語地名であるが、語源ははっきりしない。解釈としては、永田方正氏や

山田秀三氏による「pon-i-oi (ポンイオイ、ポニオイ）小へビ多い所｣、 「pon-ni-oi (ポンニオイ）

小さい木片（寄木）多い所」の2説がある。

穂香竪穴群については伊藤初太郎氏が昭和10年(1935)に『考古学上の根室の遺物と遺跡』の中で

竪穴の群集している場所として挙げており、海岸部にあるチヤシ（ニランケウシ1～3号チヤシ） と

共に方形の竪穴状くぼみ10カ所の位置図を作成している。また、伊藤氏は昭和13年(1938)にも 「根

室半島に存在せるチャシ」の中でも、 同様の図面を載せている。ただし、竪穴自体の説明はされてい

ない。昭和48年(1973)には根室市教育委員会が北地文化研究会に委託した市内分布調査の一環とし

て、穂香竪穴群の分布調査を行い、 38カ所の竪穴状くぼみを確認している。

平成5年(1993)には宅地造成のため、根室市教育委員会が遺跡の一部を発掘調査し、その結果擦

文時代の竪穴住居跡5軒(H-1～5)が確認された（図Ⅱ－3)。平面形は1辺が4～5mの方形も

しくは方形に近い形で、掘り込みは浅いものが多い。擦文時代の包含層が削平されているため、 どの

住居跡も掘り揚げ土は検出されなかった。 5軒のうち、カマドと炉を伴う住居跡は2軒(H-1･4)

で、炉を伴う住居跡が2軒(H-2･ 5)、カマド、炉を伴わない住居跡が1軒(H-3)である。ま

たH-3 ･ 5の床面で大形のピットが検出されている。遺物は擦文土器が主体で、若干の石器等が

出土している。また、H－5の床面から集石と共にマレックが出土している。

H－l～5の時期は平成13 ･ 14年度に調査した竪穴住居跡とほぼ同じで、擦文時代後期後半と考え

I5



＄

ん

加
鎖
鑑

晶争

』

畠

周辺の遺跡（1） （この図は国土地理院平成4年12月1日発行5万分の1地形図「根室北部｣、

3年8月1日発行5万分の1地形図「根室南部｣、平成4年8月1日発行5万分の1地形図「厚床」

製加筆したものである）

平成

を複

図Ⅱ－1

l6



11 遺跡の位置と周辺の遺跡

表2 周辺の遺跡一覧

所 在 地 種別 時 代 特徴・その他
弁天島 集落跡オホーツク 北構保男氏により調査
西浜町6－3， 4 1 ． 2他集落跡擦文 国指定史跡
昆布盛25， 25 2 集落跡 神社建造の際破壊
東梅224-5 集藩跡繩文中期・擦文 竪穴14個
温根元343 1 ． 2 集落跡縄文早期・擦文・オホーツク竪穴32個
牧の内140 1 ， 210-1 チヤシ跡アイヌ 国指定史跡
牧の内252 チヤシ跡アイヌ 国指定史跡
牧の内78－2， 99 1 集落跡 竪穴3～5個

牧の内75 2， 75－2地先 チヤシ跡アイヌ 国指定史跡
牧の内140-1， 252 遺物包含地繩文早・中期・続繩文・擦文発抓洲査実施
牧の内101地先 墳 墓アイヌ 約10基葺石あり

桂木106-1 集落跡続縄文・擦文 続縄文(後北式・下田の沢ll式）
西浜町10 191, 192他 集落跡擦文 削平

穂香7， 13－5， 13 5地先チヤシ跡アイヌ 国指定史跡

穂香7， 7地先 チヤシ跡アイヌ 国指定史跡

西浜町10 206他 チヤシ跡アイヌ 保存状態良好

西浜町10-206地先 チヤシ跡アイヌ

浜松38 集落跡 竪穴3～4個

穂香37， 43， 45， 48， 63 集落跡擦文 方形、 円形竪穴21基

穂香43, 43地先 チヤシ跡アイヌ

穂香43, 44地先 チャシ跡アイヌ

東和田70 集落跡 方形竪穴1個

穂香59, 59地先 チヤシ跡アイヌ ．の字形の壕2基

落石西240地先 チヤシ跡アイヌ

西浜町10-200～202 貝 塚 カッティングに貝層が露出

聴香57， 58， 6()、 62 集落跡純文・擦文 大形2基、その他4基

温根沼2 集落跡 削平

温根沼2 墳 墓アイヌ 10数カ所

温根沼2， 4， 4地先 チヤシ跡アイヌ

温根沼4 集落跡

東梅4， 8， 10～12、 17他 集落跡擦文 方形・ l1l形の竪穴？17基

東梅103 集落跡擦文 方形(大形)、楕円形の竪穴49基

東梅103 集落跡擦文 竪穴39基

束梅224 5 チヤシ跡アイヌ

弁天島 チャシ跡アイヌ 現在破壊され不明

北浜町2-10-1， 14 集落跡 竪穴8個

琴平町1－5 集落跡細文早期・晩期

落石西392-1， 392-1地先集落跡続純文 方形大型竪穴16～18IM

落石西105地先 チャシ跡アイヌ 丘先式

穂香89 集落跡 竪穴3基

穂香175 集落跡 方形竪穴住居跡他24基

穂香7， 7地先 チヤシ跡アイヌ 、崖式

温根沼4， 4地先 チャシ跡アイヌ 面崖式

落石西102, 103 集落跡

落石西392 1 集落跡 保存状態良好

牧の内154-1 集落跡 不明瞭な竪穴状落ち込み

牧の内78-1 集落跡 浅い藩ち込みが数個

酩|%39 1 集落跡 方形竪穴

東梅103 集落跡

東梅103 集落跡

長節63， 64 遺物包含地縄文早期（東釧路lll式）

長節134, 139 遺物包含地

長節137-1 ･ 2 辿物包含地

穗香37， 43 遺物包含地

穂香22， 23 遺物包含地

穂香108 集落跡 ｜方形竪穴

穂香92－1 ， 93 集落跡 ｜方形竪穴1基
凹浜町10－4－2 遺物包含地 ｜竪穴状の落ち込みが崖而に露出
酩|場1－1 遺物包含地

温根沼127-1 遺物包含地縄文晩期

牧の内110-1 包蔵地縄文

別当賀375 集落跡 円形竪穴約10基

別当賀国有林 集落跡 円形竪穴約3基

牧の内146-6 集落跡 ｜Tl形竪穴約6基

牧の内146-17 集落跡 円形竪穴約10基

東梅115-1 包蔵地縄文

花咲港3－2 包蔵地縄文晩期？

幌茂尻70-1 包蔵地繩文晩期？

駒場町3－25－8 包蔵地純文早期

穂香110-1 集落跡 円形竪穴2基

チャシ跡

遺物包含地

アイヌ

アイヌ

｜方形竪穴

｜方形竪穴1基
｜竪穴状の落ち込みが崖而に露出
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弁天島貝塚竪穴群

西月ヶ岡竪穴群

昆布盛竪穴群

東梅風連湖口右岸竪穴群

関江谷竪穴群

コタンケシ2号チャシ跡

コタンケシ1号チャシ跡

コタンケシ川西岸竪穴群

シエナハウシチヤシ跡

コタンケシ遺跡

コタンケシ墳墓群

カツラムイ竪穴群

キナトイシ竪穴群

ニランケウシ3号チャシ跡

二ランケウシ2号チャシ跡

アツケシエト1号チャシ跡

アツケシエト2号チャシ跡

浜松岬竪穴群

幌茂尻東竪穴群

ヲ一ナイ1号チャシ跡

ヲ一ナイ2号チャシ跡

東和田l竪穴群

ウエンナイチャシ跡

アフラモイチャシ跡

キナトイシ貝塚

幌茂尻ポントマリ竪穴群

温根沼チャルコロモイ東竪穴群

温根沼チャルコロモイ東墳墓群

チャルコロフィナ1号チャシ跡

チャルコロモイ西竪穴群

東梅l竪穴群

東梅2竪穴群

東梅3竪穴群

東梅風連湖右岸チャシ跡

弁天島チャシ跡

ｽﾅﾊｳｽ竪穴腓

ベニケムイ竪穴群

薄石岬l竪穴群

ニノウシチャシ跡

穂香2竪穴群

穂香3竪穴群

ニランケウシ1号チャシ跡

チャルコロフィナ2号チャシ跡

落石岬2竪穴群

落石岬3竪穴群

タンネ沼遺跡

スナバウス東竪穴群

別当賀川口13竪穴群

東梅4遺跡

東梅5竪穴群

長節1遺跡

長節2遺跡

長節3遺跡

穂香4遺跡

穗香5遺跡

穂香6竪穴群

穂香7竪穴群

西浜1I]. 1遺跡

酩陽l遺跡

温根沼1遺跡

コタンケシ東l遺跡

五本松川l竪穴群

五本松川2竪穴榊

オンネ沼1竪穴群

オンネ沼2竪穴群

東梅1遺跡

花咲岬1遺跡

トフケナイ遺跡

駒場町遺跡

穂香8竪穴群
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図Ⅱ－2 周辺の遺跡（2） （この図は国土地理院平成1l年12月1日発行2万5千分の1地形図「根室南部」を
複製加筆したものである）
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I 遺跡の位置と周辺の遺跡

られる°また、 この時発掘調査にあわせて、周辺の地形測量と共に遺跡全体の竪穴状くぼみの分布調

査を行い、 62カ所の竪穴状くぼみを確認している（図1-3)。平成13･ 14年度の調査範囲内には62

カ所中35カ所の竪穴状くぼみが入っていた。調査の結果、竪穴状くぼみ35カ所の内遺構は30カ所で、

5カ所は自然の落ち込みであることが判明した。 30カ所の内訳は、擦文時代の竪穴住居跡24軒、縄文

時代の竪穴住居跡4軒、士坑2基である。 くぼみの深いものは擦文時代の竪穴住居跡で、浅いものは

縄文時代の遺構であることが多く、竪穴状くぼみの多くは擦文時代の遺構だった。ただし、削平を受

けている場合、擦文時代の遺構でも浅い場合や耕作土で埋められている状況も認められた。また、竪

穴状くぼみ以外の場所でも縄文時代の竪穴住居跡や大形の土坑が確認され、擦文時代より前の古い時

期の遺構は大形でもほぼ埋まっていた。

2 周辺の遺跡

根室市内には遺跡が約300カ所あり、北海道内でも遺跡数が非常に多い場所である。遺跡の種別で

は集落跡が全遺跡数の3／2以上を占めている。 これは、道東地方の冷涼な気候により埋まりきらな

い竪穴が多いため、集落の存在を地表から確認しやすいことが主な原因といえる。遺跡の立地はオホ

ーツク海に面する海岸段丘上もしくはやや内陸の川沿いの場所が多く、根室半島に沿って点々と遺跡

が分布する。また、風連湖に注ぐ別当賀川沿いは特に遺跡の分布が密で、根室市の有形文化財に指定

されている土偶と墓の副葬品が出土した縄文時代後期の遺跡である初田牛20遺跡も別当賀川沿いに位

置する。時期は縄文時代、続縄文時代、擦文時代、オホーツク文化期、アイヌ文化期の各時期があり、

比較的擦文時代、 アイヌ文化期の遺跡が多い。擦文時代の代表的な遺跡として、穂香竪穴群の北東側

約1.5kmに約350個の竪穴群からなる国指定史跡の西月ケ岡遺跡があり、アイヌ文化期の遺跡として

は、国指定史跡の根室半島チヤシ跡群（24カ所）がオホーツク海側に点々と分布する。また、根室市

内では旧石器時代の遺跡は今のところ見つかっていない。

穂香竪穴群周辺は遺跡が比較的まとまって分布し、根室湾に面する海岸沿いとやや内陸に入った小

河川沿いの場所に遺跡が多い。遺跡の種別では集落跡が最も多く、チヤシ跡がそれに続く。貝塚は穂

香竪穴群の北側約2km行ったところにあるキナトイシ貝塚(32) 1カ所のみである。

時期別では、縄文時代の遺跡(6 ･ 7 ･ 15･33･68･ 147･262･278･286･289～291)が12カ所と

最も多い。オホーツク海側にまばらに分布し、太平洋側にも若干(147･289)みられる。海岸沿いの

立地が多いが、やや内陸に入る遺跡(6 ･ 7 ･ 15 ･262･291) もある。続縄文時代の遣跡は少なく、

3カ所のみである。オホーツク海側に1カ所(15) 、太平洋側に2カ所(19･ 71)みられる。立地は15

･ 71が海岸沿いで、 19はやや内陸に入る。擦文時代の遺跡(4･ 15･ 19･20･26･33･39～41)は9

カ所である。方形のくぼみがみられる80･ 153も擦文時代の可能性が高い。立地は海沿いと内陸に分

かれるが、穂香竪穴群や西月ヶ岡遺跡のように比較的規模の大きい遺跡はやや内陸に立地する。オホ

ーツク文化期の遺跡は2カ所（3 ． 7）のみである。 3は北構保男氏により継続的に調査され、牙製

婦人像等で有名な弁天島貝塚竪穴群である。アイヌ文化期の遺跡(l1 ･ 12 ･ 14･ 16･ 21 ･22～24･27

･ 28･30･31 ･36･37 ･42･66･72･85･86)の多くはチヤシ跡で､オホーツク海側に多く位置する。

チヤシ跡は太平洋側の落石岬にも2カ所(31 ･72)みられる。またアイヌ期の墳墓が2カ所(16･36)

確認されている。 （広田）
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Ⅲ遺構と遺物

第Ⅲ章遺構と遺物

1 擦文時代の遺構

今年度調査した擦文時代の遺構は竪穴住居跡13軒、集石1カ所、焼土4カ所である。いずれも擦文

時代後期後半のものと考えられる。

住居跡は台地の南側に分布し、掘り揚げ士も良好に残存していた。住居の平面形は大きく方形(H

－19 ．20 ． 21 ．24． 25． 26 ． 27） と長方形(H-22･23．30･31)に分かれる。方形のものはH-20

を除いてカマドがあり、すべて中央に炉がある。H-19･25･27には土留め、あるいはベンチ状施設

の杭列があり、H-19･25･26･27には焼土を伴う浅い掘り込みがみられる。長方形のものはH-29

以外カマドを持たず、炉が長軸上に存在する。

竪穴は密集しているが重複せず、他の掘り揚げ土がくぼみに堆積しない。床面、覆土中とも遺物は

少ないが、集石はH-26以外すべてでみられた。

掘り揚げ士の新旧関係から、平坦部の竪穴はおおむね東から西へ変遷していったと捉えられるが、

14C年代とは整合していない。

（ 1 ）竪穴住居跡

H-19 (図Ⅲ－2～5 図版1～4)

位置H-47， 48， 1-47， 48

規模5． 28×4.8／4.96×4.49/0.72m

調査

地表面において深い方形のくぼみとして確認された。十字に土居観察用ベルトを設定し、調査を行

なった。標高約12mの段丘縁辺部平坦面に所在し、平成13年度調査区に隣接する。昨年の報告で、 く

ぼみの南東側のⅥ層を主体とした土居から出土した砥石を、仮称H-19掘り揚げ土の遣物として掲

載している（北埋調報170集図Ⅳ－9)。 しかし土層観察の結果、 Ⅵ層主体の士層の大部分は縄文時代

の盛土(JM 5)であり、掲載砥石も盛土出土である可能性が高い。

住居跡の東と西側の壁にはⅡ ．Ⅲ層間にVI層を主体とする黄褐色土(JM-5)が観察され、盛土を

きって構築されたことがわかる。

掘り揚げ土

住居跡周辺に分布する。住居近くにⅥ層起源の掘り揚げ土が、その外側に黒色土とⅣ層主体の掘り

揚げ土が拡がる｡層厚は厚い所で25cmである｡西側ではH-25の掘り揚げ士に覆われる部分がある。

覆土

I層を除くと覆土の層厚は中央部で10cInに満たない。主体は黒色土である。壁際には掘り揚げ土流

入土、崩落土の三角堆積がみられる。

形態

平面形は方形で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面はⅥ層中に形成される。

付属遣構

カマド1カ所と炉1カ所、焼土を伴うピット、杭列が検出された。カマドは東壁中央部に潰れた状

態で検出された。灰白色粘土のみで袖石はみられず、煙道部は斜め上方に比較的長く突き出し、細か
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Ⅲ遺構と遺物

く割れた扁平礫が多数出土した。焼土は床面より一段高いV層中に形成され、焼けて固くしまり、細

かな骨片が全体に混じる。カマドの南側では浅いくぼみに灰白色粘土が置かれていた。

炉は中央部床面にあり (HF-1)、掘り込みはない。焼土中には細かな骨片がみられたが、同定で

きる資料はなかった。

焼土を伴うピットが3カ所みつかっている(HF 2～4)。いずれも床面から5cm程掘り込まれる。

HF-4では明確な焼土はなく、黒褐色の覆土中に焼土粒が全体にみられた。またHF-2･4は後

述の杭列の柱穴を切って構築されている。

北、西壁際に約1. 5m間隔で杭列とみられる小柱穴があり、それに対になるように約70cm内側にも

ほぼ等間隔で小柱穴がみられる(HP-1～15)。柱穴の直径は5cnl程で、 いずれも先端は尖る。壁

際70cnl程は床面が汚れていないため、板敷きなどのベンチ構造があった可能性がある。主柱穴はみら

れなかった。

カマドの焼土とHF-1について土壌をサンプリングし、 フローテーション作業を行なった。カマ

ド焼土から得られた炭化物の放射性炭素年代測定を行なったところ、補正C14年代が880±40年BP

（較正暦年代1030-1250AD) という結果がでている。

遣物

床面、床直上では礫が散漫に分布する。集石が2カ所で確認できた（集石1 ． 2)。集石の礫は長

さと幅の差はあまりないが、 いずれも棒状礫の範晴に入るものであろう。集石lでは比較的大型のメ

ノウ原石がみられた。また北西角から長さが30cmを超える棒状の礫が検出された。集石1は35点、集

石2は25点について計測し、グラフを作成している。

遺物はVI1群土器1点、礫419点、 メノウ原石1点である。

lはⅦ群土器の口縁部片である。覆土出土で横位の短刻線が施される。

時期

遺物から擦文時代後期後半と考えられる｡掘り揚げ土の観察によりH-22より古いと考えられる。

（愛場和人）

H-20 (図Ⅲ－6～8，図版5～7)

位置L-46･47，M-47

規模3． 58×3.38／3.49×3.27/0.5m

調査

台地南東側縁辺部、標高約10mの緩斜面上に位置する。発掘前の状況で浅い方形の竪穴として確認

した。落ち込みの最も深い部分を基準に十字の土層観察用ベルトを設定して掘り下げた。竪穴周辺の

土層の遣存状況は良好で、竪穴の南東側で掘り揚げ土が検出された。西側約3mにはH-24がある

が、新旧関係は不明である。また、H-20の下部には縄文時代後期の盛土であるJM-2が存在し、

H-20はJM-2の一部を壊して作られている。

掘り揚げ土

竪穴から南東側約1rnの場所で検出された。平面形は不整形で、長さ約4m、幅約2nl、厚さは最

大で約15cmを測る。 11層を主体とする黒色の土層である。

覆土

自然堆積で、壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。 I層を除くと中央付近の覆土の厚さ

は約7cmである。土層は黒褐色を呈し、 I層が主体でⅢ層が混ざる。またⅣ層を少量含む。
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H-19掘揚げ土の土層(南)
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形態

平面形は隅丸方形で、床面はほぼ平坦である。深さは浅く約50clnである。壁の立ち上がりは、南側

以外は急角度で、斜面下部に位置する南壁はやや崩落し緩やかに立ち上がる。掘り込み面は11層上面

で、床面はJM-2の盛土中に作られている。

付属遺構

炉が1カ所検出された。炉(HF-1)は床面中央よりやや南側に位置し、平面形は不整形である。

皿状に掘り込んだ炉で、焼土の残りは悪く、焼土粒が検出された程度である。HF-1上面及び周辺

の土壌のサンプリングを行い､フローテーションによる微細遺物の収集を行なったところ､アカザ属と

ブドウ科の炭化植物種子が検出された。また、 フローテーションで検出された炭化物の放射性炭素年

代測定を行ったところ､補正C14年代が930±40年BP(較正暦年代1020-1200AD)という結果を得た。

炭化物・炭化材出土状況

炭化材は検出されなかったが、床面東側で薄い炭化物のまとまりが2カ所検出された。西側の炭化

物集中内には薄い骨片の集中部が認められ、北側からは炭化材が検出された。骨片集中部の土壌を採

取し、 フローテーションにより微細骨片を収集したが、微小のため詳細は不明である。

遺物

VII群土器フレイク、原石、礫が207点出土している。量的には礫が194点と出土遺物のほとんどを

占める。層位別では床面直上出土の遺物が大半で、覆土と床面の遺物は少量である。平面形の分布は

竪穴北西部がやや密である。 Ⅶ群土器は覆土から1点、床面直上から5点出土し、全て接合した（図

Ⅲ－8 1)。フレイクは覆土、床面から4点出土している。原石は床面から1点出土している。床

面出土のフレイク、原石はH-20の下部にあるJM-2に伴うものと考えられる。また、床面から有

孔礫2点が近接した状態で出土した。集石は床面直上の北西側で2カ所検出された（図Ⅲ－7)。集

石lは38点、集石2は53点を数え、 どちらも棒状礫を主体とする。集石lは西側壁付近の約1mの範

囲に分布し、東側にややまとまりが認められる。集石2は竪穴中央より北側の約0.9mの範囲内に分

布する。集石の礫に関しては計測値のグラフ化を行った(図Ⅲ－8)。計測した礫の点数は集石1が29

点、集石2が45点である。棒状礫は、 どちらも長さ6～9cm，幅3～5cm、厚さ2～4cm、重さ90~

1309のものが主体で構成され、集石による違いはあまりみられない。

lはⅦ群土器で、深鉢の口縁～胴下半部である。 口縁はやや外反し、胴下半部で大きくすぼむ器形

である。文様帯の上端には横位の短刻線が羽状に2段施され、下端には横走沈線が施される。文様帯

内には斜位の沈線により菱形と山形が組み合わされた文様が描かれている。表面、裏面共に黒褐色を

呈する。 2 ． 3は有孔礫。 3については自然孔を利用し、人為的に孔があけられている。

時期床面直上出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-21 (図Ⅲ－9～13、図版8～10)

位置N-47･48，0-47･48

規模3．93×3.77／3.55×3.36/0.88m

調査

台地南東側縁辺部に位置し、標高約9mの緩斜面に位置する。発掘前の状況で、方形の深い竪穴と

して確認した。落ち込みの最も深い部分を基準に十字の土層観察用ベルトを設定し、掘り下げた。竪

穴周辺の士層の遣存状況は良好で、竪穴の周囲では掘り揚げ土が検出された。また、竪穴内に擦文時

代の土坑(P-1)が構築されている。新旧関係はP－lが新しく、H-21の床面を一部壊している。
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穗香竪穴群

掘り揚げ土

平面形は不整形で竪穴を全周する。地形に沿って分布し、竪穴西側は少なく、斜面下方向の東側に

大きく広がっている。また、東側は一部調査範囲外に広がっている。 ’|幅は西側が約0.2m、北・南側

が約1.6m、東側が約2mである。厚さは北側の斜面上部は約1Ocmと薄く、南側の斜面下部は約20cI11

と厚くなり、低い側により多くの土を盛っている。士層は11 ． 1V･VI層が主体で、Ⅲ層が少量混ざる。

色調は黒褐色、褐色である。また、竪穴壁際に少量の流れ込みが認められる。

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。中央部では、

］層を除く浅い部分が7～8cmで、場所によってはI層の直下が床面となる部分もある。土層は11 ･

VI ･ IV層が主体で、色調は黒褐色、褐色が多い。また、西壁付近では壁の崩落により、一部11 ･ 111層

の流れ込みが認められる。

形態

平面形はほぼ正方形である。床面北側はP－1により壊されている。床面は平坦で、壁の立ち上が

りは急角度である。掘り込み面はⅡ層上面で、床面はVI～VII層中に作られている。

付属遺構

カマド1基と炉2カ所が検出された。カマドは束壁中央よりやや北側に構築されている。竪穴周辺

の土層の遣存状況は良好で、 カマドの構築に使った粘土及び礫が検出された。粘土は黄褐色と灰白色

の2種類あり、燃焼部側には黄褐色粘土が多く、煙道部側は灰白色粘土が認められる。燃焼部の粘土

内及び直上からは、袖石と考えられる板状の礫が検出された。煙道は長さ約0.4m、幅約0. 5mで、幅

に比べて長さが短い点が特徴である。煙道の長軸方向は竪穴の長軸方向とほぼ一致し、長軸断面は燃

焼部から緩やかに立ち上がる形状である。燃焼部からは不整円形のよく焼けた焼土が検出された。中

央付近がやや浅く窪み、焼土直下からは黒褐色士が検出されている。焼土直上からは炭化物粒と骨片

が検出されている。

炉は掘り込みをもたない地床炉で、床面のほぼ中央(HF-1) と西側(HF-2)で検出された。

平面形は2カ所とも不整形で、厚みがありよく焼けている。HF-2の上部からは多くの炭化物粒が

検出された｡カマドと炉周辺の土壌に関しては､フローテーションにより微細遺物の収集を行ったが、

動植物遣存体は検出されなかった。検出された炭化物の放射性炭素年代測定を行なったところ、補正

Cl4年代が900±40年BP (較正暦年代1030-1230AD) という結果を得た。

炭化物・炭化材出土状況

覆土中位から流れ込みと考えられる炭化材が検出された（図版10-5)。また、 カマド付近では床

面から南壁にかけて薄い炭化物のまとまりが検出された。フローテーションにより微細遺物の収集を

行ったが、動植物遣存体は検出されなかった。

遣物

Ⅳ群土器Ⅶ群土器フレイク、台石、礫が243点出土している。量的には礫が194点と出土遺物の

ほとんどを占める。層位別では床面出土の遺物が大半で、覆土と床面直上の遣物は少量である。遺物

の平面分布は竪穴北西部がやや密である。土器はⅣ群土器1点、 VII群土器32点の計33点が出土してい

る。 Ⅳ群土器は流れ込みと考えられる。 Ⅶ群土器は20点が床面から出土している。床面、 カマド、覆

土、掘り揚げ士、周辺包含層出土のものが65点接合した。 （図Ⅲ－13-1)。フレイクは覆土から1点、

台石は床面直上から2点出土している。集石は竪穴南側で2カ所検出された。検出層位は集石lが床

面直上～床面で、集石2は床面である。集石lは49点、集石2は31点を数え、 どちらも棒状礫を主体
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穂香竪穴群

とする。集石lはカマド周辺の約1.6mの範囲で分布し、カマド南側にややまとまりが認められる。

集石2は床面南側約0.7mの範囲内にまとまった状態で分布している｡集石の礫に関しては計測値のグ

ラフ化を行った（図Ⅲ-13)。計測した礫の点数は集石1が33点、集石2が28点である。長さは共に

5～9cnl、幅は集石1が3～6cm、集石2が4～7cm、厚さは集石lが2～4cnl、集石2がl～5cm、

重さは集石lが20～1730g、集石2が40～180gのものが主体で、重さに関して大きな違いがある。

lはVII群土器の復元個体である。 口縁部はやや外反し、胴中部からすぼまる器形である。 口縁～胴

上半部に文様帯があり、下端を横走沈線によって区画している。文様帯は右上がりの斜位の沈線を地

とし、 さらに3本単位の左上がりの沈線が間隔を置いて加えられている。色調は褐色を基調とし、胎

土は砂礫を含む。焼成は良い。

時期床面出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-22 (図Ⅲ-14～16 図版11～13)

位置F-45， 46， 47， G-45， 46， 47

規模5．91×4.5/5.68×4.26/0. 59m

調査

標高約12mの段丘縁辺平坦面に所在する。地表面より長方形の住居跡と予想でき、長軸と短軸にベ

ルトを設定し調査を進めた。床面より3～5cm程上の覆土から焼土1カ所(HF-1)、貝集中1カ所

が検出された。 これらは住居と直接関係しない可能性があるが、住居に伴うものとして扱った。

掘り揚げ土

住居跡周囲に分布する。層厚は厚いところで1Ocm程度である。ほぼⅥ層上面で床面となるため、掘

り揚げ土にはほとんどⅥ層が混じらない。H-25の掘り揚げ士に覆われる部分がある。

覆土

牧草地耕作土起源のI層が30cm程堆積しているが、本来の覆土は中央部で10cm程度である。壁際に

は崩落土の三角堆積がみられる。

形態

平面形は長方形で、四隅は角張る。壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面はⅥ層をあまり掘り込んでお

らず、平坦である。

付属遺構

住居跡の長軸上に焼土が2カ所、床面から検出された(HF-2･ 3)｡HF-3では焼土中に細か

な骨片、炭化物が混じる。

柱穴は四隅とそれぞれその中間の壁|際に8カ所確認された(HP-1～8)。床面からの深さは50

~60cm程で、先端が尖っていることから打ち込み杭と考えられる。またHPとはしなかったが、HF

－2 ． 3の中間に浅いくぼみがみられた。

覆土中から貝の集中と焼土が検出されたが、 これらは住居廃棄後のくぼみを利用したものとも考え

られる。貝の集中は大型の扁平礫の近くにみられ、貝の種類はアサリとウバガイである。殼頂部を数

えて個体数を算出したところ、アサリは17個（右14,左17)、 ウバガイはl個体であった。HF-l周

辺には炭化材がみられた。

HF-2･ 3について土壌をサンプリングし、 フローテーション作業を行なった。HF-3から得ら

れた炭化物の放射性炭素年代測定を行なったところ、 1010±40年BP (較正暦年代980-1050, 1100

-1140AD) という結果がでている。
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遣物

住居跡東側から礫が34点出土している。

床面直上から集石1 ･ 2が確認された。集石1 ･ 2はHF-2のすぐ東側で検出され、集石2は、

209以下の小型の細長い礫で構成される。いずれも十数点の少量のまとまりである。集石1は15点、

集石2は11点について計測し、グラフを作成している。

時期

擦文時代後期後半で、掘り揚げ土の観察からH-25より古いと考えられる。 （愛場）

H-23 (図Ⅲ-17～20 図版14～16)

位置H-44、 45， 1-44， 45

規模5．59×4.55／5.43×4.4/0.49m

調査

標高約12mの段丘縁辺平坦部に所在し、地表面において方形のくぼみとして確認された。 Ⅵ層中の

焼土確認面を床面としたが住居南側はやや色調の暗い褐色の粘質土がⅥ層を覆っていた。 これを貼り

床としてとらえた。また壁際のほぼ全周に溝状の暗褐色土の落ち込みがみられた。昨年度調査のH

-17の周溝と同様のものと考え、調査を進めた。

掘り揚げ土

住居跡周囲に分布する。住居西側角に比較的厚くⅥ層主体の掘り揚げ土がみられるが、その他は薄

く、斑状に存在する。

覆土

I層を除くと覆土の層厚は中央部では10cmに満たない。壁際には崩落土の三角堆積がみられる。覆

土9 ･ 10は貼床と考えられる。

形態

平面形は長方形で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面はⅥ層上面まで掘り込まれ、やや南へ傾斜す

るが、貼床により平坦になっている。

付属遺構

炉1カ所と柱穴、周溝が検出された。

炉は床面ほぼ中央から検出され、掘り込みはない。周溝は壁際を東側を除き全周する。

溝は幅10～35cmで、深さは10～20cmで中央部が深い。土留め板などを埋め込んだ跡と推測される。

溝を掘り込んで出た士は南側の貼床として供給されたと考えられる。

柱穴は長軸の壁際に6カ所確認された(HP-1 ･ 3～7)。先端が尖っていることから打ち込み

杭と考えられる。東壁の2カ所では柱の打ち直しがみられ(HP 1 ･ 3) 、 いずれも柱を抜いた後、

粘質土を詰めて、ほぼ同位置に新たに構築されている。また東壁中央部では周溝が切れ、先端が尖る

小柱穴がみられた(HP-2･ 8 ･ 9)。

HF-1について土壌をサンプリングし､フローテーション作業を行なった。得られた炭化物の放射

性炭素年代測定を行なったところ､920±40年BP(較正暦年代1020 1210AD)という結果がでている。

遺物

遺物はⅣ群土器3点、 Ⅵ群土器3点、 Ⅶ群土器16点、礫135点が出土している。

集石が1カ所確認され、礫の一部が溝に流れ込んでいた。 50点について計測し、グラフを作成して

いる。 lは住居東側床面で出土している。
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Ⅲ遺構と遺物

lはⅦ群土器である。 口縁～胴上半部の破片で､口縁部には横位の深い沈線が2本施され､その下部

には2段の刺突列が羽状に巡る。口縁部と胴部の間には段を有する｡文様帯下部は横走沈線により区画

され、文様帯内には5本単位の右上がりの沈線と6本単位の縦位の沈線を組合せることにより幾何学

的な文様が描かれている｡色調は黒褐色で､焼成は良好である。2はⅥ群土器の口縁部～胴部片である。

時期

擦文時代後期後半で、掘り揚げ土の観察からH-25より古いと考える。 （愛場）

H-24 (図Ⅲ-21～23、 図版18～20)

位置K-45．46， L-45 ．46

規模4．53×4.4／3.97×3.30/0.68m

調査

台地南東側縁辺部に位置し、標高約10mの緩斜面上に位置する。発掘前の状況で深い方形の落ち込

みとして確認した。長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた。竪穴周辺の土層の

遣存状況は良好で、竪穴の周囲では掘り揚げ土が検出された。西側約3mにはH-20があるが、新

旧関係は不明である。また、H-24の下部には縄文時代後期の盛土であるJM-2が存在し、H-24

はJM-2の一部を壊して作られている。

掘り揚げ土

平面形は不整の五角形に近く、竪穴を全周している。幅は1～1.7m、厚さは0.05～0. 18mで、竪

穴西側が厚い。H-20の掘り揚げ土との切り合い関係はないが、H-24の掘り揚げ土はH-20の西壁

際まで広がっている｡土層の色調は黒褐色､黒色である。Ⅱ ．Ⅲ．Ⅵ層が主体で､Ⅳ層が少量混ざる。

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため､壁際に比べて中央付近の覆土は浅くなっている。 I層を除くと、

中央付近は約22cmである。覆土の色調は黒褐色、暗褐色を呈し、土はⅡ 。Ⅲ層が主体で、 Ⅳ。Ⅵ層が

少量混じる。

形態

平面形は1辺約4nlの隅丸正方形に近い。床はほぼ平坦で、壁はいずれもほぼ垂直に立ち上がる。

掘り込み面はⅡ層上面で、床はⅥ層中に構築される。

付属遺構

カマド1基と炉lヵ所が検出された。カマドは東壁のほぼ中央に構築され、つぶれた状態で検出さ

れた。カマドの構築に使った灰白色粘土及び礫が検出され、灰白色粘土は燃焼部周辺及び煙道をほぼ

覆い、厚さは約3～8cmである。粘土内及び直上からは、袖石と考えられる板状の礫が折り重なった

状態で検出された。煙道は長さ約1. 5m、幅約0.9mである。煙道の長軸方向は竪穴の長軸方向とほぼ

一致し、長軸断面は燃焼部から緩やかに立ち上がる。燃焼部では不整形のよく焼けた焼土が検出され

た。焼土の直上からは多量の炭化物粒と少量の骨片が検出された。

炉は床面ほぼ中央に1カ所(HF-1)検出された。平面形はほぼ楕円形である。焼土直上及び周

辺からは微小な炭化物・骨片が検出された。カマドと炉周辺の土壌に関しては、 フローテーションに

より微細遺物の収集を行った結果獣骨と魚骨が検出されたが、細片のため種や部位の同定はできな

かった。検出された炭化物の放射性炭素年代測定を行なったところ、補正C14年代が950±40BP(較

正暦年代1010 1080BP) という結果を得た。
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H-24堀揚げ土の土層（北側）

l 黒褐色土（I{)YR2/2） （ |l＋111＞Ⅵ）

しまりややあり帖性ややあり

Ｄ
’

H 24堀揚げ土の土暦（南側）

1 肌褐色士（lOYR2/2） （ ＞Ⅵ＞I|＞|V）

しまりややあり粘性ややあり

2 期褐色l： （lOYR2/3） （ ' 十Ⅵ＞|V＋'1 ）

しまりややあり 料i性ややあり

Ｆ
’

匡

一一』二1 1‘4mH 24堀揚げ土の土層（西側）

1 黒褐色土（lOYR2/2） （'11＋Ⅵ＞I|＞Ⅳ）

しまりややあり粘性やや鋤い

2 無色t （l(lYR2/l） （ ||＞Ⅵ）

しまりややあり粘性やや弱い

3 照色上（lOYR2/‘l） （ |l＋Ⅲ＞VI＞Ⅳ）

しまりやや弱い粘性やや弱い

4 暗褐色士（10YR3/4） （Ⅵ＞Ⅳ＞11＋Ⅲ）

H 24堀揚げ土の土層（東側）

1 黒色士（lOYR2/l） （ |[＋111＞Ⅵ）

しまりややあり粘性やや剥い

2 無褐色土(lOYR2/2) （Ⅵ＞'11>Ⅱ+[V）

しまりややあり粘性やや弱い

バ

ー旦11.2m
■
■

H－20

1m

(1/40）

図Ⅲ－21 H-24掘り揚げ土と土層
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Ⅱ遺構と遺物
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13暗褐色土(lOYR3/3) ( ''十'11>Ⅵ＞Ⅳ)

しまりややあり粘性ややあり
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m遺構と遺物

炭化物・炭化材出土状況

炭化材は検出されなかったが、カマド、HF-1から南壁付近にかけて薄い炭化物のまとまりが検

出された。 フローテーションにより微細遣物の収集を行ったところ、炭化植物種子としてシソ属1粒

が検出された。

遺物

Ⅳ群土器、 Ⅶ群土器、 フレイク、原石、礫が354点出土している。量的には礫が289点と出土遺物の

ほとんどを占める。層位別では覆土と床面出土の遺物が大半で、床面直上の遺物は少量である。平面

では特にまとまりはみられず、ほぼ竪穴全体から出土している。土器はIV群土器2点、 Ⅶ群土器8点

の計10点が出土しているが、 Ⅳ群土器は覆土出士で流れ込みと考えられる。図示していないが、 ⅥI群

土器8点の内、床面直上出土の3点と床面出土の3点の計6点が接合している。フレイクは覆土～床

面にかけて出土している。原石はメノウ製で、覆土から1点と床面直上から2点出土している。フレ

イクと原石は、H-24の下部にJM 2があるため、 JM-2に伴うものと考えられる。集石はカマ

ド北側の東壁付近の床面で1カ所検出され､約0.4mの範囲内に分布する。点数は20点で、棒状礫を主

体とする。集石の礫に関しては計測値のグラフ化を行った（図II-23)。計測した礫の点数は17点で、

長さ5～8cm､幅3～5cm､厚さ2～4cmのものが主体で､重さは50～170gである。

lはⅦ群土器の胴部破片である。間隔の狭い密な沈線の組合せによる文様が施されている。

時期床面出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-25 (図Ⅲ-24～30 図版21～24)

位置E-42， 43， F-41， 42， 43， 44， G-41， 42， 43

規模8．86×8.46／8.64×8.08/0.82m

調査

地表面において大きな方形のくぼみとして確認された竪穴である。標高約12mの段丘縁辺の平坦面

に位置し、H-26と近接する。今年度調査の住居跡では最大の大きさで、 4本の主柱穴がある。掘り

揚げ土は周囲に良好に残っており、黄褐色土（Ⅵ層）を主体とする。南壁付近の床面では台石などと

ともに擦文土器が割られたような状態で出土した。集石は床面直上で3カ所出土し、集石2 ． 3では

トンボ玉を想起させる縞模様のある小礫が多くみられる。

掘り揚げ士については周囲の住居跡間に土層観察ベルトを設定し、範囲と新旧の把握につとめた。

掘り揚げ±

住居跡周囲に広く分布するが、北側は削平される。他の擦文竪穴住居の掘り揚げ土と混ざっている

ため明確な範囲はわからない。層厚は厚いところで約30cm、周堤状に良好に残存していた。住居跡東

側では掘り揚げ土中からは廃棄されたと考えられる焼土が数カ所確認された。

覆土

覆土はI層を除くと壁際以外は1Ocm程の堆積である。南側には白色の粘質土が黒色土と混ざった層

がみられた。壁際には暗褐色から黄褐色の掘り揚げ土の流入土、崩落土が三角堆積する。一部炭化材

が検出されている。大型のH-26に近接するが覆土中にはH-26の掘り揚げ土はみられなかった。

形態

平面形は方形で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦で、 Ⅵ層中に形成される。一部VI層の砂

礫がみられる部分がある。
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H－25の土層

1 黒色土(lOYR2/1) ( ' ?) しまりあり､粘性あり

2 黒色土（lOYR2/1) （ 11) +にぶい黄褐色粘土(Ⅵ) しまりあり､粘性あり

3 黒色土（lOYR2/l） （ 11＞全体にⅣ、一部Ⅵブロック） しまりややあり、粘性ややあり

4暗褐色士（lOYR3/4） （ 11 . Ⅲ＋Ⅵ＞Wブロック・炭化物） しまりややあり、粘性ややあり

5 Ⅳ

6 黒褐色士(lOYR2/ 2) ( 11 . Ⅲ>Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

7 褐色土（lOYR4/6） （Ⅵ＋6＋暗褐色土斑状）

炭化物混じる しまりややあり、粘性ややあり

8 暗褐色土(lOYR3/4)掘揚げ土? しまりややあり､粘性あり

9 黒色士(lOYR2/l) (V?) しまりややあり.粘性ややあり

10褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ。Ⅳ＞11 ) しまりやや弱い､粘性ややあり

11 黒色士（lOYR1.7/l） （ 11 . Ⅲ） しまりあり、粘性ややあり

12褐色士(lOYR4/6) (Ⅳ+||>Ⅵ .炭化物) しまりややあり､粘性ややあり

12′粘性強い

13 Ⅳ＞11 しまりややあり、粘性ややあり

14黒色士（lOYR2/l) ( |I＞Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり
15 Ⅳ

16黒褐色土(l0YR2/ 2) ( |[ . ｜||＞Ⅳ) しまりやや弱い､粘性ややあり

17黒褐色土（lOYR2/2) ( |I . ｜||>1V) しまりややあり､粘性ややあり

18黄禍色士（lOYR5/6） （Ⅵ＞|噺褐色胃上 (lOYR3/4)班状) しまりややあり､粘性あり

18'黄褐色土(lOYR5/6) (Ⅵ+'1 . ｜|| ) しまりややあり.粘性あり

図Ⅲ－26 H-25平面図と十層
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Ⅲ遺構と遺物
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2′やや暗い

3 にぶい黄褐色 i二 (lOYR5/4） ﾚﾝｶ様

4 V層流れ込み

5 にぶい黄褐色帖土しまりあり､粘性あり

6 にぶい黄褐色土（lOYR5/4） しまりあり､粘性あり
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VI胃流れ込み

にぶい黄褐色 t しまりあり、 淵'i性あI

啼赤褐色土しまりあり、粘性あり
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しまりややあり、粘性あり
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細骨粒・焼成粘土塊混じる

2 黒褐色士（7.5YR3/2）

焼土粒混じる

3 黒色土（7. 5YR1.7/1）

レンガ状粒混じる粘性あり
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3 黒色士（7. 5YR2/l） 11

焼土粒混じる

~而圃一
HF－1の土層

l 暗褐色士（7.5YR3/4）砂混じり

2 味赤褐色土(5YR3/6） 砂礫層起源

3 砂礫＞2

HF－4の土層

1 黒褐色士（lOYR2/2） ｜l＞Ⅵ

粘性ややあり
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3 砂礫層＞V|ブロック
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5 黄褐色土（lOYR4/6

HP－4の土層
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｜|＞Ⅵ粘性あり
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＞I｝
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Ⅵ＋砂礫 4 Ⅵ＋砂礫

HP－6 HP－7 HP－8 HP－9 HP－10 HP－11 HP-12

且11 .9ni _a118m.堅 雪1.8nL _a11 .8m_且 聖18mL 21 1.8m2 -a1 1 .8mL

~WT w可 鴉 斑 三五藤 “
6の土層 HP－7の土層 HP－8の土層 HP－9の土層 HP-10の土層 HP-11の土層 HP-12の土暦

暗褐色土（IOYR3/4) l 褐色土(lOYR4/6） l 褐色土（lOYR4/6) l 暗褐色士（lOYR3/4) l 暗褐色土(lOYR3/4） 1 暗褐色士（lOYR3《4） l 暗褐色士（lOYR3/4）

11＞Ⅵ＞しまり弱い Ⅵ＞|[ Ⅵ＞I' Ⅵ＋11 1|＞Ⅵ しまり弱い Ⅲ＞Ⅵ |I+Ⅵ＞I|ブロック

黒間色士（lOYR2/2) 2 略褐色士（lOYR3/4） 2 褐色土（lOYR4/6) 2 褐色土(lOYR4/6） 2 やや暗い

11＞Ⅵ 11>Ⅵ Ⅵ＞11 しまり弱い Ⅵ＞ll

HP-13 HP－14 HP-15 HP-16 HP-17 HP－18 HP－19

_g-.118m-L _a1 1 .9m-L -g-11.9mL -旦-11.8m.且 且-12.0mU -2118m且 当1 .9mu

暉 下 -w V -v;〒 亨乎
｡-13の土層 HP-14の土層 HP－15の土層 HP－16の土層 HP-17の土層 HP-18の土層 HP-19の土届
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図Ⅲ-27 H-25カマド、 HF、 HP
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11 遺構と遺物

付属遺構

カマドlヵ所、炉lヵ所、焼土を伴うピット3ヵ所、柱穴、杭列などが検出された。

カマドは住居東壁中央部に潰れた状態で検出された｡壁際の板状の袖石は､正面からみるとハの字に

起立した状態で､また灰白色粘土は袖石内側に崩れた状態で確認された｡煙道は45度程の急角度で立ち

上がり､短く､壁からほとんど突出しない｡焼土は固くレンガ状になる層､細かな骨片を含む層など数層

に分層できる｡焚き口付近の倒れた袖石下からは土器(図Ⅲ－29－2）がつぶれた状態で出土している。

炉(HF-1)は住居跡中央部にあり、長方形を呈する。床面をやや掘り込み、 VⅡ層の砂層中に焼

土が形成される。周囲には石の抜き取り痕が観察された。焼土中には細かな骨片が全体に混じってい

たが、微細であったため同定はできなかった。

主柱穴が4カ所(HP-1～4)確認できた｡柱穴の直径は20～30cu1で､床面からの深さは40～50clnで

ある｡焼土を伴う穴(HF-2～4)は主柱穴内側に3カ所確認できた｡いずれも床面から10cIII程掘り込

まれ、焼土が覆土中に存在する。HF-4からは土器片(図Ⅲ－29-2)が焼土の下から出土している。

直径5cm程の小柱穴が東壁以外の壁際に約1.4～2m間隔で巡り、それぞれ約lm内側にも対にな

る小柱穴列が確認された(HP-5～25)。いずれも先端が尖ることから打ち込みの杭列とみられ、

板敷きなどのベンチ構造があったと考えられる。

溝状遺構(HP-26)がHF-1南側に存在する。長さ約1. 3m、幅は約14cm、深さ約15cmである。

カマドの焼土とHF-2･ 3について土壌をサンプリングし、 フローテーション作業を行なった。

カマド焼土から得られた炭化物の放射性炭素年代測定を行なったところ、900±40BP(較正暦年代1030

-1230AD)という結果がでている。

遺物

住居跡南側壁際の床面から集石1，土器片、台石などがまとまって出土した。土器は台石付近で底

部を中心に割れた状態で出土し、ほとんどが内側をみせていた。

集石は床面、床直上で3カ所検出された。いずれも少量のまとまりである。集石2 ． 3については

棒状礫の他、小型で縞模様のある礫がまとまってみられた。集石1は9点、集石2は15点、集石3は

18点について計測し、グラフを作成している。

南東角の壁際に灰白色粘土が集中していた｡多くの粘土は丸められており､焼けた粘土もみられた。

1～3はⅦ群土器で、 いずれも深鉢で、文様帯の部分以外はミガキが施される。 lは大形で、 口縁

部はやや外反し胴中部から大きくすぼまる器形で、底部はやや張り出す。 口縁～胴上半部の文様帯は

上端の横位に3段巡る列点と、下端の5～9本単位の横走沈線で区画される。文様帯内は5～9本単

位の斜位の沈線を山形に施し、 さらに区画された三角形内に4～5本単位の斜位の沈線を施してい

る。また、斜位の沈線には交差する3～4本単位の短い沈線を加えている。色調は黒褐色で、外面の

胴上半部には煤が付着している。 2はやや小形で、器形は口縁部がやや外反し、胴上部から大きくす

ぼまる。底部はやや張り出す｡色調は褐色で全体的にやや磨耗している。 3は口縁部片で無文である。

拓本では不明瞭だが、一部ハケ目が残っている。 4はⅣ群土器である。胴部片で、 RLの斜縄文が施

される。二次焼成のため脆く、全体的に磨耗している。 5は黒曜石製石鑛。縄文時代のものである。

6は床面から割れた状態で出土した｡有孔礫としたが､人工的に穴が形成されている。砂岩製である。

7は凝灰質砂岩製の台石。土器（図Ⅲ－29－1）が周囲から出土している。

時期

擦文時代後期後半で、H-25周辺の竪穴について掘り揚げ土を観察した結果、H－22 ．23 ． （27？）

→H-25→H-26という変遷が推定される。 （愛場）
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Ⅲ遺構と遺物
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5 明赤褐色士（5YR5/8） （焼けた灰白色粘土>炭化物）

6 暗赤褐色士（5YR3/4） （ |I＋|Ⅱ＋焼土粒子）

7 赤褐色士（5YR4/6） （焼土粒子＞炭化物）

8 褐色土(7.5YR4/6) (黄褐色粘土>炭化物)

9 暗褐色土(7.5YR3/4) ( |[+Ⅲ>Ⅵ＞焼土粒子十炭化物）

10黒褐色土(lOYR2/3) ( I|+11i＞Ⅵ＞Ⅳ）
C 口

11 赤褐色士（5YR4/6）

■■灰白色粘土 １０２ノ

、
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図Ⅲ－34 H-26カマド、遺物分布図
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H-26 (図Ⅲ-31～34、図版25～28)

位置E-39･40， F-39～41, G-39～41

規模7. 04×6.86/6.70×6.46/0.81m

調査

台地南東側、標高約12mの平坦部に位置する。発掘前の状況で周囲に盛り上がりを有する深い不整

の方形の落ち込みとして確認した。落ち込みの最も深い部分を基準として、十字にベルトを設定し、

それに沿ってトレンチ調査を行った結果、竪穴住居跡であることが判明した。竪穴自体の遣存状況は

良好で東側では掘り揚げ土が検出された。また、西側部分の掘り揚げ土は削平され、竪穴内に流れ込

んでいた。北東側に近接してH 25、東側約3mにH-29、南西側約4mにH-28がある。掘り揚

げ土の土層観察からH-26はH-25･H-29より新しい。H-28との新旧関係は不明である。

掘り揚げ土

西側部分は削平のため検出できなかったが、本来的には竪穴を全周していたと考えられる。検出で

きた部分は厚みがあり、最も厚い場所で40cmを測る。色調は褐色で、 IV･ VI層土を主体としている。

また、西側の削平された掘り揚げ土が竪穴内に流れ込んでいた。

覆土

竪穴部分が埋まりきってないため、壁際に比べて中央付近の覆土は浅い。中央付近の最も薄い部分

で約20cmである。また、削平した士で竪穴を埋めているため、 I層は厚く、 I層以外は自然堆積であ

る。壁付近の士層はIV･VI層十主体の褐色士でそれ以外は11層土が主体の黒褐色、暗褐色土である。

H-25の掘り上げ土は覆土内からは検出されなかった。

形態

平面形はほぼ正方形である。床は平坦で壁の立ち上がりはほぼ垂直で、掘り込み面はH層上面であ

る。床面はⅥ層下部に構築され、部分的にⅦ層が露出している。また、 ピットの配列などでは明瞭に

確認できないが、壁際に比べ床面中央付近で黒色土による汚れが認められたため、壁際にベンチ状の

板敷きが存在した可能性がある。

付属遺構

カマド1基炉4カ所、ピット7カ所が検出された。カマドは東壁のほぼ中央に構築されている。

遣存状況は比較的良好で、カマドの構築に使った灰白色、黄褐色粘土及び礫が検出された。灰白色粘

土は燃焼部周辺及び煙道をほぼ覆い、黄褐色粘土は燃焼部でのみ検出された。燃焼部の粘土範囲内と

一部外側にかけて､袖石と考えられる扁平の礫が検出された｡煙道は長さ約0.8m､幅約0.6mである。

煙道の長軸方向は竪穴の長軸方向とほぼ一致し、長軸の断面は燃焼部から緩やかに立ち上がる形状で

ある。燃焼部では不整の楕円形のよく焼けた焼土が検出された。焼土の直上からは多量の炭化物粒と

少量の骨片が検出された。

炉は床面ほぼ中央部(HF-1)、北西部(HF-2)、南部(HF-3)、南西部(HF-4)で検出

された。HF-1は、平面形が隅丸長方形に近く、よく焼けている大形の焼土である。HF-2～4の

平面形はほぼ楕円形である。HF-2･4は浅い掘り込みが伴う。HF-2は掘り込み外にも焼土が一

部広がる。HF-4は掘り込みの覆土中に焼土粒を含み、焼土は面的に検出されなかった。いずれも

焼土直上及び周辺から炭化物が検出され、HF-1 ･ 2からは骨片が検出された。カマドと炉周辺の

土壌に関しては、 フローテーションにより微細遺物の収集を行ったところ、炭化植物種子としてカマ

ドからシソ属4粒、HF-3からキビ1粒、 シソ属19粒、微小な骨片がカマドとHF-1 ･ 2から検

出された。骨片は微小のため同定できなかった。検出された炭化物の放射性炭素年代測定を行なった
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11 遺構と遺物
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H-27堀揚げ土の土層

1 黒褐色士（lOYR3/4） （ {|＞Ⅵ） しまりややあり、粘性ややあり

図Ⅲ－35 H-27掘り揚げ土と土層
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H－27の土層

1 黒色土（lOYR2/I） （ 11 ）一部炭化材みられる しまりあり、粘性あり

2 黒褐色土(lOYR2/,2) ( 11 ． 1||＞Ⅳ．Ⅵ) しまりあり､粘性ややあり

3 黒色土（lOYR2/l） （Ill ） しまりあり、粘性あり

4 暗ｵﾘｰﾌ褐色土(2.5YR3/3) ﾚﾝｶ状に焼けた焼土塊･炭化物が全体に混じる

しまりあり、粘性あり

5 黒褐色士（lOYR3/3） （Ⅱ . ｜|l＞1V） しまりややあり，粘性ややあり

6 黒褐色土（lOYR3/4） （Ⅱ ・ ’'1＞ﾊ, ） しまりややあり、粘性ややあり

7 黒褐色士（lOYR3/2） （ l［ . Ⅲ＞Ⅳ） しまりややあり、粘性あり

8 黒褐色土（lOYR3/2） （ 11＞Ⅵブロック） しまりややあり、粘性ややあり

10蝋色上 （lOYR1.7/l） （ 11＞H） しまりややあり、粘性ややあり

11 黒褐色士（lOYR2/3） （ {｜ ・ Ⅲ＜Ⅳ斑状） しまりややあり、粘性あり

12 W＞V班状しまりややあり、粘性ややあり

13黒褐色土(lOYR3/4) ( 11>Ⅵ粒) しまりややあり､粘性ややあり

14略褐色土（lOYR3/4） （ ''十Ⅳ） しまりややあり、粘性あり

15 W＋V しまりややあり、粘性あり

16 Ⅳ

図ll-36 H-27平面図と土層
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図Ⅲ－38 H-27棒状礫グラフ

ところ、補正Cl4年代が950±40BP (較正暦年代1010-1180AD) という結果を得た。

ピットは床面で7カ所検出された。平面形はいずれもほぼ円形である。配置は壁際のものと、ピットは床面で7カ所検出された。平面形はいずれもほぼ円形である。配置は壁際のものと、壁よ

りやや内側のものがある。規模では、大形(HP-3･ 5)、中形(HP-1 ･ 2)、小形(HP-4･

6 ． 7）に分けられる。

大形のピットは南西隅(HP-3) と北西隅(HP-5)に位置し、掘り込みは深い。性格は不明

だがいわゆる「隅穴」の可能性がある。中形のピットは深いもの(HP-1) と浅いもの(HP-2)

の2種類があり、深いもの(HP-1)は位置から主柱穴と考えられる。床面の精査を複数回行った

が、他に柱穴と考えられるピットは検出できなかった。HP-2はHF-3のすぐ外側に位置し、性

格は不明である。

小形のピットの配置は壁際のもの(HP-4･6) と中央付近のもの(HP-7)に分かれる。壁

際のものは壁際に作られた板敷きを支える打ち込み杭の可能性が高い。ピットの覆土はVI層を主体と

した褐色士が多い。

遺物

Ⅳ群土器1点、 Ⅶ群土器1点、 フレイク1点、礫67点、鉄製品14点の計82点出土している。量的に

は礫がほとんどを占める。遺物の平面分布は特に片寄りはみられず、散漫な傾向にある。層位別では

覆土のものが多く、床面の遺物は鉄製品2点のみである。鉄製品は腐食が著しく、詳細は不明である。

覆土出土の鉄製品はI層との境から出土したため、現代のものである可能性が高い。また、床面南側

で灰白色粘土が検出された。粘土はカマドのものと同質である。

時期周辺の遺構及び周辺包含層出土の遺物から、擦文時代後期後半と考えられる。

（広田）
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H-27 (図Ⅲ 35～38 図版29～31)

位置H-41， 1-40， 41， 42， J-41

規模4．86×4. 12/4.56×3.87/0. 71m

調査

標高約12m、段丘縁辺の南への緩斜面上に位置する。地表面において深い方形のくぼみとして確認

され、最深部を基準に十字の土層観察用ベルトを設定し掘り下げた。床面はほぼ平坦だが、南側はVI

層が一部露出する。

掘り揚げ土

住居跡周囲に分布する。北側はH-25掘り揚げ士との分層が難しい。南側は薄く、班状に堆積する。

覆土

壁際には掘り揚げ土の流入土、崩落土が三角堆積する。その上にはレンガ状粘土塊粒、炭化物を含

む粘質の褐色土が存在する。屋根を覆っていた士が崩落したものである可能性が考えられる。覆土1

では一部炭化材が検出されている。

形態

平面形は方形で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は平坦でⅥ層中に形成される。一部V1I層がみら

れる。南東角床面では黒色士が混じるやや汚れた床面となっていたため貼床と考えた。

付属遺構

カマド1カ所、炉1カ所、焼土を伴う柱穴が検出された。

カマドは住居跡東壁中央部に設置されている。袖石、天井石と考えられる扁平礫角柱状礫と灰白

色粘土がつぶれた状態で検出された。煙道は約45度の角度で斜めに立ち上がる。煙道先端部付近から

は､関連すると思われる大型の扁平礫が出士している｡焼土はV層中に形成され､数層に分層できる。

炉(HF-1)は住居跡中央部床面で検出され、掘り込みはない。焼土を伴う穴(HF-2･ 3)は

炉と北西角、南西角を結ぶライン上に2カ所確認された。また北側壁際には浅いくぼみが2カ所みら

れた(HP-1 ． 2)。

西、南壁付近では打ち込み杭の痕跡とみられる小柱穴(HP 3～11)が検出している。

カマドの焼土とHF-1 ･2･ 3について土壌をサンプリングし、 フローテーション作業を行なっ

た。カマド焼土から得られた炭化物の放射性炭素年代測定を行なったところ、 890=t40年BP (較正

暦年代1030-1240AD) という結果がでている。

遺物

遺物はⅣ群土器4点、 ⅥI群土器9点、礫200点、原石1点、 フレイク1点である。

集石は床面直上で1カ所検出した。長幅の差はあまりなく、 20点について計測し、グラフを作成し

ている。

1 ･ 2はWI群土器である。 1は口縁部～胴上半部の破片で、 口縁部はやや屈曲する。 口縁部には刺

突列が3段交互の向きで施され、胴上半部には縦位の沈線と斜位の沈線により文様が描かれている。

沈線は細く、やや浅めである。また、口縁部には補修孔が1個開けられ、内面には煤が付着している。

2は胴下半～底部で、表面は二次焼成のため赤化し、やや上げ底で木葉痕を残す。

時期擦文時代後期後半と考えられる。 （愛塲）

H-28 (図Ⅲ－39･40、図版32･33)

位置C-35･36， D-35･36， E-36
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Ⅲ遺構と遺物
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規模5． 23×5.04/3.52×3.38/0.53m

調査

台地南東側、標高約12mの平坦部に位置する。 Ⅲ層上面の精査中に黒褐色土の長方形の落ち込みと

して確認した。落ち込みの中心を基準に長軸及び短軸方向に十字の士層観察用ベルトを設定して掘り

下げた。掘り込み面と考えられるⅢ層は削平されていたため、掘り揚げ士は検出されなかった。北東

側約4nlにH-29がある。

覆土

自然堆積で覆土上部はレンズ状にI層が厚く堆積している。 I層を除くと、覆土の堆積は他の擦文

時代の住居同様浅い。土層はⅡ層主体で、 Ⅲ。Ⅳ層土を少量含む黒褐色、暗褐色土が主体である。

形態

平面形は長方形である。床面はほぼ平坦で、壁は全体的に急角度に立ち上がる。掘り込み面は11層

上面と考えられ、床面はV層下部～VI層上面に構築されている。

付属遺構

炉が床面中央よりやや西側でlヵ所検出された(HF-1)。平面形は不整の円形で、掘り込みは認

められない。炉はよく焼けていて、HF-1の直上及び周辺では炭化物、骨片が少量検出された。HF

-1周辺の土壌に関しては、 フローテーションにより微細遺物の収集を行ったところ、炭化植物種子

としてカマドからキビ1粒が検出された｡微小な骨片も検出されたが､細片のため同定できなかった。

検出された炭化物の放射性炭素年代測定を行なったところ、補正Cl4年代が880±40(較正暦年代1030

-1250AD) という結果を得た。

遺物

Ⅳ群土器6点、 Ⅶ群土器3点、礫96点、鉄製品1点の計106点出土している。大部分は礫で、その

中でも集石の礫が大半を占める。層位別では全て覆土出土で、床面出土のものはない。分布は集石以

外特に片寄りはみられず、散漫な傾向にある。遺物の接合関係は覆土出土のⅦ群土器が6点接合して

いる。 Ⅳ群土器は流れ込みと考えられる。鉄製品はI層出土のため、現代のものの可能性がある。集

石は竪穴北側の覆土下部で1カ所検出された。約1.6mの範囲で分布している。点数は86点で、棒状

礫を主体とする。集石の礫に関しては計測値のグラフ化を行った(図Ⅲ-40)。計測した礫の点数は69

点である。棒状礫は､長さ4～10cm,幅2～5cm､厚さ1～3cm､重さは40～909のものが主体である。

時期覆土出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-29 (図11-41～44、図版34～37)

位置C-37～39, D-37～39, E-38･39

規模6．42×6.3／5.39×5. 2/0.65m

調査

台地南東側､標高約12mの平坦部に位置する｡発掘前の状況で浅い円形の落ち込みとして確認した。

落ち込みの中心を基準に長軸及び短軸方向に直交する土居観察用のベルトを設定し、掘り下げた。掘

り込み面と考えられる1l層が削平されていたため、掘り揚げ土は低い部分でわずかに検出された。東

側約3mにH-26、南西側約4nlにH-28がある。掘り揚げ土の土層観察からH-29はH-26より

古いが、H-28との新旧関係は不明である。また、H-29の下部には縄文時代後期の盛土であるJM

－3 ． 6が存在し、 H-29はJM-3･6の一部を壊して作られている。
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Ⅲ遺構と遺物

掘り揚げ土

Ⅱ層が削平されていたため、 JP-15のくぼみの部分にのみ残存していた。検出された掘り揚げ土

は11 ･Ⅵ層を主体とする土層である。

覆土

竪穴上部は耕作土によって埋められている。 l層を除くと、壁際以外の覆土は薄く中央付近の最も

浅い部分では3～4cmですぐ床面が検出された。覆土の色調は黒色、黒褐色である。土層はⅡ ．Ⅲ層

が主体で､Ⅳ．Ⅵ層が少量混じる｡また､壁際ではI層及びJM-3の盛土の流れ込みが認められる。

形態

平面形は東西の長軸方向がやや長い、隅丸長方形である。床は平坦で壁の立ち上がりはほぼ垂直で

ある。掘り込み面はI1層上面と考えられる。床面はV層下部～Ⅵ層上部に構築される。また、ピット

の配列などでは明瞭に確認できないが、壁際に比べ床面中央付近で黒色土による汚れが認められたた

め、壁際にベンチ状の板敷きが存在した可能性がある。

付属遺構

カマド1基、炉3カ所、ピット15カ所が検出された。カマドは東壁のほぼ中央に構築されている。

遣存状況は比較的良好で、カマドの構築に使った灰白色、黄褐色粘土及び礫が検出された。灰白色粘

土は燃焼部周辺及び煙道をほぼ覆い、黄褐色粘土は燃焼部でのみ検出された。

燃焼部の粘土内及び直上からは、袖石と考えられる扁平の礫が検出された。煙道は長さ約0.6m、

幅約0. 7mと幅に比べて長さが短い。煙道の長軸方向は竪穴の長軸方向とほぼ一致し、長軸の断面は

燃焼部から緩やかに立ち上がる形状である。燃焼部では不整形のよく焼けた焼土がみられ、焼土の直

上からは多量の炭化物粒と少量の骨片が検出された。

炉は床面中央やや南寄りで1カ所(HF-1)、西側で2カ所(HF-2･ 3)検出された。平面形

はいずれも不整の楕円形を呈する。HF-1は掘り込みを持たず、焼土はよく焼けていた。HF-2 ･

3は浅い掘り込みを伴い、焼土は粒状に混じる程度である。HF 1の焼土直上及び周辺からは炭化

物、骨片が検出された。カマドと炉周辺の土壌に関しては、 フローテーションにより微細遣物の収集

を行ったところ、炭化植物種子としてカマドからシソ属2粒、 また微小な骨片がHF-1から検出さ

れた。骨片は微小のため同定できなかった。検出された炭化物の放射性炭素年代測定を行なったとこ

ろ、補正C14年代が950±40 (較正暦年代1010-1180AD) という結果を得た。

ピットは15カ所検出された。配置は壁際のものと、壁からlm程内側にあるものがある。規模は、

大形（幅60～80cm、深さ8～16cm)、 中形（幅20～30cm，深さ10～60cm)、小形（幅4～1Ocm、深さ8

~20cD1)に分けられる。大形のピット (HP-3･4)はやや浅めで、床面南西側に位置する。性格

は不明であるがいわゆる「隅穴」の可能性がある。中形のピットは深いものと浅いものの2種類があ

り、深いもの(HP-1 ･ 2･ 5)は配置からも主柱穴の可能性が高いが、東側では確認できなかっ

たため上屋構造は不明である。浅いピットは壁際のもの(HP-14･15) と壁際からやや離れるもの

(HP-5･ 6)があるが、性格は不明である。小形のピット (HP-7～13)は小柱穴と考えられ

る。配置は北、西壁際のものがほとんどだが、HP-10のみやや壁際から離れている。 これらは壁際

に作られた板敷きを支える杭と考えられる。ピットの覆土はⅡ ．Ⅲ層が主体で、 Ⅳ．Ⅵ層が混じるも

のが多い。色調の多くは黒褐色、暗褐色で、 Ⅵ層を多く含むものには褐色のものもある。

遺物

Ⅳ群士器2点、 VII群土器7点、石鍼1点、石槍1点、 フレイク8点、原石1点、砥石1点、礫243

点の計269点出土している。量的には礫が出土遺物のほとんどを占める。層位別では床面直卜拙土の

~房
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図Ⅲ－47 H-30棒状礫グラフ

ものが大半で、覆土、床面出土のものは少ない。遺物平面分布は集石を除くとカマド付近がやや密で

ある。遺物の接合関係は認められなかった。 VII群土器は覆土から1点、床面直上から6点出土してい

る。 Ⅳ群土器石鍼、石槍、 フレイク、原石、砥石はJM-3･6からの流れ込みと考えられる。集

石は床面直上～床面にかけて3カ所検出された｡集石lは43点､集石2は44点､集石3は12点を数え､い

ずれも棒状礫を主体とする。集石lは竪穴の中央からやや東側の床面直上に位置し、北側にややまと

まりが見られ､分布範囲は約0.6mである。集石2 ･ 3は竪穴西側に近接して位置する。集石2の検出

層位は床面直上で､分布範囲は約1mである｡集石3の検出層位は床面で､分布範囲は約0.5mである。

集石の礫に関しては計測値のグラフ化を行った(図III-44)｡礫の点数は集石lが33点､集石2が28点、

集石3が5点である。礫は集石1が長さ6～9cm、幅3～6cm、厚さl～2cm、重さ40～100gのも

のが主体である。集石2は長さが6～9cm、幅3～6cm、厚さ2～3cm、重さ40～150gのものが主

体である。集石3は長さ5～7cm､ |幅3～4cm､厚さl～2cm、重さ40～509のものが主体で､集石1

・2の棒状礫は近似するが､集石3のものは集石1 ． 2に比べて全体的に小形のものが多い。

1～5はⅦ群土器。 1 ･ 2は同一個体である。 口縁～胴上半部で口縁部はやや外反する。 2本単位

の沈線により、連続する菱形文様が描かれ、菱形内には沈線沿いに刺突が施される。色調は黒褐色で

ある。 3， 4は口縁部片で、どちらも無文である。 3は口唇部がやや内側に屈曲する。 5は胴部片で、

文様帯下部に横位の沈線が施されている。 6は薄く加工された黒曜石製の石嫉で、覆土からの出土で

ある。 7は黒曜石製の石槍。 8は凝灰質砂岩製の砥石である。 9は有孔礫で、炭化物が全体に付着す

る。石器は6以外床直上出土である。

時期床面直上出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

H-30 (図Ⅲ-45～47 図版38～39)

位置H 37， 38， 1 37， 38

規模5.0×3.9/4.76×3.7/0.29m

調査

標高約12mの段丘縁辺部に所在する。地表面で浅いくぼみとして確認でき、 くぼみ周辺はやや小高

8(）
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Ⅲ遺構と遺物

くなっていた。 Ⅱ層調査中に本竪穴の北西角部分が検出し、長方形タイプの擦文時代の住居である可

能性がでてきたため、ベルトを設定し、慎重に掘り下げた。 10cm程下げたところで焼土、集石が検出

したためこの面を床面とした。擦文時代の遺構はほとんどがⅥ層まで掘り込まれているが、本住居跡

は縄文時代のW層を主体とする盛土中(JM4)で掘り下げをやめている。床面確認のため焼土面

よりトレンチで5cm程掘り下げると、炭化材が検出し、直下に縄文時代の遺構の存在が予想された。

掘り揚げ土

非常に不明瞭ではあるが、南側に黒色土とⅥ層が混じった層がみられた。層厚は10cmにみたない。

覆土

中央部では5cm程の堆積である。南壁以外では流れ込みの三角堆積が確認できる。

形態

平面形は長方形で、壁はやや斜めに立ち上がる。掘り込みは深い所で30cm程で、床面は盛土中に形

成される。南北側では壁の立ち上りがはっきりしない。盛土によりやや小高くなった場所に住居を構

築したと考えられる。

付属遺構

焼土が長軸上で2カ所確認された(HF-l ･2)。

HF-1について土壌をサンプリングし、 フローテーション作業を行なった。焼土から得られた炭

化物の放射性炭素年代測定を行なったところ、 3720=t40年BP (較正暦年代2210-2010BC) という

結果がでている。HF-1は縄文時代の盛土に伴う焼土の可能性がある。

這物

遺物はⅦ群土器42点､石鰄1点､石槍3点､ナイフ類1点､スクレイパー8点､Rフレイク3点､フレイ

ク1139点､砥石1点､たたき石5点､台石2点､礫238点である。石器に関してはほとんどが盛土に伴う

ものと考えられる｡集石は2カ所で検出された｡集石1は36点､集石2は20点について計測し､グラフを

作成した。

1， 2はVI群土器である。 1は小形で無文の土器である。西壁際からまとまって出土している。 口

縁部はやや外反し、胴部との境が段状になる。 2は口縁～胴上部片で、 口縁に刺突列が横位に2段巡

り、胴部にも斜位の刺突列が施される。

時期出土した擦文土器から擦文時代後期後半と考えられる。 （愛場）

H-31 (図Ⅲ-48～49、図版40～42)

位置G-35･36、H-36

規模4. 12×4.0/(2.99) × (2.9)/0.36m

調査

台地南東側、標高約12mの平坦部に位置する6 m層の調査中に黒褐色土の長方形の落ち込みとして

確認した。落ち込みの中心を基準として、長軸及び短軸方向に直交する士層観察用ベルトを設定し、

掘り下げた。掘り込み面と考えられるⅡ層が削平されていたため、掘り揚げ土は検出できなかった。

東側約6mにH-31がある。

覆土

竪穴上部は耕作土によって埋められている。 I層を除くと、壁際以外の覆土は薄く中央付近の最も

浅い部分では約3～4cmですぐ床面が検出された。覆土の色調は黒褐色、暗褐色である。土層はⅡ ．

Ⅲ層が主体で、 Ⅳ層が少量混ざる。
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図Ⅲ－48 H-31平面図と土層、 HF
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形態

南東側の壁付近は排根線によって壊されている。平面形は長方形に近く、床はほぼ平坦である。検

出できた壁はいずれも垂直に近い角度で立ち上がる。掘り込み面はl1層上面と考えられ、床面はⅣ層

上部に構築されている。

付属遺構

炉が床面のほぼ中央で1カ所検出された(HF-1)。浅い掘り込みを有する炉で、焼土は掘り込み

の西側でのみ検出された。焼け方は弱く、炭化物がわずかに検出された。検出された炭化物の放射性

炭素年代測定を行なったところ、補正C14年代が920±40BP (較正暦年代1020-1210AD) という結

果を得た。

遺物

Ⅳ群土器31点、 VII群土器20点、 フレイク11点、礫109点、鉄製品11点の計182点出土している。量的

には礫が出土遺物のほとんどを占める。層位別では覆土と床面直上出土のものが大半で、床面出土の

ものは少ない。遺物の平面分布は竪穴北側が少なく、それ以外の場所も散漫な傾向である。 Ⅷ群土器

は覆土から11点、床面直上から6点、床面から3点出土している。出土したⅦ群土器は全点接合した

(図Ⅲ－49－1）｡鉄製品は床面直上と床面から1点ずつ出土している｡Ⅳ群土器フレイクは流れ込み

と考えられる｡集石は床面直上西側で1カ所検出された｡集石lは45点を数え､棒状礫を主体とする｡範

囲は径1.6m程で､分布は散漫である｡集石の礫に関しては計測値のグラフ化を行った(図Ⅲ-49)｡計測

した礫の点数は10点で､長さ4～9cm,幅2～6cm､厚さ1～4cm､重さ30～509のものが主体である。

lはVI群土器である。 口縁部は外反し、 口縁部には一部縦位の細い沈線が施され、胴部の文様帯に

は交差する斜位の沈線により格子目状の文様が描き出される。下部は2～5本単位の横位の沈線で区

画される。 2 ． 3は鉄製品。断面角型の釘と考えられる。

時期床面出土の遺物から擦文時代後期後半と考えられる。 （広田）

（2）土坑

P-1 (図Ⅲ-50)

位置N･O-48

規模2．05×1.48/1.43×0. 99/1.34m

調査

台地南東側縁辺部に位置し、標高約9mの緩斜面に位置する。H-21床面で長方形の黒色土の落ち

こみとして検出し、長軸がH-21の土層観察用ベルトに重なっていたため士層観察からH-21より

新しい土坑と判明した。H-21の覆土中から掘り込み、H-21の床面を壊して作られている。

覆土

自然堆積と考えられる。覆土上部はⅡ ．Ⅵ層を主体とし、色調は黒色、黒褐色である。覆土下部は

VII層を主体とする土層で、覆土に混じって炭化物粒がややまとまって検出された。

形態

平面形は長方形である。曠底はほぼ平坦で壁はいずれも急角度に立ち上がる。掘り込み面はH-21

覆土中で、墳底はⅦ層中に構築されている。壌底東側では薄い炭化物のまとまりが検出された。

遺物

出土していない。

時期遣構の切り合い関係から擦文時代後期後半以降と考えられる。 （広田）
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図Ⅲ－50 P－1平面図と土層
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（3）焼土

F-5 (図Ⅲ 51、図版43)

位置N-38

規模0. 52×0.48×0.21m

調査

風倒木痕を調査中に赤褐色の焼土粒のまとまりを確認した。周辺の精査を行ったが掘り込みなどは

検出できなかった。風倒木痕からの検出のため、本来的な層位は不明である。

形態

平面形はほぼ円形である。部分的にはよく焼けているが、全体的に焼け方は弱い。投げ込まれた焼

土である可能性が高い。

時期風倒木痕中の焼土のため、時期は不明である。 （広田）

F-6 (図Ⅲ-51、 図版43)

位置H-40

規模0.66×0.48×0.06m

調査

H-26の掘り揚げ土直下のI層上面で赤褐色の焼土を検出した。周辺の精査を行ったが掘り込みな

どは検出できなかった。

形態

平面形は不整の楕円形である。比較的よく焼けている焼土で、下部の焼け方はやや漸移的である。

焼土中には灰白色の灰層及び多量の炭化物が検出された。

時期検出層位及び周辺包含層の出土の遺物から擦文時代と考えられる。 （広田）

F-7 (図Ⅲ-51)

位置G-44

規模0.37×0. 33×0.06m

調査H 25煙道付近の11層上面で確認した。すぐそばに扁平礫がみられる。

形態円形

時期擦文時代後期後半のものと考えている。 (愛場）

F-8 (図Ⅲ-51、図版43)

位置L 46

規模0.45×0.35×0. 04m

調査

H-24の掘り揚げ士直下のⅡ層上面で赤褐色の焼土を検出した。周辺の精査を行ったが掘り込みな

どは検出できなかった。炭化物が少量検出された。

形態平面形は不整の円形である｡比較的よく焼けている焼土で､下部の焼け方は漸移的である。

時期検出層位及び周辺包含層の出土の遺物から擦文時代と考えられる。 （広田）
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ll 遺構と遺物

（4）集石

S-2 (図Ⅲ-52、図版43)

位置L･M-47

規模2．2×0.75m

調査

Ⅱ層調査中に近接した2カ所の礫のまとまりを検出した。遣構の存在を想定し、 トレンチ調査を行

ったが、落ち込み等は検出できなかった。礫の出土状況等は竪穴住居跡から検出される集石のものと

似ており、礫は比較的よくまとまって分布している。

遣物

Ⅳ群土器1点、礫が250点出土し、礫は棒状礫を主体としている。接合関係は認められなかった。

Ⅳ群土器は流れ込みと考えられる。集石の礫に関しては計測値のグラフ化を行った（図Ⅲ-52)。計

測した礫の点数は142点で、長さ4～9cm、幅2～6cm、厚さ1～4cm、重さ30～509のものが主体

である。 1はⅣ群土器の胴部片である。RLの斜縄文が施される‘

時期

周辺の遣構の時期、検出層位から擦文時代後期後半の可能性が高い。 (広田）
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l11 遺構と遺物

2縄文時代の遺構

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡11軒、土坑20基盛土10カ所、焼土1カ所で、主にⅢ層中から検出

された。遺構の位置はほぼ擦文時代の遺構の範囲と重なっていて、台地南西部の平坦部から緩い斜面

にかけて、標高9～12mに位置する。ただし、 JP-19は遺構の集中する場所から離れ斜面下部に位

置している。時期は縄文時代中期～後期で、主体は縄文時代後期前葉の北筒II～Ⅲ式の時期と考えら

れる。竪穴住居跡は平面形が楕円形のものと不整形のものに分かれる。また生活面が覆土中に作られ

るものが多い。焼失住居跡は3軒検出されている (JH-1 ･2･10)。土坑の中では、墓擴と考えら

れるもの(JP-17)が1基検出された。また、墳底に集石が見られるものもある(JP-8)。盛土は、

基底面から炭化材の集中が検出されるものがあった(JP-5･ 6)。ほとんどの竪穴住居跡及び土坑

の覆土上部で灰白色の火山灰が検出されたが、その起源は不明である（第1章3節（2）参照)。

（ 1）竪穴住居跡

JH-1 (図Ⅲ-54～57、図版44～48)

位置C-33･34， D-33･34

規模4．45×3.76／3. 5×2.76/0.87 [0.51]m

調査

台地南東側縁辺部、標高約12mの平坦部に位置する。C-34区付近でIV層上面を精査中、遺物と炭

化物を伴った楕円形の黒色土の落ち込みを検出した。落ち込みの中心を基準として、長軸及び短軸方

向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果覆土上位から焼土、炭化物、覆土中位では炭化材

の広がりが検出され、焼失住居であることが判明し、炭化材の検出面を当時の生活面と認定した。ま

た、掘り込みは炭化材の広がる面の下にも続いており、一度深く掘った後に生活面を覆土中に作って

いることがわかった。北側約4mにJP-6、西側約3mにJP-4、東側約2mにJP-8、南東約

4mにJP-3、 JM-1がある。

覆土

生活面の上位と下位で大きく分かれる。生活面より上位の土居（1～10)は大きなブロック状の堆

積で、下位の土層(11～20E)は一般的な自然堆積の様相を示している。また、上位の土層は炭化物

を多く含むが、下位の土層はほとんど含まない。そのため、生活面の上位と下位の土層の堆積は連続

的ではなく、上位の堆積は生活面を廃棄した後の堆積と考えられる。また上位の土層は堆積状況と炭

化物を多く含むことから、屋根の葺土が崩落した可能性がある。土層の色調は黒褐色、暗褐色を呈す

るものが多い。土はⅢ･V層を主体とし、 Ⅳ．Ⅵ層が混じるものが多い。

形態

平面形は楕円形を呈し、生活面はほぼ平坦である。また掘り方底面には大きな凹凸がみられる。覆

土の堆積状況、焼土、炭化材の検出状況から考えると、床面は2段構造になっていて、最初に一度深

く掘り、その後やや埋まった段階で生活面を形成したと考えられる。壁の立ち上がりはいずれも緩や

かだが、 中位の生活面の部分で屈曲する。上部が削平されているが、掘り込み面はⅢ層中と考えられ

る。また、掘り方はⅥ層中に構築されている。

付属遺構

生活面で炉と考えられる焼土が3カ所(HF-1～3)、ピットが4カ所(HP-1～4)検出され

ている。炉はいずれも床面中央付近で検出された。平面形はいずれも丸みを帯びた不整形で、よく焼

9I
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Ⅲ遺構と遺物
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けている。また、下部の焼け方は漸移的である。HF-1内にHP 1が構築されているため、HF-

lは焼失に伴う焼土の可能性がある。ピットはいずれも小形で、炉に近接して検出された。平面形は

ほぼ円形で、掘り込みは浅いものが多い。HP-3は約36cmと深いが、それ以外は10～20cm程度の深

さである。性格は不明である。

炭化材出土状況

覆土上部～生活面にかけて多量の焼土と炭化物が検出された。特に生活面及びその直上では多量の

炭化材が検出された（図Ⅲ-55)。炭化材の分布は中央付近が密で、壁付近は少なく、特に規則性は

認められなかった。炭化材は図化後、遣存状況の良いものに関して72点のサンプルを採取し、北海道

浅井学園大学教授三野紀雄氏に樹種同定を依頼した。その結果、ハンノキ属17点（23.6％)、 クルミ

属11点(15. 3%)、ヤナギ属8点(11. 1%)、 トネリコ属3点(4.2%)、 コナラ属コナラ亜属コナラ節

3点(4.2％） 、 カバノキ属2点(2.8％） 、樹種不明28点(39％）という結果を得た(第V章2篇参照)。

検出された炭化材の放射性炭素年代測定を行なったところ、補正C14年代が3800=t40年BP (較正暦

年代2340-2130BC) という結果を得た。

遺物

Ⅳ群土器、石鑛、石槍、 フレイク、原石、石斧等石鋸、礫が923点出土している。量的にはⅣ群

土器628点、礫258点が出土遺物のほとんどを占める。層位別では生活面上部の覆土出土の遺物が大半

で、生活面の遺物は少量である。また、掘り方出土の遺物はほとんどない。平面分布は特に片寄りは

みられず、全体的に散漫な傾向にある。 Ⅳ群土器は1カ所から同一個体の小片が出土している場合、

遺物分布図のドットでは1点扱いしているため、 ドットの数と点数は一致しない。接合関係は覆土出

土のⅣ群土器小片62点が接合し、 1個体復元された（図Ⅲ－56－2）。

Ⅳ群土器は生活面上部の覆土出土のものが多く、床面から出土したものは4点のみである｡平面分布

は竪穴南西側がやや多い。石鍼は生活面上部の覆土から2点､掘り方覆土から1点出土している。生活

面南西側で底部が出土した(図Ⅲ－56-1)。石槍は竪穴東側の覆土から出土している。フレイクは生

活面覆土出土のものが多く、床面から4点､掘り方覆土から1点､掘り方壌底から1点出土している｡原

石はめのう製で、生活面覆土から1点出土している。石斧は覆土中から4点まとまって出土している。

集石は床面西側で1カ所検出された（図Ⅲ-56)。集石は32点を数え、約0.7mの範囲にやや密に分

布する。集石の礫に関しては計測値のグラフ化を行った（図Ⅲ-57)。計測した礫の点数は12点で、

長さ9～10cm、 ｜幅6～7cm，厚さ2～4cln、重さ250～3509のものが主体である。

l～5はIV群土器である。 1 ･ 2は胴～底部。 lは平底で、胴～底部にはLRとRLの斜縄文を交

互に施文し、 さらに縦位の太い沈線を加えている。底面は雑なナデが施される。 2はやや上げ底で、

内面の剥落が著しい。胴～底部にはRLの斜縄文が深く施され、底面にも縄文が施されている。胎土

は砂礫を多く含み、粘土は徴密である。外面の色調はにぶい黄榿色である。 3は口縁部片である。肥

厚帯部分の破片で、外面にはRLの斜縄文が施された後、縦位の沈線が施される。 口唇部、 口縁内面

上部にもRL斜縄文が施される。胎土には砂礫と繊維を含み、外面の色調は黒褐色である。 4は口縁

～胴部片である。外面と口唇部、内面上部にはRLの斜縄文が深く施され、外面には細く深い刺突列

が横環する。胎土は砂礫を多く含み､粘土は徹密である。5は胴部片である｡二次焼成のため赤化し､脆

くなっており､外面にはLRの斜縄文が施された後､縦位の細い沈線が加えられている。6～8は有茎

の石鍼。 6．7は黒曜石製で、7は被熱により表面が発泡する。8は頁岩製で非常に薄く成形される。9

は黒曜石製の石槍で､正面左側縁部には厚みが残る｡10は流紋岩？製の石斧､ 11は砂岩製の石鋸である。

時期床面出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）
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lll 遺構と遺物

JH-2 (図111-58～65、図版49～51)

位置B-37･38， C-36～38， D-37

規模7．25×6.58／5.37×4.75/0.33m

調査

台地南東側縁辺部、標高約12mの平坦部に位置する。 B-38区の25%調査時にⅣ層上面で黒褐色土

の落ち込みと共に多量の炭化材を検出した。そこで、周辺グリッドの精査を行った所、大きな楕円形

の黒褐色土の落ち込みを検出した。落ち込みの中心を基準として十字の土層観察用ベルトを設定し、

掘り下げを行なった結果覆土中から焼土、炭化物の広がりが検出され、焼失住居であることが判明

した。上部は削平されている。南側は縄文時代の盛土であるJM-3と重なり、 JM-3を壊して作

られている。そのため、 JM-3より新しい時期の遺構と考えられる。また、西側約4mにJP-6、

南側約2mにJP-21、北東側約1.5mにJM-6がある。

覆土

覆土全般に炭化物粒が含まれており、特に下部の土層で多く認められる。色調は黒褐色、暗褐色を

呈する土層が多い。土層はⅢ層を主体とし、 Ⅳ．Ⅵ層が混じるものが多い。ただし、床面付近ではⅥ

層主体の褐色の土居も少量認められる。 JH-1の覆土上部同様大きくブロック状に堆積する土層が

多く、屋根の葺土が崩落した可能性がある。

形態

平面形はほぼ整った楕円形で、掘り込みの浅い住居跡である。北側の壁の一部は25％調査時に誤っ

て削平した。床面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで断面は椀状を呈する。上部が削平されて

いるが、掘り込み面はIⅡ層中と考えられる。また、床面はⅣ層上面に構築されている。

付属這構

床面で炉と考えられる焼土が3カ所(HF-1～3)、ピットが7カ所(HP-1～7)検出されて

いる。炉は床面の中央～南側で検出された。平面形はHF-1 ･ 3が楕円形に近く、HF-2が不整

形である。HF-1 ･ 3はよく焼け、HF-2は焼け方が弱いが、いずれも焼土上面で炭化物粒が多く

検出された。焼土下部の焼け方はいずれも漸移的である。

ピットは7カ所検出された。配置は壁際と、中央付近に位置するものがある。規模から、大形(HP

－1） と、小形(HP-2～7)に分けられる。HP-1は床面北壁際に位置し、床面で検出した。

平面形はほぼ楕円形で、上場は長軸約2.2m、短軸約1.9mを測る。曠底は平坦で、壁はやや急角度に

立ち上がる。また、覆土上部の2層において炭化物の層が検出された。以下の層ではほとんど炭化物

が検出されなかったため、床面が構築された時点で、HP-lはほぼ埋まっていたと考えられる。そ

のため竪穴掘削時の掘り方の可能性がある。曠底はⅥ層中に構築されている。また、HP lの底面

でHP-5～7が検出された。直径は6～l0cmと小形で、HP-1の北壁に並んでいる。断面は先が

細く、打ち込み杭と考えられ、 JH 2の壁柱穴の可能性がある。覆土の色調は黒褐色で、土層はⅢ

層を主体としⅣ層が混じる。HP 2～4は配置・規模から柱穴の可能性が高く、 いずれも壁から約

1. 5m離れている。直径は12～18cmと小形で、深さは32～42cmを測る。

炭化材出土状況

覆土上部～生活面にかけて多量の焼土と炭化物が検出された。特に生活面及び直上では多量の炭化

材が検出された（図111-60)。炭化材の分布はほぼ床面全体に広がり、特に大形のものは住居の北側

で検出された。焼土は住居の南側で多く検出された。炭化材の方向は、大形のものに関しては東西方

向を向くものが多く、小形のものに関しては、特に規則性はみとめられなかった。炭化材は図化後、
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Ⅱ｜ 遺構と遺物

遺存状況の良いものに関して102点のサンプルを採取し、北海道浅井学園大学教授三野紀雄氏に樹種

同定を依頼した。その結果、 トネリコ属19点(18.6%)、 コナラ属コナラ亜属コナラ節19点(18.6%)、

ハンノキ属14点(13. 7%) 、ヤナギ属10点(9.8%) 、 クルミ属3点(3.0%) 、樹種不明31点(30.4%)

という結果を得た（第V章2篇参照)。検出された炭化材の放射性炭素年代測定を行なったところ、

補正C14年代が3840±40年BP (較正暦年代2340-2130BC) という結果を得た。

遺物

Ⅳ群土器石槍､つまみ付きナイフ､スクレイパー､Uフレイク､石核､フレイク､原石､石斧等石鋸、

砥石、たたき石、石皿・台石、礫が計802点出土している。量的には礫325点、 Ⅳ群土器174点、 フレ

イク146点、石皿・台石110点の順に多い。層位別では覆土出土ものと床面出土のものがほぼ半々であ

る。平面分布は全体的に広がっているが、北側がやや少ない。接合関係はⅣ群土器と砥石、礫で認め

られた。砥石は遺構間の接合関係が認められ、覆土1点とJM-3盛土出土1点の計2点、覆土1点、

床面1点、 JM-3盛土出土1点とE-38区Ⅲ層出土1点の計4点の接合がそれぞれ認められた。

Ⅳ群土器は覆土出土のものがほとんどで、床面出土は2点である。小片が多く、竪穴中央から西側

よりの覆土からややまとまって出土し、若干接合している。石槍は竪穴南壁付近床面から出土してい

る。つまみ付きナイフは床面から1点出土している。スクレイパーは床面から3点出土している。U

フレイクは床面とHP-1の覆土から出土している。石核は床面から出土している。フレイクは床面

東側からやや多く出土し、 メノウ製もある。原石はメノウ製で、覆土から1点出土している。石斧等

は床面から2点出土し、その内1点は未製品である。石鋸は床面から4点出土している。砥石は25点

中24点が床面出土で、HP 1覆土から1点出土している。たたき石は覆土から4点、床面から1点

出土している。石皿・台石は110点で、小片が多く全て床面出土である。

l～5はⅣ群土器である。 1～4は口縁部で、 3 ．4は|司一個体である。外面と口唇部に斜縄文が

施され、外面には細い刺突列が横環する。 1 ･ 3 ･4はRLの斜縄文、 2はLRの斜縄文が施される。

また、 2～4は内面上部にもRLの斜縄文が施される。刺突は、 1はやや浅く2～4は深く一部内面

に貫通する。また、 4の刺突は縦位置がやや低くなるものがある。胎土は砂礫を含み、繊維が少量混

ざる。 3 ．4の粘土はやや徴密で、砂礫をやや多く含む。 5は胴下半～底部で、 3 ．4と同一個体の

可能性がある。やや上げ底で、内面の剥落が著しい。胴部にはRLの斜縄文が施され、一部底面外側

にも及んでいる。

図示した石器はすべて床面出土である。

6～10は黒曜石製石器である。 6は石槍で基部先端に樋状の剥離がみられ、彫器様石器の可能性も

ある。 7はつまみ付きナイフ、 8～10はスクレイパーで、 8は頂部にも原石面が残る。

11は加工痕のある礫で、表面が全面磨かれる。石質は不明であるが、濃い緑色を呈する。 12は泥岩

製の石斧（未成品？）で、rnf端部に潰打痕がみられる。

13～15は凝灰質砂岩製の石鋸で、 14は上側縁部にも擦り痕がみられる。また14･ 15には炭化物が付

着する。 16～21は砥石で、ほぼすべてに炭化物、煤が付着する。 18は比較的扁平な凝灰質砂岩の両端

部に擦り痕がみられ、 JM-3、包含層出土のものと広い範囲で接合した。破損後再利用した形跡は

ない。 21は軽石製の砥石。 22･23はたたき石である。 22はチャート製で側縁を中心に細かな潰打痕が

残る。下端は刃部状に加工され、刃部部分に潰打痕がみられる。 23は淡い緑色を呈する。石質は不明

である。 24は粗粒玄武岩製の台石である。 25は礫で煤と赤色物質がほぼ全体に付着する。 26は石皿で

同様に煤炭化物が付着する。使用痕は明確でない。

時期床面出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）
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Ⅲ遺構と遺物

JH-3 (図Ⅲ-66～67 図版52～53)

位置J-35， 36， K-35， 36

規模4． 52×4.25／3.89×3.69/1. 18 [0.87生活面]m

調査

標高約10mの南への緩斜面の地表面において円形のくぼみとして確認された。南北・東西に十字に

土居観察ベルトを設定し掘り下げた。掘り込み最終面からの壁高は北側で1nlを超え、予想を上回る

深さとなった。南側では壁の立ち上りは不明瞭であった。平坦な褐色土層面で焼土が検出され、 この

面を生活面と捉えた。焼土調査後、褐色土を30cm程掘り下げると掘り込みの最終面が現れた。なお住

居跡周囲に掘り揚げ土は確認できなかった。

覆土

覆土15～18, 25～27は埋め戻された土で、それより上は自然堆積となる。斜面上部からの流れ込み

が顕著である。

形態

平面形は不整な円形で、壁は斜めに立ち上がる。掘り込みは深く、一度最終面まで掘り込んだ後、

30cm程埋め戻して平坦な生活面を作り出しているようである。

遺物

いずれも覆土中より出土し、床面からの出土はない。Ⅳ群土器6点、たたき石1点、フレイク15点、

礫156点が出土している。

1はたたき石。石質は砂岩で、両端部が主に利用されている。

時期出土した土器や形態から縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛塲）

JH-4 (図Ⅲ-68～69 図版54～56)

位置H-33、 34， 1-33， 34， 35

規模7.03×5.4/6.61×4.9/1. 54 [0.96生活面]m

調査

標高約10～11mの南に緩やかに傾斜する斜面部に位置する。地表面において浅いくぼみとして確認

され、十字に土層観察用ベルトを設定し、掘り下げた。覆土は黒色土を取り除くとⅥ層主体の黄褐色

土、褐色土が堆積する。焼土検出面を床面としたが、中央部から南側には汚れた炭化物まじりの粘質

土が不整な円形にみられ､掘り込みの最終面がさらに下に存在すると予測された｡焼土検出面調査後、

中央部をさらに掘り下げ、最終面を確認した。

覆土

黒色士の下からⅣ、 Ⅵ層主体の黄褐色が出てきたため盛土の可能性を考えて調査した。中央部が薄

く、壁際に三角堆積があること、遺物の少なさなどから自然堆積と判断したが、屋根を覆っていた土

が崩落したものである可能性が考えられる。またJM-10とした盛土は本住居の掘り揚げ土の可能性

がある。

形態

平面形は卵形で、壁は斜めに立ち上がり、床面は平坦である。中央部は床面からさらに60cm程掘り

込まれ、不整形の土坑状になる。 この部分の覆土は自然堆積でなく、柱穴が埋め戻し土中に観察でき

たことから、一度床面を掘り込んだ後、平坦に埋め戻し、柱を構築したものと考えている。
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Ⅲ遺構と遺物
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3 砿褐色土(lOYR3/4)盛土? （Ⅲ＞Ⅳ+Ⅵ)炭化物混じる しまりややあり､粘性ややあ'
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6 塒褐色土(lOYR3/3) ( |V＞111 ) しまりややあり､粘性ややあり

7 黒褐色土（lOYR2/2） ( 11 ． Ⅲ＞Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

8 黄褐色土(lOYR5/8) (Ⅵ>111 ) しまりややあり､粘性あり

9 暗褐色土（lOYR3/3) (Ⅵ+111+ハ『) しまりややあり､粘性ややあり
10 ハ1

11 黒褐色士（lOYR2,'2） <Ⅲ>Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

12 暗褐色士（lOYR3/4) ( '11>|V ･ Ⅵ) しまりややあり､粘性ややあり
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2 黒褐色土(lOYR3/2) ( 11>Ⅳ>炭化物) しまりややあり､粘性あり

3 褐色土（lOYR4/4~4/6） （Ⅵ十V＞Ⅳ>炭化物) しまりあり､粘性ややあり

4黒色土(l0YR2/l) ( I{| ) しまりややあり､粘性ややあり

5 褐色土（lOYR4/4) (Ⅵ＞Ⅲ） しまりややあり､粘性ややあり

6 褐色士（l0YR4/4～4/6） (Ⅵ＋lⅡ>Ⅳ>炭化物) しまりあり､粘性ややあり
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8 黒色士（l0YR2/l） (Ⅲ＞Ⅳ+Ⅵ） しまりややあり､粘性ややあり

9 暗褐色土(IOYR3/4) (Ⅲ>Ⅵ)炭化物・焼土粒混じる しまりややあり､粘性ややあり
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0 5cm

i

図Ⅲ－69 JH-4平面図(2)と七層、

鰯蝋簿
HP、遺物

I〃



穂香竪穴群

125

JH-5
12.52

○／
12．44

1 1 ．7

1 1,5612．41
一

lH－40
1 1 ，66 、H一 4 I1 169

1 1.57

1 1 ．86

、~ 1239
~、p ン

11，88

垂
1 187

、
hゥ 1，8

1 1 ．68
1 1.63 11．49

2．451

〆

1 1．77
11‘7 1 1 ．668

1 1．89

1 1.91／H P－3
1 1 89

1 1 ,8712．31
､‘

11

12ﾏ45

1 1 ．91

1232 1

11.83 HP

1 1 ,ﾌ6 何. 11.82
P－1

1 1 ．76
11‘75

12 6

○ 12‘36

1 1．5

1 11．82

’ 11．74

1 1．7

1 17I ｳ句可~~~~

1 1.73

1 1.75

12.33

1m0

〈
、

(1/40
11.66 1 1‘8

1 1 ．67

+| !-#。
､23、

一

~11－411228

1

~”

／
Ｂ
’－△127m

Ｄ
’g125m

0 1m

|('/40)

黒色．t (lOYR2/l） （V＞Ⅲ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(10YR3/3） （I''十Ⅳ＞V）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土（lOYR2/2） （V＞'''十H' ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色士（lOYR4/4) （Ⅳ十Ⅵ)

しまりややあり粘性ややあり撹乱？

暗褐色土(lOYR3/3） （Ⅲ＞Ⅵ>V）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/2) (V＞'11＞ﾊ: ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/2） (V>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土(7.5YR4/6） （Ⅳ＞V）

しまりややあり粘性なし

黒褐色土(lOYR2/2） （V+Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

黒色1二 （lOYR2/l) (V十W＞Ⅳ）

しまりややあり 淵Ii性ややあり

褐色土(7.5YR4/4) （1V>'11>V）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土（lOYR2/2） （''1＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/2) （|Ⅱ＞Ⅳ>Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/3) ( |||>Ⅳ>Ⅵ）

しまりやや弱い粘性ややあり
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JH－5の土層

l 黒色土(l0YR2/l) ( 11>''1+褐色火山灰）

しまりややあり粘性あり

2 黒褐色土(l0YR2/2) (I||>褐色火山灰)

しまりややあり粘性あり

3 黒褐色士（lOYR2/3) (111>褐色火lU灰)

しまりややあり粘性あり

4 黄褐色士（lOYR5/8) (褐色火山灰＞Ⅲ>11 ）
しまりややあり粘性やや弱い

5 黒褐色士（lOYR2/2） （ 11＞Ⅲ＞Ⅳ）

しまりやや弱い粘性ややあり

6 黒褐色土(l0YR2/2) ( ''1>Ⅳ+Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

7 暗褐色土(lOYR3/'3) （Ⅲ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

8 黒褐色士（lOYR2/3） （111＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

9 黒褐色士（lOYR2/2) ('''十V＞Ⅳ＞褐色火111灰）

しまりややあり粘性ややあり

10黒色土(l0YR2/l) (V＞Ⅲ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

11 黒褐色．t (lOYR2/2) (Ⅲ＞V＞Ⅳ＞Ⅵ)

しまりややあり粘性ややあり

照色土(lOYR2/1) (V＞Ⅲ>Ⅳ） 23黒褐色土(lOYR2/2） （111＞Ⅳ>V）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

照褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ>n, ) 24褐色土（l0YR4/6) （1V>V）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性なし

1滴褐色士（lOYR3/3） （Ⅲ＞Ⅵ＞Ⅳ） 25黒色上（lOYR2/l） （V＞Ⅵ）

しまりやや弱い粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士(lOYR2/2) <V>Ⅲ＞Ⅳ) 26褐色-t(lOYR4/6） (n『）

しまりややあり粘性やや刺い しまりややあり帖性なし

略褐色土(lOYR3/4) （Ⅲ+I） 27褐色．t (lOYR4/4） （V+Ⅵ）

しまりややあり粘性やや弱い しまりややあり粘性ややあり

賊褐色．!ろ （l0YR3/3） （I||＞Ⅵ＞1V） 28確褐色士（lOYR3/4） （111＞1V）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

黒色土(lOYR2/l) (V>Ⅵ) 29黒褐色土(l0YR2/2） （V＞I||>Ⅳ）

しまりやや弱い粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/2) (11|+V>Ⅳ) 30褐色士（l0YR4/4) (n'＞V＞Ⅵ)

しまりやや弱い粘性ややあり しまりややあり粘性弱い

黒色土(lOYR2/l) (V>Ⅳ) 31 褐色'二 （lOYR4/4) (Ⅳ>111+V)

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性弱い

黒褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ+V>Ⅳ>Ⅵ) 32黒色士（lOYR2/l） (V＞Ⅲ+H‘）

しまりややあり 粘性ややあり しまりあり粘性ややあり

鼎褐色二t (lOYR2/2) （ |||＞V>Ⅳ十V[) 33黒褐色士(lOYR2/2) (V>Ⅳ)

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

図lll-70 JH-5平面図t~層
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Ⅲ遺構と遺物

炭化材出土状況

北側の壁際床面から炭化材が出土している。放射性炭素年代測定を行なったところ、 3860±40年BP

（較正暦年代2340-2130BC) という結果がでている。樹種の同定は行なっていない。

付属遺構

焼土が床面から5カ所検出された。HF-1では細かな骨片がみられ、HF-2～4は長軸上に並ん

で検出された。HF-5は床面のややくぼんだ部分に存在する。

柱穴が埋め戻し部分周辺に7カ所みつかっている(HP-1～7)。いずれも尖端が尖っているこ

とから打ち込み杭の痕跡とみられ、なかには深さが50cmを超えるものも確認された(HP-1)。

遺物

遺物はⅣ群土器小破片3点、石槍1点、つまみ付きナイフ1点、石核1点、 フレイク2点、 メノウ

原石2点、礫28点である。

このうち床面から出土した石器について図示した。いずれも黒曜石製である。 lは比較的大型の石

槍で、厚みがある。 2はつまみ付きナイフで、下端部に突出部が作出される。 3は石核で、打面を変

えながら小型剥片を剥離している。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛場）

JH-5 (図Ⅲ-70～72、図版57～59)

位置G-40 ｡41、H-39～41， 1-40

規模6．23×5.4／3.7×3.22/0.90 [0.55]m

調査

台地南東側縁辺部､標高約12mの平坦部に位置する｡擦文時代の住居跡であるH-26の掘揚げ土を

除去したところ､H-40グリッド周辺でⅢ層が楕円形に落ち込んでいる状況が確認された｡くぼみの中

心を基準として､長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し､掘り下げた結果、縄文時代の竪穴住

居跡であることが判明した｡また､覆土中位で炉と考えられる焼土及び遺物が面的に検出されたため、

JH-1ほか同様、覆土中に生活面を構築していることが確認された。南側にはJM-8が隣接する。

新旧関係は不明だが、 JH-5の覆土中に盛土の土層が認められないため、 JM-8と同時もしくは新

しいと考えられる｡また、南側にほぼ接する状況でJH-7があり、西側にはJH-10、JM-1がある。

覆土

大きぐは生活面の上位（1～11 ･ 16～20層） と下位(12～15･21～47層）で分けられるが、土層の

色調や主体となる土、堆積状況に大きな違いは認められない。また、覆土上部でやや褐色気味の白色

の火山灰が部分的に検出された(1～4層）が、供給源は不明である（第1章3節(2)参照)。そ

れ以外の土層は、Ⅲ｡ IV ･V層が主体でⅥ層が少量混じるものが主体である。色調は黒褐色､暗褐色、

褐色を呈する。北壁際ではⅣ層の崩落士が少量認められる。

形態

平面形は上場下場共に不整の楕円形である。掘り込みは浅く、擴底はやや凹凸があり、全体的に

は南西側に向かって緩やかに傾く。生活面は南側に向かって緩やかに傾く。壁の立ち上がりは北東～

南西側にかけては緩やかで、南側は急角度である。掘り込み面はⅢ層中で、墳底はⅥ層中に構築され

ている。

遺物

Uフレイク1点、 フレイク37点、石皿・台石88点の計282点が出土している。層位別では生活面覆

〃3
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Ⅲ遺構と遺物ノ
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JH-6
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1 黒褐色土(lOYR2/2) (111＞褐色火111灰>11＋Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

2 黒褐色士(lOYR2/2) (11|＞Ⅵ＞ﾊ, ）

しまりややあり粘性ややあり

3 黒褐色土(lOYR2/3) （Ⅲ＞Ⅳ＋Ⅵ）

しまりやや弱い粘性ややあり

4 黒褐色土(lOYR2/2) (l[l>Ⅳ＞炭化物粒）

しまりややあり粘性ややあり

5 黒色士(l0YR2/l) （V>111＞Ⅳ)

しまりややあり粘性ややあり

6 略褐色土（lOYR3/4） （Ⅶ＞|V）

しまりややあり粘性やや弱い

7 黒間色土（lOYR2/3） （Ⅵ＋l[I＞Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

8 黒色土(IOYR2/l) (V＞Ⅲ>I'+Ⅵ)

しまりややあり ド,Ii性ややあり

9 黒褐色士（IOYR2/2） （Ⅱl＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりやや弱い粘性ややあり

10黒禍色土（lOYR2/2) （ |||＞Ⅳ+Ⅵ>炭化物粒)

しまりややあり釉性ややあり

ll 靖褐色土(lOYR3/‘1) (Ⅵ＞'11＞Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

12黒褐色士(lOYR2/'2) (111＞Ⅵ＞1V）

しまりややあり 粘性ややあり

13黒褐色土（lOYR2/2） (111＋V＞Ⅳ＋Ⅵ）

しまりやや洲い帖性ややあり

1m

J('/40)

照褐色t （l0YR2/2） （V＞11|＞[V十V!）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土(lOYR4/6) (Ⅳ>Ⅵ＋Ⅲ) 21 蹄褐色土(lOYR3/3) (Ⅲ>Ⅳ+Ⅵ)

しまりややあり粘性やや弱い しまりややあり帖性ややあり

黒褐色t（lOYR2/3） （V＋Ⅵ＞Ⅳ） 22黒褐色土（lOYR2/2） （V＞Ⅲ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土（lOYR3/4） （I;＋Ⅲ） 23黒褐色士（lOYR2/3） （'11＞Ⅵ＞|V）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2,/3） （Ⅲ十V＞1V） 24応褐色土（lOYR3/3） （Ⅲ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

黒褐色ﾆヒ （lOYR2/2） （Ⅲ＞V＞1V） 25照褐色士（lOYR2/2） （V＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（l0YR2/2） （Ⅲ＞Ⅳ） 26黒褐色士（lOYR2/'3） （ '11＞Ⅳ＞V）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

図Ⅲ-73 JH-6平面図J‐七層
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lll 遺構と遺物

土及び生活面のものがほとんどで、掘り方覆土は3点、掘り方底面は1点である。平面分布は竪穴中

央～南側が多い。接合関係は石皿、礫で認められた。石皿は生活面覆土下部出土の53点がやや広い範

囲で接合している。石皿・台石は全て生活面覆土下部出土である。Uフレイクは多くが覆土からで、

生活面から少量、掘り方覆土と底面から若干出土している。

集石は生活面ほぼ中央で2カ所検出された(図Ⅲ-71)。集石1はHF 1やや北側に位置し、約0.6

mの範囲で南北に長く分布する。集石2はさらにその北側にあり、約0.4mの範囲で分布する。集石

の礫に関しては計測値のグラフ化を行った（図Ⅲ-72)。礫の点数は集石1が35点、集石2が33点で

ある。集石lの礫は、長さ3～7cm、幅3～4cm、厚さ2～4cm、重さ50～1009が主体である。集

石2の礫は、長さ・幅・厚さは特に主体が認められず、厚さは3～5cmのものがやや多く、集石1と

2では礫の傾向が異なる。

lは凝灰質砂岩製の石皿で、すり面は平坦面全体となるが、明確な痕跡はない。

時期周辺の遺構の時期から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （広田）

JH-6 (図Ⅲ 73～75、図版60～62)

位置 1-42， J-42･43，K-42･43

規模6.04×5.08/3.82×2. 72/0.72m

調査

台地東側縁辺部、標高約12mの緩斜面に位置する。擦文時代の住居跡であるH-27の掘り揚げ土

を除去した時点で、 J-42グリッド周辺でⅢ層が楕円形にくぼんでいる状況が確認された。 くぼみの

中心を基準として、長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果、縄文時代の竪

穴住居跡であることが判明した｡また､覆土中位で炉と考えられる焼土が検出されたため、 JH-1ほ

か同様、覆土中に生活面を構築していることが確認された。北西側にはJM-9、南西側にはJM-

8が接している。新旧関係は不明だが、 JH-6の覆土中に盛土と考えられる土層が認められないた

め、 JM-8･ 9と同時もしくは新しいと考えられる。また、北東側約1nlにJH-8、 JP-9があ

る。

覆土

大きぐは生活面の上位（1～9 ･ 19層） と下位(10～18･20～32層）に分けられるが、土居の色調

や主体となる土、堆積状況に大きな違いは認められない。また、覆土上面でやや褐色気味の白色の火

山灰が部分的に検出された(1層）が、供給源は不明である（第1章3節(2)参照)。それ以外の

士層は、 Ⅲ･V層が主体でⅣ．Ⅵ層が少量混じるものが多い。色調は黒褐色、暗褐色を呈する。

形態

平面形はほぼ楕円形である。掘り方はやや凹凸があり、北東側と南西側の一部ではテラス状の段構

造が認められる。生活面はほぼ平坦である。南東壁の立ち上がりは明瞭に検出されなかったが、斜面

下部にあたるため崩落したと考えられる。北壁は中位で屈曲し立ち上がる。それ以外の壁はやや急角

度に立ち上がる。掘り込み面はⅡ層中である。掘り方はⅥ層中に構築されているが、南東側は斜面の

地形のためⅢ層下部に作られている。

付属遺構

生活面において炉が1カ所(HF 1)検出された。HF-1は生活面中央よりやや北西側に位置し、

平面形は不整の楕円形である。よく焼けており、下部は漸移的に焼けている。焼土直上及び周辺から

は炭化物粒が検出された。

7T句
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J廷 1/40）

25暗褐色土（lOYR3/3) ('''十Ⅵ>Ⅳ) 32黒褐色士(lOYR2/3) (111＞n ＞Ⅵ）

蹄褐色土(lOYR3/4) （''1＞Ⅵ>Ⅳ) 24より明るい しまりややあり粘性ややあり ポソボソ
しまりややあり粘性ややあり しまりやや弱い粘性ややあり ﾎｿﾎｿ 33黒褐色土(lOYR2/3) (Ⅲ>Ⅳ）

黒褐色士（iOYR2/2） (11＞V+Ⅵ) 26黒褐色土(lOYR2/2) (V>Ⅲ＞Ⅵ+ Ⅳ) しまりややあり粘性ややあり ボソボソ
しまりあり粘性ややあり しまりやや弱い粘性ややあり 34黒褐色土(lOYR2/3) (111＞1V＞Ⅵ）

黒褐色土(lOYR2/3) (111>Ⅵ＞Ⅳ) 27褐色土(lOYR4/6) (H1＞Ⅲ) しまりやや弱い粘性ややあり ﾎｿﾎｿ
しまりややあり粘性ややあり しまりやや弱い粘性弱い 35暗褐色土(lOYR3/4） （Ⅲ+Ⅳ十V1）

褐色士（lOYR4/6） （Ⅵ) 28黒褐色二'二 （lOYR2/3) ( ''1>Ⅵ＞V) しまりやや弱い *,li性ややあり ﾎｿﾎｿ
しまりあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり ボソポソ 36黒褐色 k （lOYR2/2） (1M＞Ⅵ＞1V）

黒褐色土(lOYR2/3) (''1>W>Ⅳ) 29暗褐色土(10YR3/3) ( ''1＋Ⅳ+Ⅵ) しまりややあり粘性ややありボソボソ
しまりややあり粘牲ややあり しまりややあり粘性ややあり ボソボソ

黒色土(lOYR2/l) (V>Ⅵ） 30黒尚色土(lOYR2/3) （ |||>Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり ポソポソ

暗褐色士（IOYR3/3） （ﾊ'十Ⅵ） 31 暗褐色土（lOYR3/4） （Ⅲ＋Ⅳ）

しまり弱い粘性ややあり しまりややあり粘性ややあり

哨褐色土（lOYR3/3） （111＞Ⅱ＞ﾊ‘）

しまりやや弱い粘性ややあり ボソポソ HF－1 HF－1の土層

M(褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ＞Ⅱ'十Ⅵ) b l 褐色 士（7.5YR4/6）
三11．2m

しまりややあり粘性ややあり よく焼けている

黒褐色土(lOYR2/,3) (Ⅲ+Ⅵ>Ⅳ） 炭化物粒多く含む
ー＝垂フー 2 期色士(IOYR2/l） （|||＞|V＋Ⅵ）しまりややあり粘性ややあり

2ﾉｰｦｦ土 しまりややあり粘性ややあり黒褐色土(lOYR2/2) (11＞Ⅳ>Ⅱ+炭化物粒)

しまりやや弱い粘性ややあり ﾎｿﾎｿ

砿褐色土(10YR3/3) ( III>W>IV) 9 1In
l('/40）しまりやや弱い岬i性ややあり ボソポソ

図lll-76 JH-7平面図と土層、 HF

｣H－7の土層

1 黒色土(lOYR2/l) (11|＞|I＞褐色火111灰)

しまりややあり粘性ややあり

2 黒褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ+褐色火l｣l灰>'1 )

しまりややあり 粘性ややあり

3 黒色土(lOYR2/l) (11+V>褐色火山灰）

しまりややあり 粘性ややあり

4 照褐色. t (lOYR2/2) ( ''1>Ⅳ>炭化物粒)

しまりややあり 粘性ややあり

5 暗褐色士（lOYR3/4） (Ⅳ＞Ⅲ）

しまりややあり粘性ややあり

6 黒褐色 k (l0YR2/2) ( |||>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

7 暗褐色士（lOYR3/3） （Ⅲ＋Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

8 黒褐色土(lOYR2/3) (Ⅲ+V）

しまりあり粘性やや弱い

9 黒褐色 1二 (lOYR2/‘3） （''1＞Ⅵ＞|V)

しまりややあり粘性ややあり

10褐色士(lOYR4/4) （Ⅵ＞V）

しまりあり粘性ややあり

11 暗褐色士(lOYR3/ 3) （Ⅱ|>Ⅵ>V）

しまりややあり粘性ややあり

12褐色土(10YR4/6） （Ⅵ）

しまりあり粘性ややあり
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Ⅲ遺構と遺物

遺物

Ⅳ群土器、石槍、スクレイパー、Uフレイク、 フレイク、砥石、礫が245点出土している。量的に

は礫119点、 Ⅳ群土器80点が遺物の多くを占める。層位別では生活面上部の覆土のものが多く、床面

の遺物は少量である。また､掘り方出土の遺物は若干である。平面分布は竪穴北西側がやや密である。

接合関係はⅣ群土器、砥石、礫で認められた。Ⅳ群土器は竪穴北側出土の37点が、 JH-8覆土1点、

JP-12擴底直上1点、 JM-9盛土19点、H-41区Ⅲ層2点、 1-42区Ⅲ層2点と接合し、 l個体復元

された（図Ⅲ－74，図Ⅲ－75－1）。また、覆土1点、生活面から出土した1点がJM-2等から出

土したものと接合し、復元されている(図Ⅲ-112･ 113)。砥石は竪穴覆土内で接合している。礫は、

覆土4点、生活面6点がJM-9盛土出土の3点と接合している。

Ⅳ群土器は80点出土している。生活面覆土と生活面から出土したものがほとんどで、それ以外では

掘り方底面から1点出土している。平面の分布は竪穴北側から北壁付近が多い。石槍は生活面覆土か

ら1点出土している。スクレイパーは生活面覆土から1点出土している。Uフレイクは掘り方覆土

2点、掘り方底面1点の計3点出土している。フレイクは20点で、生活面覆土及び生活面からの出土

がほとんどである。また、掘り方覆土から1点出土している。砥石は覆土から16点生活面から4点の

計20点出土している。

1はⅣ群土器。 口縁部は幅の狭い肥厚帯がめく÷り、上部には山形突起が配される。突起部は貼り付

けのためやや厚くなる。肥厚帯には横位の押引文が施され、肥厚帯直下には竹管状工具による円形刺

突列が横環する。 口唇部にも横位の押引文が施される。地文はRL、 LRの縄文を交互に施文する。

胎士は繊維を含み、砂粒を多く含む。 2は石槍片。 3はスクレイパーで明確な二次加工は少ない。 4

． 5は砂岩製の砥石で、床面からの出土である。 4は裏面も利用されている。 5は大型の四面砥石で

20点以上の破片が接合した。深い擦り痕が残る部分もある。

時期掘り方底面出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）

JH-7 (図Ⅲ-76～77、図版63･64)

位置 1-38～40, J-38～40

規模6．42×5.3／4.38×3.73/1.27m

調査

台地南東側縁辺部、標高約11mの緩斜面に位置する。発掘前の状況で、 円形の浅い窪みとして確認

した。くぼみの中心を基準として､長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し､掘り下げた結果、

縄文時代の竪穴住居跡であることが判明した。土層の観察や遺物の出土状況からは、覆土中の生活面

は確認できなかった。ただし焼土が床面より約10cm上の覆土中から検出されたため、その面が生活面

であった可能性がある。 JM-4･8が隣接している。新旧関係は不明だが、 JH-7の覆土中に盛土

と考えられる土層が認められないため、 JM-4･ 8と同時もしくはそれより新しいと考えられる。

北側にJH-5、西側約1rnにJH-10、 JP-20がある。

覆土

覆土上面でやや褐色気味の白色の火山灰が部分的に検出された（1～3層）が、供給源は不明であ

る（第1章3節（2）参照)。それ以外の多くの土層は、 Ⅲ･V層が主体でⅣ。Ⅵ層が少量混じる。

色調は黒褐色、暗褐色を呈するものが多い。また、北壁際にはⅢ層が入り込んでいる。隣接するJM

－4． 8の流れ込みは認められない。
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Ⅲ遺構と遺物

形態

平面形は不整の楕円形を呈する。床面は凹凸があり、南西部はさらに一段低くなっている。北東～

北西側にはテラス状の段構造が認められる｡壁は比較的緩やかに立ち上がる｡掘り込み面はIII層中で、

床の構築面はVI層である。

付属遺構

床面よりやや浮いた状態で炉と考えられる焼土が1カ所(HF-1)検出された。HF-1は床面南

側に位置し、平面形は不整の楕円形である。よく焼けており、下部は漸移的に焼けている。焼土直上

及び周辺からは炭化物粒が検出された。

炭化物・炭化材出土状況

炭化材は検出されなかったが、床面中央付近と南側から薄い炭のまとまりが2カ所検出された。 レ

ベルはHF-1とほぼ同じで、南側の炭のまとまりはHF-1と重なる。

遺物

I群土器、スクレイパー、Uフレイク、石核、 フレイク、原石、たたき石、礫が85点出土してい

る。層位別では覆土のものが多く、床面出土のものは少量である。平面分布は竪穴南西部がやや密で

ある。接合関係は認められなかった。

I群土器は覆土から2点出土している。今回の調査で出土した唯一のI群土器である。スクレイパ

ーは床面から1点出土している。Uフレイクは覆土から1点出土している。石核は覆土から1点出

土している。フレイクは20点で、全て覆土出土である。原石はメノウ製で、覆土から1点出土してい

る。たたき石は床面から1点出土している。

lはI群土器の口縁部片である。緩やかな波状口縁で内外面に横位の条痕文が施される。 口唇部に

は刻みが施される。焼成は良好である。 2は黒曜石製の円礫素材利用の石核。 3は砂岩製のたたき石

で、磨り面もみられる。

時期周辺の遺構の時期から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （広田）

JH-8 (図Ⅲ-78～79 図版65～66)

位置J-43， 44， K-43， 44

規模5．35×4. 53／4.64×4. 15/0.62m

調査

JP-9の調査時の土層観察用ベルトに壁の立ち上がりが確認され、検出された遺構である。標高

約1l～12mの南へ傾斜する緩やかな斜面に位置し、非常に浅いくぼみとなっていた。焼土が検出され

たため住居と判断し、その面を床面とした。土坑が切り合うような形態であったため土層をよく観察

したが、重複した遺構ではなく、一体のものと考えた。

覆土

木根が入って明瞭ではないが北側斜面上部からの流入土で主に構成される。

形態

平面形は不整形で、床面はⅥ層に構築され、南側が一段低い2段構造となる。南側の壁の立ち上が

りは不明瞭であったが、それ以外は緩やかに立ち上がる。なお住居跡周囲に掘り揚げ土は確認できな

かった。

付属遺構

焼土(HF 1)が2段構造の低位の床面から検出された。掘り込みはみられず、厚さは3cm程で

123



穗香竪穴群

十K－43

）

--マテ

ハ

ヱ11 .7m
Ｄ
’

V

O 1m

JH-8の土層(南北） I('/40)
1 黒色土(lOYR2/l) (Ⅲ＞Ⅳ) しまりややあり､粘性あり 8 明褐色土(lOYR5/8) しまりややあり､粘性ややあり

2 褐色土(lOYR4/6) (Ⅳ+Ⅵ+Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり 9 黙褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ。V+Ⅵ＋Ⅳ) しまり弱い,粘性ややあり

2′禍色土（lOYR4/6）やや明るい 10照色土（lOYR2/l） （V） しまりややあり、粘性あり

3 暗褐色土(lOYR3/4) (Ⅲ＞Ⅵ+Ⅳ) しまりややあり､粘性あり 11 暗褐色土(lOYR3/3) （Ⅲ . V十焼土粒) しまりややあり､粘性あり

3' H|+にぶい黄榿色土(lOYR6/4)火山灰しまりあり､粘性ややあり 12褐色土（lOYR4/6) (Ⅲ十Ⅳ＋Ⅵ斑状) しまりややあり､粘性ややあり

3" 3と4' の中間 13照褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ。V>Ⅳﾌﾛｯｸ) しまりややあり､粘性ややあり

4黒褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ .V>Ⅵ） しまりややあり､粘性ややあり 14 Ⅳ

4' 4＞Ⅳ＋Ⅵ 15黒褐色士（lOYR2/2） （Ⅲ。V＞Ⅳ） しまりややあり、粘性ややあり

5黒色土（10YR2/l） （''1 ） しまりややあり、粘性あり 16 Ⅵブロック

6 黄褐色土(lOYR5/8) (Ⅵ+Ⅱ| ･V+Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり 17黄褐色土(lOYR5/8) (Ⅵ＞''1 ．V） しまりやや弱い､粘性あり

7 褐色土（lOYR4/6） （111 ．V＋Ⅵ＋Ⅳ） しまりややあり、粘性ややあり

図Ⅲ-78 JH-8平面図と十層、 HF， HP
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JH－9の土層（南北）

1 黒色士（lOYR2/l） （V＞Ⅳ粒） しまりややあり、粘性あり

2 黒色士（lOYR1.7/l） （V＞ﾊ:ブロック＋｢ﾄﾞ粒） しまりあり、粘性ややあり

3 褐色土（lOYR4/6） 1V 焼-L

4 褐色土（lOYR4/6） （V＋Ⅵ＞黒褐色士（lOYR2/2）斑状） しまりややあり、粘性ややあり

5 黒褐色土(l()YR2/2） (''1 ． V＞Ⅳ+Ⅵﾌﾛｯｸ) しまりややあり､粘性ややあり
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図Ⅲ－80 JH-9平面図と土層、 HF、遺物
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Ⅲ遺構と遺物

ある。柱穴がほぼ中央に1カ所確認された。

炭化材出土状況

西側の床面直上で検出された。四角形に組まれた状態で、周囲には焼土もみられる。放射性炭素年

代測定を行なったところ、 3830士40年BP (較正暦年代2460-2200BC) という結果がでている。樹

種の同定は行なっていない。

這物

遺物はⅣ群土器小破片1点、スクレイパー3点、 フレイク16 （床面出土12)点、礫30点である。

このうちスクレイパーについて図示した。 lは床直上、 2 ． 3は床面出土である。 2 ． 3は使用痕

と考えられる微細な剥離が側縁にみられる。すべて黒曜石製である。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 JP-9に切られることからJP-9より古い。 （愛場）

JH-9 (図Ⅲ－80 図版67)

位置H-32， 1-31， 32， J-32

規模6．45×3. 18/5.69×2. 15/0.97 [0.88生活面]m

調査

標高約10mの南へ傾斜する緩やかな斜面において浅いくぼみとして確認された。黒褐色土上面で焼

土が検出され、北側に壁の立ち上がりがみられたことから住居跡として調査した。

覆土

風倒木による撹乱があり、不明瞭だが北側壁際には三角堆積がみられる。斜面上部からの流れ込み

も観察できた。

形態

平面形は土坑が連結したような不整形で、南側は壁の立ち上がりが不明瞭であった。焼土面は平坦

だが、南側はやや傾斜する。焼土面から10cm程で、最終掘り込み面となる。 この住居も掘り込み後、

埋め戻しを行ない、生活面を作り出していると思われる。なお住居跡周囲に掘り揚げ土は確認できな

かった。

付属遺構

焼土が1カ所検出された。円形で、 Ⅳ層が焼けている。

遺物

遺物はスクレイパー1点、たたき石1点、礫1点である。いずれも覆土からの出土である。

1は黒曜石製スクレイパーで､両側縁には比較的急角度､下端部は鋭角的である。 2はたたき石で、

石質は不明である。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛場）

JH-10 (図Ⅲ-81～83 図版68～69)

位置H-37， 38， 39， 1-37， 38， 39

規模7．64×5.02/7. 12×4.64/0. 3m

調査

標高約l1～12mの段丘縁辺部に所在する。H-30調査時のトレンチにより、炭化材が面的に出土す

る層が確認され、遺構の存在が予想された。まずは全体を掘り下げ、炭化材の広がりを押さえた。 ト

レンチにより炭化材直下に粘質の土層が確認されたため、 この面を床面とした。東西で明瞭な壁の立

7クワ
且~'
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JH 10の土層（南北）

1 暗褐色土（lOYR3/4) ('11＞Ⅵ十Ⅳ) しまりややあり.帖性あり

1 .褐色土(lOYR4/4) (Ⅲ+Ⅳ+Ⅵ) しまりややあり､粘性あり

2 褐色土(l0YR4/6) ( 1>Ⅵ＋|V） しまりややﾘｵい、 flli性ややあり

3 黄褐色土(lOYR5/6） （VI） しまりややあり､粘性ややあり

4黄褐色土(lOYR5/6） (Ⅵ＞Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

5 黄褐色土(l0YR5/6） (Ⅵ＞Ⅳ> しまりややあり､粘性ややあり

，

H－30

Ⅳ

炭化材含む

炭化材含む

~~~

Ⅳ イ－3

一旦12.7m

､

2m~

一
壁
Ⅳ

(1/60）

｣H－10の土層（東西）

1 暗褐色土(lOYR3/4） (Ⅵ＋Ill） しまりややあり､粘性ややあり

2 錆糊色士(lOYR3/3) （111>Ⅵ＋Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

3 黒褐色土(lOYR2/3) (Ⅲ>Ⅳ> しまりややあり､粘性ややあり

4暗褐色土(lOYR3/4） （ 111＞W~＋Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

5 黄褐色士(lOYR5/8） (Ⅵ>||| ) しまりややあり､粘性あり

6 黄褐色土(lOYR5./8) (Ⅵ) しまりややあり､粘性あり 、
7 黒褐色士(lOYR2/3） ('''十Ⅵ斑状） しまりややあり､粘性ややあり

8 黄褐色土(lOYR5/8) (Ⅵ＞Ⅲ＞1V） しまりややあり､粘性あり

9 褐色土(l0YR4/6) （111十Ⅳ+Ⅵ） しまりややあり､粘性あり

10暗褐色土(lOYR3/4) (VI＋Ⅲ) しまりややあり､粘性ややあり

11 黒褐色土(lOYR2/2） (Ⅲ＞Ⅳ+Ⅵ) しまりやや弱い､粘性やや弱い

12黄褐色士（lOYR5/8） (Ⅵ>Ⅲ) しまりややあり､粘性あり

13褐色士（lOYR4/6) (' 1+Ⅳ+Ⅵ) しまりややあり､粘性あり

14褐色士(IOYR4./6) (Ⅲ+W>Ⅳ） しまりややあり､粘性ややあり炭化材混じる

HF－3 HF－4

b b
ユ12.1m a12Om~~~~~~~~－廷＝＝〆－~一
~'1~

HF－2HF－1

一旦12.0m 虞化物 b

一馬＝－

【
ａ

且12.0m

句

l垂

Ⅵ

HF 4の土層

l 黄褐色…'二 (lOYR5/6) Ⅵ貼床?

しまり強い、粘性あり

2 明褐色(7.5YR5/6)Ⅳ焼土

HF－3の土層

1 褐色士（lOYR4/6） V1＞|||＋l

しまりやや弱い

･2の土層

明褐色(7. 5YR5/8) 1V焼土

蹄褐色土(lOYR3/4） 〈Ⅳ＞Ⅲ）

しまりややあり、粘性ややあり

HF 1の土層

l 赤褐色･'二(5YR4/6） 焼土しまり強い

2 明黄褐色土(lOYR6/6) しまり強い

3 黒色士（lOYR2/l） （111 ）

しまりやや弱い､粘性ややあり炭化物混じる

4 Ⅳ
HP－1

b
－旦12．0m
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HP 3の土層

l 褐色土(lOYR4/6) (Ⅵ＞'''十1V）

しまりややあり、粘flzあり

HP－2の土層

l 婿褐色士（lOYR3/3） （H;＞11）

しまりややあり、帖性ややあり

2 黄褐色士（lOYR5/6） （Ⅵ＞Ⅲブロック状）

HP－1の土層

l 黄褐色士（lOYR5/6） (Ⅵ>lⅡ+ハ;班状)

しまりややあり、 淵Ii性あり

2 暗褐色土(lOYR3/3) （V'十111＞1V）

炭化物混じる しまりややあり､粘性ややあり

3 1V

4褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ+ハ｢+||| ）

炭化物混じるしまりややあり､粘性あり

0 1m

｜('/40）

図Ⅲ－81 JH-10平面図と土層、 HF、 HP
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Ⅲ遺構と遺物
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図lll-83 JH-10遺物

ち上りを捉えたため住居跡と確定した。炭化材の分布範囲は住居跡内におさまるため、盛土ではなく

本住居に伴うもので、 JH-1 ･2同様の焼失住居として調査を進めた。柱穴については住居外につ

いても確認を行なった。

覆土

H-30により中央部が破壊されているが、覆土の主体はⅥ層で、焼失後盛土(JM-4)により人

為的に埋められている。床面直上の炭化材層では焼土が数カ所で確認された。また3cm程の赤色物質

の塊が1カ所でみられた。

炭化材出土状況

炭化材は良好に残っているものは少なく、炭化物層となる部分が多いが、 中心に向かって倒れてい

る印象を受ける。焼土が炭化物とともに数カ所でみられる。状態のよいものを樹種同定した結果、 ク

ルミ属、ニレ属、 コナラ属などの樹種が同定された。
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Ⅲ遺構と遺物

形態

南側の壁の立ち上がりがつかめず平面形ははっきりしないが、楕円形に近くなりそうである。床面

は平坦で、 Ⅳ層中に形成されるが、西から南の壁際ではV層がみられる。 VI層主体の貼床がほぼ全体

にみられ、掘り込みは浅い。住居跡周囲に掘り揚げ土は確認できなかった。

付属遺構

焼土4カ所、土坑3カ所、柱穴が検出された。

焼土は床面から4カ所確認され(HF-1～4)、HF-1 ･ 2･4については長軸上に並ぶ。HF-

4は床面で汚れた褐色土が円形にみられ、 当初は土坑として調査していたが、坑底部に焼土がみられ

たためHFとして取り扱った。

土坑は3カ所確認された(HP-1～3)。いずれも楕円形で床面から15cm程掘り込まれ、 Ⅵ層を

主体とした土で埋め戻しされている。

小柱穴は壁際を中心に15カ所で確認され(HP-4～18)、 いずれも先端が尖る。

遣物

遺物はⅣ群土器底部1点、石嫉1点、石槍1点、両面調整石器3点、つまみ付きナイフ1点、スク

レイパー1点、Uフレイク1点、 フレイク36点、石鋸1点、礫3点である。覆土はJM-4となるた

め、床面HF、HP出土のものをJH-10の遺物として取り扱った。 2以外は床面出土である。

1はⅣ群土器の底部片である。平底で、二次焼成のため非常に脆くなり、器面には剥がれが認めら

れる。外面にはRLの斜縄文が施され、その後縦位の太い沈線が加えられる。胎土は砂粒を含み、

焼成は悪い。 2は無茎の石鑛で、HF-1出土である。 3は石槍としたが、両面調整のスクレイパー

の可能性もある。 4はつまみ付きナイフ、 5はラウンドスクレイパーである。 2～5は黒曜石製であ

る。 6は砂岩製の石鋸で、端部は鋸歯状に調整され、稜はあまり擦られていない。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。盛土(JM-4)に埋められる。 （愛場）

JH-11 (図Ⅲ－84･85、図版70)

位置K-46･47， L-46～48,M-46･47

規模6．47×5.65／4.88×4.21/0.62m

調査

台地南東側縁辺部、標高約10mの緩斜面に位置する。縄文時代の盛土であるJM-2を底面付近ま

で掘り下げたところ、 L-47区付近で暗褐色土の落ち込みが検出された。グリッドライン沿いにトレ

ンチ調査を行ったところ、 JM-2の盛土の土で埋められた竪穴住居跡であることが判明した。土層

の堆積状況からJH-llはJM-2より古いと考えられる。南側約2mにJP-22がある。また、 JH

-11の覆土上部にはH-20がある。また、床面で薄いベンガラと考えられる赤色物質の広がりを10

ヵ所検出した。

覆土

JM-2の盛土で埋められているため、基本的にはJM-2の士層と同じである。上部はⅢ層を主

体とした黒褐色の土層で、下部はⅥ層を主体とした褐色の土層である。 自然堆積により形成された土

居がほとんど認められないため、 JH llは廃棄後まもなく、短期間でJM－2により埋められたと

考えられる。

形態

平面形は不整の楕円形を呈する｡南東壁付近は誤って削平したが､壁が存在していたと考えられる。
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JH-11の土履

1 黒褐色土(lOYR2/3) (111＞Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

2 褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ＞|||＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

3 黒褐色士（lOYR2/3) (Ⅲ>Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

4 褐色土（lOYR4/4） （Ⅵ＞||I＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

5 樹色士（l0YR4/4） （Ⅵ＞|||＞Ⅳ）
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6 褐色土（lOYR4/4) (Ⅵ>''1>Ⅳ）
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7 啼褐色土(lOYR3/3) （[||+Ⅵ>1V）

しまりややあり粘性ややあり

8 黒褐色士(lOYR2/2) (Ⅲ＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり 料i性ややあり

9 褐色土(IOYR4/4) (Ⅵ>Ⅲ＞Ⅳ)

しまりややあり粘性ややあり

10暗褐色士（lOYR3/4） （Ⅲ十V|＞Ⅳ）
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11 暗褐色土(lOYR3/3) (Ⅲ十Ⅵ＞Ⅳ）
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Ⅲ遺構と遺物
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穂香竪穴群

床面は斜面に沿って南西側にわずかに傾斜する。検出した壁はいずれも緩やかに立ち上がる。掘り込

み面はⅢ層中と考えられ、床面はⅥ層中に構築されている。

付属遺構

床面で炉が3カ所(HF-1～3)、ピットが10カ所検出された。焼土の平面形はいずれも不整の楕

円形である。HF 1は床面中央よりやや北側に位置する。焼土は非常によく焼け、厚さは約10cmを

測る。HF-2は床面南西側に位置し、焼土の焼け方は弱く、厚さは約2cmを測る。HF-3は床面南

東部に位置し、焼土はよく焼けており、厚さは約6cmを測る。いずれも焼土下部は漸移的に焼け、焼

土直上及び周辺からは炭化物粒が検出された。ピットは規模から、やや大形のもの(HP-1) と小

形のもの(HP-2～10)に分けられる。HP-1はHF-3のすぐ外側に位置し、掘り込みは約8cm

と浅い。小形のピットは床面中央から南側にかけて分布し、径はいずれも8～10cmで深さは約4～6

cInの浅いものと18cm前後の深いものがある。小形のピットは配置から柱穴の可能性がある。

遺物

Ⅳ群土器、両面調整石器、スクレイパー、 Rフレイク、Uフレイク、 フレイク、たたき石、礫が35

点出土している。層位別では床面のものが多く、覆土出土のものは少量である。平面分布は竪穴内の

外側に散漫に分布する。また両面調整石器は接合関係が認められた。覆土1点、床面4点のものがや

や広い範囲で接合している。 Ⅳ群土器は床面から2点出土している。スクレイパー、 Rフレイク、U

フレイク、たたき石は床面から1点ずつ出土している。つまみ付きナイフは覆土から1点出土してい

る。礫は覆土から2点、床面から1点出土している。

l ･ 2は両面調整石器で、 1は粗い調整が行なわれている。2は両面加工の石器を再加工している。

3 ．4はスクレイパーで、 3は右側縁と下端部に厚みのある刃部がある。 1～4はいずれも黒曜石製

である。 5はたたき石である。

時期周辺の遣構の時期から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （広田）

（2）土坑

JP-3 (図Ⅲ－86 図版71)

位置E-34

規模2．29×1.95/2. 12×1.87/0.62m

調査

標高約12mの段丘平坦面に所在する。牧草地耕作土を重機で除去後に、 Ⅳ層上面で白色火山灰、黒

褐色土が楕円形に検出したため確認された土坑である。長軸にベルトを残し調査した。覆土の上面か

ら土器礫が出土した。

覆土

土層3 ． 4は盛土(JM-1)起源それ以下の土居は自然堆積と考えられる。

形態

平面形は不整形（楕円形）で、浅い皿状の掘り込みと、中央部の深い掘り込みの二段構造である。

坑底は平坦で、 Ⅵ層まで掘り込まれる。

遺物

盛土と考えられる層から礫1点、 Ⅳ群土器小片が6点出土している。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 自然堆積後、盛土(JM-1)に埋められる。 （愛場）
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遺構と遺物
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Ⅱ遺構と遺物

JP-4 (図Ⅲ－86 図版71)

位置C-32

規模2．48×2. 12/1.66×1.23/0. 73m

調査

標高約12mの段丘平坦面に所在する。 Ⅳ層上面遺構確認中に、 白色火山灰、黒色土が楕円形に検出

したため確認された土坑である。長軸に土層観察用のベルトを設定し、調査を行なった。

覆土

Ⅳ層とⅢ層の互層となる自然堆積である。上部は消失している。

形態

平面形は楕円形である。坑底は凸凹があるが、皿状で、 VI層まで掘り込まれる。

遺物

たたき石1点、礫2点が出土している。 1は砂岩製のたたき石。

時期縄文時代後期前葉。形態などからJP-3とほぼ同時期と考えられる。 （愛塲）

JP-5 (図Ⅲ-86、図版71)

位置B-40･41， C-40･41

規模3. 14×2.42/2.32×2. 18/0.61m

調査

台地南東側、標高約12mの平坦部に位置する。 I層除去後、 B･C-41区のⅣ層上面を精査中に不整

楕円形の黒色土(1I層） と火山灰の落ち込みを検出した。落ち込みの中心を基準として、長軸及び短

軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果土坑であることが判明した。また、上部は削平

されていた。南側約2.5mにJP-16、南西側約4mにはJP 7がある。

覆土

自然堆積で、上部はI層、下部はⅢ層が主体でⅣ層が混じる土層である。色調は黒褐色が多い。壁

際の三角堆積ではⅣ。Ⅵ層を主体とした土層も認められる。また覆土中位よりやや上で、 白色の火山

灰が検出された(1～3層）が、火山灰の供給源は不明である（第1章3節(2)参照)。

形態

平面形は不整の楕円形である。壌底はほぼ平坦で、壁は全体的に急角度に立ち上がるが、南西部は

やや緩やかである。上部が削平されているため掘り込み面の層位は不明だが、覆土上部にⅡ層が堆積

していることからⅢ層中である可能性が高い。坑底面はVI層中に構築されている。

遺物坑底から黒曜石製フレイク1点、覆土下部から礫が1点出土している。

時期掘り込み面、覆土の堆積状況、周辺の遺構の時期から縄文時代後期前葉の可能性が高い。

（広田）

JP-6 (図Ⅲ-87、図版72)

位置B-35･36、 C-35

規模 (3.70×3.55)/(3.20) × (2.62)/(0. 72)m

調査

I層除去後、 B 35･36区近辺のⅣ層上面を精査中に不整形の黒色士（Ⅱ層）の落ち込みを検出し

た。土層観察用の十字ベルトを設定し、掘り下げを行った結果土坑であることが判明した。北西側は
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しまりあり 粘性やや弱い
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しまりあり 粘性やや弱い

4 黒色土(lOYR2/l) (V＞Ⅵ>W）

しまりあり粘性やや弱い

5 暗褐色土(lOYR3/3) (Ⅲ＋V＞Ⅵ＞1V）

しまりあり粘性やや弱い

6 照褐色 上 （lOYR2/2) (V＞111＞Vl＞1V）

しまりあり 粘性ややあり

7 黒褐色土(lOYR2/3) ( 111+Ⅳ+V）

しまりあり 粘性やや弱い

8 黄褐色土(lOYR5/8） ( 1V＞V＞111 ）

しまりあり粘性なし

9 哨褐色土(lOYR3/4) (V+|V＞111）

しまりあり 粘性やや弱い

Ｂ
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l('/40）

図Ⅲ－88 JP-7平面図と土層

調査区外に続いている。上部は削平されている。東側約3mにJM-3、 JH-2が、南側約4mにJH

－1がある。

覆土

自然堆積で、上部は1I層を主体とするが、それより下部はⅢ層を主体とする。色調は黒褐色、暗褐

色が多い。土層の多くは扁平に堆積している。覆土中位よりやや上で、白色の火山灰が検出された（2

～4層）が、火山灰の供給源は不明である（第1章3節（2）参照)。

形態

調査した範囲の平面形は上場下場共に不整形である。壁は全体的に急角度に立ち上がるが、南東

壁の一部ではオーバーハング気味になる。坑底はわずかに凹凸がみられる。上部が削平されているた

め掘り込み面の層位は不明だが、覆土上部に11層が堆積していることから、 Ⅲ層中である可能性が高

い。坑底はV層下部～Ⅵ層上部に構築されている。

遺物出土遺物はない。

時期覆土の堆積状況、周辺の遺構の時期から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （広田）

JP-7 (図Ⅲ-88、図版72)

位置B-39

規模 (1. 98) × (1.75)/(2. 12) × (1. 78)/(0.57)m

調査

B-39･40区のⅣ層上面を精査中に、不整形の黒色土（Ⅱ層）の落ち込みを検出した。掘り下げを

138



遺構と遺物
B~

Ⅲ

_A12.6m
P－8

‐糾脅

』

1 1 ,94

だ
く二＞

1 1 9

勺

i 1．1 1

1 1.88

、』
~、

1 1 ‘19

Ｄ
’g126m

1 1 －9
◆

9／
1 1 ．06 ■ ■ ･ 10 99

1■

町
「
Ｖ
一
Ⅵ

2

2

Ｖ

一

Ⅵ《砿
14

５

二

９

511．1 111．1 1

555
1 1 , 15

二 BAA

当
■■

1丁
U ~タ

1 1 －191 1 －19 、

、ﾍ偽
11－1 1

■ 、

、ﾍ偽
11－1 111－1 1

S

O

1P－8の土履

l 賭褐色上(lOYR3/3） 白色火[ I｣灰斑状に混じる しまりややあり､粘1

2 暗褐色土(lOYR3/3) (Ⅲ ． V＋Ⅵ>H’ -部ﾌﾛｯｸ状） しまりあり

粘性ややあり

2′ Ⅳが多く混じる

3 黒色土(lOYR1,7/l) ( '11>Ⅳ) しまりあり､粘性ややあり
4 Ⅳ

5 黒色土(10YR1 . 7/l) ( | | [ ） しまりややあり､粘性ややあり

5' 1V粒全体に混じる

6 5にⅣが多く混じる しまりややあり､粘性ややあり

7 黒色土（lOYR1 . 7/l） （ ' ' 1＞Ⅳ） しまりやや弱い、粘性ややあり

8 黒色士（lOYR1. 7/1） （111＞Ⅳ） しまりあり、粘性ややあり

9 黒色土(l0YR1 . 7/l) (11>Ⅳ) しまりあり､粘性ややあり

10黄褐色．t (lOYR5/8) (n'>111) しまりややあり､粘性ややあり

11 黄褐色 上 （lOYR5/8） （Ⅳ＋Ⅱ|ブロック） しまりややあり、粘性あり

12黒色士（lOYR1.7/l） （Ⅲ＞Ⅳ） しまりやや弱い、粘性やや弱い

13 黄褐色土（l0YR5/6） （Ⅵ＞''1） しまりややあり、粘性あり

14 階褐色士（lOYR3/3） （ ' ' 1＞Ⅳ） しまりややあり、粘性あり

15 ハノ

16黒色士（lOYR1.7/l） （ 111 . V＞Ⅳ） しまりやや弱い、粘性ややあり

17黒色上（lOYR1.7/l） （ 111＞|V） 7に比しⅣ多い

18 黄褐色土（lOYR5,/8） （Ⅵ＞''1） しまりややあり、粘性あり

1m
~~~q

=ゴ(1/40）

粘性あり

難
く二＞ 3

勺 ● 才

1 1 .1
勺 ● 才

1 1 .1
勺 ● 才

1 1 .1

1 1 ．74

~~

1 1 ．28

、▽~~~~一一一一一－－7

､､､_:騎一〃1

◇

’
／

1 73

1 1 ，76

Ve

l 1 ．93
（
） ロ

／ 外の遺物礫以

●崎 1m0

－ 2 1 3('/40)

た-35

A B

馴辱
一 1

●崎
一 2

~~ D

50cm
~l

ゴ(1/20）

０
１

~

データの個数:､、
司弓~~

30

二守白
匹凹

p
I
I
I
I

20

15

三
制公

IU
~

５

０ 目,､.回,､.､.、 ,m，、,、，、

ロ
い
ゆ
’
○
で
ロ

○
四
寺
‐
ロ
ト
マ

ロ
吋
寸
Ｉ
Ｃ
一
寸

。
○
守
’
○
ｍ
の

ロ
②
、
’
○
Ｆ
『

ロ
ト
②
１
つ
④
⑤

ロ
、
”
０
口
ぜ
③

。
寸
固
Ｉ
ｏ
面
面

○
面
面
’
○
国
の

ロ
国
⑭
１
○
一
句

ｏ
○
匂
１
つ
の
刺

Ｃ
の
Ｎ
Ｉ
ｐ
回
国

ロ
ト
“
‐
○
ぬ
Ｎ

ｐ
の
雨
Ｉ
Ｃ
、
耐

。
、
“
’
○
マ
酎

口
寺
侭
‐
○
の
釦

。
③
園
１
口
因
“

○
尉
圃
１
口
↑
Ｎ

ｃ
－
Ｎ
１
●
ｏ
ｐ
Ｎ

ｐ
ｏ
“
↑
ｏ
ｍ
－

Ｃ
ａ
－
Ｉ
○
四
一

○
画
－
１
ロ
ト
ー

ロ
ト
ー
１
つ
①
一

○
の
戸
Ｉ
・
叩
一

○
三
－
つ
句
一

○
旬
一
’
○
国
一

○
Ｎ
－
０
。
』
一

ロ
ー
Ｉ
Ｃ
ｃ
－

ｐ
ｏ
－
Ｉ
ｐ
①

口
の
０
○
ｍ

。
“
Ｉ
Ｃ
〈

◎
ト
ー
つ
む

○
口
Ｉ
Ｃ
の

Ｃ
ｍ
Ｉ
Ｃ
マ

ロ
マ
ー
○
句

○
③
１
口
国

○
園
１
つ
一

口
』
’
○

＜二＞ ヨ撤母『ぜ）

0 5cm

図Ⅲ－89 JP-8平面図と土層、礫出土状況図、遺物、礫グラフ
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行った結果、土坑であることが判明した。北西側は調査区外に続いている。南東側約3mにJM-6、

南西側約4mにJH-2、 JM-3がある。

覆土

自然堆積で、土層はⅢ･V層を主体とし、 Ⅳ．Ⅵ層が混じる。色調は黒褐色、暗褐色を呈するもの

が多い。北東壁際の三角堆積（8層）はⅥ層を主体としている。

形態

調査した範囲の平面形は上場下場共に楕円形である｡曠底は西側に向かって緩やかに傾斜し､壁は

緩やかに立ち上がり、中位でやや強く屈曲する｡掘り込み面はⅢ層中で､坑底はⅥ層中に構築される。

遺物出土遺物はない。

時期掘り込み面、覆土の堆積状況、周辺の遺構の時期から縄文時代後期前葉の可能性が高い。

（広田）

JP-8 (図Ⅲ－89 図版72～73)

位置D-35

規模2．72×1.93/2.3×1.77/0.8m

調査

標高約12mの段丘平坦面に所在し、 JH-1に近接する。 Ⅲ層調査中に白色火山灰まじりの暗褐色

土がみられたため、ベルトを残して掘り進めたところ、壁の立ち上りを確認した。覆土上部では大型

の石槍や石嫉が出土し、底面南側には礫の集中がみられた。

覆土

主にⅢ層とⅣ。Ⅵ層の混合土が堆積する。人為的に埋め戻された可能性がある。

形態

平面形は楕円形で、壁は明瞭に立ち上がり、坑底は段差がみられる。

遺物

遺物はⅣ群土器小破片12点。石嫉2点、石槍1点、 フレイク4点、礫311点である。覆土上面から

Ⅳ群土器、石鍼、石槍フレイクが、底面から礫が主に出土している。

礫は233点について重量を計測し、グラフに表した。礫の重量は10～809の範囲に収まるが、 20～30

9のものが最も多い。

1 ．2は黒曜石製の有茎石鑛｡3は黒曜石製の石槍で､長さは15cmを超え､どちらが基部か不明であ

る。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛場）

JP-9 (図Ⅲ－90 図版73)

位置K43

規模2.05×1.3/1.3×0.65/1.35m

調査

標高約1lmの南へ傾斜する緩斜面上に所在する。 Ⅱ層調査中、斜面において楕円形のくぼみと周囲

に広がる掘り揚げ土が確認された。擦文時代の遺構として調査していたが土層確認で、縄文時代の遺

構と判断した。調査時の土層ベルト観察によりJH-8が検出された。非常に深く掘り込まれており、

北側はオーバーハングする。
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9 黒褐色士（lOYR2/2） （111＞1V斑状）

10黒褐色士（7.5YR2/2) （ |[l>Ⅳ＋Ⅵ) しまりあり.粘性ややあり

11 黒褐色士（l0YR2/2） （11| ・V＋＞Ⅵ斑状） しまりややあり、
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12暗褐色士（lOYR3/3） （111 .V十Vl＞Ⅳ） しまりあり、粘性ややあり

13黒色土（lOYR1‘ 7/l） （111 . V） しまりあり、粘性ややあり
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21 20に19が斑状に混じる しまりあり、粘性あり
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覆土

Ⅵ．Ⅶ層の崩落士が平行に堆積することから自然堆積と考えられる。

形態

平面形は楕円形で、北側はフラスコ状にオーバーハングし、坑底は皿状となる。

遺物

遺物は出土していない｡土坑の北側に比較的大型の礫が3点みられたが､関連するかは不明である。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 JH-8を切って構築される。 （愛場）

JP-10 (図Ⅲ-90、図版74･75)

位置G-36･ 37

規模2．79×2.27／2.67×2.04/0．73m

調査

G-36･37区のⅣ層上面を精査中に、 円形の黒色士(I層） と火山灰の落ち込みを検出した。落ち

込みの中心を基準として、長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果、土坑で

あることが判明した。覆土下部で焼土及び炭化物が面的に検出されている。また、東側約1rnにJM

－4がある。

覆土

自然堆積で、土層はⅢ層を主体とし、 Ⅳ．Ⅵ層が混じる。色調は黒褐色を呈するものが多い。壁際

の三角堆積(10･ 11層）は1V ･Ⅵ層を主体とする。
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JP－1 1の土層

1 にぶい黄榿色土(lOYR6/4)火山灰しまりややあり､粘性ややあり

2 黒色土(lOYR2/l) ( 11 . 111＞I班状〉 しまりややあり､粘性ややあり

3 黒色土(lOYR2/l) ( 11>Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

4 暗褐色土(lOYR3/3) (Ⅲ>Ⅵ) しまりややあり､粘性ややあり

5 黒色士（lOYR2/l) ( 11 . ｜ | |>Ⅳ-+-Ⅵ） しまりややあり､粘性ややあり

6 黒色土（lOYR1. 7/l) ( I| ･ ' 11＞|V） しまりややあり､粘性ややあり

7 Ⅳ

8 暗褐色土（lOYR3/3） しまりややあり､粘性ややあり

9 黒色士(l0YR2‘/l) (Ⅲ＞Ⅵ＋Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

10黒色土（lOYR2/l) (Ⅲ＞Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

，
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図Ⅲ-91 JP-11平面図と土層
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1I 遺構と遺物

形態

平面形は上場下場共に不整の円形である。坑底はほぼ平坦だが、南西側がやや高くなっている。

壁の立ち上がりは比較的緩やかだが、北東壁の一部は急角度である。坑底より約15cm上の覆土中で、

焼土1カ所と薄い炭化物のまとまり3カ所が面的に検出された。焼土は中央からやや北東側で検出さ

れ、焼け方は弱く、その場で焚かれたものかどうかは不明である。

遺物

Ⅳ群土器50点、礫1点の計51点出土している。層位的には覆土中位の焼土と同じ面から出土した。

IV群土器は同一個体と考えられる小片が1カ所から出土したため、遺物分布図のドットは1点で表し

ている。

lはⅣ群土器である。胴下部～底面端の破片で内面は剥落している。外面はRLの斜縄文が深く施

され、底面端まで及んでいる。胎土は砂礫を多く含み、粘土は徹密である。外面の色調は浅黄榿色で

ある。焼成はやや不良である。

時期覆土出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）

JP-11 (図Ⅲ－91 図版76)

位置G-38

規模2．22×1.42/1.63×1. 15/0.61m

調査

標高約12mの段丘平坦面に所在し、 JM4に近接する。 Ⅲ層掘り下げ中に「白色火山灰」が円形

に検出したため確認された土坑である。

覆土

黒色土を主体とする覆土で、 自然堆積である。

形態

平面形は楕円形で、坑底は皿状となる。

遺物

Ⅳ群土器1点が出土している。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛場）

JP-12 (図Ⅱ－92 図版77)

位置H-42， 43， 1-42， 43

規模4．55×3.25//4. 3×3.03/0.85m

調査

H-25の掘り揚げ土除去後、楕円形のくぼみとじて確認された土坑である。標高約12mの段丘縁辺

部平坦面に所在し、 JM 7の近くに、 JM-9を切って構築される。焼土は確認されたが非常にうす

く、平坦面がなかったことから土坑として取り扱ったが、形態も周辺のJH-5･6などと変わりな

いため、住居跡の可能性がある。

覆土

壁際はⅥ層､V層の崩落土がみられる｡主に黒褐色土層がその上に堆積する。自然堆積と考えられる。

形態

平面形は土坑を連結したような不整形である。壁は明瞭に立ち上がり、坑底は凸凹があり、東側へ
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l 黒色土（l0YR2/l） （ 11 . Ⅲ） しまりややあり、粘性ややあり

2 にぶい黄榿色土（lOYR6/4）火'11灰 しまりあり、粘性ややあり
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Ⅲ遺構と遺物

向けて深くなる。一部Ⅶ層が表出する。

付属這構

坑底中央部南側から焼土、炭化物が確認されている。 どちらも直径約10cm程度で、焼土の厚さは2

cmに満たない。

遺物

遺物はⅣ群土器44点、スクレイパー1点、たたき石1点、 フレイク11点、原石2点、礫45点で、多

くは覆土中からの出土である。

lは頁岩製のスクレイパーで、薄い緑色を呈する。 2は砂岩製のたたき石で、床直上出土である。

3は加工痕のある礫。石質は砂岩で、左側縁に加工がなされ、下端部には潰打痕がみられる。

時期形態から縄文時代後期前葉の土坑と考える。 （愛場）

JP-13 (図Ⅲ－93 図版78)

位置G-45、H-45

規模4. 16×3.36/3.73×2.81/0.75m

調査

H-25の掘り揚げ土除去後、円形のくぼみとして確認された土坑である。標高約12mのJM-5近

くの段丘縁辺部平坦面に構築される。くぼみ中央部直交する十字の土居観察ベルトを設定し調査した。

覆土

Ⅳ層主体の流れ込み層が壁際にみられ、黒色土がその上に堆積する。 自然堆積である。

形態

平面形は円形に近い不整形で、坑底は緩やかではあるが凸凹がみられる。北側が最も深くなってい

る。

遺物

遺物はたたき石1点、礫15点である。礫1点が坑底で、他は覆土中の出土である。

1はたたき石で、石質は不明。正面、裏面は磨っている。

時期形態などから縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛場）

JP-14 (図Ⅲ 93 図版76)

位置 1-32， 33

規模2．74×2. 18/2.35×1.88/0.83m

調査

Ⅲ層掘り下げ中に「白色火山灰」が円形に検出したため確認された士坑である。標高約10mの南へ

傾斜する緩斜面上に所在し、 JH-9に近接する。

覆土

斜面上部からの流れ込みで構成される自然堆積である。

形態

平面形は楕円形で、坑底は南側をさらに掘り込んだような二段構造になっている。

遺物

遺物は出土していない。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛場）
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-13の土層

無褐色土(lOYR2/2) 11 , 1 1しまりややあり､粘性あり

にぶい黄榿色土(lOYR6/4）火1 1 1灰しまりあり､粘性ややあり

照褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ>2) しまりややあり､粘性ややあり

無褐色土(lOYR2/2) ( ' 1 1＞1V粒） しまりややあり､ ＊Ili性ややあり

照色土(lOYR2/1) （Ⅱ|＞Ⅳ粒) しまりややあり､粘性ややあり

黒色土(lOYR2/l) (Ⅱ! ） しまりややあり､粘性あり

H商褐色土(l(lYR3/3) (I1 -l lV+I| | ) しまりややあり､粘性ややあり

Ⅵが多い

黒色土（lOYR2/l) (II＞Ⅳ粒） しまりややあり､粘性ややあり

1V十V しまりややあり、粘性あり

黒褐色土(lOYR2/2) （111＞1V) しまりややあり､粘性ややあり

黒色士（lOYR2/l) (Ⅲ>Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

塒褐色上(lOYR3/3) ( I| |＞Ⅳ） しまりややあり. *,Ii性ややあり

Ⅳ＞V しまりややあり、粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2’/2) ( 111 . V>Ⅳ） しまりややあり､粘性あり
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q目7~~~~ JP－14の土層

1 にぶい黄榿色土（lOYR6/4)火' 1 1灰しまりあり､粘性ややあり

2 黒褐色土(lOYR2/3) ( I ||>l） しまりややあり､粘性ややあり

3 黒褐色土(lOYR2/3) （Ⅲ＞Ⅳ粒) しまりあり､粘性ややあり

4 黒褐色土(lOYR2/2) ( ' '1>Ⅱ粒) しまりややあり､粘性ややあり

5 黒褐色土(lOYR2/3) ( ' ' 1>ﾊﾞ） しまりあり､粘性ややあり

6 I!>黒褐色土(lOYR2/3) しまりややあり､粘性ややあり

7 黒褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ＞Ⅵ) しまりあり､粘性ややあり

8 暗褐色上 (IOYR3/4) （ 11 1>Ⅵ>Ⅳ） しまりややあり､粘性ややあり

9 黄褐色土(lOYR5/8) （Ⅵ＞IⅡ) しまりややあり､粘性ややあり

10暗褐色土(lOYR3/4) （ I| |＞Ⅵ>Ⅳ） しまりややあり､粘性ややあり

11 黒渦色-上 (lOYR2/3) (Ⅲ . V＞Ⅵ) しまりややあり､粘fl2ややあり

12 Ⅳ＞黒褐色土(lOYR2/3) しまりややあり､粘性ややあり

13黒褐色土(lOYR2'.3） （ 111＞Ⅵ） しまりややあり､粘性ややあり1m

14黒褐色土(lOYR2/2) ( | |>1V） しまりややあり､粘性ややありゴ(,/40）
15 Ⅳ＞黒褐色士（lOYR2/3) しまりややあり､粘性あり

3 ． 14平面図L十層、遺物
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Ⅲ遺構と遺物

JP-15 (図Ⅲ-70～72、図版57～59)

位置D-39 ．40、 E-39･40

規模6． 30×5.56/2. 97×2. 18/0.93

調査

台地南東側、標高約12mの平坦部に位置する。擦文時代の住居跡であるH 26･29の掘り揚げ土

を除去したところ、D･E-40区周辺でⅢ層が楕円形に落ち込んでいる状況が確認された。 くぼみの中

心を基準として、長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果、縄文時代の土坑

であることが判明した。北西側にJM-6が隣接している。 JP 15の覆土中に盛土と考えられる土居

が認められないため、 JM-6と同時もしくは新しいと考えられる。

覆土

覆土は自然堆積である。覆土上部でやや褐色気味の火山灰が部分的に検出された（2．4層)が､供給

源は不明である（第1章3節（2）参照)。他の土層は、 Ⅲ･V層が主体でⅣ．Ⅵ層が混ざるものが

多い。色調は黒褐色､暗褐色を呈する。南壁際の三角堆積ではⅣ層の崩落土(19E)が少量認められる。

形態

平面形は不整形で、北側と南側が張り出す形状である。坑底は全体的に大きな凹凸が多い。張り出

し部は掘り込みが深く中央付近より一段深くなっている。中央付近も皿状にくぼんでいる。壁は全体

的に緩やかに立ち上がるが、束壁は部分的に中位で屈曲する。掘り込み面は11層中で、坑底はⅥ層中

に構築される。

遺物

Ⅳ群土器、石嫉、石錐Uフレイク、 フレイク、原石、たたき石、礫が290点出土している。量的

には礫140点、 フレイク139点が遺物の多くを占める。層位別では覆土のものが多く、坑底面直上の遺

物が少量ある。坑底直上の遺物は全て礫で、曠底出土の遺物はない。平面分布は土坑中央付近～南側

が多い。接合関係は覆土出土の礫で少数認められた。

Ⅳ群土器は覆土から8点出土している。石鍼、石錐原石は覆土から1点ずつ出土している。原石

はメノウ製である。フレイクは139点でメノウ製が多い。たたき石は覆土から2点出土している。

1はⅣ群土器の底部である。外面の剥落が著しく、文様があるかどうかは不明である。胎土に砂粒

を多く含み、焼成は悪い。 2は黒曜石製の石錐。 3は砂岩製のたたき石、下端部に集中して潰打痕が

みられる。

時期覆土出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）

JP-16 (図Ⅲ-95、図版76)

位置C-40

規模 1.30×0.69/1.23×0. 55/0.50m

調査

台地南東側、標高約12mの平坦部に位置する。 I層除去後、 C-40区のⅢ層上面を精査中に円形の

黒色土（Ⅱ層） と火山灰の落ち込みを検出した。半裁した結果、土坑であることが判明した。また、

上部は削平されていた。南側にJP-15、 JM-6、北側約2.5mにJP-5がある。

覆土

レンズ状の自然堆積である。土層は11 ･ Ⅲ層が主体でⅣ層が混じる。色調は黒褐色である。覆土上

面で、 白色の火山灰が検出された(1層)が、火山灰の供給源は不明である(第1章3節(2)参照)。
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Ⅲ遺構と遺物
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1 黒色土(lOYR1. 7/l） Ⅲしまりやや弱い､粘性ややあり

2 黒褐色士（lOYR2/3）焼土全体に混じる

3 略褐色士（7‘5YR3 /4）砂質

4 赤褐色士（5YR4 /8） しまりやや強い

11．76

F－2
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1 にぶい黄榿色 k (lOYR6/4)火111灰しまりあり､粘性ややあり

2 黒褐色土〈7~ 5YR3/'1) (Ⅲ＞Ⅵ) しまりあり､粘性あり
2′やや暗い

3 褐色士（lOYR4/4) (Ⅵ+111＞Ⅳ斑状) しまりややあり､粘性ややあり
3′黒色土多い

4褐色士(lOYR4/4) (W＞11 . M） しまりややあり､粘性あり
5 111＞|V しまりややあり、粘性ややあり 6 Ⅳ

7 暗褐色士（lOYR3/4) (Ⅵ+黒色土十Ⅳ) しまりややあり､ 料i性ややあり
8 黒褐色土（lOYR3/l) (Ⅲ+Ⅳ十炭)やや赤みがかる
しまりややあり､粘性ややあり

9 にぶい赤褐色土（5YR4/4)ペンガラI1ii
lO Ⅳ+黒色士しまりやや弱い､粘性あり
11 明褐色土（5YR5/8）焼土しまりややあり､帖性ややあり
12黒色土(l0YR2/1） (Ⅲ>1V) しまりややあり､粘性あり
13黒色土(lOYR2/l) (Ⅲ＞Ⅳブロック) しまりややあり､粘性あり 14
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図m-96 JP-17平面図と土層
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111 遺構と遺物
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ll1 遺構と遺物

形態

平面形は上場、下場共に不整の円形である。坑底はほぼ平坦で、壁は全体的にやや急角度に立ち上

がる。掘り込み面はⅢ層中で、坑底面はV層中に構築されている。

遺物出十遺物はない。

時期掘り込み面覆土の堆積状況、周辺の遺構の時期から縄文時代後期前葉の可能性が高い。

（広田）

JP-17 (図Ⅲ-96～98 図版80～82)

位置 1-46， J-46

規模3．27×2.57／2.63×2.2/0. 74m

調査

標高約12mの段丘縁辺部にJM 5、 JP-18に近接して所在する。Ⅲ層掘り下げ中に｢白色火山灰」

が円形に検出したため確認された土坑である。十字にベルトを設定して4分割して調査をおこなっ

た。南東部の覆土16上面で土器の大型胴部片（図Ⅲ－113-1)が出土した。それとほぼ同層の中央

部からは焼土が検出された。

坑底面直上では赤色物質を含んだ層がリング状にみられ、石鍼、石斧、四面砥石、 フレイク、 円礫

などが出土した。赤色物質についてサンプリングをおこない、分析した結果ベンガラと同定された。

坑底面中央からはさらに焼土が確認された。

覆土

覆土4以下は人為的な埋め戻しの層である。覆土9は黒色土にベンガラが混じる。覆土16上面では

焼土が形成される。士坑底直上の覆土22はⅣ層にベンガラが混じり、遣物が多くみられる。

形態

平面形は不整形となる。壁は明瞭に立ち上がるが東側は緩やかになる。

付属遺構

焼土が覆土中と土坑底面2カ所で検出された(HF-1 ･ 2)｡HF-1では柱穴様の小ピットが断

面で確認された。

遺物

遺物はⅣ群土器片9点、石嫉2点（破片のため1点は未掲載)、石槍2点、スクレイパー1点、 R

フレイク1点、 フレイク63点、石斧2点、砥石2点、礫37点である。

1は石鑛未成品で、正面左側縁の厚みがとれず、加工をやめているようである。 2 ． 3は石槍、 4

はスクレイパーである。 4はJM 5出土の下部破片と接合した。 l～4は黒曜石製である。 5 ･ 6

はいずれも緑色泥岩製の石斧である。 7 ． 8は凝灰質砂岩製の四面砥石で、 7の下端部に潰打痕がみ

られる。 8については12m以上離れたJM-9出土の砥石と （下） と接合している。裏面のみ擦り面

が一致するが、他の面では段差ができるため、折れた後それぞれ再利用されている。上部片にベンガ

ラが付着する。 9は礫で、正面中央に縄の跡のような線がみられる。

時期・性格

遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 JM-5より古い可能性がある。ベンガラ散布や遺物の

出土状況、覆土の状況などから墓の可能性が高いと考えている。 （愛場）
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1I 遺構と遺物

JP-18 (図II1-99、図版83)

位置J-45･46， K-46

規模4. 18×3.72/(2.80) × (2.38)/0.72m

調査

台地南東側縁辺部、標高約11mの緩斜面に位置する。発掘前の状況で、 円形の浅い窪みとして確認

した。くぼみの中心を基準として､長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下げた結果、

士坑であることが判明した。北西側約lmにJP-17、南東側約2mにJM-2がある。

覆土

自然堆積で、 Ⅲ層が主体でⅣ．Ⅵ層が混じる土層である。色調は黒褐色、暗褐色を呈する。覆土上

面で、 白色の火山灰が検出された（1～6層）が、火山灰の供給源は不明である（第1章3節（2）

参照)。南西壁際ではⅥ層の崩落土が少量認められる(20E)｡

形態

南東壁は誤って削平している。平面形は上場､下場共に不整の円形である。坑底はやや凹凸があり、

全体的には南西側に向かって緩やかに傾いている。北東～南西側の壁は比較的緩やかで、南側は急角

度に立ち上がる。掘り込み面はⅢ層中で、坑底面はV層中に構築されている。

遺物

Ⅳ群土器5点、たたき石1点、礫19点の計16点出土している。全て覆土出土である。平面分布は土

坑中央付近～北側で散漫に出土している。

lは砂岩製のたたき石。鋭利に加工された端部に潰打痕がみられる

時期覆土出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）

JP-19 (図Ⅲ-100、図版83)

位置N-16 ･ 17

規模3.20×2. 58/(2.42) × (1.70)/0.42m

調査

台地南東側斜面下部、標高約6mに位置する。 Ⅲ層下部～IV層上部の精査中に黒褐色土の落ち込み

を検出した。落ち込みの中心を基準として、長軸及び短軸方向に直交するトレンチを設定し、掘り下

げた結果、土坑であることが判明した。

覆土

自然堆積で、 Ⅲ。Ⅳ層が主体でⅡ層が少量混じる士層である。 。

形態

南東側の壁は検出できなかった。検出できた範囲では、平面形は上場下場共に不整の楕円形であ

る。坑底は斜面下側の南東部に向かって緩やかに傾いている。検出した範囲の壁の立ち上がりは緩や

かである。掘り込み面はⅢ層～Ⅳ層中で、壌底面はV層中に構築されている。

這物

Ⅲ群土器24点、石鑛3点、 フレイク147点、礫19点の計193点出土している。全て覆土出土である。

平面分布は東側がやや密である。今回の調査で111群土器が出土している遺構はJP-19のみである。

1はⅢ群土器である。胴部片で器形は緩やかに屈曲する。外面はLRの斜縄文が施される。

1 ． 2は黒曜石製の小型有茎石鎌。 3は砂岩製の砥石で、両面に平坦な擦り面がみられる。

時期覆土出土の遺物から縄文時代中期後半と考えられる。 （広田）
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111 遺構と遺物
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図Ⅲ－102 JP-22平面図と土層、遣物分布図、遺物
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Ⅲ遺構と遺物

JP-20 (図lll-101 図版84)

位置 1-38

規模 1. 75×1.22/1.21×0. 78/0．27m

調査

JH-10調査中、 Ⅵ層主体の土が楕円形に検出したため確認された土坑である。

覆土

盛土(JM4)により埋められている。一部黒褐色土も混じるが、主体は黄褐色土である。

形態

平面形は楕円形で、坑底は皿状となる。

遣物

覆土中からフレイクが2点出土している。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛場）

JP-21 (図Ⅲ-101、図版84)

位置D-37

規模 （2.76)×(2. 56)／(2. 30)×(1.82)/m

調査

台地南東側、標高約l1mの平坦面に位置する。 JM-3を調査中、 D 37区付近で暗褐色土と黄褐

色土の落ち込みが検出された。 JM-3の土層観察用ベルトで土層断面を確認したところ、北西側の

壁の立ち上がりを確認できたため、 JM-3の盛土で埋められた土坑と判断した。ただし、北東側以

外の立ち上がりは確認できなかった｡土居の堆積状況から､JP-21はJM-3より古いと考えられる。

また、 JP-21の南東及び南西側はすでに掘り下げていたため、正確な範囲は不明である。北西側約

2mにJH-2がある。

覆土

JM-3の盛土で埋められているため、基本的にはJM-3の土層と同じであり、土層断面図は図

示していない。内側にはⅢ層を主体とした黒褐色の盛土層が、外側にはVI層を主体とした褐色の盛土

層が堆積している。小さいブロックによる人為的な堆積のため、土坑の廃棄直後にJM-3により埋

められたと考えられる。

形態

北東部のみ検出できた。検出できた部分の平面形は上場下場共に楕円形である。坑底はやや凹凸

があるが、全体的には平坦である。坑底中央付近でややまとまった炭化物粒のまとまりを検出した。

掘り込み面はⅢ層中と考えられる。坑底面はIV層中に構築されている。

遺物

つまみ付きナイフ1点、 フレイク3点、たたき石1点、石皿・台石1点、礫21点の計27点出土して

いる。層位では覆土(JM-3盛土） と擴底出土に分かれる。たたき石は覆土から出土し、他の礫以

外の遺物は曠底出土である。平面分布は北側がやや密である。

lは黒曜石製のつまみ付きナイフである。

時期覆土の状況、周辺の遺構の時期から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）
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JP-22 (図lll-102、図版84)

位置D 37

規模 （2.76） × (2.56)/(2.30) × (1.82)/(0.32)m

調査

台地南東側縁辺部、標高約11mの緩斜面に位置する。縄文時代の盛土であるJM-2を底面付近ま

で掘り下げたところ、 L-47グリッド付近で暗褐色土の落ち込みが検出された。落ち込みの長軸沿い

にトレンチ調査を行ったところ、土坑であることが判明した。土層の堆積状況では、 JP-22が埋ま

った上にJM-2の盛土の堆積が認められるため、 JP-22はJM-2より古く、 JP-22廃棄後やや時

間をおいて、 JM-2により埋められたと考えられる。

覆土

自然堆積で、薄い士層からなる。土居は、 Ⅲ層が主体でⅣ．Ⅵ層が混ざる。色調は黒褐色、暗褐色

を呈する。

形態

平面形は上場、下場共に不整の楕円形である。掘り込みは浅く、坑底は南側に向かって緩やかに傾

く。掘り込み面はl11層中と考えられる。坑底面はVI層中に構築されている。

遺物

Ⅳ群土器27点、石鑛1点、 Rフレイク1点、 フレイク29点、礫4点の計62点出土している。全て覆

土出土である。平面分布は南側がやや密である。 IV群土器と礫は接合関係が認められた。覆土出土の

4点がJP-12･JM-2等出土の土器と接合し、覆土出土の別の3点はJH-6 ･JP-17 ･JM-2

等出土の土器に接合し(図Ⅲ-112)､それぞれ復元されている(図Ⅲ－114-2、図Ⅲ－114-2 ･ 3)｡

時期覆土出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）

（3）盛士遺構

JM-1 (図III-103～108 図版85～87)

位置E-32， 33， 34， 35， F-31， 32， 33， 34， 35， G-31， 32， 33， 34， 35

規模 16.64× (10.2)/0.37m

調査

標高1l～12mの段丘縁辺部にJP-3を覆って形成される。すぐ南の斜面部にはJH-4、 9， JP

-14ヵ所在する。

段丘平坦部の牧草地耕作士を重機で除去すると、東西方向に長い馬蹄形の黄褐色土の広がりがみら

れた（北側部分)。排根線部分の土層を精査した結果、 1l層とⅢ層の間一部はⅣ層まで掘り込まれ

た上にⅥ層を主体とする盛土、焼土が確認された。南側についてもベルトを数本設定して調査を行な

い､北側と同様に周堤状に東西に長い黄褐色土の広がりが確認された｡焼土は数カ所で確認されたが、

MF-1以外は二次堆積と判断し、平面形のみ記録した。

遺物の取り上げに際してはⅥ．Ⅳ層主体の黄褐色、褐色、暗褐色土について盛土l層、黒褐色、黒

色土について盛土2層として取り扱い、細かな分層は行なわなかった。

土層・形態

北側は削平されているが､図Ⅲ－104の遺物出土状況のドットと対応する部分に､北側と南側に｢こ」

の字もしくは「周堤状」に盛土が厚くなされていたと考えている。盛土は厚い場所で40cln程となり、

焼土が混じる。中央部はⅢ層が削平される傾向にあり、一部1nl程のスポット状に黄褐色の広がりが
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111 遺構と遺物

難
譲

削
懸
群
Ｊ
~
纈
轆

零
７

ﾄｰﾐ.

（

Ｕ

Ｉ

Ｉ

１，

〕

１

１

図Ⅲ－107 JM-1遺物(3)

165



穂香堅穴群

~~~~~~、 －－－

割籍
一 9

~

霧膳
ご~百 10

量
二 ここ＞ ’2－ 1q

ﾄジ

1 1

I

（
、●．i

､靴

15

14

~

0 5cm

、

Ｉ

ｌ

馴
望

、

ｆ

Ｊ

戸

怜
呼
‐
７
．
Ｊ
、
、
、
〆
学
べ
～
零
・
‐

．

△

０

．

，

~

、
“
；
‐
．
，
、
、
：
‐
・
‘
・
訓
泌
◆
ｒ
判
ゞ

~
一
~
~
~
~
~
~
~
隼
~
~
~
~
鍵
~
~
雲
~
~
神
~
~
~
”
》
４
．

》
~
も

Ｆ

・

器

‘

。

。

‐

。

。

、

■

今

■

凸

令

、

、

し

狐

~

紺

、

．

↑

、

・

和

、

恥

・

奇

侭

胎
■
。
ｑ
も
た
《
~
か
、
蛭
害
職
芦
岬
囎
‐
、
・
・
‐
ｔ
ジ

ー

ｆ

、

。

、

・

・

，

、

い

ふ

。

□

ず

“
Ｉ
Ｆ
部
保
守
０
０
．
虹
１
歩
・
‐

暦

。

Ｉ

？

．

．

，

、

岬

篭

縄

睦

ｒ

・

~

~

４

ｒ

、

し

~~ ~~

、

一一一ピU＝

三
18

1

ｍＣ
〔
叩
〕
１
日

１，

）

ｌ

■

図III-108 JM-1遺物(4)

l66



Ⅲ遺構と遺物

みられた。南側は斜面へ流れたと考えられる土層も盛土範囲にしているが、本来の範囲は3m程北側

になると思われる。

付属遺構

焼土は、MF-1としたもの以外は盛土中で検出され、すべて二次的に堆積したものである。MF

－1は盛土直下の111層において検出されている。

柱穴が18カ所で確認された(MP-1～18) 。盛土上部で確認されたものもあるが(MP-1 ･ 2) 、

他は盛土除去後の構築面に検出したものである。

遺物

遺物はⅣ群土器が1038点、石繊2点、石槍2点、両面調整石器7点、スクレイパー4点、Uフレ

イク1点、 フレイク158点が出土している。 IV群土器は熱を受け細かく割れているものが多い。 フレ

イクは石器の素材となるような比較的大型のものが目立った。

l～8はⅣ群土器である。 1 ． 2は復元個体。 lは口縁部～胴部で平縁である。 口縁部にやや幅の

広い肥厚帯がめく‐らされ、肥厚帯直下に無文帯を作り出し、竹管状工具による横位の円形刺突が施さ

れる。肥厚帯上には縦位の細い沈線が施される。地文はRLとLRの斜縄文を交互に施文している。

胎土は砂粒を多く含み、焼成はやや不良である。色調は黒褐色を呈する。 2は口縁部から底部にかけ

て緩やかに屈曲し、底部は平底である。 口縁部には小さい刺突列が横環する。地文は整ったRLの斜

縄文で、 口唇部、 口縁内面上部にもRLの斜縄文が施文される。胴部～底部にかけて二次焼成により

器面の剥落、磨耗が著しい。 口縁部付近には煤が付着している。胎土は砂礫、繊維を含み、粘土は徹

密である。焼成はやや不良である。 3 ．4 ． 6は同一個体である。 3 ．4は平縁で、 口縁部には小さ

い刺突列が横環する。刺突は深く一部貫通する。地文は整ったRLの斜縄文で、 口唇部、 口縁内面上

部にもRLの斜縄文が施文される。 6は胴部～底部で底面外側端にも縄文が施される。 3 ･4･ 6は

いずれも胎土は砂礫繊維を含み、粘土は徹密である。焼成はやや不良で、器面が剥落している部分

がある。 5 ． 7は胴部片で地文はどちらもRLの斜縄文である。 7の縄文はやや粗い。胎土は砂礫、

繊維を含み、粘土は徹密である。焼成はやや不良である。 8は底部で、 7と同一個体の可能性がある。

内面は剥落が著しい｡地文は粗いRL斜縄文で､底面付近には施されない｡底面には沈線が施される。

9は有茎の石鍼、 10～13はスクレイパーである。 10は上部がへら状となり、 11～13は刃部が内湾す

る。 9～13は黒曜石製である。14は安山岩製？の石斧未成品であるが､スクレイパーの可能性もある。

15は凝灰岩製の石斧で、 JP-8近くのD 35グリットで出土した刃部と、 JM-1から出土した基部

が接合した。 16は凝灰質砂岩製の石鋸で、上端は表裏交互に連続した剥離がみられる。 17は砂岩製の

砥石で、炭化物が付着する。 18は凝灰質砂岩の砥石、 19は台石である。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 （愛場）

JM-2 (図II1-109～116、 図版88～90)

位置K-45～48, L-44～48,M-44～48

規模 17.84×8.54/(0.57)m

調査

台地南東側縁辺部、標高約10mの緩斜面に位置する。盛土範囲の平面形は不整の楕円形に近く、 l1

の発掘区に及ぶ。長軸方向は南東南西で、ほぼ等高線に沿う。擦文時代の住居跡であるH-24の

トレンチ調査時に、南壁の立ち上がりが検出できなかったため、詳細な土層の観察を行った。その結

果H 24の覆土と考えていた土層が、別の遺構の土層であることが判明した。 また、H-24の床面か
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ら検出された焼土が、H-24の範囲外に広がっていたことから、H-24の下部に別の遺構が存在し、

H-24がその遣構を壊して構築されていることが確認された。その後、H-20もJM-2を壊して構

築されていることがわかった。H-20･24の調査終了後にⅡ層を掘り下げ、周辺のⅢ層上面の精査を

行った結果Ⅲ層中にⅥ層を主体とした暗黄褐色土の広がりが面的に検出された。暗黄褐色土の範囲

を把握するために、発掘区のラインに沿ってトレンチを設定し掘り下げ、その結果縄文時代の盛土

であることが判明した。盛土の調査は範囲確認後平面図作成を行い、調査区のライン沿いに土層観

察用ベルトを設定し掘り下げる方法をとった。 JM-2は上記のように、 H-20･24に一部壊されて

いる。また、盛土の下位からはJH-llとJP-22が検出されている。どちらもJM-2の盛土で埋め

られているため、 JM-2より古い遺構である。また、北側にJM-5が近接し、北西約2mにJP-

18がある。

土層

盛土構築面はⅢ層中～Ⅳ層上面である。構築面は斜面地形のため南東側が低くなっており、全体的

に弱い凹凸がある。全体的に盛土は厚く、構築面の凹凸のある部分やJH-11の掘り込み部分は士を

厚く盛り、盛土上面は南東側が低いなだらかな斜面になっている。土層はⅢ層を主体とする黒褐色、

暗褐色土と、 Ⅵ層を主体とする褐色土に大きく分かれる。土量的にはⅢ層を主体とする黒褐色土が多

く、褐色土は少ない。盛土上～中位では大きな厚みのある土層が堆積し、下位では小さな土層がブロ

ック状に折り重なって堆積している｡斜面部に形成されているためか､他の盛土に比べて厚みがある。

土層断面から考えると、盛土の形成過程は特定の場所から徐々に広がっていったわけではなく、最初

に盛土の範囲を決め、その部分に少量の土を置き、その後に一気に盛土を形成したと考えられる。

付属遣構

盛土南西部の構築面で焼土が3カ所(MF-1～3)近接して検出された。平面形はいずれも不整

形である。焼土はよく焼け、下部の焼け方は漸移的である。焼土直上及び周辺から炭化物が検出され

た。MF-1の東側からは骨が検出された（図Ⅲ－109)。

遺物

948点出土している。内訳はIV群土器223点、石鍼2点、石槍2点、スクレイパー2点、 Rフレイク

3点、Uフレイク2点、 フレイク185点、石鋸6点、砥石12点、たたき石2点、石皿・台石7点、礫

502点である。量的には礫Ⅳ群土器フレイクが出土遺物のほとんどを占める。平面分布は盛土中

央付近から南西側にかけてまとまっている。細かい土層が多く、遺物の層位関係が複雑なため、遺物

取上げ時には便宜的に、盛土の土層を大きく2層に分けた。 VI層を主体とした褐伝‘十層を盛土1層と

し、 Ⅲ層を主体とした黒褐色土層を盛土2層とした。層位別では盛土2層の遺物が多い。また、構築

面からも遺物が出土した。構築面からはⅣ群土器21点、石鎌1点、スクレイパー1点、 Rフレイク2

点、Uフレイク1点、 フレイク35点、石鋸1点、砥石4点、礫1点が出土している。また、MF-4

からはⅣ群土器30点、石鎌1点、 フレイク1点が出土している。

接合関係はⅣ群土器、礫で認められた。接合関係は盛土内だけではなく、他の遺構、包含層とも確

認された。 （図Ⅲ－111 ･ 112)。掲載したⅣ群土器はいずれも他の遺構、包含層のⅣ群土器と接合して

いる。 lは盛土1層（1点)、盛土2層(15点)、盛土構築面(10点）出土のものが、 JH 6、 JP-

17･22、包含層のJ-43，K-44, L-43～45,M-45,N-45、 P-44区出土のものと接合している。

JH-6のものは床面出土で、他は全て覆土出土のものである。包含層のものはⅡ、 Ⅲ層出土である。

2は盛土2層出土の4点が、H-27、 JP-12、 JM-9、包含層のH-33･41 ･44， 1-40～42, J-47、

L-44，M-46･47，N-47区出土のものと接合している。遺構のものは全て覆土出土で、包含層出
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111 遺構と遺物

土のものは1I 、 Ⅲ層のものが多く、擦文時代の掘揚げ土出土のものもある。 3は盛土l層(1点)、

盛土2層（8点)、盛土構築面(1点）出土のものが、H-20･24、 JP-12｡ 22、包含層の1 47， J

－46， L-46，M-45･46区出土のものと接合している。H-20のものはI層出土で、他の遺構は覆

土出土のものである。包含層のものはⅢ層出土のものが多く、 I 、 Ⅱ層、擦文時代の掘揚げ土出土の

ものもある。 4は盛土l層（2点)、盛土2層（6点）出土のものが、 JP-22、包含層のM-45･46

区出土のものと接合している。 JP-22は覆土出土のもので、包含層のものは1l ･Ⅲ層出土である。

M-46区のⅢ層からはややまとまった状況で検出された（図Ⅲ-111)。遺物検出当初は盛土の存在に

気づかなかったため、 Ⅲ層としたが、 Ⅲ層ではなく黒褐色の盛土層の可能性もある。 5はJM-2の

盛土2層（5点)、盛土構築面(1点）出土のものが、 JP-22 (2点)、O-45区出土のものと接合

している。 JP-22は覆土出土で、 0-45区のものはⅡ層出土である。

l～5はⅣ群土器である。 1～4は復元土器で、 いずれも口縁部～胴部である。 1 ． 3 ．4は全体

的によく似ている土器で下部は二次焼成のためやや赤化し、脆くなっている。 口縁部に幅の狭い肥厚

帯をめぐらし、その上に突起が配される。突起部分は貼り付けのため、やや厚みがある。肥厚帯直下

には竹管状工具による円形刺突が横環する。 1 ． 3は口唇部と肥厚帯上に横位の押引文が施される。

4は口唇部にRLの縄文、肥厚帯上に横位の押引文が施される。 3は口縁内面上部にもLRの斜縄文

が施される。地文はRLとLRの斜縄文を交互に施文している。 4は口縁部と胴部に補修孔が開けら

れている。胎土はいずれも砂粒、繊維を含み焼成は良い。 2は平縁で、 口縁部には幅の狭い肥厚帯を

めぐらしている｡肥厚帯直下には竹管状工具によるやや浅い円形刺突が横環する｡地文は結束の羽状縄

文である｡口唇部にはLR斜縄文が施される。5は胴部片である｡地文はRL･LRの斜縄文を交互に施

す部分と結束の羽状縄文を施す部分に分かれる。二次焼成のためやや赤化し、非常に脆くなっている。

6は石錐で下端部および下端部側縁は稜が摩滅する。 7は上が基部となる石槍片、 8 ． 9はスクレ

イパー、 6～9はいずれも黒曜石製である。 10～12は石鋸で、 10･ 11には平坦面中央にややくぼんだ

擦り面がある。 10は砂岩製で、熱により赤化している。 11は凝灰岩製、 12は砂岩製で、赤色物質が両

面に付着する。

13 ･ 14は砂岩製の砥石で、 14は擦り面が除去される。 15はたたき石で両端に潰打痕がみられる。

時期構築面出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）

JM-3 (図Ⅲ 117～119、図版91 ｡ 92)

位置B-36･37， C-36～38， D-36･37， E-35～38, F-35～38

規模 18. 56×9.74/0.30m

調査

台地南東側、標高約10mの平坦面に位置する。盛土の平面形は不整のひょうたん形に近く、 13の発

掘区に及ぶ。長軸方向はほぼ南北である。 Ⅲ層上面の精査を行ったところ、 ⅡI層中に暗黄褐色土の広

がりが面的に検出された。暗黄褐色土の範囲を把握するために、発掘区のラインに沿ってトレンチを

設定し掘り下げた。その結果縄文時代の盛土であることが判明した。盛土の調査は範囲確認後、平

面図作成を行い、調査区のライン沿いに士層観察用ベルトを設定し掘り下げる方法をとった。北側は

JH-2によって大部分が壊されている。中央付近は擦文時代の住居跡であるH-28･29によって部

分的に壊されている。また、盛土の下位からはJP-21が検出された。 JP-21はJM-3の盛土で埋

められているため、 JM-3より古い。 JM-3の南端はJM-1と接し、北側にはJP-7、西側にJP

－6 ． 8，南東側にJP-10・ l1，北西にはJM-6がある。

7ワワ
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、－37 F 旬7
L－ 当〃 F－37

A
~~

Jト

1 暗褐色士（l0YR3/3） （ 111＋Ⅵ＞I‘）

炭化物粒しまりややあり 粘性ややあり

2 婿褐色土（lOYR3,/3） （Ⅵ＞' '1＋|V）

しまりややあり粘性ややあり

3 略褐色上 （lOYR3/3） （Ⅵ＞Ⅳ＞' '1 ）

しまりややあり粘性ややあり

4 黒褐色土（lOYR2/2） （Ⅲ＞Ⅵ＞Ⅲ『）

しまりややあり 粘性ややあり

5 黒褐色土（lOYR2,/2） （ ' '1＞I『＋Ⅵ）

しまりややあり 粘性ややあり

6 黒褐色士（lOYR2/2） （ |Ⅱ＞Ⅵ＞ﾊ;＞炭化物粒）

しまりやや弱い粘性ややあり

7 略褐色-1倉 （lOYR3/‘3） （Ⅵ＞'11＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

8 褐色土（lOYR4/4） （Ⅵ＞Ⅲ＞l， ）

しまりややあり粘性ややあり

9 掲色土（lOYR4,/4） （Ⅵ＞m＞H' ）

しまりややあり粘性ややあり

－ J，P、

こ一JD

lハ
世13．0m

しまりややあり 粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/3) ( ' '十Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

褐色土(lOYR4/4) (Ⅵ>Ⅲ＞ﾊﾞ )

しまりややあり 粘性ややあり

欠番

黒褐色士（lOYR2/3） （Ⅲ＞l＋Ⅵ）

しまりややあり 粘性ややあり

黒褐色土(lOYRZ/3〉 （ 111>Ⅵ>Ⅳ＞炭化物粒)

しまりややあり 粘性ややあり

略褐色士(lOYR3,/3) ( 111+Ⅵ＞|v)

しまりややあり粘性ややあり

腋褐色士(lOYR3/3) （ I| |＞Ⅵ＞|v）

しまりややあり 粘性ややあり

褐色士(lOYR4/4) (W＞Ⅲ>ﾊ）

しまりややあり 粘性ややあり

賭褐色士(l0YR3/4) (Ⅲ＋Ⅵ＞Ⅳ)

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（lOYR3/4） （Ⅵ＞'''十Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （ '11＞Ⅳ＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

M↓褐色:l： （lOYR2/3） （ ' ' 1＞Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

晴褐色土（lOYR3/4） （ ' ''十|V＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土（lOYR3/3） （Ⅵ＞Ⅲ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

州褐色士（lOYR2/3） （ 111＞Ⅵ＞Ⅳ＞炭化物粒）

しまりややあり粘性ややあり

|府褐色士（lOYR3/3） （ ' ''十Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

鼎褐色二l： （lOYR2/3） （ '11＞Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（lOYR3/3） （Ⅵ＞11|＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり
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句

J1
褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ＞＞| | |＋1V）

しまりややあり 粘性ややあり

明褐色土（7.5YR5/6） （Ⅳ＞Ⅲ）

しまりややあり 岬i性ややあり

褐色士（lOYR4/6） （Vl＞Ⅲ）

しまりややあり 粘性ややあり

黒褐色土（lOYR2/3） （ 111＞V[＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

黒掲色土（lOYR2/3） （ ''1＞VI＞1V）

しまりややあり 粘性ややあり

８

９

、

Ⅲ

似

t （l0YR4/4） (Ⅵ＞' ''十Ⅳ）

〕ややあり粘性ややあり

凹土（lOYR3/4） （Ⅲ+Ⅵ＞Ⅳ）

〕ややあり粘性ややあり

JM－3の土層（Eライン）

1 晴褐色士（l0YR3/4） （ ' ' '十Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

2 黒褐色士（lOYR2/'3） （ 11|＞Ⅵ＞iV）

しまりややあり 粘性ややあり

しまりややあり粘性ややあり

|畷褐色土（lOYR3/4） （11＋Ⅵ＞I! ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(10YR3/4) (Ⅲ十VI>I' ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色t （1()YR2/3） （ '''十V|＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/4） (Ⅲ+Ⅵ＞1V＞焼土粒十炭)

しまりややあり 粘fI:ややあり

３

１

b

F－36

1

F－37

1

８３
－
１

Ｆ

E12.6m F

JM－3の土層（Fライン）

l 無褐色士（lOYR2/3） （ 11|＞Ⅳ＞Ⅵ＞焼1二粒十炭化物粒）

しまりややあり 粘性ややあり

2 黒褐色胃t （lOYR2/2） （ 11|＞Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

3 黒褐色士（lOYR2/2） （ 111＞Ⅳ＋Ⅱ＞炭化物粒）

しまりややあり 粘性ややあり

4 黙褐色二l： （l0YR2/2） （ I| |＞Ⅵ＞1V＞炭化物粒十焼土粒）

しまりややあり 粘性ややあり

しまりややあり 粘性ややあり

0照禍色t （lOYR2/3） （ I| |＞VI＞1V）

しまりややあり 粘性ややあり

l 黒褐色土（lOYR2/3） （ il l十Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

2暗褐色土（lOYR3/3） （Ⅵ＞Ⅲ＞l, ）

しまりややあり 粘性ややあり

3黒尚色土（lOYR2./3） （ 11 1＋Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

5 無褐色上 (lOYR2/2) （ ll l＞Ⅵ＞1V)

しまりややあり粘性ややあり

6 黒褐色士(lOYR2/3) （ 11|＞Ⅵ>iV)

しまりややあり粘性ややあり

7 褐色土（lOYR4/6） （Ⅵ＞Ⅲ）

しまりややあり 粘性ややあり

8 昭褐色土(lOYR3/3) (Ⅲ＋Ⅵ＞1V＞炭化物粒)

しまりややあり粘性ややあり
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図Ⅲ－119 JM-3土層、遺物

180



Ⅱ遺構と遺物

土層

盛土構築面はⅢ層中～Ⅳ層上面で、やや凹凸がある。全体的に盛土は薄いが、構築面の凹凸のある

部分は土を厚く盛り、盛土上面はほぼ平坦に作られている。士層はⅢ層を主体とする黒褐色土と、 Ⅵ

層を主体とする暗褐色、褐色土に大きく分かれる。土量的にはⅢ層を主体とする黒褐色土が多く、褐

色土は少ない。E～F-37ライン付近は小さな土層がブロック状に折り重なって堆積している。また、

その周辺部は薄く広がる士層が多い。 、

付属遺構

南東部の盛土下部で焼土が2カ所(MF-1 ･ 2)検出された。平面形はどちらも不整の楕円形で、

焼け方は弱い。炭化物はほとんど検出されなかった。焼土下部の境界が明瞭なため、投げこまれた焼

土と考えられる。

遺物

519点出土している。内訳はⅣ群土器82点、石槍2点、つまみ付きナイフ1点、スクレイパー1点、

Uフレイク1点、フレイク88点、 メノウ製原石1点、砥石4点、たたき石1点、礫338点である。礫、

IV群土器、 フレイクが多い。平面分布は盛土南側がやや密である。細かい士層が多く、遺物の層位関

係が複雑なため、遣物取上げ時には便宜的に、盛土の土層を大きく2層に分けた。 Ⅵ層を主体とした

褐色土層を盛土1層とし、 Ⅲ層を主体とした黒褐色土層を盛土2層とした。層位別では盛土2層の遺

物が多い。Ⅳ群土器はほとんどが小片である。砥石1点は礁十底面の炭化材付近から出土している(図

Ⅲ-117左上、図Ⅲ－119-8)。検出された炭化材の放射性炭素年代測定を行なったところ、補正C14

年代が3800±40BP (較正暦年代2330-2210BC) という結果を得た。

1はⅣ群土器の胴部片である。地文はRL斜縄文で、縦位の沈線が施される。 2 ･ 3は石槍で、 3

には側縁全周に使用による摩滅がみられる。4は石錐で、上面に原石面を残し、機能部は二つである。

5はつまみ付きナイフで両側縁に使用による微細剥離がある。 6はスクレイパーで、周縁は3同様つ

ぶれがみられる。 2～6は黒曜石製である。 7は砥石で、一面に深い擦り面がみられ、ほぼ全面に赤

色物質が付着する。 8は敲打調整後、擦り面が形成されている。

時期盛土出土の遣物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）

JM-4 (図Ⅲ-120～122 図版93～94)

位置G-37， 38， 39，H-36， 37， 38， 39， 1-36， 37， 38， 39

規模 11. 08×9.8/0. 56m

調査

標高約1l～12mの段丘縁辺部に所在する。 I層除去後、H-30の周囲がⅥ層主体の黄褐色土により

小高くなっていることから注意された盛土である｡H-30の調査でJH-10の存在が予想されたため、

盛土に先行して調査を行ない、その後周囲に残る盛土の調査を行なった。 JM 8が近接するが、土

色が明確に違う。

形態・土層

焼失住居であるJH-10と、 JP-20を埋める。 JH-10を中心に盛土されており、住居跡を埋める

ことを目的にしていると考えられる。中央部はH-30により壊されているが、層厚は60cm近くにな

るところもある。 JM 1、 2と同様にⅥ層を主体として形成されるが、 JH-10を埋める部分は比較

的細かく分層できる。 JH-7に南側が切られる。
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Ⅳ

JM－4の土層（南北38

1 黒褐色士（10YR2／

2 暗褐色土（l0YR3,／

2．褐色土（lOYR4/4）

3 褐色土（lOYR4/4）

4黒褐色土(l0YR2/

5 黄褐色士（lOYR5／
6 里褐伍十（lOYR2／

l 黒褐色士（10YR2/

ライン）

3） （111＞Ⅳ） しまりややあり、粘性ややあり

2 暗褐色土（l0YR3,/4) (111＞Ⅵ＋Ⅳ) しまりややあり､粘性あり

2.褐色土(lOYR4/4) ( 11+Ⅳ＋VI) しまりややあり､粘性あり

3 褐色土（lOYR4/4） （111＞Ⅵ＋Ⅳ） しまりやや弱い、粘性ややあり炭化材含む

4黒褐色土(l0YR2/3) (ⅡI＞n,) しまりややあり､粘性ややあり

5 黄褐色土(lOYR5/6) (V|＞Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

6 黒褐色士（lOYR2/2） （Ⅲ＞Ⅳ＋Ⅵブロック） しまりややあり、粘性ややあり

－且127m

8 黄褐色土（lOYR5/6）

9 黄褐色土（lOYR5/6）

10黄褐色士（lOYR5/6）

11 暗褐色土（lOYR3/4）

12黒褐色士（IOYR3/l）

13暗褐色士（IOYR3/3）

14暗褐色土（l0YR3/4）

(Ⅵ) しまりややあり､粘性ややあり

(Ⅵ＞Ⅳ） しまりややあり､粘性ややあり

(Ⅵ＞Ⅳ） しまりややあり､粘性ややあり炭化材含む

(111＞Ⅵブロック） しまりやや弱い、粘性ややあり

(111＞Ⅳ） しまりややあり、粘性ややあり

(111＞Ⅵ） しまりやや弱い、粘性ややあり

(Ⅲ＞Ⅵ） しまりややあり、粘性ややあり

Ｄ
’

JH－10 1V

－4の土眉（ lライン）

略褐色士（lOYR3/4） （Ⅵ十Ⅲ） しまりややあり、粘性ややあり

略褐色士（lOYR3/3） （|||＞Ⅵ十[V） しまりややあり、粘性ややあり

黒褐色士（l0YR2 /3） （''1＞Ⅳ） しまりややあり、粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/4) （Ⅲ＞Ⅵ＋Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

黄褐色士（l0YR5/8） （Ⅵ＞||| ） しまりややあり、粘性あり

黄褐色土（lOYR5/8） （Ⅵ） しまりややあり、粘性あり

黒褐色土(lOYR2/3) （111+Ⅵ斑状) しまりややあり､粘性ややあり

黄濁色士（lOYR5/8） （VI＞|li＞[V） しまりややあり、粘性あり

褐色士（lOYR4/6） （''1＋Ⅳ＋Ⅵ） しまりややあり、粘性あり

川

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ
Ｏ

３

暗褐色士（lOYR3/4） （Ⅵ＋Ⅲ しまりややあり，粘性ややあり

黒褐色士（l0YR2/2） （Ⅲ＞Ⅳ＋Ⅵ） しまりやや弱い、粘性やや弱い

黄褐色士（lOYR5/8） （Ⅵ＞111） しまりややあり、粘枇あり

褐色土(lOYR4/6) (111+Ⅳ+Ⅵ) しまりややあり､粘性あり

略褐色士（lOYR3/4） 〈Ⅲ＞Ⅵ） しまりややあり、粘性ややあり

褐色土(lOYR4/6) (Ⅲ+Ⅵ＞1V) しまりややあり､粘性ややあり炭化材混じる

暗褐色土(lOYR3/4） (Ⅵ）

黄褐色士（l0YR5/6） （Ⅵ＞Ⅲ） しまりややあり、粘性あり

黄褐色士（lOYR5/6） （Ⅵ） しまりややあり、粘性あり

黒色土（lOYR2/l) ('11>Ⅳ） しまりあり､粘性やや弱い

F

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

E

０
１

Zm

4(1/80)

4の土層(南北39ﾗｲﾝ） 7 暗褐色土( lOYR3/4） （Ⅳ＋Ⅲ斑状） しまりやや弱い､粘性ややあり

略褐色土（lOYR3/4） (Ⅲ+Ⅵ） しまりややあり､粘性あり 8 暗褐色土(lOYR3/4) (Ⅲ+Ⅵ) しまりややあり､粘性あり

褐色土（lOYR4/4） （Ⅲ+[V＋Ⅵ） しまりややあり､粘性あり 9 黄褐色土( lOYR5/6) (Ⅵ＞Ⅲ） しまりややあり､粘性ややあり

黄褐色土(l0YR5/ 6) (Ⅵ>111） しまりあり､粘性ややあり 10黒褐色土(lOYR2/'3) (111＞Ⅳ) しまりややあり､粘性ややあり

黄褐色士（lOYR5/6） （Ⅵ） しまりややあり、粘性ややあり 11 褐色士（lOYR4/4） （Ⅲ＋ﾊ'十Ⅵ） しまりややあり，粘性あり

黄褐色士(lOYR5/6) （Ⅵ>''1） しまりややあり､粘性ややあり 12黒褐色土(lOYR2/2） (' 1＞Ⅳ）
暗褐色土（lOYR3/4） （Ⅲ＋Ⅵ） しまりややあり、粘性あり 13 Ⅳ

暗褐色土（l0YR3/4） （Ⅲ+Ⅵ） しまりややあり､粘性あり 14暗褐色土（lOYR3/4） （Ⅲ+Ⅵ） しまりややあり､粘性ややあり

黄褐色土（l0YR5/6) （Ⅵ＞11| ） しまりややあり､粘性ややあり 15黄褐色土(lOYR5/6） （Ⅵ＞|V） しまりややあり.粘性ややあり

図Ⅲ－120 JM-4平面図、土層
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Ⅲ遺構と遺物
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図Ⅲ-121 JM-4遣物分布図
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Ⅲ遺構と遺物

遺物

遺物はⅣ群土器35点、石嫉2点、石槍5点、両面調整石器2点、石錐1点、スクレイパー12点、 R

フレイク4点、Uフレイク2点、 フレイク468点、原石3点、石斧2点、石鋸2点、礫116点である。

南側においてフレイクが多く出土した。

1 ･ 2はIV群土器の胴部片で、二次焼成のためやや赤化し、脆くなっている。 1はLRの斜縄文が

地文である。 2はRLの斜縄文が地文で、半裁竹管状工具による縦位の沈線が施される。

3～7 ． 9～16は黒曜石製石器である。 3 ･4は有茎の石鍼、 5は石槍である。 5はH-26， 29

の掘り揚げ土(D-40区）から出土した先端部、H-30掘り揚げ土(1-38区）から出土した中間部、

JM-4から出土した基部がそれぞれ接合した。 6 ･ 7は両面調整石器6はへら状石器に形態は似

るが、機能部がなく、両側縁は鋸歯状となる。 7は石器の未成品の可能性があり、大型の球穎部分で

割れ、その後も加工が行なわれている。 8はメノウ製の石錐である。 9～16はスクレイパーで、多く

は縦長の剥片を利用し、側縁に刃部がみられる。 12はつまみ付きナイフの可能性がある。 17は砂岩製

の石鋸で、両端とも明瞭なV字型の機能部断面となる。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 JH-10、 JP-20を覆い、 JH-7に切られる。 （愛場）

JM-5 (図Ⅲ-123～128、図版95～98)

位置G-46･47，H-45～50, 1-46～50, J-47～50, K-48･49、 L-48

規模 17.80×13.20/0.36m

調査

台地南東側、標高約10mの平坦部～緩斜面にかけて位置する。昨年度の調査時には擦文時代の住居

跡であるH-19の掘揚げ土としていたが、今年度の調査の結果、縄文時代の盛土であることが判明

した。H-19により北西側が部分的に壊され、東側部分と西側部分に分かれているが、本来は一体の

ものと考えられる。盛土範囲の平面形は不整形で、西側部分は斜面に沿って南東側に伸びる形状をし

ている。その広がりは20の発掘区に及ぶ。H-19周辺のⅢ層上面の精査を行ったところ、 l1l層中に暗

黄褐色土の広がりが面的に検出された。暗黄褐色土の範囲を把握するために、発掘区のラインに沿っ

てトレンチを設定し掘り下げた。その結果、縄文時代の盛土であることが判明した。盛土の調査は範

囲確認後、平面図作成を行い、調査区のライン沿いに土層観察用ベルトを設定し掘り下げる方法をと

った。盛土を掘り下げたところ、 中位から焼土と炭化物粒が検出され、基底面付近でも焼土と炭化材

がややまとまって出土した。 JM-5の南端はJP-17、 JM-2と近接し、南西側約1mにはJP-13

がある。

土層

盛土構築面はⅢ層中～Ⅳ層上面で、やや凹凸がある。全体的に盛土は薄いが、基底面の凹凸のある

部分は土が厚く盛られ、盛土上面はほぼ平坦である。土居はⅢ層を主体とする黒褐色、暗褐色土と、

Ⅵ層を主体とする暗褐色、褐色土に大きく分かれる。量的にはⅢ層を主体とする黒褐色土が多く、褐

色土は少ない。土層の堆積状況は、小さな土層がブロック状に折り重なる部分と、薄い土居が広がる

部分に分かれる。また、一部わずかに白色火山灰が含まれる土層がある(Jライン13層)。

付属這構

焼土が盛土底面東側で2カ所(MF-1 ･ 2)、西側で2カ所(MF-3･4)の計4カ所検出され

た。平面形はMF-1 ･ 2が不整の円形で、MF-3･4は不整形である。いずれもよく焼けており、

下部は漸移的である。焼土直上及び周辺からは炭化物が検出された。
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B
~

JM－5の土層(J48～50ライン）

1 黒褐色士（l0YR2/3) (Ⅲ>Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

2 黒褐色士（lOYR2/3) (Ⅲ＞｝1>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

3 黒褐色土(l0YR2/3） （Ⅲ＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

4 にぶい黄榿色土(lOYR6/4) （火山灰>|l}十Ⅵ）

しまりややあり粘性弱い

5 黒褐色土(lOYR2/3) (111>B;+Ⅵ＞炭〉

しまりややあり粘性ややあり

6 黒褐色土（l0YR2/3) (111>Ⅵ>Ⅳ>炭)

しまりややあり粘性ややあり

7 照褐色士（lOYR2/3） （''1+Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

8 黒褐色土（lOYR2/2） （I||＞Ⅵ＋Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

25黒褐色士（lOYR2/3) （Ⅲ＞Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

26黒褐色土(lOYR2/3) （111>Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

27黒褐色士（l0YR2/2) (111>1V+Ⅵ>炭）

しまりややあり粘性ややあり

28禍色土（lOYR4/6） （Ⅳ>111＞V| ）

しまりやや弱い粘性ややあり

29 1職褐色土（lOYR3/3) (111+Ⅵ>1V）

しまりややあり粘性ややあり撹乱？

30熟褐色士(lOYR2/3) （111＞Ⅶ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり撹乱?

31 黒褐色上(lOYR2/3） （Ⅲ>Ⅵ＞Ⅳ)

しまりややあり粘性ややあり撹乱?

黒褐色土(lOYR2/2） （Ⅲ＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/3) （Ⅲ＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

唯褐色土(lOYR3/4) （Ⅵ＞11|＞Ⅳ＞炭)

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（lOYR3/3） （111+Ⅵ>|V）

しまりやや弱い粘性ややあり

階褐色･上 (l0YR3/4） （Ⅲ+Ⅵ十1V）

しまりややあり粘性ややあり

||宵褐色'二 (lOYR3/3) （ '''十Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

腋褐色t (lOYR3/3) (Ⅵ＞Ⅱ|+1V）

しまりややあり 粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/'2) (Ⅲ>Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/3) （111+W＞n;）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(l0YR3/4) (Ⅵ>11>H『）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/4) (Ⅵ>Ⅲ>Ⅳ）

しまりやや刺い釉性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3) （IIl>Ⅵ>Ⅳ>炭）

しまりややあり 粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/3） (''1＞Ⅵ＞火山灰＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/2） （ |||＞1V＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土(lOYR4/4) (Ⅵ＞'11+Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/4) (Ⅵ＞I||＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり
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JM－5の土層(’

1 黒褐色土’

ラ

幻

９

１

ｕ
ｗ

－
Ⅲ

しまりやや弱い粘性ややあり

暗褐色士（lOYR3/4） （Ⅲ＋Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

陪尚色士（lOYR3/4） （Ⅲ＋Ⅵ＞Ⅳ＞炭）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色Tl二 （lOYR3/3） （111＋Ⅵ＞Ⅳ＞炭）

しまりややあり 粘性ややあり

黒褐色土（lOYR2/3） （Ⅲ＋Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土（lOYR4/4） （Ⅵ＞Ⅲ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土（IOYR3/4） （Ⅲ＋Ⅵ＞ﾊ' ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/3) （11＞Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

賭褐色土(lOYR3/4) (Ⅵ＞''1>Ⅳ)

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/4） （Ⅵ＞Ⅲ>n' ）

しまりややあり粘性ややあり

腋褐色土(lOYR3/4) (Ⅵ＞Ⅲ>ﾊ! ）

しまりややあり粘性ややあり

略褐色土(lOYR3/3) （ '11+Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

しまりややあり粘性ややあり

鼎褐色二t (lOYR2/2） (Ⅲ＞Ⅵ>|V＞炭）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土（lOYR4/4） （Ⅵ＞''1＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土（lOYR4/4） （Ⅵ＞Ⅲ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（l0YR2/3） （111＋Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（lOYR3/3） （Ⅵ＞Ⅲ＞Ⅳ＞炭）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （111＞Ⅵ＞ﾊ;＞炭）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （''1＞Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土（lOYR4,/6） （Ⅵ＞Ⅲ＞|V）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （Ⅲ＞1V＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ＞111＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ＞|||＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

2.5m

ヨ(1/100）
０
１褐色士（l0YR4/4） （Ⅵ＞111＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土（lOYR4/4） （'''十Ⅳ＋Ⅵ）

しまりやや弱い粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （Ⅲ＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘f|§ややあり

暗褐色土（l0YR3/4） （Ⅱ|＋Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

略褐色士（lOYR3/4） （111＋Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土（lOYR4/6） （Ⅵ＞111＋Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

塒褐色土(lOYR3/4) (Ⅲ＋Ⅵ>1V）

しまりややあり粘性ややあり

肌色｣ニ （lOYR2/l） （ 111＞Ⅳ＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

JM褐色･ '二 (lOYR2/3） （|||>Ⅵ十l）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色-t (lOYR3/3） （''1＞Ⅵ>H)

しまりややあり粘性ややあり

黙褐色士(lOYR2/3) (Ⅲ＞Ⅵ＞Ⅳ＞炭)

しまりややあり 粘性ややあり
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しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（10YR3/4） （Ⅲ＋Ⅵ＞I! 〉

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/2) (Ⅲ>Ⅵ＞Ⅳ＞炭)

しまりややあり粘性ややあり

褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ＞111＞lv）

しまりややあり粘性ややあり

黒色土（l0YR2/l） （Ⅲ＞1V十Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （'''十1V＞Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （11|＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土（lOYR3/3） （I||＞Ⅵ＞Ⅳ＞炭化物粒）

しまりややあり粘性ややあり

無褐色土（lOYR2/3） （'11＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり
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図Ⅲ－124 JM-5土層炭化材出土状況図(1)
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図Ⅲ-125 JM-5炭化材出土状況図(2)
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Ⅲ遺構と遺物

篭

0 0m

(1／120）

図Ⅲ－126 JM-5遺物分布図
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Ⅲ遺構と遺物
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穂香竪穴群

炭化材出土状況

盛土中位～基底面にかけて焼土と炭化物が検出された。盛土中位では焼土と炭化物粒が面的に広が

り、その下の盛土基底面及びその直上では炭化材がややまとまった状態で検出された（図Ⅲ-124.

125)。炭化材は盛土西側と東側にそれぞれまとまりが認められる。西側に比べ東側の炭化材は少量で

ある。盛土西側の炭化材の分布は中央付近がやや密で、周辺部はほとんど認められない。炭化材は細

長いものが多く、南北方向と東西方向を向くものが多い。また、他の遺構で出土した炭化材よりも堅

く締まったものが多い。盛土東側の炭化材の分布は北と南の2カ所が認められる。炭化材は小形で細

長いものが多い。炭化材は図化後、遣存状況の良いものに関して36点のサンプルを採取し、北海道浅

井学園大学教授三野紀雄氏に樹種同定を依頼した。その結果、 コナラ属コナラ亜属コナラ節12点

（33. 3％)、 トネリコ属11点(30.6%)、 シナノキ属4点(11． 1%)、ハンノキ属2点(5.8%)、 クル

ミ属1点（2.8％)、ヤナギ属1点（2.8％)、 カバノキ属1点（2.8％)、ニレ属1点（2.8％)、樹種不

明3点（8.3％） という結果を得た（第V章2篇参照)。検出された炭化材の放射性炭素年代測定を行

なったところ、補正C14年代が3720±40BP (較正暦年代2210 2010BC) という結果を得た。

遺物

3,421点出土している。内訳はⅣ群土器11点、石鍼2点、石槍3点、石錐5点、つまみ付きナイフ

4点、スクレイパー2点、Rフレイク2点、Uフレイク2点、フレイク2,467点、 メノウ製原石1点、

石鋸3点、砥石8点、たたき石10点、石皿・台石2点、礫899点である。フレイク、礫が大半を占め

る。平面分布は全体に広がっている。細かい士層が多く、遺物の層位関係が複雑なため、遺物取上げ

時には便宜的に、盛土の土層を大きく2層に分けた。 Ⅵ層を主体とした褐色士層を盛土1層とし、 Ⅲ

層を主体とした黒褐色土居を盛土2層とした。盛土2層の遺物がほとんどである。接合関係は砥石と

礫で認められた。砥石は盛土l層1点、盛土2層2点が接合している。また、盛土2層出土の礫とJM

－2出土の礫が接合している。東側の盛土中から、 フレイク集中が3カ所(FC-1～3)検出され

た。 FC-1は約0.8mの範囲から175点、 FC-2は約lnlの範囲から546点、 FC 3は約0.6mの範

囲から1280点出土している。

lは1V群土器の口縁部片である。 口縁部は肥厚帯がめく今り、肥厚帯直下には無文部が作り出されて

いる。また、無文部には刺突が施され、 さらに垂下して太い沈線が施される。地文はRL斜縄文で、

口唇部にもRLの縄文が施される。

2 ． 3はメノウ製、 4 ． 5は黒曜石製の石錐である。 2 ． 3は角柱状の素材を利用し、 4は機能部

側縁が摩滅する。 6～8はつまみ付きナイフ、 9はスクレイパーである。 2 ． 3以外はすべて黒曜石

製である。

10･ 11は砂岩製の石鋸で、 いずれも6mm程の薄い機能部がみられる。 10には炭化物が付着し、 l1は

熱を受け、やや赤みがかる。 12は砂岩製の砥石で先が尖った対象物による、線状痕、敲打痕が残る。

13は板状の砂岩製の砥石で、三つに分かれて出土した。上部の二つはすり面が一致する。 14～21はた

たき石で、 14～17は長軸端部が刃状に加工され、石斧同様の使用が推測される。 22は台石である。

時期盛土出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田）

JM-6 (図Ⅲ－129～130、図版99． 100)

位置C-38～40， D-39･40、 E-40

規模 (11.66) × (3.90)/(0.38)m
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Ⅲ遺構と遺物

JM-6 -尾-4,-尼-40~Tb－39
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暗褐色土（lOYR3/4） （Ⅲ＋Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

褐色士（lOYR4/4） （Ⅳ＞111＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/4) （|||＞VI>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士(lOYR2/3) (''1＞Ⅵ＞Ⅳ＞炭）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（lOYR3/3） （Ⅳ＋Ⅲ＞Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土(lOYR4/4) （Ⅲ+Ⅳ+Vl）

しまりややあり粘性ややあり

階褐色土（l()YR3/3） （I''十Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土（lOYR3/3） （Ⅵ＞''1＞I' ）

しまりややあり 料i性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （11＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色士（lOYR4/4） （Ⅳ＞'11）

しまりややあり 粘性ややあり

JM－6の土層

1 黒褐色士（lOYR2/2） （11|＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

2 暗褐色土（lOYR3/4） （|Ⅱ＋Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

3 褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ＞''1＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

4 褐色土(lOYR4/4) (Ⅵ＞111＞>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

5 暗褐色土（l0YR3/3） （Ⅲ+Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

6 暗褐色士(l0YR3/3） （Ⅵ＞Ⅲ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

7 黒褐色土(lOYR2/2） （ |||>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

8 黒褐色土(lOYR2/2） (Ⅲ＞Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

9 黒褐色二f: (lOYR2/3） （111>Ⅳ+Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

10暗褐色土(l0YR3/4） （Ⅵ＞Ⅲ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

11 黒褐色土(lOYR2/3) （''1＞Ⅳ>Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/2） （ '11＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（lOYR3/3） （Ⅵ＞1V＞Ⅲ）

しまりややあり粘性ややあり

||背褐色土（lOYR3/3） （Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （'''十Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士(lOYR2/3） （'''十Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

照褐色土(lOYR2/3) (111>Ⅳ＞Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

II間褐色-1:(lOYR3/4) （Ⅵ＞'11＞＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （Ⅲ＞Ⅳ＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/4) （|I+Ⅵ>Ⅳ）

しまりややあり 粘性ややあり

暗褐色土(lOYR3/3） （''1+Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土（lOYR2/3） （Ⅵ＋111＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土（l0YR2/3） （Ⅲ＋Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/2) (Ⅲ>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土(lOYR2/2) （''1>Ⅵ+1V)

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色上（lOYR2/2） （Ⅲ＞＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土(lOYR4/4） (Ⅵ>11|＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土(lOYR4/4) （Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色1告 (lOYR4/4） (1V＞Ⅵ＋Ⅲ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（lOYR3/3) (Ⅲ+Ⅵ＞Ⅳ)

しまりややあり 岬i性ややあり

褐色t (lOYR4/4） （Ⅵ＞111＞Ⅳ）

しまりやや弱い粘性ややあり

暗褐色1二 （l0YR3/4） （Ⅱ'十Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土(l()YR3/4) (VI>''1>Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり
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図Ⅱ－129 JM-6平面図と土層、炭化材出土状況図
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Ⅱ遺構と遺物

調査

台地南東側、標高約12mの平坦面に位置する。南西側を擦文時代の住居跡であるH-29に、南東

側をJP-15に一部壊されている。平面形は不整形で、 6カ所の発掘区に及ぶ。長軸方向はほぼ南北

である。H 26周辺のⅢ層上面の精査を行ったところ、 Ⅲ層中に暗黄褐色土の広がりが面的に検出さ

れた。暗黄褐色土の範囲を把握するために、発掘区のCライン、 40ラインに沿ってトレンチを設定

し掘り下げた。その結果、縄文時代の盛土であることが判明した。盛土の調査は範囲確認後、平面図

作成を行い、調査区のライン沿いに土層観察用ベルトを設定し掘り下げる方法をとった。盛土を掘り

下げたところ、 中位から焼土と炭化物粒が検出され、基底面付近では炭化材がややまとまって出土し

た。北西側はJP-15に接する。北側約3mにJP-5、北西側約3mにJP-7、南西側約2mにJM

－3がある。 JM-6とJM-3の間はH 29により壊されている。また、 JP-15の覆土内にJM-

6の盛土の流れ込みが認められないため､JM-6はJP-15と同時か､それ以前の遺構と考えられる。

土層

盛土構築面はⅢ層～Ⅳ層中、一部はV層中で､構築面にはやや凹凸がある。全体的に盛土は薄いが、

基底面の凹凸のある部分は土が厚く盛られ、盛土上面はほぼ平坦である。土層はⅢ層を主体とする黒

褐色、暗褐色土と、 Ⅳ．Ⅵ層を主体とする暗褐色、褐色土に大きく分かれる。量的にはⅢ層を主体と

する黒褐色土が多く、褐色土は少ない。全体的に小さな土層がブロック状に折り重なって堆積してい

る。

炭化物・炭化材出土状況

盛土中位～構築面にかけて焼土と炭化物が検出された。盛土中位では焼土と炭化物粒が面的に広が

り、その下の構築面及びその直上では炭化材が検出された。炭化材は構築面の東側でややまとまって

検出されている。炭化材は小形で細長いものが多く、ほとんどが東西方向を向く。炭化材は図化後、

遣存状況の良いものに関して10点のサンプルを採取し、北海道浅井学園大学教授三野紀雄氏に樹種同

定を依頼した。その結果、カエデ属3点(30%)、 トネリコ属2点(20%)、樹種不明5点(50%) と

いう結果を得た（第V章2篇参照)。検出された炭化材の放射性炭素年代測定を行なったところ、補

正C14年代が3790±40BP (較正暦年代2330-2130, 2080-2060BC) という結果を得た。

遺物

156点出土している。内訳は石鍼1点、石槍2点、スクレイパー1点、 Uフレイク1点、 フレイク

113点、 メノウ製原石1点、砥石4点、たたき石6点、礫32点である。フレイク、礫が大半を占める。

平面分布は盛土西側が多い。細かい土層が多いため、遺物取り上げ時は便宜的に、盛土の土層を大き

く2層に分けた。 Ⅳ層を主体とした褐色土層を盛土l層とし、 Ⅲ層を主体とした黒褐色土層を盛土2

層とした。遺物は全て盛土2層出土である。

1は形態から石鍼としたが、未成品である。 2は石槍、 3はスクレイパーで、すべて黒曜石製であ

る。

時期周辺の遺構の時期､周辺包含層出土の遺物から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （広田）

JM-7 (図Ⅲ－131、図版101)

位置G-41～44,H-41～44

規模 (12.64) × (3.88)/(0.46)m

調査

台地南東側、標高約12mの平坦面に位置する。北西側の一部を擦文時代の住居跡であるH-25に
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JM－7の土層

l 黙褐色士（lOYR2/2） （ 111＞Ⅳ＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

2 H商褐色士（lOYR3/3） （ |||＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

3 略褐色土（lOYR3/4） （Ⅵ＞11|＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

4黒褐色士（lOYR2/2） （Ⅲ＞Ⅵ＞|V）

しまりややあり粘性ややあり

5 黒褐色土(lOYR2/3) (Ⅲ>Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

6 暗褐色土（lOYR3/3） （111＋W＞Ⅳ）

しまりやや弱い粘性ややあり

7 鼎褐色士（lOYR2/3） （ lll＞Ⅵ＋1V）

しまりややあり粘性ややあり

8 黒色土（lOYR2/1） （''1＞＞Ⅳ＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

9 暗褐色土(lOYR3/4) (Ⅲ＋Ⅵ>Ⅳ＞炭)

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/3） （'''十Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

褐色土（lOYR4/4） （Ⅵ＞111＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色土（lOYR3/3） （ '11＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

暗褐色士（l0YR3/4） （ ||I＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土（lOYR2/3） （''1＞Ⅵ＞n･ ）

しまりややあり 帖性ややあり

黒褐色土（IOYR2/2） （''1＞Ⅳ＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色土（lOYR2/3） （ |||＋Ⅵ＞1V）

しまりややあり粘性ややあり

研褐色士（lOYR3/4） （1V＞11|＋Ⅵ）

しまりややあり粘性ややあり

黒褐色士（lOYR2/2） （11|＞Ⅵ＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり
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図Ⅲ－131 JM-7平面図と土層
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Ⅲ遺構と遺物

壊され、 さらに北西側は誤って削平した。確認できた平面形は不整形で、その広がりは6カ所の発掘

区に及ぶ。 Ⅲ層上面の精査を行ったところ、H－25の南東側で、 Ⅲ層中に暗黄褐色土の広がりが面的

に検出された。暗黄褐色土の範囲を把握するために、発掘区のHライン、 44ラインに沿ってトレン

チを設定し掘り下げた｡その結果､縄文時代の盛土であることが判明した｡盛土の調査は範囲確認後、

平面図作成を行い、調査区のライン沿いに土居観察用ベルトを設定し掘り下げる方法をとった。南西

側約lrnにJP-12、北東側約3mにJP-13、南西側約2nlにはJH-5がある。

土層

盛土構築面はⅢ層～Ⅳ層中で､やや凹凸がある｡全体的に盛土は薄いが、構築面の凹凸のある部分は

土が厚く盛られ､盛土上面はほぼ平坦に作られている｡土層はⅢ層を主体とする黒褐色、暗褐色土と、

Ⅳ．Ⅵ層を主体とする褐色、暗褐色土に大きく分かれる。土量的にはⅢ層を主体とする黒褐色土が多

く､褐色土はわずかである｡深い部分は小さな土層がブロック状に折り重なって､厚く堆積している。

遺物

Ⅳ群土器1点、 フレイク3点、礫7点の計11点である。平面分布は盛土南西側が多い。便宜上、 Ⅳ

層を主体とした褐色土層を1層とし、 Ⅲ層を主体とした黒褐色土層を盛土2層とした。遺物は盛土l

層から礫が1点出土し、他は全て盛土2層出土である。

時期盛土出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （広田良成）

JM-8 (図Ⅲ-132、図版102)

位置H-39･40， J-39～42, K-41 ･42

規模 (12.50) × (9. 10)/(0. 18)m

調査

台地南東側、標高約l1mの平坦面～緩斜面にかけて位置する。盛土範囲の平面形は東西に長い不整

形で、 JH-5･6･ 7にかけて広がっている。広がりは9カ所の発掘区に及ぶ。 JH 6･ 7周辺の

Ⅲ層上面の精査を行ったところ、 Ⅲ層中に褐色土の広がりが面的に検出された。盛土の調査は範囲確

認後、平面図作成を行い、調査区のKライン、 42ライン沿いに土層観察用ベルトを設定し掘り下げ

る方法をとった。北西側はJH-5、北東側はJH-6、南西部はJH-7、 JM-4と接する。 JH-

5 ． 6 ． 7の覆土内にJM-8の盛土の流れ込みが認められないため、 JM-8はJH 5･6･ 7と

同時か、それ以前の遺構と考えられる。 JM-4との新旧関係は不明である。

土層

盛土構築面はⅢ層中で、斜面の地形のため南東側が低くなっている。全体的に盛土は薄く、盛土上

面もほぼ斜面に沿っている。土層はⅣ層を主体とし、 Ⅲ．Ⅵ層が混ざる褐色土である。

遺物

スクレイパー2点、 フレイク42点、砥石2点の計46点出土している。平面分布は北側に散漫に認め

られる。層位は全て盛土l層出土である。

1 ･ 2は黒曜石製のスクレイパーで、 1は非常に厚い刃部を持つ。 3は砂岩製の砥石で、縁がV

字となる部分があり、石鋸の可能性がある。

時期周辺の遺構の時期､周辺包含層出土の遺物から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （広田）
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Ⅲ遺構と遺物

JM-9
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JM－9の土層

1 黒掲色土（lOYR2/2） （111＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

2 暗褐色士（lOYR3/3） （I||＞Ⅵ＞[v）

しまりややあり粘性ややあり

3 褐色士（lOYR4/4） （Ⅵ＞111＞Ⅳ）

しまりややあり粘性ややあり

JP－12

12．11

|”
+1－43

~I 、~~~~

’1-4へ~
~~､、、

2 12．22

12． 15

1

?q~~

12．17

12‘ 18 ･ 12.22 、 12,25

BA

12．15

○
MF－1 12.12 12．19 1

，C1204
C

12.05
2m

！(1/40）+J_42
０
１

'.
MF－2

b且12.2m

MF－1

b
皇12.2m

一一一‐
Ⅳ~ -=

Ⅲ

MF 1の土層

1 略褐色土（lOYR3/4） （I|＞Ⅳ）

2 褐色士（7. 5YR4/4） （弱い焼土＞炭）

MF－2の土層

1 赤褐色土(5YR4/6） （＞炭）

比較的焼けている
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図Ⅲ-133 JM-9平面図と土層、 MF

JM-9 (図Ⅲ－133･ 134、図版103)

位置H-41 ･42， 1 42･43， J-42･43

規模7.20×4. 00/(0. 14)m

調査

台地南東側、標高約12mの平坦部～緩斜面にかけて位置する。盛土範囲の平面形は東西に長い不整

形で、 JH-6とJP-12の間にかけて広がり、 9カ所の発掘区に及ぶ。 JH-6、 JP-12周辺のⅢ層

上面の精査を行ったところ、 Ⅲ層中で褐色土と暗褐色土の広がりが面的に検出された。盛土の調査は

範囲確認後、平面図の作成を行い、土層観察用ベルトを設定し掘り下げる方法をとった。北東側はJP

－12、南西側はJH-6接する。 JH-6、 JP-12の覆土内にJM-9の盛土の流れ込みが認められな

いため、 JM-9はJH-6、 JP-12と同時か、それ以前の遺構と考えられる。
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Ⅲ遺構と遺物

JM－10

JM-10
~〆
/~

-h_34

JH－4

ア

-b_3 ＋

’
4

0

上
2m

4('/80)①

A10~3m Ｂ
’

０
‐ ｊＯ４ノ

、
‐
町
八

JM 10の土層

1 暗褐色士（lOYR3/3） Ⅲ＞VI しまりやや弱い、粘性ややあり

図Ⅲ－135 JM-10平面図と土層

土層

構築面はⅢ層中～Ⅳ層上面で､盛土は全体的に薄い｡土層はⅢ層を主体とする黒褐色､暗褐色土と、

Ⅵ層を主体とする褐色土が薄く広がる土層である。

付属遺構

盛土構築面南側で焼土が2カ所(MF-1 ･2)検出された。平面形はMF-1が不整の円形で、

MF-2はほぼ楕円形である。いずれもよく焼けており、焼土下部は漸移的である。焼土及び周辺か

らは炭化物が検出された。

遺物

Ⅳ群土器39点、石槍1点、石錐1点、つまみ付きナイフ2点、スクレイパー1点、Rフレイク1点、

Uフレイク1点、 フレイク24点、石斧等1点、砥石17点、たたき石1点、石皿・台石1点、礫10点

の計100点出土している。平面分布は全体に散漫に広がっている。層位は盛土2層出土がほとんどで、

フレイク1点と礫1点が盛土1層から出土している。

1は石錐で先端部は摩滅し、機能部側縁は潰れる。 2 ． 3はつまみ付きナイフで、 3は先端部が細

く加工される。 4はラウンドスクレイパーで、 1～4は黒曜石製である。 5は粘板岩静の石斧6は
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-b_46

JF－1

Ｂ
’A12.1m

~再〒零重､声、

ｊＯ４ノー

肺
し
』

O

JF－1の土層

l 極暗褐色士(7.5YR2/3) ( ''1>焼土粒子)

2 明褐色士（7.5YR5/6）

よく焼けた焼土

０
１

1m

-F‐('/40）

図III-136 JF-1平面図と土層

凝灰岩製のたたき石で炭化物が付着する。

時期盛土出土の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 (広田）

Ｉ
JM-10 (図Ⅲ-135)

位置H-33、 1-33， 34， 35， J-33， 34， 35

規模7．8×(3.66)/0.2m

調査

標高約10mの南緩斜面に所在する。 JH-4調査中に南側にW層主体の土層がみられたため盛土と

して取り扱った。

形態・土層

Ⅵ層を主体とする。 JH-4の南側に形成される。

遺物フレイク1点。

時期縄文時代後期前葉と考えられる。 JH-4の掘り揚げ土の可能性がある。 （愛場）

’

（4）焼土

JF-1 (図Ⅲ-136、図版1O4)

位置J-45

規模0.57×0.43/0.07m

調査

Ⅲ層の調査を行っていたところ、 J-45区付近で赤褐色の焼土を検出した。周辺の精査を行ったが

掘り込みなどは検出できなかった。周辺には北西側にJP-17、東側にJP-18がある。

形態

平面形は不整の楕円形である。比較的よく焼けている焼土で、下部の焼け方はやや漸移的である。

時期検出層位及び周辺包含層の出土の遺物から縄文時代と考えられる。 （広田）
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W包含層の遺物

第Ⅳ章包含層の遺物

1 土器（図IV-1～3，図版10-2 ･ 3， 11)

今年度の調査では包含層から土器が1,604点出土している。内訳はVI1群土器725点、 Ⅵ群土器54点、

Ⅳ群土器825点である。 VI群・Ⅵ群土器は主に11層から、 Ⅳ群土器は主にⅢ層から出土している。

Ⅶ群土器は擦文土器で、器種はいずれも深鉢である。時期は全て擦文時代後期後半で、今回検出し

た擦文時代の遺構と同時期と考えられる。平面分布は擦文時代の遺構の分布とほぼ重なる。包含層出

土のVII群土器は全体的に小片が多く、 まとまった出土状況はあまり検出されなかったが、 1-36区近

辺からややまとまって出土した(図IV-1-1)。ただし、土器片の大部分はl層出土である。 1-43，

M-46区周辺でもややまとまって出土したが、土器は小片である。 VI群土器は続縄文時代の土器で、

台地平坦部と斜面から少量出土している。今回の調査では続縄文時代の遺構は検出していない。 Ⅳ群

土器は縄文時代後期前葉の土器群で、今回検出した縄文時代の遺構と同時期と考えられる。平面分布

は縄文時代の遣構の分布とほぼ重なる。 1-43区のⅢ層中からややまとまって出土した（図Ⅳ－2－

1）。他にはJM-2 ． 3周辺でややまとまって出土している。

l～14はⅦ群土器。 lは復元土器で、包含層出土のもので唯一復元できた。 口縁部はやや外反し、

胴部～底部にかけて大きくすぼまる器形で、底部はやや張り出す。 口縁部～胴上半部の文様帯は上端

2段、下端1段の横位の列点により区画される。文様帯内には3本単位の斜位の沈線により山形文様

が描き出され、下部には3本単位の横位の沈線が施される。文様内には円形の押圧が加えられる。 2

は口縁～胴上半部である。 口縁部はやや外反し、胴部は緩やかに屈曲する。文様帯上端は2段の短刻

線が羽状に施され、下端は3～4本単位の横位の沈線で区画される。文様帯内は斜位の沈線により山

形の文様が描き出される。 3～6は口縁部。 3は2段の短刻線が羽状に施される。 4は太い沈線が横

走し、その下には2段の刺突列と縦位の沈線が施される。 5 ． 6は無文である。 7～13は胴部で、 い

ずれも沈線が施されている。 6 ． 8 ． 9は同一個体で、 口縁端がわずかに内湾し、胴部には縦位の沈

線と斜位の沈線で文様が描かれ、下位には横走沈線が施される。 7はハケ目をわずかに残す。 10は縦

位の沈線を地とし斜位の沈線が加えられている。下位には4～6本単位の横走沈線が施される。 11は

上部に短刻線が施され、下部に縦位と斜位の沈線が施文される。 12･ 13はH-29出土の土器（図Ⅲ－

44-1 ･ 2) と同一個体である。斜格子状に沈線が施され、沈線沿いには小さな列点が加えられる。

文様帯下端は2～3本単位の横走沈線で区画される。 14は底部。小形で、外面は丁寧な縦位のミガキ

で調整される。

15～17はⅥ群土器の深鉢である。 15は下田の沢I式土器でH-23出土のもの（図Ⅲ－20-1) と同

一個体である。 16は興津式土器である。 口縁部端の内外面に縄の押圧が加えられ、 口縁部には突瘤文

が施文される。外面には縦位と横位の縄線文が施文され、 口唇部と縄線文間には細く深い刺突が施さ

れる。 17は胴部でRLの斜縄文がやや粗く施される。

18～21はIV群土器で水筒式土器である｡18は口縁～胴部で下部は二次焼成のため､脆くなっている。

口縁部に幅の狭い肥厚帯をめぐらし、その上に突起が配される。肥厚帯直下には浅い円形刺突が横環

する。地文はRLの斜縄文で肥厚帯上には縦位の沈線が施される。 19は口縁～胴部で地文はRLの斜

縄文である。 口唇部と口縁内面上部にもRLの斜縄文が施される。 口縁部には細く深い円形刺突が横

環する。胎土は繊維と砂粒を含む。 20は口縁部で、 口唇部、肥厚帯上、 口縁内面上部にRLの斜縄文
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Ⅳ包含層の遺物

が施される。肥厚帯には横位の押引文が加えられ､肥厚帯直下には円形刺突がみられる。21は底部で、

外面には縦位の浅い沈線が施される。焼成はやや不良である。 181は水筒Ⅱ式トコロ6類、 20は水筒

11式トコロ5類である。 （広田）

2 石器等（図Ⅳ－4～7，図版121～122)

石器は18,885点出土した。遺構出土が14,810点、包含層出土が4,072点である。そのうち礫が遺構、

包含層合せて10,328点、 フレイクが7,710点である。

擦文時代の石器として確実なものは竪穴から出土した棒状礫、袖石などと、砥石の一部である。ま

た続縄文初頭にみられるナイフ状石器が1点出土している。それ以外は縄文時代後期初頭の石器で、

石鑛石槍、石錐、 スクレイパー、石鋸、砥石が目立って出土している。

剥片石器については石質の記載のないものはすべて黒曜石製である。

石嫉（1～3）

遣構から25点、包含層から20点出土している。破片以外ほぼ図示した。 4cm未満で薄いものを石鑛

とし、 4cm以上を石槍とした。有茎のものが多い。

1 ･ 2は有茎、 3は無茎である。 1は下部が尖端部となる可能性がある。

石槍（4～15)

遺構から29点、包含層から15点出土している。両面加工で尖端部が作出され、 4c111以上のものを石

槍としている。

4～6はひし形を呈する。 7～13は「かえし」がある、 いわゆる石鈷状のもの。 14･ 15は8cmを超

える比較的大型のものである。

ナイフ状石器(16)

続縄文初頭にみられるような柄をもつナイフ状石器が1点出土している。

石錐(17･ 18)

遺構から8点、包含層から2点出土している。遺構では小型のメノウ製錐がJM4･ 5で出土し

た。メノウの角柱状フレイクや原石、 フレイクチップがJH-2･ 7･JM-4･ 5･6･JP-15で

まとまってみられた。

17は機能部の他、下から発程の側縁、稜線に摩滅がみられる。

つまみ付きナイフ(19～24)

遺構から16点、包含層から4点出土している。中央に稜をもつ縦長剥片を素材とし、つまみ部「ノ

ッチ」が不明瞭のものが多い。

20は頁岩製である。

スクレイパー（25～32）

遺構から46点、包含層から15点出土している。縦長剥片の側縁に簡易な加工が施されるもの、内湾

する刃部をもつもの、急角度のラウンドする刃部をもつものが特徴的にみられる。

25～27･31 ･32は側縁に刃部をもつ。 28～30はラウンドスクレイパー。 29は明確な刃部はない。

31 ･ 32は縦長の石刃状の素材が利用される。 V層出土で、縄文時代早期のものと考えられる。

砥石（33～38）

遺構から141点、包含層から19点出土している。遺構からは四面砥石が数点出土している。板状の

砂岩、泥岩製の砥石が多い。
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33 ． 34． 36は泥岩製で、 33は熱を受け、煤が付着する。 36は正面、側縁に非常に平滑なすり面があ

り、擦文時代以降の遺物の可能性がある。 37は砂岩製で、 7点の破片が接合している。 38は凝灰角礫

岩製で、 3カ所に溝状のすり痕がみられる。溝の|幅は8mm程である。

石鋸

包含層からは破片2点のみで図示していない。遺構からの出土が顕著で、焼失住居であるJH-1

･ 2 ･ 10、盛土においてみられる。板状の砂岩が主に利用され、厚さは0.6～lOI11m程で、側縁のほか

片面平坦部にまで、すり痕を残すものが多い。

台石(39）

台石・石皿は遺構から215点、包含層から3点出土している。遺構では砂岩製石皿の破片により数

が増えている。

39は黄褐色と緑色が混じる色調で、表面は固い。石質は不明である。

土製品(40)

石製品は有孔礫が擦文時代の竪穴から4点、包含層から1点出土している。土製品は包含層から土

製の耳飾りが1点のみ出土している。

40は土製耳飾りで、爪あとがみられ、胎土は均質できめ細かい○北筒式土器の胎土とは異なり、 こ

の時期のものではない可能性が高い。

ク7ク
ーユー



V 自然科学的分析等

第V章自然科学的分析等

1 放射性炭素年代測定結果 （株） 地球科学研究所

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

メ”…‘” 14C年代″measuredradiocarbonage"

試料の14C/12C比から､単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。

半減期はリビーの5568年を用いた。

補正14C年代"Conventional radiocarbonage"

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の 13C値を-25(%｡)に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

”7幸C…
ん”

""c"W 試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%｡）

で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13C/12C)[標準1× 1000613C(%o)=
( 13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

庇年缶 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により､暦年代を

算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定､サンゴのU-Th年代と

14C年代の比較により、補I曲線を作成し､暦年代を算出する。最新のデータベース（

''INTCAL98RadiocarbonAgeCalibration'' Stuiver etal,1998,Radiocarbon40(3))

により約19000yBPまでの換算が可能となった｡＊

*但し、 10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので､補正前のデータの保管を推奨します。

′'Thecalendarcal ibrationswerecalculatedusingthenewestcalibrationdataaspublishedinRadiocarbon,Vol.40,
No. 3, 1998usingthecubicsplinefitmathematicsaspublishedbyTalmaandVogel,Radiocarbon,Vol. 35,No.2, pg
317-322, 1993:ASimplinedApproachtoCalibratingC14Dates・ ResultsarereportedbothascaIBCandcalBP.
NotethatcalibrationforsamplesbeyondaboutlO,000yearsisstil lverysubjective・ Thecal ibrationdatabeyond

aboutl3,000yearsisa''bestfit''compilationofmodeleddataand,althoughan improvementontheaccuracyofthe
radiocarbondate, shouldbeconsidered illustrative. It isverylikelythatcal ibrationdatabeyondlO,000yearswill
changeinthefuture. Becauseofthis, itisveryimportanttoquotetheoriginalBPdatesandthesereferences in
yourpublicationssothatfuturerefinementscanbeappl iedtoyourresults,'′

~

＝

測定方法 AMS : 加速器質量分析

Radiometric r 液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

処理･調製･その他 ： 試料の前処理､調製などの情報

前処理 acid-alkali-acid :酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes : 酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

none ：未処理

調製、その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCol lagenExtraction : 骨、歯などのコラーゲン抽出

Cel luloseExtraction : 木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting : Radiometricによる測定の際､測定時間を延長する

分析機関 BETAANALYTICINC、

4985SW74Court,Miami ,FI , U.S.A33155
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表3放射性炭素年代測定試料一覧

測定法 採取遺構 採取位置試料番号 試料種類 亘丘(9) 備 考 較正暦年代(95%）補正Cl4年代C14年代

炭化物(材） 竪穴住居カマド･炉内出土 フローテーション試料HNO2－1 AMS H－19 1 －2 1030-1250A,890+/－40 880+/－40

竪穴住居床面炉内出土炭化物(材） フローテーション試料H-20HNO2-2 AMS 0.9 950+/－40 930+/－40 1020-1200A，

竪穴住居カマド･炉内出土炭化物(材） フローテーション試料HNO2－3 AMS 1030-1230A，H－21 1 .2 900+/－40940+/-40

炭化物(材） 竪穴住居床面炉内出土 フローテーション試料HNO2－4 AMS H－22 0.8 1030+/－40 1010+/=40 980－1050．1100－1140A，

炭化物(材） 竪穴住居床面炉内出土 フローテーション試料HNO2－5 AMS H－23 1020-1210A，0.6 910+/-40 920+/－40

竪穴住居カマド･炉内出土炭化物(材） フローテーション試料HNO2－6 AMS H－24 1 .2 1010－1 180A，960+/－40 950+/-40

炭化物(材） 竪穴住居カマド･炉内出土 フローテーション試料HNO2－7 AMS H－25 900+/－40 1030-1230A，1 .1 930+/－40

炭化物(材） 竪穴住居カマド･炉内出土 フローテーション試料H-26HNO2－8 AMS 950+/－40 1010－1180A，1 .1 950+/－40

炭化物(材） 竪穴住居カマド･炉内出土 フローテーション試料HNO2－9 AMS H－27 1030-1240A､0.8 900+/－40 890+/－40

炭化物(材） 竪穴住居床面炉内出土 フローテーション試料HNO2－10 AMS H－28 0.6 1030-1250A，870+/－40 880+/-40

炭化物(材） 竪穴住居床面炉内出土 フローテーション試料HNO2－1 1 AMS H－29 0.8 960+/-40 950+/-40 1010－1180A，

炭化物(材） 竪穴住居床面炉内出土 フローテーション試料HNO2－12 AMS H-30 0.5 3760+/－40 3720+/－40 2210-201OBC

炭化物(材） 竪穴住居床面炉内出土 フローテーション試料AMS H－31HNO2－13 0.4 930+/-40 920+/－40 102缶1210A，

炭化物(材） 竪穴住居(焼失)床而州十AMSHNO2－14 JH－1 2340-213OBC1 .1 3800+/－40 3800+/-40

炭化物(材） 竪穴住居(焼失)床両州十HNO2－15 AMS JH－2 3840+/-40 2340-213OBC1.1 3800+/－40

炭化物(材） 竪穴住居(焼失)床面鵬十HNO2－16 AMS JH－4 0．6 3870+/-40 3860+/-40 2340-213OBC

竪穴住居床而淵十炭化物(材）HNO2－17 AMS JH－8 0.7 3850+/－40 2460-220OBC3830+/－40

炭化物(材） 癖士底面出十HNO2－18 AMS JM－3 1 .0 3830+/－40 2330-221OBC3800+/-40

盛士底面州十炭化物(材）HNO2－19 AMS JM－5 2210－201OBC1 .1 3720+/-40 3720+/－40

癖士底而H1十炭化物(材）HNO2－20 AMS JM－6 2330~2130,2080-206OBC1 .0 3840+/－40 3790+/－40

~~ 忠弘… “

C14年代測定結果 財団法人北海道埋蔵文化財センター様 No.1092
~~~~~

試料データ C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

613C(permil) 補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)

Beta- 174495 890+40~ -25.4 880＋40~

試料名( 21701) HNO2-l

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~ ~~~~~ ~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~ ~~ ~~~

Beta- 174496 950＋40~ －26．4 930＋40~

試料名( 21702) HNO2-2

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~~ ~ ~ ~

Beta- 174497 940＋40~ -27.2 900+40~

試料名( 21703) HNO2-3

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~ ~~~
~ ~~~

年代値はRCYBP(1950A.D.を0年とする)で表記｡モダンリファレンススタンダードは国際的な慣例としてNBSOxal icAcidの

C14濃度の95%を使用し、半減期はリビーの5568年を使用した。エラーは1シグマ(68%確率)である。

(株)地球科学研究所 〒468名古屋市天白区植田本町1-608TELO52-802-0703
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~~ ~~~~~~

補正C14年代(yBP)

(ConventionaIC14age)

試料データ C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

613C(permil)

~~

Beta- 174498 －26．2 1010±401030+40~

試料名( 21704) HNO2-4

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid
｜

’ ~

920±40Beta- 174499 910+40~ －24．4

試料名( 21705) HNO2-5

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 174500 960+40
一

－25．9 950+40~

試料名( 21706) HNO2-6

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 174501 930＋40~ -27.0 900＋40~

試料名( 21707) HNO2-7

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~~~ ~ ~~~~~~~~~~ ~~~ ~ ~ ~~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~~~~~~ ~~~~~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~~ ~ ~~~ ~ ~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~－25．3

~~~ ~~~~~~
~~~ ~ ~ ~~ ~ ~~

950＋40~Beta- 174502 950＋40~

試料名( 21708) I-{NO2-8

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial aci(1/alkali/acid

~~~~~Beta-

~ ~~ ~~~

174503 900+40~ 890r40-25.6

試料名( 21709) HNO2-9

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~

~~~~~~~ ~~~~~~~ ~~~~ ~~~

年代値はRCYBP(1950A.D･を0年とする)で表記｡モダンリファレンススタンダードは国際的な慣例としてNBSOxal icAcidの

C14濃度の95%を使用し､半減期はリビーの5568年を使用した｡エラーは1シグマ(68%確率)である。

(株)地球科学研究所 〒468名古屋市天白区植田本町1-608TELO52-802-0703
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~~~

~~~~~~~~~~~ ~~~~~~ ~~ ~ ~~~~ ~~~~~ ~~613C(permil)

~

補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)

C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

試料データ

~~~~~~~~

Beta- 174504 870＋40
－

880+40~－24．4

試料名( 21710) HNO2-10

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 174505 960+40
－

950+40~-25.4

試料名( 21711) HNO2-11

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 174506 3760＋40~ -27.7 3720 ＋40~

試料名( 21712) HNO2-12

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~

Beta- 174507 930+40~ 920＋40~-25.6

試料名( 21713)

測定方法､期間

試料種､前処理など

HNO2-13

AMS-Standard

charredmaterial acid/alkali/acid

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~ ~~~~~ ~ ~ ~ ~~~~~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~~ ~~ ~~~~~~~~~ ~ ~~~~~~~~~~~~ ~ ~~~~

Beta- 174508 3800＋40~ 3800 +40~－25．3

試料名( 21714) HNO2-14

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~~~ ~ ~~~

Beta- 174509 3840+40~ -27.2 3800＋40~

試料名( 21715)

測定方法､期間

試料種､前処理など

HNO2-15

AMS-Standard

charredmaterial acid/alkali/acid

~~~ ~~ ~ ~~~ ~~ ~

年代値はRCYBP(1950A.D･を0年とする)で表記｡モダンリファレンススタンダードは国際的な慣例としてNBSOxal icAcidの

C14濃度の95%を使用し､半減期はリビーの5568年を使用した｡エラーは1シグマ(68%確率)である。

(株)地球科学研究所 〒468名古屋市天白区植田本町1-608TELO52-802-0703
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補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)

613C(permil)C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

試料データ

Beta- 174510 3870+40
■■■■■

-25.8 3860＋40~

試料名( 21716) HNO2-16

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 174511 3850＋40~ -26.1 3830+40~

試料名( 21717) HNO2-17

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 174512 3830＋40~ -27.0 3800 +40~

試料名( 21718) HNO2-18

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

Beta- 174513 3720＋40~ －25．0 3720＋40~

試料名( 21719) HNO2-19

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~~~~~~~ ~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~ ~ ~~~~ ~~~

~~~~~~~~~ ~~~ ~－28．3

~~~

3790＋40~Beta- 174514 3840＋40~

試料名( 21720) HNO2-20

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

~ ~ ~~~~ ~~~~ ~~~~ ~~ ~~~ ~ ~ ~~ ~~

~~~

年代値はRCYBP(1950A.D･を0年とする)で表記｡モダンリファレンススタンダードは国際的な慣例としてNBSOxal icAcidの

C14濃度の95%を使用し､半減期はリビーの5568年を使用した｡エラーは1シグマ(68%確率)である。

(株)地球科学研究所 〒468名古屋市天白区植田本町1-608TELO52-802-0703
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2 竪穴住居祉から出土した炭化材の樹種同定

三野紀雄（北海道浅井学園大学）

昨年に引き続いて、根室市穂香竪穴群の縄文文化中期後葉から後期前葉の竪穴住居吐及び盛土遺構

から出土した住居材料について樹種の同定を行った。

1 ．試料

試料は縄文時代の焼失家屋である第1住居吐、第2住居靴、第10住居吐から出土した住居の炭化し

た建造材料、 さらに盛土遺構のそれぞれから出土した炭化した木材である。樹種同定を行った試料点

数はJH-1住居吐が72点、 JH 2住居吐が102点、 JH-10住居吐が11点、盛土JM-3からの2点、

同JM-5からの36点、 同JM 6からの10点である。なお、それぞれ1本の炭化木材から一片の木

片を採取し検鏡試料としている。

2．方法

充分に乾燥した試料を3片に分割し、それぞれ木口面板目面、柾目面を安全剃刀で調整し、試料

台にドータイトD-550で接着し、オート・ファイン・コーダー(JEOL JFC-1600)で金をコー

テイングした後に、走査電子顕微鏡(JEOL JSM-5400)を用い加速電圧15Ccの下で木材組織を観

察し樹種同定を行った。樹種同定にあたっては記載文献と現世の木材組織標本を参照した‘) 2) 3) 4） 0

3．樹種同定の結果

各竪穴住居吐及び盛土から出土した炭化木材の樹種同定結果を第1表に、 またそれぞれの住居吐、

盛土における炭化木材の樹種構成については第2表に示している。 JH-1住居吐の炭化材72点のう

ちハンノキ属が17点、 クルミ属がl1点、ヤナギ属が8点、 トネリコ属とコナラ属コナラ亜属コナラ節

がそれぞれ3点、 カバノキ属が2点、樹種不明が28点、 JH-2住居吐の102点のうちトネリコ属とコ

ナラ節がともに19点、ハンノキ属14点、ヤナギ属が10点、ニレ属が4点、 クルミ属が3点、樹種不明

が31点、 JH-10住居吐の11点のうちクルミ属が6点、 コナラ節とニレ属がともに1点、樹種不明が

3点である。

また、盛土JM-3の2点の炭化材はともにコナラ節、同JM-5の36点のうちコナラ節が12点、

トネリコ属がl1点、 シナノキ属が4点、ハンノキ属が2点、ヤナギ属、 クルミ属、ニレ属カバノキ

属がそれぞれ1点、樹種不明が3点、 同JM-6の10点のうちカエデ属が3点、 トネリコ属が2点、

樹種不明が5点である。

<樹種の特徴〉

ヤナギ属Sα/fxSp. :散孔材、導管は小型で散在状に分布する。年輪の最内部に導管が断続的にあ

るいはかなり長く円弧状に連なって配列している。導管の形は円形からやや多角形、単穿孔。放

射組織は単列で異性。

ハンノキ属A/"Ms sp. :散孔材、導管はほぼ平等に分布する、 2～3個が半径方向に連なって放

射複合環孔を呈する。導管は階段穿孔、小型で円形の対列壁孔が見られる。放射組織は同性で単

列、 また集合放射組織がみられる。今回の検鏡試料は小さいために、集合放射組織があるものと

ないものとがみられる。

！
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トネリコ属Fnxi""s sp. :環孔材、孔圏内の導管の配列は1ないし多列、孔圏外では疎らに散在

し2個融合することが多い、導管は単穿孔、射出線は同性で、 1ないし2列あるいは3列。

クルミ属ノ"g/α"s Sp. :放射孔材、導管はやや大形で放射方向に配列し2ないし3個集合する、

導管の大きさは春材から夏材へと緩やかに減じる、導管は単穿孔、射出線はlないし2ないし3

列。

コナラ属コナラ亜属コナラ節Q""c" sp. :環孔材、孔圏部の幅が広く1ないし数列、孔圏外で

急に導管の大きさを減じる、孔圏部の大導管は円形あるいは楕円形で大体単独。孔圏外の小導管

は単独あるいは2～3個集まって半径方向に火炎状に配列する。大導管、小導管ともに単穿孔。

放射組織は同性、単列、 また典型的な広放射組織をもつ。

カバノキ属B""/" Sp. :散孔材、導管は数個集合し放射方向に配列する、導管は階段穿孔、射出

線は同性、 1列ないし2列ないし3列。

シナノキ属Ti"α sp. :散孔材、導管は放射方向に2ないし数個集合し複合管孔を呈する、導管の

大きさは春材から夏材へとゆっくり減じる、導管は単穿孔、導管壁に傾斜角のゆるい螺旋肥厚が

見られる。放射組織は同性で、細胞列は1列から3～4列。

ニレ属U//""s sp. :環孔材、孔圏部の幅が広く1ないし2ないし3列、孔圏外で急に導管の大き

さを減じる、孔圏部の大導管は円形あるいは楕円形で、単独。孔圏外の小導管は複数集まって接

線状に配列する。道管は単穿孔、小導管には螺旋肥厚がある。放射組織は同性、単列あるいは多

列。

カエデ属AcE/･ sp. :散孔材、導管は2個あるいは3個集合し放射方向に配列し、その大きさは春

材から夏材へ向かって緩やに減じる。導管は単穿孔で細い螺旋肥厚をもつ。射出線は同性で1列

ないし多列。

4．考察

北海道の縄文文化における竪穴住居の建造に用いられる樹木の違いを地域的にみると、次のとおり

大きく4地域に区分される。主としてクリ材を用いる渡島半島東部地域、 トネリコ属材を用いる日本

海沿岸地域、 コナラ属コナラ亜属コナラ節材を用いる太平洋沿岸地域、針葉樹材あるいはコナラ節材

を用いるオホーツク海沿岸地域である5) 6) 7)。

穂香竪穴群の縄文文化に属する竪穴住居では､住居の建造にはヤナギ属やハンノキ属トネリコ属

ニレ属など河畔や河畔沿いのやや湿った沖積地に生育する樹木と、クルミ属､カエデ属カバノキ属

シナノキ属、 コナラ節などといった段丘斜面や段丘上に生育する樹木とが混用されている。 JH-2

住居ではハンノキ属、 トネリコ属コナラ節の樹木が、 またJH-1及ではハンノキ属が、 JH-10住

居ではクルミ属の樹木がそれぞれ多用されている。使用される樹種の差異は竪穴住居の建造場所や建

造時期の違いによって生じであろうと予想される。 しかし、本遺跡では竪穴住居吐が建造された時期

の前後の関係が明らかでないこと、 またそれらが段丘上に近接して建造されていることなどから、何

によって使用樹木の種類に差異が生じたのかは判然としない。ただ、本遺跡の縄文文化のJH 2住

居と擦文文化のH-10住居ではともにハンノキ属とコナラ節が多用され8)､それらの樹木に加えてJH

－2住居ではさらにトネリコ属が、H 10住居ではモミ属の樹木が加わる。 これらのことは、河畔の

適潤林や段丘斜面や段丘上の二次林的要素をもつ林には変化のみられなかったことを示しているのか

もしれない。ただ、使い勝手のよいトネリコ属の樹木がしだいに減少したことと、縄文文化中期以降

の気候の冷涼化にともなってトドマツの分布域が拡大したことを示しているのかもしれない。
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盛土からは、 JM-3とJM-5ではトネリコ属とコナラ節の、 またJM-6ではトネリコ属とカエ

デ属の樹木の炭化材が多数検出されるが、盛土と住居吐との関係や盛土の新旧関係が明らかではない

ため、それらの使用樹種がもつ意味についても同様に不明である。

謝辞

本遺跡の出土木質遺物の樹種同定の機会を与えてくださった北海道埋蔵文化財センター第1調査部

第3調査課の皆様に感謝申し上げます。 また、炭化木材の樹種同定にあたって、検鏡試料の作成のお
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表5 JH-1出土の炭化木材の樹種同定結果
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V 自然科学的分析等

表6 JH-2の炭化木材の樹種同定結果
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V 自然科学的分析等

表7 JM-3の炭化木材の樹種同定結果

樹 種 樹 種No No

コナラ節O"どﾉ℃“sp~ 冬~ コナラ節O"erc"m sp~ワ
今1

表8 JM-5の炭化木材の樹種同定結果

樹 種 樹 種No 肌

~

~

~

~

~

~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~~~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~

ｌ

ｊ

ｌ

Ｆ

’

一

・

一

一

・

一

一

，

八

一

ｎ

ｒ

－

ｎ

Ｆ

ｌ

匡

上

｜

ｐ

一

一

一

丁

ｌ

’

｜

Ｓ

Ｓ

ｌ

ム

月

一

Ｓ

一

一

。

｝

・

ｌ

－

Ｓ

－

叩
一
哩
叩
一
ｐ
一
岻
一
叩
一
叩
一
一
ｐ
一
一
↑

一

岻

一

ｐ

一

些

岬

一

岬

一

・

岬

一

・

恥

一

癖

申

一

Ｌ

・

凹

如

一

・

一

〃

一

Ｓ

｜

州
一
恥
一
跡
一
恥
一
吋
一
血
鋤
一
理
岬
一
吋
一
恥
一
恥
一
州
一
迦
迦
恥
忘
一
轆

一

″

一

Ｑ

’

Ｑ

一

致

一

唖

一

Ｑ

－

－

Ｌ

ｌ

Ｊ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｊ

ｌ

｜

－

た

節
一
堀
一
掘
一
福
一
遍
一
幅
一
節
一
属
一
キ
一
一
属
剛
一
掘
一
福
一
節
一
握
一
握
一
堀
一
堀
細

ラ
ー
リ
ー
ノ
ー
ノ
ー
リ
ー
ノ
ラ
ー
ギ
ー
ノ
ー
属
一
リ
ー
ノ
ー
ラ
ー
ノ
ー
ノ
ー
リ
ー
リ
ー
微

ナ
ー
ネ
ー
バ
ー
ナ
ー
ネ
ー
ナ
ー
ナ
ー
ナ
ー
ナ
ー
レ
ー
ネ
ー
ナ
ー
ナ
ー
ン
ー
ン
ー
ネ
ー
ネ
一
料

コ
ー
ト
ー
カ
ー
シ
ー
ト
ー
シ
ヨ
ー
ヤ
ー
シ
ー
ニ
ー
ト
ー
シ
ー
コ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ト
ー
ト
ー
試

トネリコ属Fmx"1"s sp

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

岨
一
別
一
創
一
犯
羽
一
型
一
路
一
恥
一
”
一
羽
一
羽
一
釦
一
別
一
犯
一
認
一
弘
王
空
鏥

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

1

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
一

、

上

．

｜

，

｜

・

一

Ｓ

聖

聖

聖

聖

岻
－

１

砥
一
Ｊ
一
畑
一
噸
一
・
抑

忙
一
皿
一
施
一
忙
一
畑

哩

型

墜

哩

Ｆ

Ｑ
一
九
一
Ｑ
－
Ｑ
一

節

一

属

節

一

節

一

遍

一
フ
ー
ミ
言
う
言
う
一
川
ダ

ナ

ー

ル

ナ

ー

ナ

ー

ネ

コ
ー
ク
ー
コ
ー
コ
一
、
卜

2

3

1

頁
U

戸

、

~~~~~
~
~~■一●Ｇ
~Ｄ４ｌＤ上Ｄ４

Ｓ

－

Ｓ

Ｓ

~~

Ｊ

ｌ

Ｓ

ｌ

３

〃

一

以

一

Ⅸ

℃

一

℃

一

℃

〃

一

ｊ

一

ｊ

舵

一

膨

一

肥

Ⅲ

一

Ｊ

一

Ｌ

Ｑ

ｌ

Ｑ

－

Ｑ

~~~~~~

節

一

節

一

節

一
フ
彗
フ
茸
フ

ナ

ー

ナ

ー

ナ

コ

一

コ

一

コ

７

8

9

~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~~~
~
~
~~~~

早

~

~

~

~

一
①
｜
●
一
一
●

~~~~~~~~~~~

・
一
能
一
．
迦
遥
聖
聖
・
一
叩

岬
一
簿
一
坪
一
々
岬
一
軒
一
・
皿
、
岬
一
岬
・
恥

Ｊ

哩
轆
輌
扉
一
轆
一
恥
一
恥
輌
一
吋

２

た

－

２

－

迄

－

２

－
の
一

節
一
細
一
節
一
輻
一
細
一
輻
一
輻
一
節
口
掘

ラ
ー
微
一
ラ
ー
リ
ー
微
リ
ー
リ
ー
ラ
ー
リ

ナ
ー
料
一
ナ
ー
ネ
ー
料
一
ネ
ー
ネ
ー
ナ
ー
ネ

コ
ー
試
一
コ
ー
ト
一
試
一
卜
一
ト
ー
ヨ
ト

1O

11

12

13

14

1巨
人』

16

17

18

表9 JM-6の炭化木材の樹種同定結果

樹 種 No 樹 種NO

一

聖

一

能

一

生

一

一

不

一
．
型
ｐ
一
旦
鏡

一
迦
埜
垂
蛎

州
巨
輻
一
融
一
嘩
一
錘

樹
一
リ
ー
デ
ー
デ
ー
微

葉
一
ネ
王
王
一
料

厘
ト
ー
カ
ー
カ
ー
試

６
７
－
８
－
９

｜

ｊ

－

－

ｊ

－

－
じ
一
一
じ
一

一
廻
叩
一
廻
能

ｒ

－

Ｓ

１

－

不

込
料
励
一
料
一
鏡

Ｓ
一
試
一
鰹
試
一
検

竺
く
一
泣
く
一
め

蹄
一
州
一
掘
一
軸
一
桝

デ
ー
樹
一
リ
周
一
微

工
一
葉
一
ネ
ー
葉
一
料

カ
ー
広
一
ト
ー
広
一
試

1

２
~ ~ ~ ~

6､

｡
~~~~

1

5 10

表10炭化木材の樹種構成

く第1住居吐JI-I-1>

ヤナギ属 クルミ属 コナラ節 ニレ属
三J

両’ハンノキ属 トネリコ属 カバノキ属 不明

8

~11． 1％

ワ｡

イム

％

３

２
－

１

一

％

８
｛
９

２

~
８３

17

~~~~~~~~23．6％

3

~~~~~~1. 2％
一

％

’
’
３

１

｜

“

－

５

’

１

一

％

２
’
８

－

２

＜第2住居吐JH 2>

~ざ
ヤナギ属 クルミ属 コナラ節ﾉ、ンノキ属 トネリコ属

｜

％

４
’
７

１

－

．

－

３

－

１

一

％

４

９
~
~
３

一

％

加
－
８~~－９

19

~~~~~~~186％

19

~~~~~~~18.6％
一

％

皿
一
Ｍ

－

３I 3． 0％

＜第10住居牡 .IH-10>

I 口
ヤナギ属 コナラ節

三上

同’'、ンノキ属 トネリコ属 クルミ属 ニレ属 カバノキ属 不明

6

~~~~~~~54-5％

l

~~~~~~9. 1％

l

~~~~9- 1％
一

％

３
’
３
~
~

－

７

’

２

11
~~ ~ ~~~~ ~

＜第3盛土JM-3>

~
ヤナギ属 コナラ節ハンノキ属 トネリコ属 クルミ属 ニレ属 カバノキ属 計

’
？ 2

一
％

－
１

｜
Ⅸ

’
１

~~ ~ ~

＜第5盛土JM-5>

を を ’
ヤナギ属 コナラ節 計トネリコ属 ニレ属ハンノキ属 クルミ属 カバノキ属 シナノキl," 不明

量 一

％

２

３

１
一

＆
－

３

一

％

３
－
３

－

８

l

~~ ~~~2． 8％
一

％

１
－
８
~
~

－

２

□

６

’

９

４
ｌ
１

ｌ

ｌ

－

ｌ

36
｜

％

’
’
６

１
－

－

０

－

３

一

％

１
－
８

’

２

l

~~~~~~~2.8％
一

％

２
’
６

一

風

＜第6盛土JM-6>

1口 口 ~
ヤナギ属 コナラ節 カエデ属

二8
＝T

口Iニレ属 カバノキ属ハンノキ属 トネリコ属 クルミ属 不明

10
一

％

２
’
０
］

２

3

~~~~30％
一
％

、
－
０

－

５ ’

227

ニレ届 カバノキ属 不明
彗
口

1，，



穗香竪穴群

~嫁
/／

JM-5
十
pH一劃

~~~

~～、
～

～

、

〈
剛
ｊ
Ｊ
１
Ｉ

I↑51

軒4J

咽＄

J－蝿

⑪J一

／

1皿l P280 I89d

、
１
Ｗ

~ＩＬ~
~

２
４

３
－

1ｺ 14 艶羽ｵ4

九－40 L
pL-鯛49

ｊＯＯ２／

ｍ

（

ｕ

５

１

１

０

１

Ⅱ

／
/’

h_46 -h_47

ノ

ノ

１
１
１

H－19

＋、
'－46

2m

(1／60）

5 JM-5炭化材出土状況図①図V

228



V 自然科学的分析等

ーー－－
－－

－
－

~獄－－邑白～、～､－－
－．
－

、 ~／、

、、 〉4
－，－． ~′
、、い〃

、

、
、
、
、
、

、
、

、

JM-5

+i_49_L
II－48

k～
綴

綴

鋪
荊
″
，
坊
ｊ

へ

、

縄

．

函

－
２
需
吻
‐
〃
Ｕ
野

〃

Ｄ
、

b

必

１

Ｆ

２

Ｍ

○

聯

Ｅ

〃

〃

餌

〃

０
必

ｎ

ｍ

″

″

一

５

、

凸
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
ｑ
ｍ
＆
回

遡

”

０

、

、

″

〃

″

″

、

Ｉ

Ⅱ

ｕ

色

瓜

、

油

例

川

レ

タ

-b－48

’
○

ボ明‘
／

○

ｌ

Ｊ

Ｉ

ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

Ｉ

ｌ

１

１

１

１

リ

（
r'

－1<－49JR_48

／
／

ノ
ノ'ｲﾊ 〆

、

０９

〃
ヅ
、
《
。
合

一

や

争

廻

。

。

一

壱

。

い

ず

〆

３

ノ

？

、

／
／

／
／

〆
6

．参・ ．′
／

／

／
／

／

／

／
／

／

+[-49
2m0 …

lL－50
(1/60）

-虻_48

図V-6 JM-5炭化材出土状況図②

229



穂香竪穴群

木口面 板目面

ヤナギ属Sα"x". (JM-5、試料NO25)

ハンノキ属A/""". (JM-5、試料No32)

カバノキ属Be""α". (JM-5 試料No21)

写真図版1 炭化木材の組織（1）
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穂香竪穴群

木口面 板目面

カエデ属Acer". (JM-6、試料NO3)

クルミ属〃g/α"s". (JM-10、試料NO6)

シナノキ属7Y"αsp. (JM-5、試料No.30)

写真図版3 炭化木材の組織（3）
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V 自然科学的分析等

3 穗香竪穴群出土の黒曜石製石器の原材産地分析

藁科哲男（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている｣) 2) 3)。石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要があ

る。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の

組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、他

の露頭から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ1カ所の一致する露頭産

地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『遺物とある産地の原石組成が一

致する必要はあるが、他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、そこの産地のものと言

い切れない。従って、他の産地に一致しない証明も同時に必要である。一致しなかった産地との交流

がなかったと証明され、考古学資料として非常に有用と思われる』。考古学では、人工品の様式が一

致すると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様見えない様式として

土器青銅器ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致すると言うことは古代人が意識して

一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関

係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、 自然の法則で決定した

石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遣跡から近い、移動キャンプ地のルート上

に位置する、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は

中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させ

た石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間

に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その

石器原材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したこと

が、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなっ

たが、 B， C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。 B産地と一致しな

かった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と交流が

なかったと言い切れる。 ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地(A、 B、 C、

D……）の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、

石器がA産地の原石と決定することができる。 この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が

混乱し不可能であると思われる。また、 自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、

それぞれが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。

産地分析の結果の信頼性は何カ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した

産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに

大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、

微量成分を中心に元素分析を行ない、 これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成

を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の

元素組成の平均値分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合（マハラノビスの距

離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と

異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数

’
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の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。 この検定を全ての産地につい

て行い、 ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石はA産地では10個中に1個みられ、 B産地では1

万個中に1個、 C産地では100万個中に1個、 D産地では…1個と各産地毎に求められるような、客

観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用

いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遣物は根室市に位置する穂香

竪穴群遺跡出土の黒曜石製剥片20個で、産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、Mn， Fe、 Rb、 Sr、Y、 Zr、Nb

の12元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr， Fe/Zr、Rb/Zr、

Sr/Zr、Y/Zr、Nb/Zrの比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海

道、東北、北陸東関東、 中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰九州の各地に黒曜石の原

産地は分布する。調査を終えた原産地を図lに示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされてい

る。元素組成によってこれら原石を分類し表lに示す。 この原石群に原石産地は不明の遣物で作った

遺物群を加えると225個の原石群になる。 ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について

記述すると、 白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2k1nの採石場の赤石山の

露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、 また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。

赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群（旧白滝第1群）にまとまる。また、 あじさいの滝

の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、 あじさい群を作った（旧白滝第2

群)、 また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌

で区別できる。幌加沢よりの転礫の中で70%は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区

別できず、残りの30%は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林

道より採取された原石の元素組成は置戸・所山群にまとまり、 また同町の秋田林道で採取される原石

は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマッブ川一帯で採取される原石はケショマップ第1および

第2群に分類される。また、 白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および常呂川に通

じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した黒曜石円礫247

個の組成分類結果を表2に示し、 中ノ島、北見大橋間の常呂川から採取した37個の円礫の中には、独

特の組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表3に示した。十勝三股産原石は、北海

道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組

成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性

があり､十勝川から採取される黒曜石円礫の組成は､十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。

また、上士'|滉町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に

近似している。 これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 こ

の遺物の原石産地が十勝三股群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオ

ルベ川の複数の地点を考えなければならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域として

も、古代の地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町

にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍

の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜
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石の円礫が採集される。 これらを組成で分類すると88％は名寄第1群に、 また12%は名寄第2群にそ

れぞれなる。旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円

礫は、 20%が近文台第1群、 69%が近文台第2群11%が近文台第3群それぞれ分類され、台場の砂

礫採取場からは近文台諸群に一致するもの以外に、黒灰色系円礫も見られ、台場第1， 2群を作っ

た。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約79％が滝川群にま

とまり、 21%が近文台第2、 3群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別

川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円

礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第1群は滝川第1

群に組成が一致し､第2群も滝川第2群に一致しさらに近文台第2群にも一致する｡赤井川産原石は、

北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。 ここの原石には、少球

果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第1群を、 また、球果の非

常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を作った。 これら第1， 2群の元素組成は

非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から

産出し、組成によって豊泉第1， 2群の2群に区別され、豊泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒

曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。また、青森県

教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出来島群は青森県西津軽

郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組

成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市

の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同

町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石

で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作

られた戸門第2群である。戸門第1群成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群(旧浪岡群）

は赤井川産原石の第1， 2群と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒

曜石の産出量は非常に少なく、希に石鍼が作れる大きさがみられる程度であるが、麿森群は麿森山麓

の成田地区産出の黒曜石で中には5cm大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒

曜石についても原石群を作った。産地分析は、 日本、近隣国を含めた産地の合計225個の原石群と比

較し、必要条件と十分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影

響を受けやすいと考えられる。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 ま

た除かずに産地分析を行った場合、 いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量に

ついても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはや坐不確実さを

伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製の遣物は、 白っぽく表面が

風化しているために、 アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。今回分析し

た穗香竪穴群遺跡出土黒曜石製遺物の分析結果を表4に示した。石器の分析結果から石材産地を同定

するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするためRb/Zrのl変

量だけを考えると、表4の試料番号88214番の遺物ではRb/Zrの値は0.783で、所山群の［平均値］
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士 ［標準偏差値］は、 0.824±0.034である。遺物と原石群の差を標準偏差値(o)を基準にして考える

と遺物は原石群から1.2o離れている。 ところで所山群原産地から100個の原石を採ってきて分析する

と、平均値から士1.2oのずれより大きいものが23個ある。すなわち、 この遣物が、所山群の原石か

ら作られていたと仮定しても、 1. 2o以上離れる確率は23%であると言える。だから、所山群の平均

値から1.2oしか離れていないときには、 この遺物が所山群の原石から作られたものでないとは、到

底言い切れない。 ところがこの遺物を赤石山に比較すると、赤石山の平均値からの隔たりは、約9o

である。 これを確率の言葉で表現すると、赤石山の原石を採ってきて分析したとき、平均値から9o

以上離れている確率は、十億分の1であると言える。 このように、十億個に1個しかないような原石

をたまたま採取して、 この遣物が作られたとは考えられないから、 この遺物は、赤石山の原石から作

られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は所山群に23％

の確率で帰属され､信頼限界の0. 1%を満たしていることから所山産原石が使用されいると同定され、

さらに赤石山に1千万分の1%の低い確率で帰属され、信頼限界の0. 1%に満たないことから赤石山

の原石でないと同定される｣。遺物がlヵ所の産地（所山産地） と一致したからと言って、例え所山

群と赤石山の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、 さらに分析誤差

が大きくなる不定形（非破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、 同種岩石

の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（所山産地）に

一致し必要条件を満足したと言っても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断

を表lの225個すべての原石群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石

は使用していないとして消していくことにより、はじめて所山産地の石材のみが使用されていると判

定される。実際はRb/Zrといった唯1つの変量だけでなく、前述した8つの変量で取り扱うので変

量間の相関を考慮しなければならない。例えば、A原産地のA群でCa元素とRb元素との間に相関

がありCaの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物

であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、

もしRb量だけが少しずれている場合には、 この試料はA群に属していないと言わなければならな

い。 このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノ

ビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。 これによって、それぞれの群に帰属する

確率を求めて産地を同定する4) 5)。産地の同定結果は1個の遺物に対して、黒曜石製では225個の推

定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属さ

れた原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常

に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち所山産原石と判定された遺物

に対して、カムチヤッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産

の原石の可能性を考える必要がないという結果であり、 ここでは高い確率で同定された産地のみの結

果を表5に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cIn以上であるが、多数の試料を処理するため

に、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。 この

ため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキ

の範囲を越て大きくなる。 したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界と

している0. 1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）

の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値を記した。 この遺物については、記入され

たD2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原

石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほヌ間違いないと
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判断されたものである。今回分析した穂香竪穴群遺跡出士の黒曜石製剥片20個の中で、信頼限界の

0. 1%に達した遣物は19個で、分析番号88226番の黒曜石は表lの、NI29遺物群以外の224個の何処群

にも同定されなかった。産地分析で産地が特定できなかった理由は、 （1）遺物が異常に風化し元素組

成の変化が非常に激しい場合、 （2）遺物の厚さが非常に薄いとき、特に遺物の平均厚さが1.5n1m以下

の薄い試料では、Mn/Zr、 Fe/Zrの比値が大きく分析され、 lmll厚でFe/Zr比は約15%程度大きく

分析される。 しかし、 1111m厚あればRb/Zr、 Sr/Zr、Y/Zrについては分析誤差範囲で産地分析結果

への影響は小さく、Mn/Zr､Fe/Zrの影響で推定確率は低くなるが原産地の同定は可能と思われる。

（3）未発見の原石を使用している場合などが考えられる。 88226番の原石様剥片は厚さがあり、光沢

も良く風化した様子は見られないことから、未発見の原産地の原石を使用していると判定し、 この遺

物の分析場所を変えて含有元素の部分変動を求めて、他の遺跡で同じ元素組成の黒曜石製遺物が使用

されている場合、 同定できる様にNI29遺物群と名付けて、表lの黒曜石原石・遺物群に登録した。

また、所山群、置戸山群に一致する組成の原石は置戸地域の所山、置戸山地区からの角礫原石以外に

北見市常呂川流域でも円礫原石が採取される。穂香竪穴群遣跡に、置戸地域産か、常呂川流域産の何

れかの産地から伝播したかを推測するには、多数の遺物を分析して、各産地群に同定される頻度を求

め、常呂川採取黒曜石原石の頻度分布と比較して決定される。水和層の影響を受けた黒曜石製剥片で

は、成分組成が似た所山群、常呂川第4群には同時に同定され、両群の何れかを区別できない。また、

滝川第2群の原石は大きなもので親指大で小さな石鰄しか作れず、今回分析した剥片はできない。穂

香竪穴群遺跡の遺物について、常呂川流域産(表3)採取を考盧すると、分析番号88214, 88218, 88220

番の3個は角礫の自然面をもち所山産原石と判定される。 88227番は円礫で常呂川流域産と判定され

た。置戸山群に同定された遺物を常呂川流域産と考えて、判定された所山、常呂川第4群を採取する

可能性のある個数を推測すると、表3では、置戸山群8個に対して所山群が21個であることから、比

例配分すると、常呂川流域で採取される所山群は21÷8＝2.6個になり、所山。常呂川と判定した10

個から2.6個を引いた約7個は所山産地から伝播したと推測される。また、ケショマップ第1群は常

呂川流域から確認されず、ケショマップ産地から伝播したと推測される。穂香竪穴群遣跡出土遺物の

中で常呂川流域から採取された可能性の原石は約20％程度と推測した。今回分析した剥片20個につい

て各原産地別原石使用頻度を求めると、最も多く使用された原石は、所山十常呂川産で70%(14個)、

次いでケショマップ産で15%(13個）で、NI29遺物群が10%(2個)、置戸山産は5%(1個）であ

った。遺跡で使用頻度高い原石産地と交流・交易がより活発であったと推測すると、今回の分析で、

所置戸地域との交流が活発で、十勝地域、 白滝地域との交流がないと確認されたと推測しても産地分

析の結果と矛盾しない｡今回は剥片分析であるが､石器が伝播した場合も同じような交流になるのか、

石器の分析が必要と思われる。
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表11－2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
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一
兜
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一
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長谷峠
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御船

白浜 8

桑ノ水泳留館一群 型
羽
一
妬
一
幅
一
媚
一
狸
一
岨

宮崎ﾘｵ↓ 桑ノ木津留第二群

霧島

間根ヶ平第一群

間根ケ平第二群

問根ケ平鯆三群

口火

五女木

上牛鼻

平木場

竜ケ水

長谷

台東'11脈

カムチャッカ

白弧山灰Ⅱ

鹿ﾘ“h県

仙
一
舛
一
躯

列

差
北削|鮮 50
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V 自然科学的分析等

表11－3 黒曜石製遺物群の元素比の平均値と標準偏差値

元素比分析

佃数
原産地原窃群名

Fe/ZI Rb/ZI 、'／ワ1
~LJ空』 Nb/〃I 11/K Si/KMn/Z1. Sr/ZICa/K I,i/K

1．296士0.077 0.018士0.012 0325土0-0420. 018土0．006 0.430士0．016 0． 153士0．009 0． 140±0.015 0008±0-013I-ISl遺物群 0.241士0.021 0. 107士0.0056

1． 765±0.075 0．419±0． 019 0034±0010 0. 500±0－015HS2遺物群 0. 041士0．008 0.448±0 0. 130±001 0－015士0－0160 0. 453±0.011 0－ 135土0008

().407土0．04FRl遺物群 0． 124士0． 008 0052±0. ()0 2.547±0. 143 0.530士0.032 〕.689±0.032 0. 156土0．01 0004土() 008 0-029±0－01 1】 1 0． 643±0. 012

0373土0．043R2遺物群 i45±0 138 0. 557土().051 0．685士(). 0 165土0－021 0-016±0. 022 0. ()27士0．0090．535±0．06 1． 106土0．01 0 （)53士0 （)1〔1

0023土0．00（ 0.292士0．03i48±0． 14 0. 586土005（FR3遺物群 0．380土0．03 0.084士0．001 0052±0-00（ 0－681±0．033 64士0．021 0. ()17±().OZ3q7
v~ロ

500±0． 11 0. 155士0.021 0.018±0.008 0．258±0031FR4遺物群 0． 639士0．057 0．679士0．032 0．009土0，0144 1.261士0.043 0.074士0．010 0-051±0－008

2.540±0. 101 0. 426士0.018 0.802士0．023 0017土0．021 0.037±0.003 0－447土0011FH1遺物群 0.054±0．006 0. 109士0.013qワ~~ 0.898±0．032 0.221±0．0（

北海道
2.942±0. 133 0775±0．082 0． 133±0． 01 0． 019±0.021 0.043±0． 00 0－516土0015KTl遺物群 0．081士0.008 ()‘314士0.053

F侭

D､ LlO3士0.050 0. 146±0．007

882士0. 092 (). 542士0． ()28 0． 107士0． 015 【). 012土I).016 0.042±0． 008 0-519土0－01KT2遺物群 l lll士00418 0.959士0． 027 154±0．0 0.085士0． 010

KS1遺物群 1 ． 751±0． 05 0.025士0.00 0345士0－010.836士0． ()3 0． 180士0.019 0‘ 023±0．0280． 275士0． 007 07±00 0.047±0． 010 468士0－ ()21qワ~~

1 ． 749±0. 168 0.327±0．042 0.023士0．011 0－379土0－01 1KS2遺物群 0.056士0．013 1．080士0． 108 0424±0.036 0-037土0－0362 0. 2郷士0．01] 0070土0－004

KS3遺物群 2．565±0. 126 1.460士0．057 0.389士0．042 0．069土0．028 0.024±0．002 0．337±0-0150.080±0．013 0． 162士0.01948 0. 164士0.008 0.041±0.002

0. 260±0.0092． 162士0. 122 0．435±0.025 0.263土0.028Kl9遺物群 0.049±0.003 0.081士0.013 1.031士0．041 0-050士0．019 0.023±0.00218 0. 185士0．007

0． 622土0.021Nl29遺物群 3.422±1 1 13 0. 151±0. ()18 1 839±0 134 0.207±0022 0．007士0．01 1 0, 069土0．0060． 207±0.0245 445士0 122 2－301±0074

81士0． 068HY過物群 1 636士0．06( 〔
×
〕
１
Ｊ

ｎ
＆
ｑ
Ｉ
Ｊ

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ
ｎ
ｖ

士

士

８

４

１

４

４

２

1．441＝0. 015 ().482士0．02 0020土0-0150． 131±0.006 0. 048土().008 9士00280．Z38±0．01 1

0. 329±0．006青森県 SNl遺物群 0.033土0.005 1－597士0－03 0．258±0．01 1 0． 281士0.012 0009±0．012 021士0．0060.287二0.006 0.087土0.004
mn

33

0.028±0.030 023±0．009 0.383士0．0151 571±0.082 0.716±0035SN2遺物群 0.209＝0．006 0. 116士0．006 〕､076士0.008 0292±0-017 0264±0.02929

0.054土0，017 0.029±0.01 1 0475±0－040KN遺物群 L581±0.071 0. 347士0.02010 0.351＝0．01 1 0. 121士0.006 0-053土0．007 0．219士0-014 0． 216士0-015

0.875±0. 056 0‘ 272±0. 029 0．083士0．03 0.026±0. 008 0-378士0－021秋田県 rB遺物群 0． 124±0.015 1 .805±0.088 0． 663±0.03860 0.252±0．014 0 113±0-00

0036士() ()03 0.444±0.010I IR遺物群 0.067士0 （) 11 2055±0.067 0. 741±0028 0293±0.016 0‘ 331士0. 021 064士0．018 0259±0008 0．093土0-003

0.929士0.024Aj l遺物群 2. 849±0.073 0526土001 0.251±0. 013 I)()9士0.012 0 058±0－ ()10. ()78士0．00611 il9土0026 0.277±0． 010 1． 167±()‘010

1．353士0.0490. 008士0．014 0083±0029112遺物群 080士().008 2±006 0.094士0．009 0． 716±0.019 0.242±0．01 161 3． 141土0.074 0552±0021

0 028±0．006 0．360±0.0094.306±0. 100 0909±0.028 0248±0.012 0. 014士0．016､13遺物群 0． 117士0.00 0． 114±0．00861 0.950±0.013 0215±0004

0064±0．025 1 ． 061±0． 1050.067士〈).007 2．055±O‘077 0.083±0.006 0531士0030 0 177±0．010 0． 01 1士0．013114遺物群岩手県
1，句

Lﾑ色 1 . 850士0．059 0474士002

234士0.0520． 101士0．00 787±0－ 1 0892士002（ 0. 006士0． (〕 12 0091±0-020ﾍ15遺物群 0． 1 14土0. 010 0241±0.0121ｳｳ
』色色 3 167±0092 0696±002

0．339士0. 011FS遺物群 0053±000 1． 791±0．08 453士0024 17±0．011【) , 327土0．019 207士0-018 I) 029士() 0271 0272±0-09(） 0-097士0．02

1． 195士0. 029SDi世物群 922±0 0. 117土0.012 906±002（ 0. 246士0．013 0008土(〕 01 0083±0-0130．741士0．016 0 118±00118 2-900±0-050

0033士0.005 0.427±0.016AC1遺物群 0． 192士0．006 0054土0．008 1.561±0.07E 0. 400士0． 017 0.440士0.019 0． 169士0.019 0－061±00150.479±0．01463

0.419土0．000.036±0.003AC2遺物群 0.251±0．00 0．081±0．003 0‘ 112土0．013 081±0-076 0.904士0-035 0.406±0．02（ 0.409±0024 0－ 108士0-02348

0049±0.005 0-616士0．0130.202土0．010 0.041±0.012新潟県 4C3遺物群 36 0657±0.016 0． 144士0.005 0083土0-010 1． 891±0－051 181±0．01 0.286土0．018

2．056±0． 17 ().068士0.016 0028±0030 0-338土0.00[N1遺物群 0.901±0. ()48 751士0．045 2±00300.326±0012 0078土0．004 0.066士0. 010lモ

[N2遺物群 3 176士0． 21 0. 104±0.030 0.038士0．013 0-396士0－ ()10． 140士(） 015 0- 728土() ()39 1．582土0 （)8 0036土O （ )()31＄ 0－745土0. 0】3 110士0．004

0.500士0．014NK遺物群 ). 163±0.007 l‘ 822±0.084 0.467土0‘031 0. 102±0.021 0.041士0．028 0038土0－0(）長野県 0.086土0.011 1．691士0．0645 0566±0．019

0.331士0.013YM遺物群 0． 138±0.005 0.038±0.012 1 611土0. 102 0.721土0.039 0.497±0.026 0. 128±0．022 0.047士0．01（ 0023±0－0030381±0.016乖

0.326士0．011NM遺物群 0． 103士0.003 1 751±0．083 1．048±0．05 0.518±0.034 0. 196±0.037 0.058士0.018 0022±0－0030042±0．01210 0-330±0－01

山口県
0．337士0．01).059±0.002 0.010±0003 0677士0．023 ２

９

６

０

２

９

０

０

０

０

０

０

土

士

士

６

７

０

０

９

５

０

２

３

０

０

１

0． 125±0.012 0292士0010 0022±0-002MK－1遺物群 0.087±0．008 0-370±0-09718

(). 268士0.0MK－2遺物群 0. ()26士0．002 0.055土0.013 1 745士0' 121 | 、 149士0．09 0.202±0 0． 177士0.0 UZl±U，0018 －258±0－ ()1

434士0.015040士0．004k分県 {遺物群 0-06］土0-013 1．774士0． 132 380±0.03 79±00220.794士0．07 0．202±O‘009 0076士() 03

6. 312土0．5250. 434±0.062 0. 126±0079 0.093士0．022HBl遺物群 0.754土0.055 0.098士0．042 099士0844 0.975士0. 130 0368士007948 0． 197±0．03

0－ 178±0.044 9.938±10. 176土0.088 0． 178士0．069HB2遺物群 0.414±0. 100 L557士0.674 0. 110±0．044 9900±1－595 1 209±0459 0327±0-05248

宮崎県
0024土0．01 1 0.390±0－0141 638±0. 104 0.034士0．028UTl遺物群 0.297土0.013 0． 107士0．005 0.053土0．010 1 .012±0.056 0．736±0.039 0－ 168土0．046

0. 673±0． 081 0.056±(). 04 O‘090士0. 01 1.302士0． 24KU4遺物群 14.990±4. 008 2. 043±0．233L871士0.365 1 018士009 ]. 790土0－705 0． 752士0． 07948

KI l遺物群 1 913±0. 158 0.079士0.028 ()_409土00090.061士(). 024 0. 527士0．038 () 197±0030 ()例R士(） （)I0． 383±001 0． 101±0.0(） 985±0.057+⑨

0.443土0Kl2遺物群 0060土0.017 1 529±0, 148 0.729土0.052 0, 565±0．038 0． 137±0.024 1 029±0. 010. 146士0.008 83士002616 0.402±0．015

0.553土0.0330．027士0．021SG遺物群 1.668士0.034 0.082±0.010 1． 106士0.222 0.202士0.014 0． 133士0．013 0-015±0－0148 0. 778±0.038 0-699士0-025

0.518±0．020.027士0．018OK遺物群 1.371士0．074 0.061±0.008 3. 109士0． 161 0.202士0.012 0.579±0．02 0． 122士0.014 0009±0．014
ヘn

J造 0． 687±0.025

0.265±0.0090．027土0002KK1遺物群 0．080士0． 003 0081±0.012 1.487土0．065 0． 119士0.03（ ). 184土0.0230-347士0.010 085±0． 1 0－887土0－03618

鹿児島県
0.359土0.010KK2遺物群 ]､076土0013 3 125士022 1－500土0－07 0． 109±0.034 0 187士002 0035±(). 0040，877±00480． 521±0-01 0． 122士(). 00416

0.037士0‘ 005 0. 282士0.008I･IM1遺物群 8.678士0． 66 0.642土0．039 0.739土0054 〕. 127士0．034 0065士00180．861士0．021 0.063±0．0132 0-683士0－024

0.034±0. 006 0． 474±0.016HM2遺物群 0 121士0006 0.054土0．014 1．975士0． 12 0.695士0.040 0.454士0. 034 0. 191士0.028 0058士002850 0-483士0-022

0.376±0.0120．032士0.004ONl遺物群 0.303±0．012 0. 167±0．006 0.038士0．007 1. 157±0．044 0．447士0.020 0.435±0． 016 0． 126士0.025 0039±0． 01654

0． 030±0. 004 0. 345±0.011191±0． 128ON2遺物群 0276±0.019 0.053土0．004 0.084士0．017 192士0.088 0667士0． 04（ 0． 211±0．03 0 108±002856

0025士0．004 0.319士0. 012北朝鮮 会寧城外遺跡遺物群 0017士0003 1 118±0－ 051 0． 585土0036 0068士0019 0 150士0022 0. 372±0).062士0－00670 0． 135士0．012

1-674土0． 2'Mfリス夕刊 0. (>55士(). 0 ). 163士0.019 0- ()36土0． 030 0． 173土0．02918-888士2－ 1()I 6088士0868 0293士() . 032 )63±Z, 608 (〕土() l （

0.482±0．022パラトウンカ 1 0-048士0. 010 1 ． 851士0. 180 0. 246士0.014 0. 752士0． ()7 075士() 01 0-015土0008 0－041士0． 0056 0706±0048 0225土0．011

0.095士0． 008 0.031±0. 003 0402±0－011. 604±0.043 0.016土0．006バラトウンカ 40 0.717±0.018 0. 269士0.00（ 0-031±0． 006 0－ 119±0．00 398士0-01（

0． 176士0．00《ラトウンカー3 0－097士0.004 0043±0. 007 1 642士0.053 0．262±0011 0.753±0.026 0.066±0．026 0.013士0．062 0017±0． 0030.384±0. 008ロシア 冊

0．016士0.002 0. 146±00041ラトウンカ 4 0.029士0， 004 1 ．069±0. 025 |、 150±0．006 0 106士0009 0-024±0-0060. 141±0.007 0‘074±0.003 0‘ 203士0-0048

0.024±0003 140士0－00（ﾅーチキ 0220±0008 ()． 104土0.004 0.099±().016 1 261±0. ()62 0．608±0.028 1 500土0-026 0－ 122±0．030 ().O脚士0-02348

1． 121±0． 03 0.026土0‘ I)03().024士0．00 jO3士0－010 255±0‘00 60十0 0029±0004 0－ 192±0． 0 1－ 151土0－008 0－ 106±0-0()9ｱバチ 40

標準試料 0. 105土0．01 028土0.002 0． 342士0.004JG－la》 3.759±0． 111 0.993±0．031
【
Ｊ
１

ワ
ム
~

755士0． ()10 0.202士0．005 0-076±0－01 1－331±0．04（ 0－251士0

M群=桑ノ木抑留蕊1群､ F群=UT遺物群､ HS2群＝置戸・麗戸山群､ FR2群=ケショマッブ第一群にそれぞれ一致平均値±標準偏差値､ * :ガラス質安山岩､ NK遺物群；中シ原遺跡､HY

遺物群: 日和山遺跡､ SN遺物群:三内丸山遺跡出土. KN遺物群:此掛沢遺跡､ HS遺物群:北進遺跡､ KI遺物群；桐木遺跡､ UT遺物群:内屋敷遺跡､ AI遺物群;相ノ沢遺跡､ FS遺物群:房

ノ沢遺跡､ SD遺物群:下舘銅屋遺跡､ FR遺物群:東麓郷1 ． 2遺跡FH遺物群：束9線8遺跡､ KT遺物群：北医1遺跡､ KS遺物群：キウス4遺跡A･R地区､ SG遺物群:志風頭遺跡､ OK

遺物群:奥名野遺跡､TB遺物群：戸平川遺跡､ NM遺物群:長桝遺跡､MK遺物群:南方遺跡､YM遺物群:南方､藤尾､岩上遺跡､AC1 ， 2， 3遺物群:アチャ平遺跡1N1 ， 2遺物群:岩

野原遺跡､ Kl9遺物群:K39遺跡､ KKi ､ 2遺物群:計志加里遭跡､ HBl､ 2 (ﾌﾟﾘﾝﾄ様） ：八久保節2遺跡､ HR遺物群：Ⅷ慨遺跡､ HM遺物群：祥ノlII遺跡､ KU4 (硬質頁岩様） :久木野

遺跡､ ON1 , 2 ：大原野遺跡､NI29 :穂香遺跡など出土避物の施地不明の脱石群｡ ウラジオストック付近:イリスタヤ遺跡､南ｶﾑﾁｬｯｶ：パラI､ｳﾝｶ､ ﾅﾁｷ､ ｱﾊﾁｬjK跡｡

a） :Ando,A, , Kurasawa.H､ , 0hm〔〕ri .T､ &Takeda.E､ （1974) . 197'l comI〕i laIioll ofdalaon theG,lSgeochemical re｢eI｡e】1cesamples ､1(i-l gl･aI1odiorilean〔l JB－ l ba”1t･
Geochemical JoumalVol､8． 175－192．
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穂香竪穴群

表12湧別川河口域の河床から採取した247個の黒曜石円礫の分類結果

原石群名 個数 百分率 備 考

赤石山群

八号沢・白土沢群

あじさい滝群、幌加沢

ケショマップ第2群

KS3遺物群

90個

120個

31個

5個

1個

白滝産地赤石山群に一致

割れ面が梨肌の黒曜石

割れ面が梨肌でないもの

36％

49％

13%

2％

0. 04%

注：八号沢、 白土沢、 あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨肌か否かで区別した。

表13常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した37個の黒曜石円礫の分類結果

原石群名 個数 百分率 備 考

所山群

置戸山群

ケショマップ第2群

八号沢群

常呂川第1群

常呂川第2群

常呂川第3群

常呂川第4群

21個

8個

1個

1個

1個

2個

1個

2個

57％

22％

3％

3％

3％

5％

3％

5％

HS2遺物群に似る

FRl、 FR2遺物群に似る

割れ面梨肌

KSl遺物群、所山群に似る

注：常呂川第1～2群は分析場所を変えて複数回測定して作る。

表14穂香竪穴群出土黒曜石製剥片の元素比分析結果

遺物

番号

ゴ壹

兀 系 比

Rb/Zr Sr/Zr

0.783 0.417

0．763 0．423

0.801 0.422

0.678 0.681

0.847 0.480

0．498 0．665

0． 778 0.424

0. 785 0.442

0，790 0.435

0．809 0．455

0．825 0‘472

0．846 0．442

0. 146 2．268

0.789 0.457

0.839 0.456

0.764 0.401

0. 639 0.683

0.469 0.408

0. 791 0．432

0. 129 1.949

0_855 1_ 152

Ca/K

0. 326

0． 337

0． 301

0． 549

0．328

0．636

0. 332

0．339

0．325

0.316

0． 329

0． 329

5．287

0. 326

0．303

0．330

0． 552

0．488

0．328

5．473

0. 788

Ti/K

0. 121

0. 126

0. 113

0. 102

0. 120

0. 124

0. 121

0. 126

0. 123

0. 117

0. 124

0. 128

2. 209

0． 121

0． 122

0. 127

0. 108

0. 129

0． 117

2.221

0.215

Mn/Z1，

0.038

0.050

0．043

0.041

0．054

0．051

0.046

O~039

0. 029

0. 034

0. 033

0. 057

0．261

0．043

0.065

0.036

0．054

0.047

0．057

0.231

0_065

Fe/Z1･

1.749

1.651

1.752

2．667

1． 985

2． 735

1.828

1．788

1．726

1.793

1.818

1.997

17. 009

1.685

1. 942

1.688

2.616

1.869

1.872

14.422

3．435

Y/Zr

0. 193

0． 179

0. 169

0. 166

0.225

0． 143

0. 146

0. 207

0．226

0. 148

0. 193

0. 152

0.213

0. 194

0． 190

0. 174

0． 206

0. 144

0． 188

0.205

0.250

Nb/ZI-

0．013

0.018

0.017

0.016

0.033

0．028

0．039

0.018

0. 008

0.015

0.046

0.047

0．016

0.042

0.012

0.009

0.030

0.000

0.000

0. 000

0. 085

Al/K

0.039

0. 031

0.033

0.042

0．036

0.041

0．033

0.031

0.031

0.035

0. 031

0. 032

0． 079

0．035

0.030

0．029

0.033

0.035

0．032

0．067

0. 028

Si/K

0. 393

0. 387

0. 364

0.423

0.402

0.428

0.380

0.405

0. 390

0. 389

0. 388

0. 388

0.645

0.372

0.373

0.390

0.386

0.449

0.413

0.647

0. 319

88214

88215

88216

88217

88218

88219

88220

88221

88222

88223

88224

88225

88226

88227

88228

88229

88230

88231

88232

88233

IG-]

標準試料-Ando,A. ,Kurasawa,H.

geochemical referencesamples
175-192 (1974)

JG-1 Ohmorl,T.&Takeda,E. 1974compilationofdataontheGJS
JG-l granodioriteandJB-l basalt.C"[･/,c""cαノ .JoI〃"α/ , Vol.8
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表15平成14年度穂香竪穴群出土黒曜石製遺物の原材産地分析結果

分析

番号

試料

番号

遺物

番号
出二十付置 層位 遺物名 時期 原石産地(確率） 判定結果 自然礫面

床面 縄文時代 角礫88214 61 IH－1 7頁q
~リリ 常呂川第4群(48％)、所|｣｣(27％)、滝川第2群（2％） 所山フレイク

床面 縄文時代88215 62 lH－1 ？RQ
どUJ フレイク 常呂川第4群(37％)、所'11 （6％)、滝川第2群（3％） 所山・常呂川

繩文時代床面88216
戸、

DJ lH 2 フレイク 常呂jll"4W(92%)､所山(3%)､KSl遺物腓(8%) ､施川第2群(2％） 所山・常呂川208

床面 縄文時代 ケショマップ88217 64 IH－2 224 フレイク ケシヨマップ第1群(64%)､FR2遺物群(19%)､滝'''第2群(6％)､近文台第3群(2%）

床面 縄文時代 角礫88218
戸信

、、 IH 2 フレイク 所山(21％)、滝川第2群(21％)、常呂川第4群（9％） 所山241

床面 縄文時代66 lH－2 FR2辿物群(11％)､ケショマップ第1群(8％)､FRl遺物群(3％）88219 291 フレイク ケショマッフ

覆土7 縄文時代88220
戸司

り／ IH－5 所山(48％) 、常呂川第4群(26％)、滝川第2群（1％） 所山 角礫フレイク173

床面 縄文時代68 IH－8 所山(32％)、常呂川第4群(20%)、滝川第2群（7％） 所山・常呂川88221 24 フレイク

縄文時代床面88222 69 IH－10 常呂川第4群(26％) 、所山（6％)、滝川第2群(4％） 所山・常呂川フレイク8

縄文時代床面88223 70 IH－lO フレイク 常呂川第4群(42％) 、所山(30％)、滝川第2群（2％） 所山・常呂川5

縄文時代床面 所山・常呂川88224 71 1p R
J』 U 2 フレイク 所山(72％)、常呂川第4群(34％)、滝川第2群(13％）

覆土8 縄文時代 所山(11％)、粥呂川第4群(0.6％)、滝川第2群(0. 7％） 所山・常呂川88225
序旬

イム JP－l7 101 フレイク

88226 覆土 縄文時代
弓甸

イ、 JP 22 Rフレイク NI29遺物群（12％） NI29遺物群29

盛土2 縄文時代88227 74 フレイク 常呂川第4群(69％)、所山(38％)、滝川第2群(14％） 常呂川 円礫JM l 198

僻-'二2 縄文時代88228 所1｣｣（5％)、附呂川第4群(6％)、滝川第2群(3％） 所山・常呂川
弓戸

イ｡ IM l フレイク233

盛土1 縄文時代88229 1M4 常呂川第4群(28％)、所| | | (21％)、滝川第2聯(0.8％） 所山・常呂川76 フレイク236

蒔十1 縄文時代88230
ワワ
イイ FR2鋤群(83%)､ｹｼﾖﾏﾂﾌ第1郷%) ､臘順2群(17%)､台蛎2群(2%) ､ 美畿l#(2%）1M－4 フレイク ケショマッフ282

縄文時代僻十188231 78 1M－5 660 フレイク 置戸山（8％)、HS2世物群（(). 9％） i枇戸山・常呂川

縄文時代 所1 1 1 （5％)、 ′附呂川第4群(6％)、滝川第2群（1％） 所山・常呂川88232 79 F 24 ' ' 1 フレイク200

縄文時代88233 HK73遺物群（38％） HK73遺物群M46 フレイク80 18 1
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4北海道根室市穗香竪穴群から出土した炭化植物種子

吉崎昌一＊ ・椿坂恭代*＊

1 ）遺跡と調査の概要
ほにおい

遺跡の名称：穂香竪穴群(N-01-34)
ねむろほにおい

遣跡の所在：北海道根室穂香市175番地ほか

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：越田雅司、村田大、愛場和人、広田良成

調査面積：平成13年度8,000ni，平成14年度7, 150ni

調査期間：平成13年(2001年) 5月7日～10月26日

：平成14年(2002年) 5月7日～10月31日

遺跡の立地：遺跡は根室市中心部から西南へ約5km，穂香川左岸の西から東へ張り出した標高9

m～13mの舌状台地上に位置する。

検出遺構と年代：縄文時代中期末から後期初頭の竪穴住居跡、土壌、盛土、焼土など

擦文時代の竪穴住居跡土壌、焼土、集石など

これらの詳細については本文を参照いただきたい。

2）扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、平成13年度、平成14年度に発掘調査が実施された地区から得ら

れたものである。 この調査で擦文時代の終わりころと考えられている竪穴住居跡から土壌が採取され

た。 これをフローテーション法で処理後、第一次選別を経て炭化植物のみが送付されてきた。 これら

の資料について、実体顕微鏡で観察と撮影を行った。検出された植物種子の出土表は表16， 17に示し

ておいた。

3）竪穴住居跡から検出された種子

オオムギHoItfeL""v"/gczre L.(図版V－4-la、 b :竪穴住居跡(H-008)の炉1から出土）

竪穴住居跡(H-008)の炉lから破損した状態で1片出土している。果実は長楕円形の約ﾘ/@

しか残存していなかった。背面に胚がある部分は破損のため確認できなかったが、腹面には縦溝

が確認できた。これらの特徴からオオムギと判断される。しかし、出土資料は破損が著しいため、

詳細な分類は出来なかった（椿坂1998)。破損のため計測はしていない。

アワ Sαα"α〃α"c" (L.) P.Beauv.(図版V－4-3a、 b、 c 4a、 b、 c、 ：竪穴住居跡(H

-013)の炉1から出土）

竪穴住居跡(H-013)の炉1から2粒出土。穎果はやや球形。背面には果長の苑ほどの胚が

あり、その反対側の腹面には、小さなへラ型のへソがある（椿坂1993)。いずれも資料の保存状

態は悪いが、写真3aの資料は外穎部分が残存して出土。その表面には乳頭突起の組織が観察で

きた。また、 4aに示す資料は内穎の一部が残存して出土。計測値は3a:長さ1.45mm、幅1. 35mm、

厚さ1.20mln, 4a:長さ1.60HⅢ、幅1.45mm、厚さ1.00mm
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キビPα"/cJ"〃 〃""αce!"7! L.(図版1-5a、 b， c 6a、 b、 C :竪穴住居跡(H-013)の炉

lから出土）

竪穴住居跡(H-013)の炉lから3粒と竪穴住居跡(H-015)の炉1から1粒、竪穴住居跡

(H-026)の焼土3から1粒、竪穴住居跡(H-028)の焼土lから1粒、総数6粒出土してい

る。穎果はやや球形または広卵形。背面には果長の1/hほどの胚があり、その反対側の腹面にはへ

う型状のへソがある（椿坂1993)｡

検出された資料は、内外穎が付いた状態のもの（写真資料5a)、 また、写真6aに示した内・

外穎のとれた状態のものと混在して出土。計測値は5a:長さ2.30111111，幅1.65mm、厚さ1.50n1111,

6a :長さ1.85mm、幅1.90111nl、厚さl. 1011111

シソ属Pど""α L. (図版1-2a、 b :竪穴住居跡(H-026)の焼土3から出土）

竪穴住居跡(H-008)の炉lから7粒、竪穴住居跡(H-014)の炉3から2粒、竪穴住居跡

(H-024)のカマドから1粒、竪穴住居跡(H-024)の炭化物集中から1粒、竪穴住居跡(H

-026)のカマドから4粒、竪穴住居跡(H-026)の焼土3から19粒、竪穴住居跡(H-029)

のカマドから2粒と総数36粒出土している。種子は扁平球形で種子の表面に大きな網目状の模様

がある。エゴマPe""α"resce"svar. japonicaかシソPe""α"だsce"svar. japonicaの

いずれであるかは、両者とも形態と表皮の構造が類似している部分が多く、 また、炭化によるダ

メージが大きいため分類は困難である。計測値は長さ1.80n1in， 1ig1.50m,,1，厚さ1.35mm。

タデ科POL}℃OﾉM4cEAE (図版1-7 :竪穴住居跡(H-013)の炉1から出土）

竪穴住居跡(H-011)から1粒と竪穴住居跡(H-013)の炉1から4粒出土。痩果は三角状

紡錘形で稜は鋭くギシギシ属RL""ex L.の特徴を示す。 しかしタデ科種子は形態の類似した種

類が多いため、詳細な分類は困難である。計測値は長さ2.30m1n,幅1.50n1m

ナス科SOLA/VACEAE (図版1-8 :竪穴住居跡(H-014)のカマド煙道から出土）

竪穴住居跡(H-014)のカマド煙道から1粒出土している。種子は扁平広楕円形で種皮表面

の網状模様がわずかに観察できた。資料の保存状態は悪いうえ、 1粒の資料からは属レベルの分

類は不可能であった。計測値は長さ1. 30mⅢ、幅1.251111n、厚さ0.40ⅡⅧ

アカザ属〔派"opodi"'" L.(図版1-9 :竪穴住居跡(H-020)の焼土lから出土）

竪穴住居跡(H-020)の焼土1から1粒出土。種子は扁平球形。側面には噴状に突出したへ

ソがある（写真資料の左側)。計測値は長さ1.05ⅢⅢ、幅1.25mm、厚さ0.60111111

キイチゴ属R"b"s L.(図版1-10 :竪穴住居跡(H-008)の炉1から出土）

竪穴住居跡(H-008)の炉lから1粒出土。種子は半横広卵形。種子の全面に大きな網状の

凹凸がある。 しかし、キイチゴ属種子は形態と種子表面の構造の類似したものが多いので種まで

の分類は困難である。計測値は長さ2. 10nln1、幅1. 30mm、厚さ1. 20nml。
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ニワトコ属sα,"”c"s L.(図版1 11 :竪穴住居跡(H-008)の炉lから出土）

竪穴住居跡(H-008)の炉1から2粒と竪穴住居跡(H-014)の炉lから1粒出土。種子は

狭楕円形｡背面は円みがあり、腹面は鈍稜をなす｡種皮は雛状に隆起した模様があり粗面である。

これらの特徴からニワトコ sα,""cMs mcemo"L.と判断される。だだし、 日本では本州北部

から北海道の林中にエゾニワトコ S.b"eFge"α"α v"r."'i9"el"(Nakai)Haraが分布するとい

う。計測値は長さ2. 10mm，幅1. 15n11ll、厚さ0.70mm。

ブドウ科WTﾉDACEAE (図版1-12a、 b :竪穴住居跡(H 020)の焼土1から出土）

竪穴住居跡(H-020)の焼土1から破片1が出土。堅果の破片は腹面の一部分で稜の片側の

凹みが観察できたが、破片のため詳細な分類は不可能である。

冬芽（図版1-13 :竪穴住居跡(H 025)の炉lから出土）

竪穴住居跡(H-025)の炉lから1個出土しているが比較資料がないので詳細な分類が出来

ない。計測値は長さ1.20nlm,幅0.85mm。

不明1 （図版1-14:竪穴住居跡(H-027)の炉2から出土。 1-15a、 b、 C :竪穴住居跡(H

-024)のカマドから出土）

現生の比較資料がないため分類できなかった資料を図示しておいた。計測値は14:長さ1.40

，1]1，幅0.95nlm、厚さ0.65mn1, 15a:長さ2.80mm、幅2. 10mm、厚さ1.80mm

その他、資料の保存状態がきわめて悪いため、分類できなかった資料を不明2として扱った。

4） コメント

栽培植物としてはアワ、キビ、オオムギが検出されている。オオムギは1片しか検出されていない

ので、その性格が分からない。通常、北海道東部のオオムギは裸性であるが、 この資料だけからでは

決定できないと思う。シソ属種子については問題が残る。シソ属自体はヒマラヤ周辺が原産地である

といわれ、これが栽培化されたのは中国、韓半島、 日本列島だと考えられている。その目的としては、

種子の食用をはじめハーブや薬用あるいは油脂植物としての利用が考えられる(A.C.ZevenandJ.

M.J. deWet、 p.40)。北海道では動物油脂の利用が卓越していたであろうから、食用かハーブに

でも使われていたのであろうか。

遺跡から発掘された擦文式土器は、 この時期の末期のものであるという。擦文文化は、本州東北部

的な文化的背景の基に存在していたと考えられているが、北海道東部においてはオホーツク文化との

交流もあった、 といわれている。 したがって、栽培植物や鉄製品などの性格は、出土物質文化の詳細

な検討が終了しない限り、その影響の度合いは分からない。
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引用文献
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Centrefor
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表16穂香竪穴群炭化植物種子一覧（ 1 ）(平成13年度分）

資料

番号

ｵｵﾑｷ

（片）

タデ科

(粒）

キビ

(粒）

ｱｶｻ属

（粒）

アワ

(粒）

シソ属

(粒）

ナス科

（粒）

ｷｲﾁｺ月

（勘

ﾆﾜﾄｺ属

（剛

冬芽

(個）

ﾌﾄｳ科

（片）

不明1

（粒）

不明2

（片）
遺椛名 採取位置 時期

l lH-6 東カマド 擦文時代後則後半 1

西カマド周辺H－6２ 菌核" 1

3 H-6 1 炉周辺 1 菌核"

炉11 H－6 菌核
〃

炉2６

７
~
~
Ｈ

Ｈ

５

６ 6

菌核

炉1 ２

４

〃

炉］1-1-87 1 ７ ２〃 1

H－lO 炉18 菌核〃 ２

9 1H-ll l カマド 菌核〃

炉1H－ll10 菌核

炉2ll H-ll 炉2

12 1 1 11 炉3

13 I 1 11 南西壁

14 H-13 カマド

1 1 1112

南西壁

菌核〃

菌核"

詫

諏

1〃

″

炉の日H－l315 〃

炉1H－l316 3 4〃
~

H－13 炉2
1写

l／ 錐
一
“
｜
罪

〃

l8 1H-141 炉1 I
D

カマド粘土H－l419 ″

″

″

カマド(覆土）

カマド燃焼部

４

４

４

１

１

１

~~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

加
一
副

理

菌核1

控
除炉3 2〃

カマド煙道H－l4
、⑪

乙、 菌核1〃

炉1
Ｆ

『

』

《

お

Ｕ

ワ

ー

１

１

１

~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

４

５

６

２

２

２

1－1－16

菌核1

炉］ l 菌核
″

炉1 ″

カマドH l8
Oワ

ムイ 菌核〃 1
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表17穂香竪穴群炭化植物種子一覧（2）(平成14年度分）

資料

番号

タデ科

(粒）

オオムギ

（片）

キビ

(粒）

シソ属

(粒）

ｱｶｻ属

（粒）

ナス科

（粒）

ｷｲﾁｺ属

（糊

ﾌﾄｳ科

（片）

冬芽

(個）

『

ノ

グ

、

ｌ

ノ

ァ

轍

ﾆﾜﾄｺ属

（粒）

不明1

(粒）

不明2

(片）
遺櫛名 採取位置 時期

擦文時代後期後半H－l9 ガマド1 菌核

菌核H l9 HF－22 "

H－19 HF－2 菌核|

6 1H 20 HF－2 菌核1 1 1J」

’
炭化物集中H－19 菌核〃

０

１

１

１

２

２

２

２

~
~
~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

８

９

ｍ

Ⅱ

1－1－20

H－21

カマド 菌核〃

HF－2 菌核

HF－2 〃

HF－3 １

１

〃

1句

L乙 H－21 HF－4 "

炭化物集中1q
入』 H－21 菌核1〃

H－22 HF－2 菌核141H-22
151H-22

1〃

HF－2 菌核〃

H－2216 HF－3 菌核"

l7 1H－23 HF－2 菌核1"

カマドH－2418 1 1 6 1 菌核1″

l9 1H－24 HF－2 ｡

H－24 HF－2ZO 1〃

炭化物集中４

５

２

２

~~
Ｈ

Ｈ

２

３

２

２

H－24 菌核］ ３〃

カマド 菌核〃

H－2525 IJF ワ
l~且1 白

LL菌僅
, |

〃

H－25 HF－326

炉129 1H－25 菌核1

カマドH－26 13 1 菌核10 ４〃

31 1H－26 HF－2 1

H－26 HF－2ミワ
ノ全 1 1 菌核〃

H－26

鵲三：
HF 3 ’ ’ 19〃 …

HF－4 菌核

炭化物集中 136 H－26 菌核〃

Q7
UD カマド黄色粘土H－26 菌核〃

炭138 H-26 炭l

39 H-26 炭2

40 1-I-27 カマド

43 H－27 HF 2

H－26

TT O匂

I~1_ムイ カマド

1q
tJ

菌核〃

菌核

菌核

ｕ

３
ｌ
４

〃

〃

44 H－27 HF－3 菌核3″

炉I７

７

８

２

２

２

~~
Ｈ

Ｈ

Ｈ

５

６

７

４

４

４

H－27

菌核２

炉2 菌核’ ２

１

Ⅲ

HF－2 1
『U
JJ

48 H－29 カマド 誰

難

罪
一
能
一
錐

2"

９

９

９

０

０

２

２

２

３

３

~
~
~
~

１

１

１

Ｊ

ｆ

ｆ

ト

ト

－

１

９

０

３

４

５

４

５

５

５

５

H－29

H－29

H－30

HF－2 3

HF－2

Lu勺

灰l

焼土1

３

’

１

″

一

″

″

焼土2 １
｜
、

"

合 ~二口 6 1 36 1 51 ２ 1 1 1 3 1 1 1 ２

*炭化物多数（0． 19)
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●●1a 1b 2a 2b

オオムギ背面 腹面 腹面シソ属背面

鱗e"3a 3c 4a 4b 4c

アワ背面 腹面 アワ背面側面 腹面 側面

5a 5b 5c 6a 6c6b

キビ背面 腹面 腹面側面 キビ背面 側面

●7 11b11a

タデ科 ニワトコ属背面 腹面ナス科 アカザ属 キイチゴ属

艫⑲"●12a 12b 15c15a 15b

内面 冬芽 不明1 不明1表面

写真図版1 穂香竪穴群出土の炭化種子

ブドウ科腹面 側面裏面
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V 自然科学的分析等

5穂香竪穴群から出土した赤色細粒のX線回折分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

穂香竪穴群は、根室湾に面した台地上に位置する。今回の発掘調査により、縄文時代中期～後期の

竪穴住居跡、士坑、盛土遺構擦文時代末の竪穴住居跡等の遺構が検出されている。

今回の分析調査では、縄文時代中期～後期の土坑および盛土遺構から出土した赤色細粒のX線回折

分析を行い、その材質を明らかにする。

1 ．試料

試料は、縄文時代中期～後期の土坑(JP-17)の赤色層より採取された赤色細粒1点（試料番号

1) と、同時期の盛十潰構(JM-2)の盛土2層から採取された赤色細粒1点（試料番号2)の合

計2点である。

~ 2．分析方法

試料を105･Cで2時間乾燥させた後メノウ乳鉢で粉砕した。 この粉砕品をアセトンでスライドグ

ラスに塗布し、X線回折測定試料を作成した。 このX線回折測定試料について、以下の条件で測定

を実施した（足立, 1980 ; 日本粘土学会, 1987)。

検出された物質の同定解析は、Materials Data,Inc.のX線回折パターン処理プログラムJADE

を用い、該当する化合物または鉱物を検索した。

装置：理学電気製MultiFlex DivergencySlit : 1｡

Target :Cu(Kd) ScatteringSlit : 1o

MonochrOmeter :Graphite湾曲 RecievingSlit : 0. 3mm

Voltage:40KV ScanningSpeed: 2｡/min

Current :40mA ScanningMode:連続法

Detector : SC SamplingRange: 0.02．

CalculationMode : cps ScanningRange: 3～45。

3．結果

X線回折図を図1に示す。試料番号lは、鈍い赤色を呈した試料であり、代表鉱物として赤鉄鉱

(hematite)の回折線が明瞭に認められていることから、 いわゆるベンガラと考えられる。一方、試

料番号2は、鈍い赤褐色を呈するが、赤鉄鉱(hematite)の他、石英(quartz)、曹長石(albite)、磁

赤鉄鉱(maghemite)、 イライト (illite)などの鉱物も相当量検出される。試料が赤色化している

原因は､赤鉄鉱､磁赤鉄鉱と判断されるが､随伴鉱物が多いためにベンガラと断定するには至らない。

4．考察

土坑と盛土から出土した赤色細粒は、いずれも赤鉄鉱や磁赤鉄鉱等の鉄に由来していることが明ら

かとなった。 このうち、試料番号1では赤鉄鉱の回折線が明瞭に認められ、 いわゆるベンガラである

ことが指摘できた。一方､試料番号2については､分析値等を考慮すればベンガラの可能性があるが、

随伴鉱物が多く断定はできなかった。
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北海道では、縄文時代の土坑墓への埋葬時にベンガラを施朱していたことが知られている

毛, 1998)。本遺跡でも、 こうした施朱等にベンガラが用いられていた可能性がある。

(市

引用文献

足立吟也(1980)粉末X線回折法． 「機器分析のてびき3｣. p､64-76,化学同人．

市毛勲(1998)新版朱の考古学296p. ,雄山閣

日本粘土学会編（1987）粘土ハンドブック第二版1289p. ,技報堂出版．
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赤色細粒のx線回折図

サンプル採取地点

JP-17
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儂一 I
(1/80）

図V-8 赤色細粒のX線回折図とサンフ°ル採取地点
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第Ⅵ章成果と課題

今回検出された擦文時代の遺構は、竪穴住居跡13軒、土坑1基、集石1カ所、焼土4ケ所である。

縄文時代の遺構は竪穴住居跡11軒土坑20基盛土10カ所、焼土1カ所である。遺物は土器石器な

どが約23,000点出土している。平成13年度分及び平成5年度に根室市教育委員会が調査した分を合わ

せると、擦文時代の遺構は竪穴住居跡31軒、土坑1基集石1カ所、焼土4カ所となり、穂香竪穴群に

おいて地表から確認できた竪穴状くぼみの半分以上を調査したことになる。縄文時代の遺構・遺物は

ほとんどのものが縄文時代後期前葉北筒Ⅱ～I11式期のものだが、 JH-7から縄文時代早期の土器(I

群）が、 また、 V層から黒曜石製の石器が若干出土している。また、H-23覆土と包含層からは続縄

文時代の土器（Ⅵ群）が若干出土した。 ここでは今回の調査を中心として、今までの成果を中心に簡

潔に述べる。

擦文時代の竪穴住居跡は、標高約6～13m、台地東側の平坦部から第二ホニオイ川に向かう斜面に

かけて分布している。その中では、①北側にやや張り出す地形の部分(H-1～5 ･ 17･18)、②東側に

やや張り出す地形の部分(H-6ほか)、③南側にやや張り出す部分から西側の台地縁辺部(H-7

~31ほか)、 の大きく3カ所に分けられる。今年度の調査区は③にあたり、未調査の竪穴もほぼこの

場所に位置する。また、 この場所は縄文時代の遺構の分布とほぼ重なるが、切り合い関係は、盛土以

外は認められず、擦文時代の住居は意図的に竪穴のくぼみを避けて作っていたことが窺える。

竪穴住居は大きく分けると方形でカマドと炉のある住居、方形で炉のみの住居、長方形で炉のみの

住居となる。カマドと炉のある住居は一辺6mを越える大形のものと、一辺5m前後の中形のもの、

一辺4m以下の小形のものに分けられる。調査した竪穴住居跡で最も大きな住居跡は、昨年度調査し

たH－6で一辺約10mを測る。今回調査した竪穴住居跡ではH-25が一辺約8mと最も大きく、次

いでH-26が大きい。中形はH-19･24･27 ･ 29、小形はH-21が該当する。方形で炉のみの住居

は小形で、掘り込みも浅い。今回の調査ではH-20が該当する。長方形の住居はH-29を除き、 い

ずれもカマドがみられず、炉のみである。今回の調査では7軒検出された(H-22･23．28～31)｡

ほとんどのものは炉が1カ所だが、H-22は2カ所みられた。

カマドの構造は全て作りつけのカマドで、袖石を用い、その上に粘土を貼り付けて作っている。粘

土の残りは全体的によくない。粘土には灰白色粘土が用いられるが、一部黄褐色粘土を使用するカマ

ドも認められた(H-26･29)。黄褐色粘土は煙道部分には用いられず、焚口周辺にのみ用いられて

いる。煙道はいわゆる斜道で燃焼部から斜めに立ち上がるタイプで短い点が特徴的である。煙道の傾

斜角は45°前後のものが多いが、H-24のみ30° と緩い。炉はカマドの有無に関わらず、 いずれも床

面のほぼ中央に作られ、 カマドと炉の使い分けが想定される。また、 カマドのある住居跡では複数の

炉が認められ、 カマド反対側の柱穴の内側に小規模な炉があるものが多い。ただし、 中央の炉以外は

掘り込みをもつものが多く、焼土は覆土に混ざる程度のものもあり、中央の炉との性格の違いが考え

られる。柱穴は大形の住居では4本主柱穴のものが主体で、小形のものでは検出できなかったものが

多い。また、H 26･29では床面の角の部分でいわゆる「隅穴」が認められた。同様の例は西月ケ岡

遺跡の同時期の竪穴住居跡でも検出されている。H-23で確認された周溝は、昨年度調査したH 17

でも検出されている。掘り揚げ土は多くの竪穴住居跡で検出され、H-25周辺では掘り揚げ土の切り

合い関係が認められ、H－22．23 ． （27？）→H-25→H-26という変遷が考えられ、東側から西側

への住居の変遷が考えられる。また、竪穴住居跡のカマド、炉から検出された炭化物の放射性炭素年
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代測定を行ったところ、いずれも1,000～1,250A.D.という結果を得た。C!』補正年代は、平成5･13･14

年度いずれも900yBP前後の値がでており、住居群に大きな時期差はないと考えられる。

遺物は遺構の数に比べて少量である。土器は竪穴住居跡内を中心に少量出土し、破片数の割に比較

的多くの復元個体を得た。時期は過年度調査分も含め全て擦文時代後期後半で、佐藤編年Ⅳ6～Ⅳ8、

藤本編年のk～lに比定される。ほぼ西月ヶ岡遺跡の土器の時期と同様と考えられる。ただし、西月

ヶ岡遺跡第7号住居跡からは内耳土器が出土しているが本遺跡からは出土していない。器形は全て深

鉢（甕）で、文様が施されるものと無文のものがある。中～大形のものはカマドのある住居から出土

し、炉のみの住居から出土する深鉢はいずれも小形である。文様は全般的に粗雑で、文様帯は上端が

列点、下端は横走沈線で区画されるものが多い。中の文様は斜位の沈線が山形、格子目状に施される

ものが主体で、 中に列点等が施されるものもある。 ミガキは比較的丁寧に施され、ハケ目を残すもの

はわずかである。他の遺物としては、鉄製品、礫などがある。昨年度の調査ではH-11の床面から

ガラス玉、青銅製の金属製品、 ヒスイの勾玉64点がまとまった状態で検出されたが、今回の調査では

検出されなかった。また、住居跡のカマド、炉の土壌からは、 フローテーションの結果、炭化植物種

子として昨年度分も合わせると、 アワ・オオムギ・キビ・シソなどが検出されている。

縄文時代の遺構は竪穴住居跡11軒、土坑20基盛土10カ所、焼土1カ所が検出された。竪穴住居跡

は平面が楕円形、 もしくは不整形で、掘り方には大きな凹凸がみられ、生活面を覆土中に形成する住

居が多い。柱穴が判然としないもの多く、遺物は全体的に少ない。 JH 1 ･4･ 10は焼失住居で多量

の炭化材が検出された。樹種同定を行なったが、 クルミ属コナラ属ニレ属など、多様な樹種で構

成されていた。土坑は大形のものが多く、竪穴住居の可能性があるもの(JP-12･13･15･18) も

ある。また、小形の土坑では覆土中に焼土が認められるもの(JP-10) もあり、 これも住居跡の可

能性がある。また、 JP-17は曠底付近でベンガラが面的に検出されているため、墓擴と考えられる。

また､その上位と下位からは焼土が検出され､覆土中からは副葬品と考えられる石器が出土している。

盛土は掘り揚げ土を竪穴住居周辺に置いたと考えられるもの(JM-8･10) と場所を決めて意図的

に構築したもの(JM-1 ･ 2など）に分けられる。盛土は基底面の凹凸を埋め、盛土上面は平坦に

作られている。 JM-1 ･ 2･4･10は縄文時代の遺構を盛土の土で埋めており、古い遺構を整地す

る意図もあったと考えられる。 JM-1では盛土中及び基底面で小柱穴が検出されているため、何らか

の構造物があった可能性が高い。ただし、小柱穴の配置には特に規則性は認められない。また、 JM

－3 ． 5 ． 6では擦十某底面から、焼失住居と同様な炭化材のまとまりが検出された。 JM-5では周

辺から焼土も検出されている。いずれも小柱穴等は認められないため、構造物があったかどうかは不

明であるが、意図的に構築した盛土については、構築以前に何らかの行為があったと考えられる。同

様の盛土の例は釧路市大楽毛I遺跡標茶町茅沼遺跡第2地点でもみられる。JH-1 ･ 2･4･ 8，

JM-3･ 5･ 6出土炭化材のC'4炭素年代測定の結果では、 いずれも補正年代で3800yBP前後の値

が出ている。土器は縄文時代北筒Ⅱ式トコロ6類・ 5類、北筒Ⅲ式がある。また、 JH-1、 JH-2、

JM-1から平縁で円形刺突列が施される土器群が出土している｡特徴的には､北筒V式に相当するが、

JM-1でトコロ5類と共に出土しているため、正確な位置付けは不明である｡ JM-2周辺の遺構か

らはトコロ6類が、 JM-l、 JH-2周辺からは北筒I式トコロ5類ほかが、 JM-5から去年の調査

区であるL～0-51･52区からは北筒Ⅲ式土器が分布している。以上の様に大きく3つの地区に分け

られ、遺構の時期もJH 5、 JM-2ほか→JH-2、 JM-1ほか→JM-5ほか、 という変遷が想定

できる。

（広田）

255



９

４

８

４
７

４

６

４

痢 州

や

》 欝 岬〉

謡》

鉾 》

》
培

７

２

６

２

５

２ １

４

２

３

２

２

２

工 ”
０

２

９

１

綴

“ 軌 ①

詠 咄 閥 卦 韓

5
0

L
〃

_
Q
'

､｡
P-
'.

零
}｛
零

…

薑
羅

鯛 B-3
6
区

J
P
－
7

J
P
－
6

/N
M-
6K

寝
ｸ
零

J
H
－
b

J
M
－
1

D短
…
鍾
一
'~

J
H
-
1
/

E
J
P
－
8

、

‐

J
P
－
3
‐

J
P
－
3

1－
4

雫 溺 /JM
－
5

MM

鰯1
蟻
0
ノ
(
J
"

‘
匡
12
1

／
／

り
P=
13
(
JM
-5

’
戸 。

~

M
－
1
0

~

《

言

~ ~

一 、 、

~ ~

一 ~ ~ へ 一

一 ~ 一 ~ 耳

J
F

l
2

洲 一

訓 、 《 旧

ざ 》１ １ ノ

M
－
5

Ｌ Ｍ 〆 Ｎ

’

一 一 一

0

P
～

～
|

錘
.
鱒

墨
薑
個

鶴
ご
‘
回

＝
懸
ご
癖

0
2
0

(1
/6
00
）

図
Ⅵ
－
2
縄
文
時
代
の
土
器
分
布
図
（
土
器
実
測
図
は
S
=
1
/
6
)



一覧表

表18遺構一覧

長
一
噸

咽
砺
蠅
一
畑
獅
書
皿
郡
“

場

州

沈

弱

加

４

３

ｊｍ

Ｆ

４

３

３

４

４

３

く

↓

軸 深さ(、）

〕は生活面

短
一
蝿
岨
一
泌
一
獅
一
蝿
一
噸
一
”

遺檎番号 時期 位
え
り
沿

合ｆ

F面 lf 備 考

擦文時代擦文時代H 47／H-48／1-47／1 48

擦文時代L-46／L-47／M－47

擦文時代N-47／N 48／0 47／0－48

擦文時代F-45／F-46／F-47／G-45／G-46／G－47

擦文時代H-44／H 45／1-44／1 45

擦文時代K-45／K-46／L-45／L－46

”
”
｜
”
｜
畔
一
誠
一
”

カマドl ･炉l ･焼土3.ペンチ？

炉l

カマドl ・炉1

炉2

炉l ・周溝

カマドl ，炉1

恥
一
脚
一
脚
一
岬
一
群
一
僻

5．28 叩
一
賑
一
岬
一
岬
一
岬
一
岬

58

秘
一
卿

郡
一
噸

E-42／E-43／F-41／F-42／F-43／F-44／G-41／G-

42／G－43
擦文時代 柵H－25 8．86 ウマド1 .炉l ・焼土3･ペンチROR 0． 828．64 8．46

E-39／E 4()／F 39／F-40／F 41／G-39／G 40／G－

41
擦文時代 方形 カマドl ・炉481-26 7．04 646 O‘816．86

n月

OI

方〃擦文時代H-41／1-40／1-41／1-42／J－4］

擦文時代C-35／C 36／D 35／D 36／E 36

擦文時代C-38／C-39／D-37／D-38／D-39／E-38／E－39

擦文時代1-1-37／H-38／1-37／1－38

擦文時代G 35／G－36

擦文時代N 48／0－48

擦文時代N－38

擦文時代H－40

擦文時代G一“

擦文時代L－46

縄文時代C-33／C-34／D-33／D－34

縄文時代B-37／B-38／C-36／C 37／C-38／D 37

縄文時代J-35／J-36／K-35／K－36

縄文時代H-33／H-34／1-33／1-34／1－35

縄文時代G-40／G-41／H-39／H-40／H-41／1－40

繩文時代1 42／J-42／J-43／K 42／K－43

純文時代1－38／1-39／1-40／J-38／J-39／J－40

繩文時代J-43／j-44／K-43／K－44

縄文時代H-32／1-31／1-32／J－31

縄文時代H-37／H-38／H-39／1 37／1-38／1－39

繩文時代K-46／K 47／L-46／L-47／L－48

純文時代E－34

抑文時代C－32

繩文時代B-40／B 41／C-40／C－41

繩文時代B-35／B-36／C－35

縄文時代B－39

繩文時代D－35

縄文時代K－43

繩文時代G 36／G－37

繩文時代G－38

繩又時代H-42／H-43／1-42／1－43

縄文時代G-45／H－45

縄文時代1－32／1－33

純文時代D 39／D-40／E-39／E 40

細文時代C－40

縄文時代1－46／J－46

細文時代J-45／J-46／K－46

繩文時代N 16／N－17

縄文時代1－38

縄文時代D－37

純文時代L-45／L 46／M-45／M46

0.71 カマドl ・炉l ・焼土2.ベンチ？

O~53 炉1

0.65 カマドl ・炉3

0.29 炉2？

0．36 炉1

1 ． 34

0． 21

0． 06

0，06

0．04

0．87〔0. 51〕炉3

0．33 炉3

1. 18〔0.87〕炉1

1~ 54〔0.96〕焼ニヒ

0. 95〔0.55〕炉1

0．72 炉1

1． 27 炉1

0．62 炉1

0. 97〔0.88〕炉1

0．3 焼土4，土坑3

062 炉3
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0．61
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0．8 集石
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恥
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咽
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噸

7． 64

ｗ
｜
郷
一
軸
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郷
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岬
一
岬
一
ｍ
一
郡

2．79

狸
一
価
一
畑
一
狐
一
郎
｜
咽
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”
｜
邨
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地
一
脈

(2.76）

0541 . bJ

E-32／E-33／E-34／E-35／F 31／F-32／F-33／F-

34／F-35／G-31／G-32／G-33／G-34／G－35
縄文時代 焼ﾆﾋ、小柱穴群IM－l 16.64 (10.2） 0．37

Kー44／K-45／K-46／K 47／K-48／L-44／L 45／L

46／L-47／L 48／M44／M-45／M 46／M47／M

48

繩文時代1M－2 焼土317.84 8． 54 057

岬

B 36／B 37／C-36／C 37／C 38／D-36／D 37／[）

-38／E 35／E 36／E 37／E 38／F-35／F 36／F－37

／F－38

繩文時代1M－3 焼土2) 74 n2
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抑文時代JM－4 '1．08 9.8 0．51
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50／1 46／1 47／1 48／1-49／1 50／｣ 47／J-48／J

-49／K-48／K-49／L－49

1M－5 繩文時代 焼土4 .炭化材17. 8 0．36j,2

JM-6繩文時代|G-38/G 39/G-40/D-39/D-40/E－40
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一
州
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縄文時代JM 8 ｲ1り目､
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（q l1
、Uﾛ 凸』 0． 18
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繩文時代H 33／1 33／1-34／I 35J 33／J 34／J 35

繩文時代J－45

焼土4９

ｍ

１

~~ＭＭＦ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

池
一
眼
一
吋

ｊ

６

３

６

４

４

⑬

０

四

一

叩

ｍ

257



穂香竪穴群

表19遺構別出土遣物一覧

Ⅲ

群

土

滞

Ⅳ

群

土

鼎

Ⅵ

群

土

器

Ⅲ

群

土

洲

イ1 石 伽

間

澗

盤

打

淵

石 ナ

ィ

７

１

群

士

鼎

f】 石 砥 加
工
疵
の
あ
る
礫

土

別

７

千

瓢

亙

け

Ｉ

鉄

製

つ
ま
み
付
き
ナ
イ
フ

ス

ク

レ

イ

パ

ー

価
Ⅱ
津
パ
垂
木
鯏
錘
ｍ
Ｕ

Ｒ

フ

レ

イ

〃

Ｕ

フ

レ

イ

フ

レ

イ

ケ

l鼎 石

Ⅲ

，

台

石

【 』

た

き

、

礫

蝋 梢 錐 核
傘ﾄ段

蝿印
r1

1『1

【］

、 Hｲ1f 1

H－l9 1 419 1ｳ1
2凸4

H－20 l弧 207

H 21 1
】ﾛロ

]色 1 207 243

H 22 、4

J螢
q4
qJ=Z

H 23 3 ） 16 35 157

H－2 8 iワ~~ 3 289
４
４
○

Ｆ
「
Ｕ

ｎ
屯
』

1 '－25 261 1 168 7439 1 1 1

H－26 84I 14りI

H－27 4 9 1 200 ？'兵
凹凸U

H－28 6 96 1 106

卜1－ウq
Lﾕ ーソ 『I 8 I 1

且 243
~

2691

H 30 脇 I
」

1 8 1 139 5サ 1 238 1443

H－31 31 20 11 109 1 1 182

IH－l 628 1 1 923)841

lH－2
ﾛ可~剤

lidf 1 2 1 146 4 25 10
、nF

》乙、 302

JH－3 ６ 15 157 178

JH－4 3 1 1 ］ 28 qq~~~

11 1 5 88 156 282

JI－I 6 80 1 20I G
n7

fl
Ｅ
Ｊ

Ａ
詔

、
〆
】119

JI-I 7 I
F呵

りイ1 1 12
~
~ Hh

JII－8 1R~~ 1(） h（

JH－9 ３

JH lO 1 1 1 1 n7
uロ 1 48

fIf l

｣'五 1
ﾜ 6 I 11 19 35

~
~ 』

IP－3 h 1

IP－4 1 3

lP－5 1 1

JP－6 (）

「p－7
JB F 0

JP－8 12 1 4 311 330

jP 9 ソ

IP－lO )0 511

IP－ll 11
ロ、姉

‘0
wR~~

IP l2 44 1 11 45 1061 1

IP ］ 15 16『

IP－l4 I）

IP－l5 6 １ 1 1nq
4UU 140 2901 ﾜ

JP l6 U

IP l7 q I 1 63 17 1 19

JP l8 ５ I 10 l（

JP－l9 ｳﾊ
写函 147 1931Q~~

lP－20

IP－21 ３ 1 ワ1 9ワ
白I

jP 22 ワ7
‐I 1 I 29 4 IjZ

JM l 1038 4 1
る 158 18 ？

qFmn

lUム』
p

h 2891

1M－2
nF、

吟DJ 7 185 502 978M
1句

L色
魚

LO

1M－3 82 2 1 88 338 弓1q~~~1 4 1

JM－4 〕5 ウ ワ 1 〕 1 468 3 116 654｡

1M 5 ｜ I 2467 1 10
。，And》

J4t鰯‘899H

|M 6 1 I 113 156JZ

JM－7 1 ３ 1 1

1M 8 12 16

1M－9 19 1 り
1 1 1 24 17

』『1 I I 11 10

JM lO

Q ，
409409

遺柵合訓 I 24
心F六戸

‘DOD
毎
ひ

り
合‘110 29 18

~
０
９
~~

14 1
月鈩

11】 16
ｎ
．

句
ｊ

Ｆ
６

Ｆ
３20 服

1

19 141
4句
f詮

ｳ1萬
白』U 8360 ワワ

ムリ 17601
I

+》

包含1W 825
戸~則

り畑
即nP

r畠、 15(） 20 《 15
ﾛ〆~~ 1句

』& 1 2137
I

18 19 １ 1754 1 1 1074｛ ~~

▲ 芸↓
に】 町' I 24 3390

ウ
ー

戸
Ｒ
ｕ

11句F

｣10， 45 “ 18 0 2(） I 61 ‘11
句n

J色 77104 10 l（ ワl
今凸 16（ 64 218 lOll4 1

戸
『
』 42 23279

258



一覧表

表20遺構出土掲載復元土器一覧

輝
鮴
数

未接

合破

片数

ｻ1
14

1 1

11（

掲戦

番号

図版

番号

冊十遺構

(層位･点勒

接合破片出土位澄

（層位･点数）

未接合破片

出 土位綴
挿図番号 層位(点数） 部 位 焼成 そ の 他胎 1

[I径 庇托 器高

図''1 13 105-1 H－21 床面(5)

カマド(2)

覆土3(8)

M47 （ 1 ．4）

P47 （棚揚t･ '7、 ’

29）

H-21 (床面･'5， カマ

ド･I) 、 I {－24 （覆土・

2) ､M44（ I| ・') 、 M47

（ 1 ．3)、M48（ '' ’2)、

047(捌揚土・5)、 P47

（Ⅱ ・5）

砂礫やや

多く含む

良1 〕4 ﾜﾊ
白玉 2868b、

|]隊部～底部

外 内 面

洲 整 ｜ 色 洲 ｜ その他

曲

調 樅 ｜ 色 i淵
時 則 部 位

様 その他文

擦文時代

後期後半
ｊ寧瞭明不稜く

キ

キ

ガ

デ

ガ

ミ

ナ

ミ

横

横

縦

褐色

褐色

褐色

口唇部

口縁部

Ⅲ,l上半部

横ミガキ

横ミガキ(稜不明隙、粗い）

暗褐色＞褐色

褐色斜位沈線一・交差する沈線･3本

文様帯下部横沈線区画(3本）

胴下半部

底部

底面

横ナデ

ナデ

縦ﾐｶｷ(稜不明瞭､丁寧)

ﾐガキ

褐色

褐色褐色

褐色

接合

破片

数

未接

合破

片数

ｻj
l4 Ijt

掲戦

番号

図版

番号

出土遺構

(恩位･点敷）

接合破片出土位置

（層位･点数）

米接合破片

出土位置
挿図番号 層位(点數） 部 位 そ の 他胎 』 焼成

口径 底径 器高

H－25 （床面・ l6、焼

土. l，橿士2. 13、覆土

4.2) 、 1 142（ ｜ ・4、伽

揚土・4) ． 142（ 1 . 17,

11 .5、掘揚土・3)、 143

（ 1 ．25， | | ・70,不Iﾘ1 .5）

良床面(128）

焼土(1)

覆土l (1)

屡土4(1)

H42(1.3、棚揚土・3) 、

142（ 1 .24, 11 . 11、 棚

揚土・3)、 143 （ 1 ．8，

1| ‘22)、 J44（ 11 ‘3）

砂粒多く

含む

図Ⅱ1－29 H 25 208 〕6. 0 971 05－2 166 ｲ ー ザ

[|緑部～底部

外 面 内 面

調 披 ｜ 色 調 ｜ その他 ’ 調 整 ｜ 色 調 ｜ その他
時 期 部 位

様文

擦文時代

後期後半

I]唇部

口縁部

胴~上半部

キガ

デ

ミ

ナ

デ

横

横

ナ

黒褐色

黒褐色

煤少還付満

横位列点3段

斜位沈線の組合せ(4本単位）

文様帯下部横沈線瞳画(8本）

横ミガキ(稜不明瞭、丁寧）

横ﾐｶｷ(稜やや不明瞭､ 1.寧)

縦ミガキ(稜やや不明瞭、 1.寧〉

黒色

黒褐色

黒褐色

黒褐色＞褐色

褐色

褐色

胴下半部

底部

底面

リも粗やや瞭明稜Ｉキガ

デ

ミ

ナ

デ

縦

横

ナ

照褐色

11冊褐色

ナデ

接合

破片

数

未接

合破

片数

法 lli
図版

番号

I+{十潰櫛

(層位･点陵）

接合破片出土位撒

（層位･点数）

未接合破片

出 t 位悩

掲職

爵号
部 位 焼成 そ の 他挿図勝号 胎 土層位(点数）

底径 器間口径

1 1 26 （翻土.l)、 146

( '1 . 1､掘揚土・1)、 J47

（ | | ・ '）

H-25(床面｡5，焼~l弓・

2、覆土1 .2、橿土2.6、

覆土6.1)､J-42( '1 .3）

粘土繊密

砂粒含む

良床面(22）

カマド覆土(4)

覆土2(18）

図''1－29 〕 105-3 H－25 18 19 18. 1 E 〔
U､ b 02

口絃部～底部

外 而 内 面

調 擬 ｜ 色 調 その他 ’ 洲 繋 色 調 ｜ その他
時 期 部 位

様文

擦文時代

後期後半

口唇部

口縁部

胴上半部

キガ

デ

ミ

ナ

デ

横

横

ナ

褐色

褐色

褐色

やや磨耗

やや磨耗

横位列点2段(下段一部短刻線）

縦沈線と斜位沈線の組合わせ(4本単位）

文様帯F部横沈線区画(2本）

やや磨耗

やや磨耗

横ミガキ(稜不明瞭）

縦ﾐｶｷ(稜やや不明瞭､ ~I、寧)

黒褐色＞暗褐色

褐色＞黒褐色

縦ミガキ

(段やや不明瞭）

横ナデ

靴いナデ

褐色＞黒褐色 やや磨耗 縦ﾐｶｷ(稜やや不明瞭､丁寧) 褐色＞黒褐色

褐色＞黒褐色

やや磨耗

やや隣耗

胴下半部

褐色

褐色

やや磨耗

やや磨耗

底部

底面

ナデ

ミガキ(丁寧）

齢
職
数

未接

合破

片数

l i（ｻ上
1ム

掲載

瀞；;。

図版

番f）

出土遺柵

(屑位･点散）

接合破片出土位償

〈層位･点数）

未接合破片

1' 1 k 位 ｜樅
部 位挿図番号 焼成 そ の 他層{f(点数） 胎 」

氏径 淵1‘111径

砂粒多く

含む

H-30(覆土1. 10） 良図Ⅲ－46 105 4 H 30 床面(2)

覆土l (30）

10切り
u凸 13. 1

洲勺
唖.畠

ｍ
Ｑ
Ｊ

ｎ
／
】

[I隊部～底部

外 1m 内 im

調 整 色 調 ｜ その他 ’ 調 整 ｜ 色 洞 ｜ その他
時 期 部 位

様又

擦文時代

後期後半

|］唇部

口縁部

胴部

樅ミガキ(利い）

横ナデ

ナデ→弱い縦ミガキ

(機不明瞭、籾い）

検ナデ

髄ナデ→一部ミガキ

暗褐色

暗褐色＞褐色

暗褐色＞照褐色

ナデ→一部横ミガキ

弱い縦ミガキ(稜ｲく明瞭）

蝋褐色

照褐色

暗褐色

暗褐色

底部

底面

照褐色

~

接合

破片

数

未接

合破

片数

法 10t
掲職

番号

図版

番F；

卜|{十衝構

(n位, ‘点数）

接合破片出土位iijt

（層位･点数）

未接合破片

ll I 上 位 ｜i'i
挿図番号 層位(点数） 部

'し

1M 焼成 そ の 他胎 土
1 1係 底径 鼎,Wi

口縁下部補修孔2個有り砂礫含む図111－49 H－31 床面(3)

床直(6)

覆土l(1 1）

Ｊ

１

３

１

く

Ｉ

４

５

３

３

Ｈ

Ｇ

(11.6）1 105－5 24 1E 1凸⑫. 艮

｢|縁部～IliIド半部

外 IiI I人1 面

調 笹 色 渦 ｜ その他 ’ 洲 整 ｜ 色 ‘淵 ｜ その他
時 期 部 位

様文

擦文時代

後期後半

口唇部

口縁部

胴上半部

キガ

デ

ミ

ナ

デ

横

横

ナ

黒褐色

黒褐色＞褐色

黒褐色＞褐色

煤少量付薪

煤ｲ､↑着

煤付蒲

．-部縦細沈線

斜位沈線組合わせ(格子目状)

文様帯ﾄ部横沈線区画(3～4本）

横ミガキ(稜不明瞭、丁寧）

縦ミガキ(稜不Iﾘl瞭、丁寧）

熟褐色

1M褐色

縦ミガキ(稜やや不明瞭丁寧） 暗褐色 縦ミガキ(稜不Iﾘl瞭、丁寧） 照褐色 煤少鼠付着胴ﾄ半部
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穗香堅穴群

艤
蹄
数

未接

合破

片数

量松
lIl十僧柵

(圃位･点数）

接合破片【'1十ｲｹ唐

（脳位･点数）

掲載

爵号

図版

計号

未接合破片

出 士位僧
挿図番号 圃位(点数） 部 位 焼成 の 他胎 I

底係
q[】T午

丙付nfll]従

図Ⅲ－56 11．1－1 床面(1) 砂磯多く

含む

107 1 イ q4）
、 曹已 ~■ダ

1 12， 1 やや

不良

1

胴下半部~底部

外 面
一
の

内 面

文様･調整 色 調 ｜ その他
時 斯 形 状 部 位

様 ’ 色 調 ｜ そ文 他

繩文時代

後期前葉

平底 LR, RL斜縄文の交互施文による羽状細文→縦

沈線(やや太い）

胴～底部

底面

褐色

褐色

一部二次焼成による應耗あり 一

ナ

一

ア

ナ

ナ

‘1A(褐色

HW褐色

接合

破片

数

未接

合破

片数

量は

掲載

雅号

出土遺構

(層位･点散）

図版

研ﾄナ

接合破片出1-ｲｲ/盾

（晒位･点数）

未接合破片

出土位世
抑'刻番曙 ＃1位(点数） 焼成部 位 治 士 そ の 他

底径 器商、征

図''1 56 107 JH l 覆土2(62） Jl I-l （覆土2 ． 204

組土3. 1）

砂礫多く

含む

？ (11.8）
侭n

o‘ 205 やや

不良

8. 3
~

胴下半部～底部

外 面

の

内 面

他 文様.調盤 色 調 ｜ その他
時 期 形 状 部 位

様 色 調 そ又

やや上げ底 RL斜繩文

RL斜繩文

繩文時代

後期前葉

胴～底部

底面

暗褐色

噺褐色

剥がれ多い

ほとんど梨'1がれ

にぶい黄橿色

にぶい黄擶色

十＝
′~ノ

禮
蹄
数

米接

合破

片数

1 11法
掲戦

誹号

瞳|版

番号

出土遡柵

(層{1．点陵）

接合破片出土位値

（層位･点数）

未接合破片

出土位世
椰図番号 屑位(点数） 部 位 胎 土 焼成 そ の 他

底径口従 器商

床而(16) ､梱士2

(1)､磯土4(17) 、

覆土(3)

閥土(1)

塘底(1)

慨土2(19）

lXI Ill 75 107-3 Jl I－6

JH－8

JP－l2

JM－9

ｊ

ｊ

２

２

Ｉ

く

１

２

４

４

Ｈ

Ｈ

JI-I-6 （床而･25,覆1

4.8､覆土11 .4.摺土2）

JM－9(盛土2. 19）

142( |li ･5）

砂粒多く

含む

繊維含む

(46.6）
作句
、” 63 28.7 里

口縁部～胴部

外 内 面

文様･調猿 ｜ 色 調 ｜ その他

Ⅲ
｜
の

時 期 形 状 部 位
文 様 ’ 色 調 ｜ そ 他

繩文時代

後期前葉

' 11形突起

幅の狭い肥厚帯

(山形突起部は

|朧起する）

口唇部

［|縁部

(肥厚帯）

胴部

押引文

肥厚帯上RL斜縄文→横位押引文

肥厚帯I直下に横位の円形刺突文

RL， 1．R斜繩文の交互施文による羽状抑文

褐色

褐色 突起部欠失あり

剥がれ有り

~
~
~
~

一

フ

一

ブ

ナ

ナ

褐色

褐色＞照色脳色
~

鑑
端
数

未接

合破

片数

鼠法
掲戦

緋号

出土遺構

(層位,点貰）

接合破片出土位悩

（煽位･点数）

未接合破片

出土位置

区1版

番1｝
抑図番号 1,1位(点数） 部 位 胎 土 焼成 の 他

底径口掃 器高

１

４
~ＭＭ

Ｊ

』

盛t(2)

盛土l (2)

H35(Ⅱ .5, 111 . 1)、 135

（U ･ ') ､ J34( 11 . 1) ､

K30(不明･ I)､K35（ 1 .

1)、 L34（ ’2）

Ⅸ' ' '1-10（ 107-4 ,lM－l (盛土･5）

H35（ '1 .2）

砂粒多く

含む

16 17. 1 17.8 やや

不良
口縁部～胴部

外 内 面

文様･調整 色 調 その他

而
一
の

時 期 部 位形 状
様 ’ 色 澗 ’ そ又 他

繩文時代

後期前葉

平縁

幅の広い肥厚帯

一部LR斜繩文

肥厚幣上LR斜縄文→細い縦沈線

肥厚帯r[下に無文帯作りだし→横位の円形刺突

文(やや小形）

RL､ LR斜縄文の交互施文による羽状縄文

l]唇部

口縁部

(肥厚帯）

黒褐色

黒褐色＞蹄褐色 一部煤付着 横ナデ 黒褐色

胴部 暗褐色>県褐色
1一

Fナ 黒褐色

接合

破片

数

未接

合破

片数

量法
接合破片州十位囮

（届位･点数）

掲叔

瀞号

図版

鮮号

出土遺構

(層位･点数）

未接合破片

出土位置
挿図番号 肘位(点数） 部 位 焼成 そ の 他胎 ゴ

口掻 底径 器高

盛士l(50） JM－l(盛土･ ',盛土1

7,磯士2.8）

図|Ⅱ 105 JM l107 5 粘土綴密、

砂礫･繊維

含む

50 8. 316 23.5 やや

不良

1b， イ

口縁部～底部

外 内 面

文様･調挫 ｜ 色 調 その他

伽
一
の

時 期 形 状 部 位
様 ’ 色 凋 ｜ そ 他又

繩文時代

後期前葉

平縁 口唇部

口縁部

~~底部底面
RL斜縄文

RL斜縄文

横位の|上I形刺突文(小形）

暗褐色

略褐色>黒褐色

暗褐色

一部煤付着

下半部二次焼成による剥がれ著しい

ナデ

Rl』斜繩文

ナデ

灰哉色

灰黄色

階褐色

26(〕



一覧表

r 1

』肌接合

破片

数

未接

合破

片数

紬
未接合破片

出 土位置

接合破片出土位|i'i

（層位･点数）

掲戦

番号

図版

番号

出土遺桷

(届位･点数）

そ の 他焼成祁 仙 胎 ’挿図溌弓 1画位(点数）
器高底径I]径

砂粒･繊維

含む

良(39.4）JM－2(盛t底面.l）

JM－2MI3 4 （焼土

l)、L44(Ⅲ。 ')、 IA5（ 1

.2）

nfb 守

掛0●〕J43(I| | ・ ')､ K44(捌揚

士. l)､ L43（ 11 . 1) ､ L

44( 11 .2) ､L45（ 11 ． 1)、

M45 （[1 .5, 1Ⅱ ・4) ､N

45（ 11 .6)、 P44（ 11 ． 1）

ｳ？
白叩69盛土l（1）

盛土2(15）

盛土底面(10）

図l lI l l3 108 1 JM－2

口縁部~胴部

｜ 内
他 ｜ 文様.調整 ｜ 色 調

面
一
の

外 回

その他
部 位時 期 形 〃

様 ’ 色 調 ｜ そ文

褐色＞腋褐色

黒褐色＞褐色

|群褐色＞褐色

黒褐色＞暗褐色

口唇部

口縁部

(肥!’州）

胴部

剃文時代

後脚I前葉

11 1形突起

幅の狭い肥厚帯

(' 1 1形突起部は

隆起する）

押引又

肥厚帯上RL斜繩文→横位押引文

肥ﾉﾘｲﾄ画1ごに横位の円形刺突文

RL、 LR斜繩文の交互施文による羽状抑文

一

テ

一

テ

ナ

ナ

補修孔1個有り

一部剥がれ

補修孔3個有り

下半部二次焼成による磨耗｡剥がれ

一部煤付着

褐色＞黙褐色褐色＞黒褐色

未接

合破

片数

鼠接合

破片

数

1t
1二

未接合破片

Ⅲ 土位置

接合破片出土位置

（屑位･点数）

出土遺構

(刷虻,点散）

掲叔

番号

図版

番号

焼成胎 I部 位 そ の 他層位(点数）挿'2|番号
底径 器j‘ljI]径

ｊ－
３

〆
ｂ

２く

砂礫多く

含む､繊維

含む

やや

不良

り直
々』

nnn

ﾑ､D酉1盛土2(4)

盛土2(1)

覆土(1)

覆土(1)

福士l(2)

H41 （Ⅲ・2) 、 }~144（Ⅲ.

')､ 140（ 11 . 1)､ 141(捌

揚士｡ l)､ [42 (棚揚土．

l)、 ．147 （ '11 .3) 、 L44

(柵'1場士. l， I| ・ I)、M

46（ 11 . 1） 、M47（ 11 .

1) 、 N47（Ⅱ ・2）

H33(' 1 .1）図Ⅲ－114 108－2 JM－2

jM 9

JP－l2

JP－22

H 27

口縁部～胴部

面

その他

内

文様･調埜 ｜ 色 調

外 皿
一
の

時 朗 部 位形 状
他様 ’ 色 洲 ｜ そX

黒褐色＞褐色

蝿褐色>暗褐色

口轡部

口縁部

(肥I単帯）

胴部

LR斜細文

肥Iﾘ幣上RLLR斜縄文の結束による羽状繩文

肥厚帯直下に横位の円形刺突文

RLLR斜縄文の交互施文による羽状繩文

縄文時代

後期前葉

平縁

幅の狭い肥11ﾒｲlf 暗褐色＞黒色

黒褐色＞暗褐色

一部煤付着

下半部忌次焼成による磨耗｡剥がれ著い

横ナデ

ナデ暗褐色＞褐色

量礎
職
数

未接

合破

片数

法
接合破片出十イヴ置

(層位･点数）

未接合破片

''1 土位置

掲載

番月．

出土遺梢

(胤位･点敷）

図版

番号

そ の 他胎 上 焼成部 位届位(点数）挿瞳l番号
I]径 底従 器11%

砂粒･繊維

含む

良JM 2(盛土2. 10,盛

ﾆﾋ3.1)、 JP－22(覆土.

l)、 JM－9(嘘士2. 1)、

1-142（Ⅲ. l） ､ 147( 11 .

1)､ L43 （ 11 .1) ､ L44

（ ''1 ． 1) ､M46（ '1 . 1 ,

Ⅲ. l，掘揚土・ l)、M47

（ |I| ，l）

句ワ
J1 21 27. 1

7,

1J盛土l(1)、盛土

2(8) ､盛土3(1)

覆土(1)

覆土(3)

I （3）

泄土l(1）

{47（ 11 ，3， Ⅲ・3）

J46( |I| ･8）

L46（ ｜ ・2、 伽|鵺t. l）

M45（ 11 .1）

M46（ 1 ． 1）

JM－2塵|Ⅲ－114 108-33

り

“

ワ

】

《

Ｕ

趣

４

，

１

２

ワ

】

？

】

~

~

Ｐ

Ｐ

１

Ｉ

Ｊ

Ｊ

ｌ

Ｉ

口縁部~胴部

内 面

他 ｜ 文様.調轄 ｜ 色 訓 ｜ その他

画
一
の

外
時 期 形 状 部 位

様 ’ 色 朋 ｜ そ文

黒褐色＞褐色

黒色＞糊色

押引文

肥叩榊上RL斜縄文→横位押引文

肥j鼠帯直下に横位の円形刺突文

RL, LR斜縄文の交互施文による羽状縄文

| I |形突起

幅の狭い肥〃帯

(山形突起部は

隆起する）

口唇部

口縁部

(肥厚帯）

胴部

縄文時代

後期前葉 黒褐色＞褐色

黒褐色＞褐色

補修孔3個有り LR斜縄文

ナデ階褐色＞無褐色 下半部二次焼成による磨耗.剥がれ

補修孔3個有り

未接

合破

片数

llt旙
鈴
数

法
末接合破片

出土位置

接合破片IH･'｣位置

（層位･点数）

図版

番号

出土遺柵

(圃位･点散）

拠戦

番号

の 他胎 I 焼成部 ｛f層位(点数）挿図番号
器間底径口径

砂粒,繊維

含む

良(29.2）M46（ ' '1 .3） 』 27．8盛土l(2)

盛土2(6)

鞭図''1-115 1M－2 M45（ '1 .4）

M46(11| ･38）

！

108－4
口縁部~IlIjl部

内

虻様･調轆 ｜ 色 調

面

ａ
ｕ１

回

の

外
時 期 部 位形 状

他様 ’ 色 i淵 ’ そ文

暗褐色

暗褐色＞褐色

口唇部

口縁部

(肥I凧榊）

胴部

RL斜繩文

肥厚帯直下に横位の円形刺突文

肥"幣上RL斜繩文→横位押引文

RL、 LR斜縄文の交互施文による羽状繩文

繩文時代

後期前葉

山形突起

幅の狭い肥鳳帯

(111形突起部は

やや隆起する）

横ﾅデ 褐色

ﾅデ 褐色＞照褐色暗褐色＞褐色 一部煤付着
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表21 遺構出土掲載拓本土器一覧

遺梢･

出土区

掲職

番号

色
一
価

調

梱
挿図 層位 点数 分顧 部位 文 様 時 期溺 整 胎 1 焼成 の 他

外iii ；横ナデ→横ミガキ

内面：橘ミガキ
覆 上3 口縁部 短刻線2段（羽状） 褐色 砂粒含む 撚文時代後期後半、 照褐色 良Ⅲ－ 5 1 1 1－19

闇tI l
｢l縁部羅刻線2段(羽状) 、

嗣部斜位沈線組合せ、文様

排下部棚沈線区画

外面：上樹ナデ､ 下段ミガキ

内面;上樹ﾐｶｷ､ .下縦ﾐｶｷ
擦文時代後期勝↑11 口縁～胴部 黒褐色 鼎褐色 砂粒含む

J，
』足Ⅲ 8 1 1－201

床r［ ３

項土1 1 4 口緑部横沈線2本、刺突列

2段（*l状)、胴部斜位沈

線組合せ、沈線に沿いに刺

突列ｲ『l〕、文梯併 ﾄ部横沈

線区画

外面:段ハケメ→ナデ

内面；上横ミガキ、 下凝ミガキ
擦文時代後期後半口縁～胴部 砂粒含むⅢ 20 H－23 11 鼎褐色 鼎色1 良

床K［

H－23 覆土1 1 3 '二I唇刻み､地文細文LR別

縄文､徴隆起線による文

様、刺突列有り

波状口縁､波傾部突起有I

補催孔有り、内面蝶付漕
口像部 続縄文時代前半外面：ナデ内面：ナデ 晴褐色 鼎褐色 砂粒含む 良'1 20 Ⅵ

掘揚げ土H45

斜位沈線、文様帯下部横削

線区画

卸
一
恥

I

閥部 擦文時代後期後斗Ⅲ 内面：横ミガキ 蹄褐色 晴褐色 砂粒含む'1－23 | ･'－241 良

外面：縦ハケF1→口隷横ﾐｶｷ､

眉斜位気味の慨ミガキ内面I]緑樹

ミガキ→胴斜位のミガキ

覆土2 [I緑部 暗褐色＞黒色 砂粒含む 擦文時代後期後半M鴨色' ''－29 H－2 11』 良

Ⅲ 29 4 1 H－25 1 覆土2 1 1 1 Ⅲ I 胴部 ｜RL斜脚文 内面：ナデ 褐色 ｜ 褐色 ｜砂粒多く含む ｜ 良 二次焼成のため臆い ｜縄文時代後期前葉

口縁刺突列3段、円形ﾙIi付

け、胴部斜位沈線組合せ

外､i ：横ナデ

内面：上横ミガキ、下段ミガキ
掴 1 口縁~胴上半部 暗褐色 砂粒含む 補條孔有り､内面煤付萌 撚文時代後期後半}M褐色 良1－37 1 1 1－27 Ⅲ

筈陣[－41

外面：ナデ→終位のミガキ

内面：ナデ→段位のミガキ

底面:ﾅﾃ

10
内面約lがれ､底面木襲痕有

り
擦文時代後期後半胴～底部２ Ⅲ 褐色 黒褐色 砂粒含む' '－37 良

斜位沈級組合せ、枕線沿↓

に刺突列有り
キ

デ

ガ

ナ

ミ

横
横

面

面

外

内
床直 口縁郁 砂粒含む 2と同一個体 梼文時代後期後半| ･{ 21 、 黒褐色 黒褐色＞黒色 良'1－44 1

斜位沈紳組合せ、沈線沿い

に刺突列有り
キ

ー
プ
”
刀

ナ

ミ

横

横

面

面

外

内
床悩 擦文時代後伽後半口秋部 黒褐色 照褐色 砂粒含む lと同一個体Ⅲ 44 ウ |{－29 I Ⅲ 良

擦文時代後期後半

擦文時代後期後半

口縁部~｜~~

雨蔀一｢屑砺
外面：横ナデ内面：棚ミガキ

外面:繕ﾐｶｷ内面：篭ﾐｶｷ

幟
一
蝿

岬
一
雑

９

９

２

２
~~

Ｈ

Ｈ

４

５

４

４

４

４
~

Ⅲ

Ⅲ

幽
一
恥 汁：

砂粒含む

砂粒含む

良
一
良

外面：上横ミガキ、下ナデ

内面：横ミガキ
擦文時代後期後半カマド燗土 [1紘部 ｛鴨色 砂粒含む111 M褐色 良11－44 ’ 1－29 I

擦文時代後脚|後半

縄文時ｲ職朋前葉

擦文時代後脚I後半
'1縁刺突列2段，胴部刺突

列有り

外面：横ナデ

内面：檎ミガキ
I二1級~胴部 ﾘ蝸色層土1 M1褐色 砂粒含むm 46 ワ H－30 1 Ⅲ 良

l l N l 胴部 ｜RL斜縄文
， ’ ｜ ｜n瞳虹● l､唇部. |]

内面：ナデ 褐色 褐色>黒色 ｜職維・砂粒含む 良砒
而

２
｜
卜

Ｓ

Ｉ
Ｊ

ｌ，
】

’
３

ｍ
Ⅲ

縁内m1RI,斜縄

文外面：肥厚帯上RL斜

例文→協位沈線

やや

不良
口紘部 内面;ﾅデ 砂粒含む 岡文時代後朋前葉照褐色 階褐色 沈線欄断面やや傾く３ H'

JI I l 覆土2 1

1 1唇部･ 【]縁内面RL斜剥

文外面:RL斜縄文→細

い刺突列

やや

不良
口縁~胴部 内面；ナデ 抓文時代後朋前葉jH－l 圃土2 Ｉ 灰黄色 灰黄色 粘土撒密、砂磯含むⅢ 57 164

１

２
~

Ｈ

Ｈ

Ｊ

Ｊ

５７画
，

Ⅲ 輌
一
畑

I l W l 胴部 ｜外面: LR斜縄文 ｜内面:ナデ
3 1 1 1 1 |圏部・ I]縁IﾒﾘmiRL斜脚’| |唇部・ロ縁内mRL斜蝿

褐色 ｜ 褐色 ｜砂粒含む ｜悪い’二次焼成のため脆い 剥文時代後W揃葉

文外面：RL斜縄文→細

い刺突列

粘土撒密、横維・砂

磯含む

やら
、~、

不良
口縁部 縄文時代後期前葉内面；ナデ 浅黄攪色Ⅲ 62 Ⅱ 浅黄燈色

､38 Ⅲ ｳ

[l営部，口縁内面LR斜聞

文外面；LR斜縄文→細

い刺突列

｣H－2 覆土2 1 1
刺突Ⅲ面に衝通するものあ

、

粘土撒密、繊維・砂

礫含む
抑文時代後lﾘl lifI蕊内面：ナデＩ 口撒部 |ごぶい褐色 附褐色 良' －62 ？

JM－3 盛土2 1

1.唇部･ I }隙内面RL斜阿

文外面；RL斜剥文→細

い刺突列

ｲと|,1-個体刺突則面に

貫通するものあり

粘土撤密、砂礎含む

畿維少瞳含む

やや
~1、

不良
縄文時代後期前葉口鰍部 内面：ナデ62 ｣| ,I 覆土1 8 I 灰黄色 灰歯色3

1 1唇部・ ’ 1糘内miRl斜側

文外面：RL斜側文→細

い刺突列

粘土敏密､砂礫含む

繊維少、含む

3と同 個体刺突風面に

貫iMするものあり

やや

不良
口徹部 内面：ナデ 縄文時代後朋前葉覆土1Ⅲ－62 I

1T『 n

J、一筆 11 灰黄色 灰黄色

外面:RL斜縄文

底面： 2本一組の沈線

粘土撒密、複雑・砂

礫含む

やや
~オマ餌▽

小員

底部 底面：ナデ 上げ底内面剥がれ 縄文時代後則前菜|['－62 JH 2 閣土1 灰黄色 灰償色
与
り 10 Ⅱ

口唇刻み、 内外面横位の条

痕文

粘土撒密、砂粒少量

含む
口緑部 聞文時代早期1－77 J1,I 覆土1 褐色 褐色 良 波状ロ縁？11

l lI－83 1 1 jH lO l 床m l l l Ⅳ ’ 底部 外面RL斜側文→織沈轍 ｜外・内・底面共にナデ ｜ i蛾概色 ｜黒色＞浅黄帽色|砂粒含む ｜悪い’二次焼成のため脆い ｜縄文時代後則前葉

外面RL斜縄文、底面RL

斜縄文？

粘土級密､砂農含む

郷紗1m含む

やや

不良
屑～底部 純文時代御W前蕊Ⅲ 90 1 J1〕－1（ 摺十3 桟歯燈色 昭褐色 勺、刺がオ11

底部 ｜
胴部 LR斜抑文

一
ア

ナ

ゴ

ア

面

ナ

底

・

・

。

Ⅲ

内

内

則文時代後朋前葉

繩文時代後期前葉

－

３

０

ｖ~

Ｐ

Ｐ

Ｊ

Ｊ

ｌ

ｌ

５

０

９

０

Ⅲ

Ⅲ

耐

側

’
一
Ｗ

蹄褐色

褐色＞黒褐色

幟

純

砂粒多く含む

繊維,砂粒含む

悪い|外面ほとんど剥がれ

良 ｜モコト式？

口唇部・ロ駁内面RL斜縄

文外1m：RL斜縄文-細

い刺突列

やや
、~‘

不良
聞文時代{鋤I前菜盛土2 口緑~胴部 内面；ナデlM－l にぶい黄色 にぶい災褐色 粘土綴憎、砂礫含む'－105 ' 1 113

ﾛ唇部・ [1縁内面RL斜縄

文外i、;RL斜縄文→細

い刺突列

j' 1－2 3 ． 4と同一個

体? 刺突興面に貫通する

ものあり

粘土倣密、砂礫含む

獅紗量含む

やや
、 、

不良
縄文時代後川揃葉盛土2 口紋部 内面：ナデ 灰黄色Ⅲ－105 lM－l 灰黄色'5 ハ

砂礫含む、繊維少鼠

含む

やや

不良
盛土I 胴部 外Ⅲi ：RL斜縄文 内面：ナデ 褐色＞黒褐色 暗褐色＞黒褐色 外祁少趾煤{､崎 縄文時代後側前葉IM l ハ'－106

外、：Rl』斜間文底面斜

縄文？

やや

不良
胴～底部 内面；ナデ 粘土撒密、砂磯含む 縄文時代後期前葉盛土2 侭色 暗褐色 内面剃lがｵ1JM－1 ハ' 106 H(1

やや

不良
盛土2 胴部 外面；ナデ IAlm：ナデ 粘土倣密、砂礫含む 繩又時代後期前葉| ‘R斜縄文（やや馴） 椛色 蹄褐色''' 107 |M－l ｝15

外面：RL斜縄文底面沈

線有り

やや

不良
粘土倣密､砂磯含む 内脈剥lがれ 削文時代後側伽葉盛土2 底部 外面：ナデ内|Ni ：ナデ 、色 陪褐色JM－l

句寸
白Illl lO7 I8

1M－2 盛土2

Ⅱ，-'' |鶚
0‘15 11

IP-22

４
Ｎ
唾
一
ｆ
Ｉ
上
、
／
】
－
１
１

LR， RL結束羽状抑文、 下

部は部分的にLR斜縄文

外面は二次焼成のため脆

く、磨耗している。

やや
、~、

不良
胴部 内面：ナデ 暗褐色 黒棚色 縄文時代後期前葉ハ 砂僕含む'11 116

やや

不良
縄文時代後期前葉盛土2 屑部 RL斜輿文→協沈線 外面:ナデ内面:ﾅデ1M 3 I 暗褐色 黒褐色＞晴褐色 砂礫含む'－119 11

砂粒含む、綴維少駄

含む
盛土1 胴部 LR斜蝿文 外面:ナデ内面:ﾅﾃ 抑文時代後期前葉JM 4 ハ 褐色＞＞黒色 黒褐色 良－122 1

上I』R斜抑文､下R1.斜闘

文→縦沈線

二次焼成のため脳く、内面

は膳粍している

やや

~~不良 縄文時代後期前葉盛土2 隅部1M 4 I 外面：ナデ内面：ナデ 暗褐色 暗褐色 砂粒含む－122

11唇･肥〃帯､胴部RL斜

縄文．肥鳳帯直下の無文帯

に太い刺突、刺突 ﾄには太

い縦眺線

砂粒含む、綴維少量

含む

やや

不良
盛土2 口嫁部 外面：ナデ内面：ナデ |こぶい黄橿色 にぶい尚榴色 縄文時代後期前葉1M－5 I'''－127 11
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一覧表

表22遺構出土の掲載石器等一覧

遺 構 層位 遺物番号 l壷さ(cm)xW(m')xIvさ(q､） 重量(9） 石質 備 考図番号 器種名

床面図Ⅲ－8 2 有孔礫
n毎へ

。イ．d

49-6

不明H 20
1｡F

上乙， 5.0×3－8×L2

砂岩有孔礫 床面図Ⅲ－8－3 H－20 124 5. 2×5－5×1. 5

黒曜石石鎌 覆土1図Ⅲ－3()－5 H－25 10 195×1－ 3×05 0. 9

砂岩床面有孔礫 381図11 30 6 11－25 11． 9×10－3×3．2 262.4

凝灰質砂岩床面図Ⅲ－30－7 185 38． 3×28．4×6．4台石 1 1－25 6500

石鰄 覆土3 黒曜石図''1－44－6 6H－29 ]95×1－65×0－ 35 2． 1

石槍 床紅上 黒曜石図'11－44－7 H－29 28 7.8×2． 5×0．9 14. 3

凝灰質砂岩砥石 床直図|Ⅲ－44－8 H－29 79 6~ 12×6． 03×1． 24 45－4

床直
Ｊ
ニ
ー

ュ
正

苅
シー図Ⅲ－44－9 有孔礫． 70 6．85×5．6×2II－29 86.8

石槍 凝土1 黒曜石図''1－46－3 H－30 4.7×2－35×0－6 ER
J－J1

石槍 覆土1 黒曜石図''' 46 4 H 30 43 4-9×2． 0×0． 7 ) 6

黒曜石密-卜1図'11－57－6 石嫉 214 1.6×().75×0．3Ⅱ1－1 0-2

被熱黒曜石図'' '－57 7 石鑛 JH－l 覆土2 164 1． 95×1．0×().3 0~ 5

頁岩石鑑 覆土12図Ⅲ－57－8 260 4－35×1－55×0－3JH－1 1-6

黒曜石石槍 樋土2図Ⅲ－57－9 JH－l 57 7.8×3．4×1. ()5
、公 n

乙D－J

流紋岩？石斧 覆土3図Ⅲ－57－10
nl今

乙lr 156.2JII-］ 10~ 75×4． 25×2．8

覆土3 砂岩石鋸図Ⅲ－57－11 IH－l
nFF

幻00 9. 0×10． 5×0． 7 60－ 5

黒曜石 彫器？石槍 床面図111－63 6 JH－2 328 5. 0×2．25×1． 1 10

黒曜石つまみ付きナイフ 床面 コリ目
J白』 a7×3－ 15×0－8 9図|Ⅲ－63－7 JH－2

床面 黒曜石図Ⅲ－63－8 スクレイパー 11－1－2 258 3．8×3．0×0．9 11

床而 黒曜石図''－63－9 スクレイパー
TVT へ

jrl－乙 314 3.8×3．0×0． 7
ハハ

0． 乙

床面 黒曜石図Ⅲ－63－10 5. 2×2－75×0－75スクレイパー IH－2 qlワ
JLと 1

床面 不明図Ⅲ－63－11 加工痕のある礫 ワ7Q
白~IJ

戸nn

U乙｡II I-2 7.0×3． 75×1． 9

緑色泥岩石斧未製品 qlR
Uムリ図lll－63－l2 JI-I-2 10.6×6．0×2－ 1 186. 3

凝灰質砂岩石鋸 床面図Ⅲ－63 13 JH－2 269 10.8×7．2×0．8 61． 9

床面 凝灰質砂岩石鋸図Ⅲ－63－14 8-4×11． 35×0．8 11qq
LLU二J

TI I－ワ
j1 ｣ 白 333

凝灰質砂岩石鋸 床'1，[1図''1－63－15 136.8JH－2 282 11－4×la7×0－75

砂岩床面図Ⅲ－63－16 砥石 JH－2 〕06 16.8×25． 1×1 15 6592

床面 砂岩砥石図'' '－63 17 IH 2
d，〆F

乙、｡ 17.4×16．0×4．5 1203-7

|M-3, 194‘E-38とi蛤床面 凝灰質砂岩図''1－64－18 砥石
TT T n

j1..1-色 106 ． 271 12．3×8. 3×7.0 909-3

床面 砂岩図Ⅲ－64－19 砥石 1H－2 264 10.2×4．2×0． 7
、P侭

乙0．0

砂岩床面図Ⅲ－64 20 砥石 JH 2
nnn

d乙。 5.6×6－4×0~ 5 16. 5

軽石床面砥石図Ⅲ－64－21 IH－2 298 〕.45×l~ 9×l~45 2- 9

床面 チャート図Ⅲ 63 22 たたき石 JII－2 318 7. 7×4－3×2－5
11ワ 1
人11. ｣

床面 流紋岩？図Ⅲ－64－23 たたき石 IH－2 8．4×4． 5×2．3 125.8281

粗粒玄武岩床面図Ⅲ－64－24 台石
TTr O

Jrl_望 22.2×19．6×1255 7500294

粗粒玄武岩 赤色物質付君床面図Ill－64－25 れき
弓か、戸

イU乙一0JH－2 qワQ
U臼』 15.8×9． 8×3．3

凝灰質砂岩床測図Ⅲ－65－26 11－1－2 295 57-5×36． 8×6． 5 11500石Ⅲ1

砂岩覆土たたき石図Ⅲ－67－1 JH－3 4 14.8×8．05×5． 1
ワワワワ
11イーI

石槍 床面 黒曜石図Ⅲ－69－］ JlI－4 10 10－4×4． 0×1． 25 10. 5

つまみ付きナイフ 床面 黒曜石図'''－69－2 3. 3JH－4 )－4×1． 9×0．6h

石核 床而 黒曜石図''1 69 3 IH 4 〕.O×3． 0×2． 0 15－ 58

凝灰質砂岩床面 45ほか図'''－72－1 Ⅱ-1－5 55. ()×36．5×2-9 3500石皿
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備 考重量(9）遺 描 層位 遺物番号 長さ(､')x幅(叩)x厚さ(｡Ⅱ） 石質器種名図番号

覆土11 黒曜石石棺
再 苛

イーイ1H－6 31 4.9×3．0×0~ 7図Ⅲ－75－2

黒曜石覆土4スクレイパー ﾘH－6 5． 3×2．8×0．45
句 ワ

イ イ区'11 75－3 22

砂岩砥石 床面
戸、 1

04． 1
~TT T 戸

J1~1－， 10.0×6． 3×1．6図llI－75－4 QQ
JJ

砂岩 四面砥石床而 17. ()×9~ 9×9．9 1848.9砥石 11 1-6図Ⅲ－75－5
1Qワ
八J色

黒曜石石核 覆土1 2. 9×3~4×2．25 18. 5IH－7 3図'11－77－2

砂岩床而 132.8たたき石 JH 7 6．0×4． 7×3~ 3区lⅢ－77－3 90

黒曜石床直 5-6図Ⅱ' 79－1 スクレイパー JH－8 15 5－25×2．45×0.4

黒曜石床面 ]－4×2． 5×(). 25
、 弓

乙． イスクレイパー JI I－8
1行

1J図lli－79－2

黒曜石床|節 4.9×2． 5×0．45 3-4図Ⅲ－79－3 Uフレイク JH 8
Ｆ
ヘ
リ

、
／
』

黒曜石覆土スクレイパー JH－9 5.4×2－45×(). 9 149図Ⅲ－80－1 3

不明覆土たたき石 IH－9 87×78×5.2 479図Ⅲ 80－2 2

黒曜石石鍼 焼十 05JH 10 2. 1×1-0×0．3図Ⅲ－83－2
､ハ

フム

黒曜石石槍 JH－lO ２ 8.0×2-3×0． 9 16図Ⅲ－83

黒曜石床面つまみ付きナイフ IH－lO 5~ 5×2．6×0. 7 10.21図111 83－4

黒曜石床面 3-4×3．0×l~ 0スクレイパー JII-lO
Ｆ
ヘ
リ

向
／
〕 8． ］図Ⅲ－83－5

砂岩石鋸 床iWi 98-4Ⅱ1 10 7.6×13．4×1．0図Ⅲ－83－6 6

黒曜石両面調整石器 床而 57－ 1IH－ll 10． 13． 17 ．23 7~ 5×4．4×2図Ⅲ－85 ］

黒曜石床面両面I淵整石器
19 1
ユリﾛ 人図Ⅲ－85－2 Jl－I－11 13 5-2×3－3×0． 9

つまみ付きナイフ 黒曜石霞」
nl F

乙1． ，JI I-11
~

6.4×3．35×(). 95図'11－85－3

黒埖石床面 3-5×3． 5×14 1ワ q
L~p Ljスクレイパー Ⅱ1－11図111 85－4 26

砂岩床間
1nnF

lムム． 0たたき石 JI－I－l］ 7. ()×5. 0×2．6図Ⅲ－85－5 21

砂岩覆土3たたき石 11ｺ－4 8.4×6~2×3．6
旬、、

色、ム図Ⅲ－86－1 1

溌土 黒曜石石鎌 JP－8 1． 7×0．9×0． 3２ (） 3図Ⅲ－89－1

黒曜石石鎌 JP－8 覆土上部 1． 55×0．8×0． 25 0. 3クワ
ー竺図Ⅲ－89－2

黒曜石石槍 覆土上部 15~ 75×3． 3×1．0 46. 3IP－8 28図111 89－3

頁岩底面 6．9スクレイパー JP l2 〕.8×2-7×0．45図Ⅲ－92－1 52

砂岩？底面直|‐ 〕46.4たたき石 JP－l2 60 9.2×6． 75×4． 55図Ⅲ 92－2

砂岩加工痕のある礫 覆土IP－l2 10.4×6. 7×1.8 186.416図Ⅲ－92－3

不明覆土7 649. 3たたき石 JP I3 10. 1×8．8×4．8図Ⅲ－93－1 5

黒曜石石錐 覆二I 3－5×2．7×0.5
舟 の

士一色JP－15 121図Ⅲ 95－2

砂岩覆土 577.5たたき石 JP－l5 51 8.8×8．4×5．6図Ⅲ－95－3

黒曜石石雛未製品 覆土IP－17 39 4-2×2．35×0.8 59図Ⅲ－98－1

覆土 黒曜石石槍 Ip 17
J1 ▲~ロ 25 7 16． 1×2．8×0.8図11－98－2

黒曜石石槍 覇卜4IP－l7 10-0×3．6×0. 95 26. 57q
~ruI,XiⅢ－98－3

遺構間接合黒曜石覆土4JP－l7 ・ JM－5 19図Ⅲ－98－4 スクレイパー JP－17 ． 83 6-9×3－ 5×L5

緑色泥岩石斧 覆土4 7~ 5×3. ()5×1．35 4］JP－l7 80図'11－98－5

緑色泥岩石斧 覆土8IP－l7 9. 1×3．8×1． 5 89-2図Ⅲ－98－6 門

凝灰質砂岩覆土8砥石 IP－l7 85 7. 0×3~ 8×3． 7 125-7図Ⅱ1－98－7

四面・遺構間接合凝灰質砂岩覆十4砥石 IP l7
耳,＝

イ｡ 2(). 9×5－4×5． 3
4句1 戸

fdLO図Ⅲ－98－8

縄あと？底直 不明5682れき JP－l7 94 13.4×7．6×3．75図Ⅲ－98 9

砂岩覆土 430~ 9JP－l8たたき石 8－ 5×8． 9×4－3図Ⅲ－99－1 10

黒曜石石鑛 覆土JP－l9 2-0×1． 1×O~ 25 0-3図Ⅲ－100－3 ソ配
色U

黒曜石石鑑 JP l9 覆土 38 2.0×1． 1×0．4 ’
0- 5図HI-lOO-2
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一覧表

図番号 器秘名 遺 桷 届付
F■二弓ロ ＊一凸凹 遺物番号 長さ((】､)X幅(側')X厚さ(c､） 重量(9） 備 考石質

図Ⅲ－100－4 砥石 覆土IP－l9 凝灰質砂岩159 [9. 1×13． 5×2． 0 881. 3

図Ⅲ－101 1 つまみ付きナイフ JP－21 底面 1.4×2．8×0.6 黒曜石ワ切
白リ

戸 F

0． 0

図Ⅲ-102-1 石鑑 滑十JP－22 41 黒曜石1.8×L3×03 0.4

図Ⅲ－107－9 石鎌 盛土1JM－］ 85 黒曜石2. 1×10×03 0.4

図Ill lO7-lO 朧土2スクレイパー JM－］
n句弓

乙乙イ 黒曜石3.4×1. 5×0．45
ハハ

ムー、

図lI－lO7－ll 幣七2スクレイパー JM l 230 黒曜石8．9×3．4×0． 9 16

盛土1図Ⅲ 107－12 スクレイパー

スクレイパー

IM－l
｡F

乙、 6.6×2.4×0~ 75 95 黒曜石

図]I－lO7 l3 癖十t2JM－1 244 黒曜石5． 95×2－7×0-5
。

▲

図Ⅲ－1()7－14 石斧未成品 然十2JM l 111 ．417 接合泥岩8-8×40×1 95 83．8

図Ⅲ－107－15 石斧 艘土2JM－l D－35． 18と接合170 9．65×3－6><2． 5 凝灰岩？139.8

図lll-lO7-l6 石鋸 僻-t2IM－1 〕38 ．404 凝灰質砂岩9．65×14. 2×().65 149－7

図IlI-107-l7 砥石 幣士2JM l ]39 15.65×9-0×1.6 砂岩192－ 1

図Ⅲ-107-18 砥石 僻＋］1M 1 凝灰質砂岩
1句

］0 13. 75×2().8×1． 5 250- 1

図Ⅲ－1()7－19 台石 幣十:2JM－1 237 不明23. 0×14．6×10．2 5000

図Ⅲ－114－6 石錐 焼十JM 2 ・HF－4 りワ
ムI 黒曜石2.6×1． 16×0． 55 1． 5

石槍図IlI-ll4-7 癖十2JM－2
1戸n

lUム 3.6×2．0×0．4 黒曜石
、句

乙一J

図Ⅲ－114－8 スクレイパー 癖士2JM－2 402 黒曜石1-4×3．2×1．2 1リリ
L畠凸

図IlI－ll4－9 樵十底スクレイパー JM－2 310 黒|曜石4.2×3． 35×1． 2 10. 2

図lll－ll5－lO 石鋸 僻1話2JM－2 砂岩
りE1
色J上 9． 15×12.85×().6 90.6

石鋸 盛土1図|Ⅲ－115－1］ IM－2 凝灰岩192 10． 1×11.4×1．75 129.8

図Ⅲ－115 12 石鋸 祷十2JM－2 砂岩 赤色物質付着62 7． 2×11． 9×0-6 84.7

図Ⅲ－115－13 砥石 擦十底]M－2 砂岩
11，

）1J 12．2×9． 95×2． 9 〕26~8

図Ⅲ－115－14 砥石 需十l民JM－2 I1R
l上』 砂岩12. 3×5．9×3．6 228- 1

図Ill－ll5 I5 僻十2たたき石 IM－2 12 14.2×6．2×5. 15 629. 9 不明

石槍図IIl-ll8 2 盛土2JM 3 44 3． 95×2-05×0．6 黒曜石4.6

図Ⅲ－118－3 石槍 蒋t2JM－3 黒曜石186 6． 1×2－8×0-9 12-8

図Ⅲ－118－4 石錐 盛土2JM－3 106 黒曜石2.6×4－3×1． 1 7 3

図Ⅲ－118－5 つまみ付きナイフ 礁十2JM－3 黒曜石133 ). 15×1－ 9×0-4 1 ． 9

図'1－118－6 僻士2スクレイパー 1M 3 181 黒曜石4， 95×2， ()×1．2 4. 1

図Ⅲ－118－7 癖十2砥石 1M－3 凝灰岩？ 赤色物質付着143 13. 5×3．9×2．4 147. 9

図Ⅲ－118－8 盛土2砥石 JM 3 砂岩169 12. 0×9~ 3×3－ (） 291-9

図Ⅲ－122－3 石雛 盛土1IM－4 329 黒曜石3．6×1． 5×0.5
句バ

ム．牡

図llI－l22－4 石雛 盛土11M－4 ワqハ
含リーエ 3.0×2． 25×(). 7 黒||麗石1. 3

図Ⅲ－122－5 石槍 癖k11M 4 244 黒曜石 D-40. 18, 1-38.6と接合6~ 0×2． 35×0．8 8－ 9

図llI-l22-6 両面調整石器 癖-t1JM4 306 7. 7×3．45×0． 9 黒曜石25.6

図Ⅲ－122－7 両面調整石器 覆土1JM－4
句ヴ1

，J1 7.2×3.45×1． 1 黒曜石
りoり
ムムム

図Ⅲ－122－8 石錐 祷十: 1JM4 238 1 .4×0. 9×0.6 メノウ0 6

図'''－122－9 スクレイパー 幣十:2JM4
nF戸

do、 黒曜石62×2． 2×1. (）
ワリ

イーム

図Ⅲ-122-10 潅土2スクレイパー JM4
勺バハ

140 黒曜石7 2×2． 5×1． 5 19

図II-l22-ll 療土2スクレイパー iM－4 370 5.6×2．65×9．6 14‘9 黒曜石

図lll-l22-l2 スクレイパー 盛土］1M－4 17 7.2×3．45×1． 1 黒曜石ワワq
停菖. U

図llI-l22-l3 鰈flスクレイパー 1M－4 258 6.3×3． 15×1． 5 黒曜石15.6

図'''-122-14 癖十2スクレイパー 1M－4
､戸1

jDl 6. 0×2． 95×1． 5 黒曜石15． 1
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遺 構 備 考図番号 器椰名 1W位 遺物番号 優さ(qn)x幅(側})x厚さ(cⅢ） 重量(9） 石間

盛土2 黒雌石図Ⅲ－122 15 スクレイパー JM－4 6~ 5×3．8×1.8341
n1

jl

盛土2 黒唯石図Ⅲ-122-16 スクレイパー IM－4 350 4.7×4－25×1． 5 11. 9

石鋸 盛土］ 砂岩図'''-122-17 JM－4 ’1q
ｰLu l().2×22． 9×0.9 273-4

石錐 盛土2図Ⅲ－127－2 JM－5 0- 5243 l~ 55×0． 55×0． 5 メノウ

石錐 盛土2 メノウ図Ⅲ－127－3 JM-5 144 1－35×0.8×().45 0.4

石錐 盛土2 黒曜石図Ⅲ－127－4 JM－5 2．55×1． 35×0．611Q
L－v 2

石錐 幣士2 黒曜石図Ⅲ－127－5 JM－5 133 3．95×2－2×().65 ！

つまみ付きナイフ 磯土2図''1-127-6 1M－5 黒雌石4．2×2．3×1． 1
戸の1

0ム1 6

つまみ付きナイフ 盛土2 黒曜石JM－5図'11-127-7 269 4.35×2．4×0. 5 Rり
U,弩

つまみ付きナイフ 盛土2 黒曜石図11－127－8 JM－5 518 7．85×2－4×1.0 86

盛土2スクレイパー JM－5 黒曜石図'' 1－127 9 97 4－7×2． 3×0．8
ワ 1

J． I

石鋸 砂岩盛土2JM－5図’'-127-10 8.6×10－8×0. （ 71．6306

砂岩石鋸 JM－5図Ⅲ－127－11 630 6．9×8. 5×0.6 43－3

砥石 盛土2 砂岩図Ⅲ－127 12 JM－5 Q77
U~00 6.4×5. 5×1.0 299

砥石 盛土2 砂岩図Ⅲ 127 13 JM－5 2 ． 34 ． 555 38.0×15．7×1．0 899.2

盛土2 砂岩たたき石図Ⅲ-127-14 JM－5 124 184.310．5×7． 5×3－6

感士2 砂岩たたき石 IM－5図Ⅲ-127 15 41 12. 3×7~45×5． 7 7ワワワ
P竺臼凸竺

盛土1 片麻岩？たたき石図lIl l27-l6 JM－5
『ー1房

、l／ 489. 512.2×9~ 0×3．2

砂岩癖十2図Ⅲ-127-17 たたき石 JM 5
、芦句

乙DJ 8.8×7．65×3．4 324.4

癖t2たたき石 不明図lll-l27 l8 IM－5
n戸F介

乙0，．乙]19 10- 1×52×3－2

砂岩たたき石 朧土2図''1-128-19 1M－5 238 84×6．2×1 9
1ハワ
1詮『

砂岩たたき石 JM－5 盛土2図Ⅲ-128 20 9~ 9×8． 7×3．9 473-426］

砂岩

粗粒玄武岩

たたき石 1M－5 監土2図11－128－21 554 11．6×6． 5×2．85 326. 7

台石 JM－5 盛土2図''1-128-22 15. ()×12．6×4．35120 9861

石雛 盛土2図Ⅲ-13()－1 JM 6 黒硴石qq
UU 3.4×2－25×0． 5 I 7

J－I

石槍 JM－6 僻-t2 黒曜石図Ⅲ－130 2 63 8.8×2．2×1．05 16-7

癖十2 黒曜石図Ⅲ－130 3 スクレイパー JM－6 5‘4×3．6×1． 1528 14.3

幣士2 黒曜石図Ⅲ－132－1 スクレイパー JM－8 9 5.7×2－9×1． 5 19．4

僻-|弓2 黒曜石図Ⅲ－132－2 スクレイパー JM－8
1，

1J 7.2×3－4×1．2 14-2

砂岩砥石図Ⅲ－132－3 JM－8 175.3
1，

1‘ 17－8×75×1－0

石錐 盛土2函Ⅲ 134－1 IM－9 黒曜石4.3×1．8×0． 6 〕_7リQ
＝』

幣士2つまみ付きナイフ 1M－9 黒曜石図Ⅲ－134 2 3.9×1.4×0. 5 1. 7j6

僻-t2つまみ付きナイフ 黒曜石図lll-l34 3 JM－9
4 ，

f、 0
qQ
Jv 4．45×2．65×0．8

盛土2JM－9 黒曜石図Ⅲ－134 4 スクレイパー 3.5×3．2×(). 9 7~863

石斧 盛土2 粘板岩図Ⅲ－134 5 JM－9 5~ 05×2．6×0．4511 9. 9

盛土2 凝灰岩図Ⅲ－134－6 たたき石 IM 9 7-3×6．75×4－2貝9
U~ 231. 1

表23遺構出土の掲載鉄製品一覧

遺 構 備 考器柿名 重量(9)図番号 嗣位 遺物番号 長さ(｡u)x幅(0,)xI阜さ(qn）

鉄製I砧 床直図11－49－2 H－31 3.3×{).5×0． 5109 () 8

鉄製品 床面H－31図Ⅲ－49 3 3×0．45×0．45128 0.4
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表24包含層出土掲載復元土器一覧

接合

破片

数

未接

合破

片数

口

Ⅱ1ぱ5

掲叔

番号

未接合破片

【'1 土位置

図版

番号

出土区

(屑位･点数）
挿図番号 層位(点数） 部 位 焼成胎 土 そ の 他

［I径 底径 器高

｢l縁部～底部図Ⅱ､－ 1 135（ 1 . 1）

[36（ 1 ．5． 11 ． 1）

[37(掘揚t･2）

I〈35（ 1 ．4， 1 ．2）

弓戸

r、 砂礫含む 良６

７

８

５

３

３

３

３

１

１

１

Ｋ

I （30）

掘揚土(15）

捌揚土(2)

'1 （15）

I （14）

1 110 2 15 6 21． 5〕. ＆

1m 内 1，

禍 整 ｜ 色 調 ｜ その他 ’ 調 耀 ｜ 色 掴 ｜ その他

外
時 期 部 位

様文

黒褐色＞褐色

j(拙色＞褐色

M拙色

擦文時代

後期後半

横ミガキ(稜Iﾘ雌）

横ナデ

縦ハケメー，横ナデ→縦ミガキ

(一部横ミガキ） ミガキ（稜や

や不明瞭、 丁寧）

1 .1唇部

I ｣縁部

胴_i皇半部

横位列点2段

111形状の斜位沈線(3本単位)､沈線沿いに列点、

区画内に円形刺突、文様帯下部横沈線区仙I(3本

単位）

横ﾐｶｷ(稜やや不lﾘl隙､ 1.寧)

横ミガキ(稜やや不Iﾘl脈、 1軍）

黒褐色

黒褐色＞略褐色邪分的に剥がれ

黒褐色>蹄褐色 縦ミガキ(稜やや不Iﾘl瞭I寧） 黒褐色＞暗褐色

黒褐色＞暗褐色

胴下半部

底部

底面

縦ミガキ(稜iﾘI瞭、 丁寧）

ナデ

黒褐色>暗褐色

略褐色

ダ
マ
~
ダ
ニ
~

】

ブ

ー

プ

ナ

ナ

婦
吋
数

未接

合破

片数

法
ｻ ﾛ

叶I

掲赦

番号

未接合破片''1土{1

置

図版

番号

出土区

(間位･点致）
挿図番号 層位(点数） 部 位 胎 上 焼成 そ の 他

底径 器高口径

''12(掘暢土・ l）

143（ '1 . 1 , ''1 .3）

砂粒やや

多く含む

繊維少賦

含む

図Ⅱ． 2 １

１

０

２

２

３

ｌ

Ｉ

Ｉ

18 110－3
T~4，

1乱』 〕.↓
Jnm l,

{J畠. lﾉ やや

不良

20-0

|｣縁部~胴下半部

外 画
一
の

内 面

他 ｜ 文様． ｜淵整 ｜ 色 掴 そのH
時 卿 形 状 部 位

様 ’ 色 調 そ又

縄文時代

後期前葉

山形突起

稲の狭い肥厚帯

（山形突起部は

やや隆起する）

口唇部

、練部

(肥j早榊）

服部

暗褐色

暗褐色＞褐色

1 1唇部断面三角形状

一部煤付務肥厚帯上RL斜縄文→縦沈線(やや太い） ナデ 褐色

肥j¥帯直下に横位のI1j形刺突文

RL斜縄文(下部はLR斜繩文との組合せによる

羽状縄文）

|暗褐色＞褐色 下半部三次焼成による臓粍｡剥がれ有I 褐色ナナ

表25包含層出土掲載拓本土器一覧

掲栽

番号

色 調

外、 1 内mi
挿図 出土区 層位 点救 分翔 部位 入 樵

寺

捌 整 時 期脾 」n口 焼成 そ の 他

､43 掘揚げ土 4 短刻線2段（羽状) 、胴部

斜位沈線糺l合せ仙形、 4

本1Mｲｾ)、文様淵下部沈線

区曲1 （5本単(t）

外iii ：ナデ

|Al面:上樹ﾐｶｷ､下縦ﾐｶﾞｷ
1 1縁～胴部 晴褐色＞鼎褐色 砂粒含む I縁内面煤一部付綿 擦叉時代後IW後半11－1 Ⅱ Hf 卿

掘揚げ」咽ロ ）

外面：横ナデ

内面：横ミガキ

恥
一
”

1

1

’

１
バ 1 ｢]縁部 短刻線2段(羽状） 暗褐色 黒褐色 砂粒含む 良 博文時代後財後半３ Ⅱ

キ

ョ
ア
”
刀

ナ

ミ

横

横

面

剛

外

内

横沈線1本、刺突列2段

縦沈線
n，－1 I 口縁部 暗褐色 暗褐色 砂粒含む 良 協文時代掻期後半[.I Ⅲ1

△杜 I

キ

キ

ｊ

７

Ｊ
ｊ

~
~
~
~
~
~

鯛

横

而

面

デ

内

内

ナ
↓

剖
二
~
少
二
~
。
ｆ
利

一
「
ノ
ー
↓
ノ
ー
に

ナ

ナ

ケ

横

枇

ハ

Ⅲ

川

面

外

外

外群
叩
一
州
一
岬

、縁部

口縁部

胴.上半部

黒褐色

褐色＞照色

黒褐色

砂粒含む

砂粒やや多く含む

砂粒やや多く含む

’
一
Ⅱ
－
１

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

純

一

岬

純 #雨蒜
係又時代使期俊半

擦文時代後期後半

機文時代後則彼半斜位・縦沈線組合せ

外面：ナデ

内面:斑ミガキ

斜位・描沈綴組合せ文様

帯下部沈線区画
擦文時代後期後半I､－1 N4f 胴上半部 黒褐色＞褐色 暗褐色 砂粒やや多く含む 良8 I i1

鰹・欄・斜位沈線組合せ

文樵帯下部眺線区画

外面：ナデ

内面：鞭ミガキ

叫

恥 器
Ｉ

Ⅱ
胴上半部 砂粒やや多く含む 擦文時代後期後半略褐色 幟

郷

1，－1 9
1町

』慾

斜位・縦沈線組合せ

文様帯下部沈線区画
キガ

ー
プ
、
ミ

ナ

縦

面

伽

外

内
Ⅳ 1 N‘15 I 胴上半部 暗褐色 砂粒含む 陳文時代後側I後半l（ i 良

外Iii ；ナデ

内閲；上横ミガキ、下縦ミガヰ

憾刻線斜位・縦沈線組合

廿
Ⅳ一 胴.上半部 If褐色 H柵

孟一 砂粒含咽 擦文時代後期後半J46 I Ⅱ
I:U

｣之1 1

斜位沈線組合せ、沈線沿

に小列点有り

外mi ：ナデ

内面：横ミガキ
胴上半部 暗褐色 無褐色 砂粒含む 擦文時代後期後半ﾊー F37 I 良12 ﾄ1

外面：文梯帯部ナデ、下部縦ミガ

キ内i、：上部横ミガキ、下部縦

ﾐガキ

斜位汰線組合せ、沈線沿い

に小列点有り、 文様帯下部

沈線区、（2本脳位）

胴.上半部 暗闘色＞黒褐色 砂粒含む 擦文時代後閉後半1．－1 13 1．17
p もJﾛ ﾄ1 晴柵色

I写U

殿』

外、職ミガキ内面：ナデ

庇間：ナデ
底部 擦文時代後期後半I『 14 I〕39 ［ Ⅲ 暗褐色 暗褐色 砂粒含む

Il

』匙

I噌部脚lみ、 L}縁部突起有

り、地文l‘R斜縄文→小円

形刺突

H45 1 11
一
ナ
ー
ァ

ナ

ナ

面

面

外

内
暗褐色＞黒褐色 続縄文時代前牛1． 1 口縁～胴部 熱禍色 砂粒含む15 Ⅵ 畠

掘揚げ土H45 q

1 1唇部刺突, 口縁部突揃文

1 1線～胴部縦位・横位の

縄繍又細線間刺突列

口縁～屑部 暗褐色＞褐色 砂粒含む 続縄文時代前半Al外、；ナデ 純
一
岬

良I『 ･－ 16 Q45 I 1 11

Ⅷ

｜

岬

雨

畑

一

脚

Ｉ

Ｉ

ｉ

Ⅲ

Ｉ

町外、；ナデW－－ l 胴部 RL斜例文 M砲＞暗褐色 砂粒含t 外面隙付着 続繩文時代前半17 h 瓜

地文RL斜縄文一口縁部横

位円形刺突口唇部・口縁

部内面Rl‘斜縄文

Ｊ

１ 1 1縁～胴上半部 内面：ナデ 陪褐色＞褐色 褐色>噺褐色 繊維、砂粒含む 良 外面剥がｵ1 縄文時代後期前葉､『 19 ハ

1 1聯部、 ロ縁部内面RL斜

仰文外mRL斜縄文肥

鳳榊｣描位押引文肥厚僻

inFlIl形刺突文

内1m：横ナデ 鼎褐色 肝褐色 砂粒やや多く含む 縄文時代後期Iiij紫I『－1 I〕36 I 1 Ｉ ロ縁剖?I
I『

』'ミ

やや

不良
却閲：ナデ曝面：ナデ1' 1 ､39

7

1 踵部 地文RL斜縄文-･緩沈綴 暗褐色 ¥謁色 砂粒やや多く含む 全体的に磨耗 縄文時代後期前葉
叩1

畠I ハ1
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表26包含層出土の掲載石器等一覧

器秘名 グリット ・遺椛|叉｜ 悉号 l↑‘'i ｛ウ 遺物番号 重量(9） 石材 附 考長さ×'隅×〃さ(cⅢ）

図ハ‘ 4－1 石鍼
峡且一

けLM49 Ⅲ 黒曜石2－ ()×0．8×0． 3 03

石鍼【1ハ1－4－2 I･~1－34 '11 黒曜石
、伊

白、 1． 95×1-0×0． 3 () b

｛i雛Xlハ'－4－3 1－47 ' '1 黒曜石2.9×1． 75×O~ 55

石棺xiハ'－4－4 F－37 Ⅲ 黒曜石
のA

乙哉 4 ()×22×(17 46

荷槍1割ハ'－4－5 1－37 |’ 黒曜石4 4． 7×23×0 75 5－ 1

石棺XIハ 4 6 M45 黒曜石’ 4 5.7×2． 5×0~ 9 88

(ilWzI lV－4－7 1 1－35 I 黒唯石5 1. 7×2－3×0． 75 1 7
X二I

石槍図ハ'－4－8 G－43 黒曜石I 5.6×2． 7×O~8 93、

石槍岡ハ－4 9 1－43 黒曜石’ 4 6． 1×2． 5×(). 9 88

ｨi槍xI lV－4－lO 1 1－31 黒曜石’ 553 4． 1×20×{） 7

行楠| ､Xl lV－4－11

図ハ'－4 12

F 37 11
、｡

‘｡ 黒曜石l‘7×1．95×0．6 1 頁
〃. 1J

石棺 1 42 '1 5 7×30×() 6 黒曜石1
〆弓

O聖イ

石棺Ix} 11‘－4－13 M－40 黒曜石11 1 1. ()×3．2×0~ 7 貝ウ
J－会

石楠 ljllI上土XIハ' 4 14 ' 37 黒曜石1 8. 5×3－ 75×1． 05 28． 9

石棺xl lV－4 l5 黒曜石1 39 1 [1.2×4． 15×1.3 48. 2

図ハ－4－16 十イヲ
ノ~I ~〆 日－36 1 黒曜石

1ワ 1

1J． 』１ 6． 7×4－ 1×0． 95

石錐Z1 1V－4 l7 '－40 ' 1 黒曜石5． 05×3-0×1．2 1 1 9９

【j雌 堀上txIﾊ'－4－18 1 1－45 黒曜石13 4- 0×28×()_ 95 78

つまみ付きナイフxIハ『－4－19
T ~DP－

l 4D 黒曜石11 4． 1×2．5×0． 75 5．46

つまみ付きナイフ珂ハ{－4 20 F－37 頁岩'1 5．05×2． 5×0．82 81

つまみ付きナイフ叉I lV－4－21 1－41 黒曜石１

１

5.8×2－5×0． 95
句 、

イ． ‘サ

つまみｲ､jきナイフ図ﾊ－4－22 黒唯石F－38 1 7.4×2－3×1． 35 11．4

つまみ付きナイフ図ハドー4 23 F－38 |’ 5． 55×2－05×0．85 黒曜石I 6-5

つまみ付きナイフ¥Iハ' 4－24 1 39 黒曜石’ 28 5． 1×2．8×1－2 ﾉ1 頁
元一J

スクレイパー 黒曜石戸

ｂ

《

ｂ

ワ

堂

り

〕

４

４

Ｖ

Ｖ

脚

図

1－46 | ’ ４ 3．8×2． 3×{)~ 8 h t）

スクレイパー I〕 45 黒曜石1 1 4． 3×3~ 35×0. 7
門 r，

イ 』

図ハ！－4 27 スクレイパー (j 47 |I 黒曜石7 l×3． 3×().6 73

41V－4 28 スクレイパー 1－39 | 黒曜石１ )－2×4． 1×1－ 1 14. 2

4ハ－4－29 スクレイパー？ 照曜石'－39 1 15 2-8×3． 15×1－45 11． 5

スクレイパーI又Iハドー4－30 1－39 黒曜石1 ミバ
J玉 2－6×2－ 3×Q9 6

図H1－4－31 スクレイパー D－46 黒曜石I 5. 5×2．6×0．65 7-82

ZIハ{－4 32 スクレイバー N－34 I 黒曜石

泥岩

3 ．4 9． 7×3． 5×1－8 40Z

砥石ZIハ！ 4 33 1 39 7-8 14.8×26~ 2×1 ． 7 744-9

砥石図ﾊ:－4 34 D－39 一括 泥岩14.25×8－8×0．9 1496

砥石図H'－4－35 一括 凝灰岩1－43 14. 5×6.6×2．3 305-7

砥石 M－44 泥岩XIハ－4－36 |’ 6 5×7 5×1－81 138~ 6

砥石 砂岩Ixlハ『－4－37 F－38 111 11 ．21 21. 5×7． 75×3． 1 450- 7

F"?r－－

11座仁I図ハド－4－38 P－47 |’ 凝灰角礫岩18 4．2×3． 2×1．4 133

台石 堀上土図Ⅳ－4－39 D 48 不明1 14.25×8－8×0． 9 149.6

土製品

器極名 グリット ・遺構I叉｜ 番号 肘位 遺物番~号 長さ×幅×厚さ(c､） 重量(9） 備 考

耳栓(I lV－4 40 K 43 |I ７ 2. 3×2．45×2~ 3 78
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焼土 1ヶ所
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